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3.掘立柱建物跡

下田町遺跡第 4次調査西区において、 2棟の掘立

柱建物跡を検出した。遺構番号は平成13年度の第 1

次調査及び平成14年度の第 3次調査の続き番号を

使用している。

今回検出した建物跡は、調査区中央の I-37グ

リッドに位置する第50号掘立柱建物跡と、調査区北

東端の I-28 • 29グリッドに位置する第51号掘立柱

建物跡である。

調査区域内にはこのほかにも数多くの小穴を検出

したが、建物跡と判析できる柱穴の並びを確認する

ことができなかった。

第50号掘立柱建物跡（第397図）

調査区中央にあたる I-37グリッドに位置する。

重複する遺構には、古墳時代後期の第llO• lll・

132 • 134 • 138号住居跡が密集し、重複が激しい。ま

た、第594号溝跡が位置している。

建物構造は、桁行 3間x梁行 2間の総柱主建物跡で、

南東コーナーの柱穴は、第lll号住居跡と重複する

ため検出できなかった。建物規模は桁行3.7m、梁行

2.Smである。南側のP10・ 12の柱穴列は柱穴規模が

やや小さく、掘り込みも浅いことから母届部分は 2

間X2間の倉庫と考えられ、古墳時代後期に下田町

遺跡で確認される建物跡と捉えられえる。

ピットはほほ円形をしている。各ピットの規模は、

Plが長径62cm、短径60cm、深さ20cmである。 P2は

長軸52cm、短軸46cm、深さは22cmである。 P3は長軸

66cm、短軸46cm、深さは42cmである。 P4は長軸64cm、

短軸47cm、深さは34cmである。 P5は長軸56cm、短軸

49cm、深さは50cmである。 P6は長軸66cm、短軸58cm、

深さは20cmである。 P7は長軸58cm、短軸56cm、深さ

は24cmである。 P8は長軸49cm、短軸46cm、深さは26

cmである。pgは長軸68cm、短軸56cm、深さは22cmで

ある。 PlOは長軸40cm、短軸40cm、深さはllcmであ

る。 P11は長軸29cm、短軸19cm、深さは 8cmである。

桁方向はN-56°-Wである。

本建物跡の東側には、第591• 599号溝跡が巡る。

この溝跡は、平安時代の集落域を区画する溝跡であ

る。区画溝の内外にはピットを多数確認したが、本

遺構以外の掘立柱建物跡と判断できる遺構は検出で

きなかった。

出土遺物は、土師器甕、杯の破片少鼠を検出した。

第51号掘立柱建物跡（第398図）

I -28 • 29グリッドに位置する。

重複する遺構は、第635号溝跡である。

建物構造は、桁行 2間x梁行 2間の総柱建物で、

南北方向に長い。

規模は桁行が4.2m、梁行が2.9mである。ピット

はほぱ円形で規模も類似している。各ピットの規模

は、 Plが長軸58cm、短軸48cm、深さは34cmである。

P2が長軸62cm、短軸48cm、深さは44cmである。 P3

が長軸43cm、短軸40cm、深さは44cmである。 P4が長

軸52cm、短軸47cm、深さは42cmである。 P5が長軸53

cm、短軸44cm、深さは42cmである。 P6が長軸42cm、

短軸40cm、深さは28cmである。 P7か長軸54cm、短軸

42cm、深さは32cmである。 P8が長軸55cm、短軸50cm、

深さは40cmである。桁方向はN-1r-wである。

本建物の東側には、平安時代の第635号溝跡が位

置する。南側には、中世の区画溝である第630号溝跡

が位置する。

出土遺物は、第399図l~ 3に図示した。 1• 2は

土師器甕である。 1は口縁部ヨコナデを施し、体部

外面は縦方向のヘラケズリ、内面ヨコ方向のヘラナ

デを施す。 2は口縁部ヨコナデ、胴部外面は縦方向

のヘラケズリ、 3は須恵器長頸壺の頸部破片である。

他に土師器杯を少量検出した。 1はP5から、 2はP

2から、 3はPlから出土した。
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第50号掘立杜建物跡
1 灰黄褐色上 10YR4/2 黄褐色粘上プロック ¢8~lOilllll)極多試 （埋戻し） 7 黒褐色士 10YR3/l 黄褐色粘十ブロック(¢ 3~5lillil）多呈
2 褐灰色上 IOYR4/ l 拭褐色粘土ブロノク ¢8~lOIIIIIl) 多鼠（埋戻し） 8 患褐色土 10YR3/2 茨褐色粘土ブロック(q;8~lOilllll)まばら
3 黒褐色土 IOYR3/1 黄褐色粘七ブロック ¢8~10mm) まばら（埋戻し） 9 黙褐色上 J OYR3/2 黄掲色粘上ブロック(¢ 3~5mm) まばら 4に近似
4 黒褐色十 !OYR:J/] 黄褐色枯土フロック が3~5mm) まばら 10 黒掲色土 IOYR3/2 黄灰色粘土ブロック(¢ l~2mm) 少量
5 黒褐色土 IOYR3/2 黄褐色粘土ブロソク ¢3~5!lllll)まばら（柱抜取痕） 11 明黄褐色上 lOYR6/6 暗掲色十ブロック (¢3~5llllll）少量
6 褐灰色上 !OYR5/] 黄褐色粘上プロック </; IOllllll) 多員 12 黒掲色土 10YR3/2 拭灰色粘土プロック (¢3~5mm) 多量

第397図 第50号掘立柱建物跡
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第51号掘立柱建物跡ヒット 1~9

1 掲灰色土 ］OYR5/1 黄褐色粘上ブロソク(,p5~81Dlil)多呈 テフラ状の粒子微量 （掘り方）

2 褐灰色七 IOYR4/l 黄褐色粘上プロック (¢5~8111111) 少鼠 （掘り方）

3 黒褐色十 IOYR3/l 黄褐色粘士プロソク((/,5~8mm) 少呈 （杵痕）

4 灰黄褐色土 IOYR1/2 黄褐色粘＿十ブロソク(</,20~30mm) 多呈 （柱抜取痕）

d
9
 

主

0 2m  

ヒ— |“|160

第398図 第51号堀立柱建物跡

／
 

口 ＼ 2 
J==ll3 

10cm 
1 : 4 

第399図 掘立柱建物跡出土遺物

第30表 揺立柱建物跡出土遺物観察表

三I］言言I：五i：三曇f::I:;;]1底怪

残存 胎土 焼成I色調 I出土位四・備考I図版

破片 雲角赤粒白粒礫普通橙 P5 

破片 角石英赤粒白粒蒋通鈍い黄橙 P2

破片白拉黒粒 良好灰 Pl 
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4. 井戸跡

下田町遺跡第 4次調査の井戸跡（略号 SE)番号

は、平成13年度の第 2次調査及び平成14年度の第 3

次調査の続き番号を使用している。今回の報告は、

平成15年度に発掘調査を実施した西区にあたる範

囲である。

発掘調査の結果、井戸跡は85基を検出し、第303号

から第387号の番号を付した。

遺構の集中する調査区中央から南西側に多く分布

する。出土した遺物からみて、井戸跡はいずれも古

墳時代後期から平安時代、中祉にかけてつくられた

もので、様々な時期の井戸跡を検出した。調査時に

おいては、湧水などのため崩落したり、調査継続が

不可能な場合は途中で調査を断念した遺構もある。

井戸跡の傾向としては、古墳時代後期から 8世紀

初頭の井戸跡は、第320• 349号井戸跡に見られるよ

うに、径が小さく、筒状に細長く掘幣される。奈良

時代の井戸跡は、木製黒漆塗壺鐙を検出した第319

号井戸跡に見られるように、径がやや大きく、掘り

込みも筒状で輻を持つ。平安時代になると、井戸跡

は大きく掘り込まれ、井戸の中央には、第306・317・

347号井戸跡に見られるように、木枠が組まれた状態

で検出され、井戸枠が組み込まれる。中世の井戸跡

は、第307• 308号井戸跡や第324• 354局井戸跡のよ

うに索掘りで円筒状に掘り込み、径が大きい形態で

ある。

井戸跡の形態は、平面形を円形、隅丸方形、楕円

形、方形、長方形に分類した。また、断面形は、筒

型、漏斗形、フラスコ形、箱形に分類した。

出土遺物は、第315号井戸跡からは子持勾玉を検

出した。第319号井戸跡からは、木製黒漆塗壺鐙が出

土し、共伴して南比企産の須恵器杯、在地産の土師

器甕、丸甕、未野産の須恵器甕を検出した。この他、

第306号井戸跡からは「万」、第344号井戸跡から「前

麻呂」の墨書土器を検出した。木製品は、第314号井

戸跡から下駄、第324・327・357号井戸跡から漆椀が

出土している。また、第308号井戸跡からは古銭が 8
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枚まとまって検出された。

第303号井戸跡（第402図）

J-36グリッドに位置する。

重複する遺構は、第584• 587 • 598号溝跡である。

平面形は円形で、規模は長軸92cm、短軸80cmであ

る。深さは推定で82cmである。断面形は口が大きく

広がる筒形である。

出土遺物は、第403図 1に図示した緑釉陶器培で

ある。

第304号井戸跡（第402図）

I ~36グリッドに位置する。

重複する遺構は、第148号住居跡、第585号溝跡で

ある。

平面形は方形で、規模は長軸270cm、短軸は63cmで

ある。深さは推定で89cmである。断面形は箱形であ

る。

出土遺物は、第403図2に図示した板材である。

第305号井戸跡（第402図）

H~38グリッドに位置する。

重複する遺構は、第124号住居跡、第592号溝跡で

ある。

平面形は円形で、規模は長軸130cm、短軸118cmで

ある。深さは103cmである。断面形は筒形である。

出土遺物は、土師器甕を少鼠検出した。

第306号井戸跡（第402図）

G-37. 38グリッドに位置する。

重複する遺構は、第125号住居跡である。

平面形は隅丸方形で、規模は長軸260cm、短軸230

cmである。深さは推定で108cmである。断面形は筒形

である。

出士遺物は、第403図3~13• 第404図14~18に図

示した。 3~ 5は須恵器杯で、 3は内面に墨書が見
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第303号井戸跡
1 黒褐色上 1orn2/2 地l」」ブロック (</,1~l0mm)少量焼十粒子微量
2 黒褐色土 10YR3/l 地1_|」プロック(</,0. 5~5mm)少埜焼土粒子微量
3 黒褐色十． 2. 5Y3/l 地山ブロック多量 鉄分含む
4 黒色土 2. 5Y2/] 地山ブロック(<t,l~5mm)・焼土粒子・鉄分含む
5 オリープ黒色土 7. 5Y2/2 地山プロック（ゅ l~30mm)含肛 鉄分少量
6 黒色上 7. 5Y2/l 地山プロソク（り］～30mn1)含む

第304号井戸跳
1 黙褐色土
2 黒褐色土
3 オリ
4 オリ
5 黒色土
6 黒色土
7 黒色上

2. 5Y3/2 地山プロック(¢ 1~10mm)多鼠 焼十ブロック
2. 5Y3/l 地山ブロック多量焼土粒＋・炭化物含む 欽分多鼠
聟 2/2 地山プロック多呈炭化物含む鉄分多諮
5Y3/l 地山ブロック多鼠炭化物含む
5Y2/] 地山ブロック(¢ 1~30mm)含む
5Y2/] 地IlIプロック(¢ 1~50mm)多量炭化物少量
5Y2/l 地山フロック(¢ 10~50Ulill）多堡

第305号井戸跡
1 灰色土
2 黒褐色士

第306号井戸跡
1 黒掲色土

2 灰色土

3 褐灰色土

4 緑灰色土

5Y5/l しまりややあり 粘性強粘質士層
2. 5Y3/l しまり弱 粘性ややあり 有機物を所々屏状

に含む

10YR3/ l 緑灰色粘上プロック(¢ 3~5IIIIIl)・炭化勒(¢3~

5皿l)まばら
緑灰色シルト中に黒灰色粘十プロック (3層）
(</;2~3mm)少量

10YR4/1 緑灰色粘土プロック(</;3~51wn）多呈炭化物
(¢5~8Illlll)少塁

10GY6/1 炭化物（ゅ 10mm)まばら

10Y6/l 

第402図 井戸跡 (I)
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られる。 6~18は木製品で、井戸枠に使用された部

材であると考えられる。この他、覆土中からは須恵

器蓋、緑釉陶器破片を検出した。井戸枠は、丸木を

二分割ないし四分割した材、丸木を用いている。表

面の枝部を削る以外には、加工を施さず簡索なつく

りである。また、 10は分析の結果、樹種はコナラ属

コナラ亜属クヌギ節であった。

第307号井戸跡（第405図）

J-36グリッドに位置する。

重複する遺構は、第135• 145号住届跡ある。

平面形は円形で、規模は長軸175cm、短軸160cmで

ある。深さは推定で150cmである。断面形は日が大き

く広がる筒形である。

出土遺物は、第404図19に図示した木製黒漆塗椀

である。分析の結果、樹種はケヤキであった。

第308号井戸跡（第405図）

G-36グリッドに位置する。

重複する遺構は、第151号住居跡である。

平面形は円形で、規模は長軸132cm、短軸125cmで

ある。深さは推定で122cmである。断面形は筒形であ

る。下半は、崩落によりオーバーハングしている。

出土遺物は、第404図20~27に図示した銭貨であ

る。いずれも北宋銭で、「景徳元賓」「天聖元賓」「煕

寧元賓」「元豊通賓」「元祐通賓」「紹聖元賓」であ

る。

第309号井戸跡（第405図）

G-36グリッドに位置する。

重複する遺構は、第127• 130号住居跡である。

平面形は円形で、規模は長軸113cm、短軸82cmであ

る。深さは推定で129cmである。断面形は筒形であ

る。

出土遺物は、第407図 1に図示した鉄製短刀であ

る。
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第310号井戸跡（第405図）

G-36グリッドに位置する。

重複する遺構は、第109• 151号住居跡である。

平面形は方形で、規模は長軸133cmを検出し、短軸

85cmである。深さは126cmである。断面形は箱形であ

る。

出土遺物は、第407図2に図示した木製の曲物底

板である。周縁に溝はなく、木釘のみで固定する。

底板と側板の結合形態分類はF類である。この他覆

土中からは在地産甕を少量検出した。

第311号井戸跡（第405図）

H-35グリッドに位置する。

重複する遺構は、第174・200号住居跡、第605号溝

跡、第330• 331号井戸跡である。

平面形は円形で、規模は長軸130cm、短軸116cmで

ある。深さは推定で88cmである。断面形は筒形であ

る。下半は、崩落によりオーバーハングしている。

出土遺物は、須恵器杯を少最検出した。

第312号井戸跡（第405図）

G-36グリッドに位置する。

重複する遺構は、第109• 151号住居跡である。

平面形は円形で、規模は長軸68cm、短軸61cmであ

る。深さは161cmである。断面形は筒形である。

出土遺物は、第407図3に図示した砥石を検出し

た。その他、かわらけ皿を検出した。

第313号井戸跡（第406図）

H-35グリッドに位置する。

重複する遺構は、第174号住居跡である。

平面形は円形で、規模は長軸95cm、短軸89cmであ

る。深さは108cmである。径も小さく、細長い掘り込

みのタイプである。断面形は筒形である。

出土遺物は、土師器甕を少量検出した。
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第311号井戸跡

第310• 312号井戸跡

,A_12 lm 

第307号井戸跡

1 褐灰色土
2 褐灰色土

3 黒褐色上
4 黒色土

第308号井戸跡

1 褐灰色土

SE312 SE310 

10YR4/l 

10YR5/1 

10YR3/l 

10YR2/l 

!OYR4/1 

2 灰色上 5Y4/1 

3 オリーブ灰色士 5Y3/1 

4 黒色七 7. 5Y2/1 

5 明緑灰色± 10GY7 /1 

第309号井戸跡

A' 

A' Bil Im 
SE310 

B' 

黄灰色粘士ブロック("3~5mm)まばら
黄灰色粘土ブロック (</;l~2Illll）を霜降状に含む

禄灰色シルトプロック("3~5Illlll)・有機質多鼠（埋戻し）
緑灰色シルトプロック(¢ 3~5mm)・有機質多呈（I里戻し）

黄褐色粘土プロック (¢2~3lll!ll）微鼠 焼士粒子・炭化物
(¢ 5mm)まばら

緑灰色枯士ブロック (¢5~8mm)まばら

緑灰色粘十ープロノク (¢3~5mm) 多呈（埋戻し）
緑灰色シルトプロック (¢5~8llllll）少呈（埋戻し）

（壁崩落上）

1 黒褐色士 7. 5YR3/l しまりあり 粘性ややあり

2 黒褐色土 10YR3/l しまりあり 粘性ややあり ローム土主体（埋没土）
3 崩れたため不明
4 黒色土 10YR2/l しまりややあり 粘性あり 粘質士
5 崩れたためィ、PJl

SJ200 

.A~Im 

゜
第310号井戸跡

1 黒掲色上 2. 5Y3/2 

2 黒椙色士 10¥「R2/2

3 黒色十＿ 2. 5Y2/1 

4 黒色土 lOYRl. 7 /1 

第311号井戸跡

1 灰黄褐色土 10YR6/2 

2 黒褐色上 10YR2/2 

3 オリーブ黒色十 5Y2/2 

4 オリープ黒色土 5Y2/2 

5 オリーブ黒色上 5Y3/1 

6 黒色土 10YR2/1 

第312号井戸跡
1 暗灰色士 N31D 

第405図井戸跡 (2)

345-

¥ 

SE330 

A' 

しまり強い 地山ブロック(¢ 1~40皿）
・焼十ブロック・炭化物含む

地山プロック(¢ 5~40llllll）多鼠
砂粒了ー・炭化物含む

青灰色地1廿プロック(¢ 5~50mm)多鼠
鉄分含む

肖灰色地山プロソク(</>5~50mm)含む

粘質

地山ブロック多星鉄分含む
地山ブロック(¢ 1~20mm)多量鉄分
含む
地L|_Iブロソク（¢ I~20Illlll）多晶

地山プロック(¢ l~10mm)少呈

地山ブロック多鼠（崩落十ー）
地いブロック(¢ 1~10mm)少量

しまりややあり 粘性強い ほぼ均質
の粘上質で混じりけは少ない 有機物
片を少菫含む）



第313• 314号井戸跡

--¥ ¥ 
SJIJ4 

.A 

SJl64 

.A二•Im SE314 SE313 A' 

第315号井戸跡
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第314号井戸跡
l 灰褐色上

2 黒褐色十

3 黒色土

4 灰色上

5 緑灰色土

第315号井戸跡
1 黒褐色士
2 灰黄色士

3 黒褐色土

4 暗灰色土
5 暗灰色士

6 黒褐色土

7 黒褐色上
8 浅黄色士

9 灰色土
10 暗灰色上
11 緑灰色土
12 暗灰色士

第316蛙井戸跳
l 褐灰色上
2 黒褐色土

7. 5YR4/2 

7. 5YR3/ l 

10YR2/l 

10Y4/l 

7. 5GY6/l 

7. 5YR3/l 

2. 5Y7 /2 

10YR3/l 

N3/0 
¥. 3 / 0 

7. 5YR3/2 

7. 5YR3/2 

2. 5Y7 /3 

N4/0 

N3/0 

7. 5GY6/l 

N3/0 

10YR4/l 

10YR3/2 

3 オリーブ黒色土 5Y3/2 

4 灰色土 5Y4/l 

5 /j召色上 5Y1/l 

黄渇色上ブロソク(<P3~10mm)含む焼士粒
子(¢3~5mm)多犀

砂粒子多埜焼士粒子 (</,3~5mm)含む炭化

物粒子(cpl~3皿）少菜
粘土焼土粒子(</,3~5mm)含む炭化物粒子

（ゅ l~3!lllll）微醤
シルト 有機物（木片）を下層に少呈

シルト 炭化物粒＋（ </,1~3llllll）少呈

しまりあり 粘性弱い

しまりあり 粘I牛弱い砂質土囲

しまりあり 粘性ややあり ロームプロック
(¢ 10~30mm)含む

しまり・粘性ややあり
しまり弱い粘性強い
しまりあり 粘性ややあり ロームプロック

(</, 10~50mm)少量

しまりあり 粘性ややあり
しまりあり 粘性ややあり ロームプロック

（り 10~100mm) 多量

しまり弱い粘性あり 砂質上層

しまり・粘性強い
しまり・粘性弱い 砂質十層
しまり弱い 枯性強い

黄灰色粘七粒子(¢ 0. 5~2mm)まばら

緑灰色粘士粒子（ゅ 0.5~2mm)少呈炭化物微

量
緑灰色シルトプロソク (¢2~3mm)少晟炭化

物微呈
緑灰色シルトプロック (¢3~5mm)少量

緑灰色シルトブロック（ ¢3~5mm)少呈 4よ

り明るい

A21.1m A' 
SE316 骨

SE317 

S0585 

第318号井戸跡
l 累色七 N2/ 地山フロック（い～5皿）含む 焼土プロック

少量

2 灰色上 7.. 5Y5/] 焼土フロック微鼠 鉄分含む

3 オリーブ灰色土 5GY5/ I 地山ブロック（い～5InnI)少量 炭化物含む

4 暗オリーブ灰色土 2. 5GY4/1 地山プロック（り］～5!皿）・焼土プロック少醤

2m  ， 
1 ・飢｝

第406図井戸跡（3)
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第408図 井戸跡出土遺物 (4)
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第314号井戸跡（第406図）

H-35グリッドに位置する。

重複する遺構は、第164・174号住居跡である。

平面形は円形で、規模は長軸198cm、短軸176cmで

ある。深さは117cmである。断面形は径の大きい筒形

である。

出土遺物は、第407図4• 5に図示した木製の曲物

板底と板材の破片を検出した。この他かわらけ皿を

検出した。

第315号井戸跡（第406図）

H-36グリッドに位置する。

重複する遺構は、第109号住居跡、第585・595号溝

跡である。

平面形は円形で、規模は長軸208cm、短軸椎定で

116cmである。深さは110cmである。断面形は箱形で

ある。

出士遺物は、第407図6に図示した大型の石製子

持勾玉である。材質は滑石で、長さ10.2cm、幅4.5cm

である。この他覆土中から、かわらけ皿を少鼠検出

した。

第316号井戸跡（第406図）

H-36グリッドに位置する。

重複する遺構は、第585局溝跡、第317号井戸跡で

ある。

平面形は円形で、規模は長軸147cm、短軸130cmで

ある。深さは推定で138cmである。断面形は筒形であ

る。

出土遺物は、検出されなかった。

第317号井戸跡（第406図）

H-36グリッドに位置する。

重複する遺構は、第585号溝跡、第316局井戸跡で

ある。

平面形は円形で、規模は長軸推定で208cm、短軸推

定で195cmである。調査できた深さは180cmである。

350 

断面形は口が大きく広がる筒形である。

出土逍物は、第408図l~15• 第409図16~29に図

示した。 1 • 2は須恵器の杯である。 2の体部外面

には墨書がみられる。 3~29は木製品である。いず

れも井戸枠の部材と考えられる。 3~16• 23は北側

から検出されている。 17~19は東側から検出されて

いる。 20• 21 • 24は南側から検出され、 22• 25~29 

は西側から検出されている。これらの部材は井桁状

に組まれていたと思われる。このうち 6~ 8は径の

太い丸太材で、井戸枠の芯に使用されていたと考え

られる。 12は板材で、左右に切り込みをもつ。また、

17は板材で左右に方形の穴があいている。 23• 25は

幅のある板材で、左右の側面には突起がある。これ

らの板材は、いずれも箱状に組み合わさって、井戸

枠を形成している。

第317号井戸跡は、上部が内法約45cmの井籠組で、

周囲に縦方向の材を差し込んでいる。最下部の水溜

めは曲物周辺を板で囲ったものである。井戸枠材は

三種類に分けられる。径3~4 cmの丸木、径約30cm

の木を 2 分割• 4分割した材、板状に作った材の三

種類である。板状の井戸枠材は井戸枠上部•最下部

にのみ用いられた。穴・木釘穴・仕ロ・表面の圧痕

から、製品を井戸枠材に転用したと考えられる。 23・

25は第317号井戸跡の最下部に、長方形の箱状に組

んで設置されていた。 23は北面、 25は西面に配され

る。木釘で固定した痕跡が見られる。なお分析の結

果、 12• 23の樹種はスギ、 17はアスナロであった。

第318号井戸跡（第406図）

J-38グリッドに位置する。

重複する逍構は、第583• 599号溝跡である。溝跡

を掘り込んで造られている。

平面形は円形で、規模は長軸136cm、短軸132cmで

ある。深さは128cmである。断面形は口が大きく広が

る筒形である。

出土遺物は、検出されなかった。



第319号井戸跡（第410図）

H~36グリッドに位置する。

重複する遺構は、第595号溝跡である。

平面形は円形で、規模は長軸81cm、短軸72cmであ

る。深さは107cmである。断面形は筒形である。

出土遺物は、第413図l~12 ・第414図13• 14に図

示した。 1は土師器杯で、日縁部横ナデ、体部外面

ヘラケズリの北武蔵型杯である。 2は土師器皿であ

る。 3は須恵器杯で底部外面回転ヘラケズリが施さ

れている。南比企産である。 4は須恵器甕で、外面

に平行叩き、内面は無文当て具痕がみられる。 5~11 

は土師器甕である。12は土師器壺の底部破片である。

13は木製の黒漆塗り壺鐙である。 14は木製品の丸材

である。

第320号井戸跡（第411図）

H~37グリッドに位置する。

重複する遺構は、第106・122・158号住居跡である。

平面形は円形で、規模は長軸87cm、短軸69cmであ

る。深さは126cmである。断面形は日が大きく広がる

筒形である。

出土遺物は、第415図 1• 2に図示した。 1は口縁

部横ナデ、体部ヘラケズリを施す土師器の北武蔵型

杯である。 2は返りをもつ須恵器蓋である。

第321号井戸跡（第411図）

J-35グリッドに位置する。

重複する遺構は、第149号住居跡、第585号溝跡で

ある。

平面形は東西に長い楕円形で、規模は長軸260cm、

短軸203cmである。深さは140cmである。断面形は箱

形である。

出土遺物は、第415図3に図示した木製の仙物柄

杓である。側板を三重に巻き、樹皮紐2列で固定し

ている。この他瀬戸産の壺破片を検出した。

第322号井戸跡（第411図）

H~36グリッドに位置する。

重複する遺構は、第143号住居跡である。

平面形は円形で、規模は長軸57cm、短軸54cmであ

る。深さは105cmである。断面形は筒形である。

出土遺物は、第415図4~6に図示した。須恵器の

高台付坑である。

第323号井戸跡（第411図）

J-36グリッドに位置する。

重複する遺構は、第135号住居跡である。

平面形は円形で、規模は長軸53cm、短軸50cmであ

る。深さは推定で145cmである。断面形は筒形であ

る。

出土遺物は、底部に回転ヘラケズリを施した須恵

器杯を検出した。

第324号井戸跡（第412図）

I • J -35グリッドに位置する。

重複する遺構は、第246号住居跡、第605号溝跡、

第607号土坑、第336号井戸跡である。本遺跡の中で

も比較的規模の大きな井戸跡である。周囲にも同時

期の井戸跡が多数検出されている。

平面形は円形で、規模は長軸360cm、短軸333cmで

ある。深さは推定で125cmである。断面形は径の大き

い筒形である。

出土遺物は、第415図7~21に図示した。 7は青磁

碗で、 8は白磁の蓋である。 9~14はかわらけ皿で

ある。 15は渥芙の甕である。 16• 17は木製の黒漆塗

椀である。17は分析の結果、樹種はトネリコ属であっ

た。 18• 19 • 21は木製品で、 18は指物容器の側板で

ある。側板同士、側板と底板とは木釘で固定する。

内面の左右両端と中央に圧痕が見られ、中央にしき

り板があったと考えられる。 19は柄杓底板、 21は丸

材である。 20は軽石である。
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第319号井戸跡
1 黄褐色土 2. 5Y5/3 しまりあり 粘性ややあり
2 黒褐色上 10¥「R3/l しまりあり 粘性ややあり 焼士粒—子少埜炭化物粒子含む
3 )eK黄褐色土 10YR4/2 しまりややあり 粘性あり 炭化物粒了微是
4 黒褐色十 10YR3/1 しまりややあり 粘性あり 焼土粒子微呈
5 黒色士 !OYR2/1 しまり弱い 粘性強い
6 黒褐色上 10¥「R3/3 しまりあり 粘性弱い ロームブロック主体（崩落上）
7 黒色上 lOYRl. 7 /1 しまりややあり 粘性強い 粘質土層（均質）

第410図井戸跡 (4)
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第322号井戸跡 I 

A—□ -A 

.A~)m A' A169m A' 

SJ106 SJ122 

第321号井戸跡

＼ 

A / ア、！ I I 
A' 

A 17 Om A' 

I 
A_ <:)-A

Arn 9m A' 

第320号井戸跡
1 オリーブ黒色十 5Y3/1 

2 灰色シルト 7 5Y4/l 

第321号井戸跡

1 黒褐色土 7 5YR3/2 

2 黒褐色土 7 5YR3/l 

3 暗灰色土 N3/0 

4 緑灰色土 !OGY6/l 

第322号井戸跡
1 黒掲色土 7 5YR3/ l 

2 黒褐色土 7 5YR3/1 

3 黒褐色上 7 5YR3/ 1 

4 黒褐色土 7 5YR3/l 

5 黒褐色上 10YR3/l 

6 黒褐色士 IOYR3/l 

第323号井戸跡 ／ 

A_o_A  

Al7.0m A' 

黄褐色士プロック（ ~3~10mm) 多量
炭化粒子(¢2~3mm)少量

黄褐色土粒子(~ 1~2mm)・黄褐色土
ブロック(~ 3~1011ll1l)多鼠

しまりあり 粘性ややあり ローム
ブロック(</;10~30mm)少鼠
しまり・粘性ややあり ローム土

げ 10~20mm)青灰色粘質土少呈
しまり弱い粘性あり 音灰色粘質
士ブロック(¢ 10~100mm)少量
しまり弱い粘性あり 暗褐色粘質土

（白色の粒子を含む）部分的に少量

しまりあり 粘性ややあり ローム
ブロック(¢ 10~30mm)少董

しまり・粘「生ややあり ローム粒子
(q,l~5Illlll）少量焼士粒子（<Pl~5mm)

炭化物粒子少品
しまり・粘性ややあり ローム粒子

(f 1~5mm)少堡
しまり・粘性ややあり ローム粒子
(~ l~5mm)多呈
しまり弱粘性あり ローム粒十
(¢ 1~5mm)少量

しまり弱粘性あり ロームプロック
主体(¢ 10~501llJil）少鼠（崩落土）

7 黒色土 10¥「Rl7 /1 しまりなし 粘性弱い炭化物屡

第323号井戸跡
1 黒掲色七 10YR3/l 焼土プロック微量炭化物含む

2m  2 黒色士 2 5Y2/l 焼十プロック微鼠炭化物・鉄分含む
I 60 3 黒色上 ~l 5/ しまりなし粘性強い炭化物含む

第411図井戸跡（5)

第325号井戸跡（第412図）

G • H~33グリッドに位置する。

重複する遺構は、第186・208号住居跡、第585号溝

跡である。比較的規模の大きな井戸跡である。中世

の溝跡を切り込んで造られている。

平面形は南北に長い惰円形で、規模は長軸246cm、

短軸203cmである。深さは120cmである。断面形は箱

形である。

出土遺物は、検出されなかった。

353 

第326号井戸跡（第412図）

G • H-34グリッドに位置する。

重複する遺構は、第208号住居跡、第585・604号溝

跡、第587• 593号土坑である。

平面形は円形で、規模は長軸326cm、短軸266cmで

ある。深さは123cmである。断面形は箱形である。

出土遺物は、第418図1• 2に図示した。 1は木製

品で柄杓底板である。 2は鉄製品で環金具である。

他に片岩、瀬戸壺破片を検出した。
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第325号井戸跡

第324号井戸跡
1 褐色七 10YR4/4 

褐色土
掲色上
黒色士
黒色十
青灰色土

10YR4/4 
10YR4/4 
lOYRl. 7 /1 
IOYRl. 7 /1 

10BG5/l 

s J 2 2 6 ＼ 

•A'-'2- Im 

/
[
¥
A
-

しまりややあり 粘性弱い ロームブロック・黄褐色砂多董
青灰色砂プロック少旦
しまりあり 粘性ややあり ローム・粒子少量
しまりあり 粘性ややあり ローム籾子・ロームプロック多量
しまり弱い粘性強い粘土層 青灰色砂プロック均等に含む
しまり弱い粘性強い粘土層 青灰色砂プロソク多量
しまり・粘性なし 青灰色砂を主体とし里色粘土ブロック混入

第327号井戸跡（第416図）

G • H-33グリッドに位置する。

第585号溝跡で第186号住居跡、重複する遺構は、

ある。

規模は長軸194cm、平面形は南北に長い楕円形で、

短軸推定で138cmである。深さは推定で138cmであ

る。断面形は筒形である。

出土遺物は、

黒漆塗椀で、

分析の結果、

第418図3• 4に図示した。 3は木製

内外面に赤漆による文様が施される。

樹種はトネリコ属であった。 4は在地

産片口鉢である。この他刺又状の木器片を出土した。

第328号井戸跡（第416図）

G-33グリッドに位置する。

重複する遺構は、第180・184号住居跡、第601号溝

跡である。

第412図 井戸跡（6)
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第413図 井戸跡出土遺物（6)
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第415図 井戸跡出土遺物 (8)
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平面形は円形で、規模は長軸205cm、短軸196cmで

ある。深さは推定で133cmである。断面形は日が大き

く広がる筒形である。

出土遺物は、検出されなかった。

第329号井戸跡（第416図）

F~33グリッドに位置する。

平面形は円形で、規模は長軸80cm、短軸63cmであ

る。深さは80cmである。断面形は口が大きく広かる

筒形である。

出土遺物は、かわらけ皿を検出した。

第330号井戸跡（第416図）

H-35グリッドに位置する。

重複する遺構は、第171号住居跡、第585号溝跡、

第311• 331号井戸跡である。

平面形は円形で、規模は長軸220cm、短軸推定で

167cmである。深さは130cmである。断面形は箱形で

ある。

出土遺物は、土師器甕．j:不、須恵器杯を少量検出

した。

第331号井戸跡（第416図）

H-35グリッドに位置する。

重複する遺構は、第171・174号住居跡、第311• 330 

号井戸跡である。

平面形は円形で、規模は長軸170cm、短軸は153cm

を検出した。深さは106cmである。断面形は箱形であ

る。

出土遺物は、第418図4に図示したかわらけ皿で

ある。

第332号井戸跡（第417図）

G-33グリッドに位置する。

重複する遺構は、第187号住居跡である。

平面形は円形で、規模は長軸74cm、短軸68cmであ

る。深さは推定で96cmである。断面形は筒形であ

る。

出土遺物は、土師器甕．J不を少量検出した。

第333号井戸跡（第417図）

G • H-34グリッドに位置する。

重複する遺構は、第208号住居跡、第587号上坑で

ある。本井戸跡は、第587丹土坑より古い。

平面形は円形で、規模は長軸189cm、短軸167cmで

ある。深さは推定で95cmである。断面形はフラスコ

形である。

出土遺物は、第418図6~10に図示した。 6は須恵

器杯の底部破片で、糸切離し後回転ヘラケズリを施

す。 7は土師器甕である。 8~10は木製品で、 8. 

10は曲物底板、 9は曲物側板である。綴じ部は樹皮

紐ではなく、円孔に木栓を入れて固定する。底板と

の結合形態はC類。また分析の結果、杜杯重は、 9は

ヒノキ、 10はスギであった。

第334号井戸跡（第417図）

G-35グリッドに位置する。

重複する遺構は、第177号住居跡である。

平面形は円形で、規模は長軸50cm、短軸47cmであ

る。深さは73cmである。断面形は筒形である。

出土遺物は、底部に回転ヘラケズリを施した須恵

器杯、上師器甕．杯を少星検出した。

第335号井戸跡（第417図）

I-35グリッドに位置する。

重複する遺構は、第126・197・240号住居跡、第354

号井戸跡である。中憔井戸跡が数多く掘削されてい

る地区である。第585• 586号溝跡の北側に集中し、

溝跡に並行して掘り込まれている。居住空間域の一

部であり、地下の水脈があたる場所と考えられる。

平面形は円形で、規模は長軸163cm、短軸163cmで

ある。深さは推定で107cmである。断面形は筒形状で、

中段が崩れてオーバーハングしている。

出土遺物は、第419図lに図示した常滑甕である。
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第327号井戸跡
l 黒褐色土
2 黒色土
3 緑仄色土

第328号井戸跡
1 褐灰色士

2

3

4

 

にぶい黄褐色上

褐灰色土
黒褐色上

5 黒褐色十
6 にふい黄褐色十

7 オリープ黒色土

8
 

灰色七

10YR3/l 

10YR2/l 

7. 5GY5/l 

10YR4/l 

IOY!l5/4 

IOYR4/l 

10YR3/l 

J OYR3/l 

2. 5Y.5/3 

!OY3/J 

,;5 

第329号井戸助
1 黒褐色十
2 黒色粘質土
3 褐灰色粘士
4 オリープ黒色粘上

10YR3/l 

10YR2/l 

lOYR1/l 

5Y3/2 

黄灰色シルトブロソク(¢ 2~3mm)少呈
緑灰色シルトブロック(¢ I~2mm)少菫
黄灰色土と緑灰包砂（ゅ 30~50mm)の混土層
（埋戻し）

黄褐色粘上プロソク(<P2~3mm)斑 焼七粒子
（砂mm)少盤十器片多呈
黄褐色粘上ブロックと 1の混土層 焼十粒子
(<P 2~3mm)少量（壁崩落土）
淡緑仄色粘十プロック (</,2~3皿）斑
黄灰色ンルト質ブロック(</;10~201lllll）多届

（壁崩落土）
緑灰色シルトブロソク (¢2~3皿i)少星
黄褐色粘士プロック(¢ 20~30皿）との混上陪
（壁崩落士）

緑灰色シルトプロソク(</;20~30mm)若干

炭化物粒子少量
7と緑灰色シルトプロック(</;30Ill1Il）の混上居
（埋戻し）

焼土粒子(¢ 2llllll)・炭化物粒了 (02~5mm)少呈
焼土粒子(¢ 1~2llllll）微鼠
緑灰色粘士フロック(¢ 3~5mm)少鼠
緑灰色粘土ブロック (¢3~10mm)多星

第330号井戸跡
1 黒色上 2. 5Y2/l 

2 黒色七 2. 5¥「2/1

3 患褐色上 2. 5Y3/l 

4

5

6

7

8

 

黒色土 5Y2/l 

黒色十 7. 5Y2/l 

黒色土 7. 5Y2/J 

肯灰色土 5BG5/l 

緑黒色十 5G2/l 

第331号井戸跡
l 黒褐色上 2. 5Y3/l 

2 黒色士 2. 5Y2/l 

3 黒色士 N2/l 

4 黒色土 Nl. 5/1 
5 緑灰色上 10GY6/1 

6 緑黒色土 5Gl. 7 /1 

7 緑灰色十 5G5/l 

0 2 m  
| 、 1 | 1 60 

地山プロック (¢1~30llllll)多景焼士ブロック（い～
5llllil）鉄分
地山ブロック多鼠砂粒子多鼠鉄分
地山プロック(¢ 1~5mn1)・焼士プロノク少呈 炭化
物粒了 鉄分
地山ブロック少量炭化物粒子
地山ブロック多呈鉄分焼士粒子少最
池山ブロック
砂暦鉄分炭化物粒子
地UIプロック少量

地山ブロック多量
地山ブロック多量
地山プロック多品
地山フロック多鼠
鉄分多星
炭化物粒子多埜
砂屋

焼上ブロック少輩炭化物粋子
炭化物粒子
鉄分
鉄分砂粒＋

第416図 井戸跡（7)
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第337号井戸跡

三

SJ246 

-----~ ~ 
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/‘  
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I ¥ 
I ¥ 

I ¥ 
I ¥ 
I I 
I I 
I I 
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A' 

A' 

SK607 

A' 
A1lom A' 

2 m  
＇ 160 

第332号井戸跡

1 黒褐色土

黒色土

3 黒褐色土 2. 5Y3/1 

4 オリーブ黒色粘上 5Y3/1 

第333号井戸跡

1 明黄褐色七
2 灰色上

3 灰色七

4
5
6
7
8
9
 

オリーブ黒色士
オリープ黒色士
オリーブ黒色土
オリーブ黒色上
オリープ黒色土
オリーブ黙色土

10YR3/1 

JOYRZ/1 

10YR6/6 

10Y6/l 

10Y6/1 

5Y3/l 

5Y3/1 

5Y3/1 

5Y3/l 

5Y3/l 

5Y3/l 

黄褐色十プロック(¢ 3~20Illm)多景焼七粒子・炭

化物粒子(¢ 1~2llllll）少鼠
黄褐色土プロック (¢3~]0mm)焼土粋子．炭化物粒

子（¢ 1~3!lllll）少塁
緑灰色粘土プロック（が 3~]0mm)少呈

緑灰色粘士ブロック (¢3~lOnllll）多最

暗褐色土との混土層（埋め戻し）

暗褐色ナとの混上暦（埋め戻し） 1のグライ化した

もの
暗褐色上フロソク(c/;20~30mm)含む 炭化物粒子少

敬（坪め戻し）
緑灰色粘士プロノク(c/;50~80皿i)多量

緑灰色粘士プロック(q;10~20mm)少巖

緑灰色粘土ブロック(¢ 20~30mm)多呈（壁崩落上）

緑灰色粘土プロック（り］0～20llIn)少旦

緑灰色粘上ブロック(c/;20~30llllll）多量 有機物多且

緑灰色シルトプロック(c/;10~20llllll）少量

第334号）1手鳴

1 黒褐色士 10¥「R3/l 黄褐色士粒＋（い～2mm)・プロック (¢3~20mm)

少呈
2 黒褐色土 2. 5Y3/] 黄褐色土プロソク (~3~20mm) 多呈
3 黒色粘質上 !OYR2/l 焼土粒了・炭化物粒子(¢ I~21lllll）少品

第335号井戸跡

l 掲灰色土

2 暗灰色土

黒褐色土

4

5

6

7

8

9

 

暗灰色上

灰色士

暗灰色土
暗灰色土
暗灰色十

灰色土

ロームプロック(ct,10~ 

~3/0 

N3/0 

N4/0 青灰色地11」七が粒子

N3/0 

'i3/0 

~3/0 
,4/0 

10YR4/l しまりあり 粘性あり
50mm)少呈

しまりややあり 粘性ややありロームプロック

(¢ 1~lOIIllll)少量 ロームブロック上体

10YR3/1 しまりあり 粘性あり ロームブロック（ゅ 10~

50皿l)少呈

しまりややあり 粘性強い 肯灰色地山上がブロ

ック状に少景
しまり弱い粘性ややあり

状に混入少呈
しまり穀い 粘性強い

しまりあり 枯性ややあり 褐色の固い砂粒少晟

しまり弱い 粘性強い
しまり弱い 粘性あり 青灰色地山土粒＋少贔

第417図 井戸跡（8)
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第418図 井戸跡出土遺物 (9)
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第419図 井戸跡出土遺物 (IO)
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第336号井戸跡（第422図）

J-35グリッドに位置する。

重複する遺構は、第607号土坑、第324・347・352・

359号井戸跡である。

平面形は東西に長い楕円形で、規模は長軸推定で

238cm、短軸は205cmを検出した。深さは推定で115cm

である。断面形は日が大きく広がる筒形である。

出土遺物は、検出されなかった。

第337号井戸跡（第417図）

I -34. 35グリッドに位置する。

重複する遺構は、第246・248号住居跡、第607号土

坑である。

平面形は円形で、規模は長軸252cm、短軸249cmで

ある。深さは推定で116cmである。断面形は径の大き

い筒形である。

出土遺物は、第419図2に図示した在地産の片ロ

鉢である。この他常滑甕の破片を検出した。

第338号井戸跡（第420図）

H-33 • 34グリッドに位置する。

重複する遺構は、 214• 230 • 242号住居跡である。

平面形は南北に長い楕円形で、規模は長軸252cm、

短軸183cmである。深さは推定で122cmである。断面

形は径の大きい筒形である。

出上遺物は、検出されなかった。

第339号井戸跡（第420図）

F~33グリッドに位置する。

重複する遺構は、第600号溝跡である。

平面形は円形で、規模は長軸85cm、短軸72cmであ

る。深さは推定で73cmである。断面形は筒形である。

出土遺物は、第419図3• 4に図示した木製品であ

る。 3は大型の仙物底板である。周縁の溝と円孔で

側板を固定する。結合形態はC類。 4は板材の破片

である。
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第340号井戸跡（第420図）

I-35グリッドに位置する。

重複する遺構は、第126• 197 • 200 • 240号住居跡、

第605号溝跡である。

平面形は南北に長い惰円形で、規模は長軸272cm、

短軸202cmである。深さは推定で130cmである。断而

形は径の大きい筒形である。

出土遺物は、片岩、在地産鉢、かわらけ皿を検出

した。

第341号井戸跡（第421図）

J-34グリッドに位置する。

重複する遺構は、第201・209・215号住居跡、第607

号溝跡、第342号井戸跡である。

平面形は東西に長い楕円形で、規模は長軸224cm、

短軸201cmである。深さは154cmである。断面形は日

が大きく広がる筒形である。

出土遺物は、検出されなかった。

第342号井戸跡（第421図）

J-34グリッドに位置する。

重複する遺構は、第201・209号住居跡、第607号溝

跡、第341号井戸跡である。

平面形は南北に長い楕円形で、規模は長軸205cm、

短軸は141cmである。深さは109cmである。断面形は

箱形である。

出土遺物は、検出されなかった。

第343号井戸跡（第421図）

G-33グリッドに位置する。

重複する遺構は、第186号住居跡、第 2号溝跡であ

る。

平面形は円形で、規模は長軸107cm、短軸103cmで

ある。深さは73cmである。断面形は筒形である。

出土遺物は、石、土師器甕、須恵器甕を少量検出

した。
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第340号井戸跡

SJ140 
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第338井戸跡

1 黒褐色上 10YR3/1 

2 にぶい黄掲色上 10YR4/3 

3 黒褐色土 10YR3/l 

4 灰色土 認 /0

5 暗灰色士 N3/0 

6 黒色土 N2/0 

7 黒色士 N2/0 

8 黒色土 N2/0 

9 緑灰色土 IOGY6/l 

第339井戸跡
l 黒褐色士

2 

3 

4 灰オリープ

5 黒色士

言[ ー

しまりあり 枯性ややあり 焼士粒子("1~5mm) 

少呈
しまりあり 粘性ややあり ロームブロック（心 10~

30mm)少呈

しまりあり 粘性ややあり ロームブロック(</;10~ 

301lllll）少塁

しまりややあり 粘性強い粘質土暦均質
しまりややあり 粘性あり 肯灰色地山土プロック
(¢JO~30mm)少贔

しまり弱い 粘性あり 青灰色地山土ブロック
(</; 10~20mm）少呈

しまり弱い粘性あり 音灰色地山上少呈斑に混人

しまり弱い 粘1生あり 青灰色地山土プロック状に
少量やや下方に偏る

しまり弱い 粘性ややあり 青灰色地111土主体
やや暗色の粘質上

7. 5YR3/2 地山ブロック（い～10皿）少贔焼土フロノク 炭化
物粒了・

2. 5YR3/] 地山プロック多斌（北側壁の崩落土）
JOYR2/2 地山プロック少旦 焼土プロック・炭化物粒＋少量
7. 5¥「6/2 （北側壁の崩洛土）

7. 5Y2/1 地山プロック（ ¢1~20IIllll)少量

A_1.22m A' 第340号井戸跡

1 褐灰色士 7. 5YR4/1 しまりあり 粘性ややあり 鉄分の固まり少呈斑に

混入
2 焦褐色土 7. 5¥「R3/1 しまりあり 粘性ややあり 鉄分の固まり少呈斑に

混入
3 黒褐色土 7. 5YR3/1 しまりあり 枯性ややあり 粘質七層

4 褐色土 7. 5YR4/3 しまりややあり 粘性ややあり 鉄分の固まり少量
5 オリーブ灰色粘士 5GY6/ l しまりややあり 粘性あり 3層に同じ

6 黒色土 2. 5GY2/1 しまり弱い 粘性強い

7 緑灰色土 7. 5GY5/1 しまり弱い 粘性ややあり 青灰色地山士主体

8 暗緑仄色十． 7. 5GY3/1 しまり弱い 粘性強い

9 緑灰色土 7. 5GY5/1 しまり］りい 粘性強い

10 オリーブ黒色士 5GY2/1 しまり弱い粘性強い 均質

11 黒褐色七 10YR3/l しまりややあり 粘性強い

12 緑灰色土 10GY5/l しまり弱い 粘性弱い 3枚ほどの炭化物層が下半
分にある各、厚さ］0～20lllrn

13 黒色土 2. 5GY2/l しまり弱い粘性強い均質

14 暗緑灰色士 7. 5GY3/ l しまり弱い 粘性強い 青灰色地山土(f1~3llllll) 

2m  
＇ 160 15 黒色上

少量
2. 5GY2/J しまり弱い粘性強い均質

第420図井戸跡（9)
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0 2m  
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第341号井戸跡

1 黒色士
2 黒色土
3 にぶい黄色上
4 黒褐色土
5 黒褐色十
6 黙褐色土

7 黒色上
8 灰色土
9 黒色士
10 黒色士

1] 黒色士
12 オリーブ灰色土

第342号井戸跡
13 褐灰色土
14 黒渇色士

15 黒褐色上
16 暗灰色土
17 黒色十．
18 灰色士

19 暗灰色土

IOYR2/ l 黄灰色砂プロック("5~8mm)多董（埋戻し）
IOYR2/1 暗褐色粘土粒少鼠
2. 5Y6/ 1 1と黄灰色砂の混土層（埋戻し）
IOYR3/1 緑灰色シルトブロック(</>3~5mm)少螢
lOYR3/l 緑灰色シルトプロック("5~8IIllll)多最
10¥「R3/1 暗灰色シルトプロック(¢ 10mm）多呈
7. 5Y2/1 緑灰色シルトブロック(</,20~30mm)多景
N6 黒灰色士プロック(</lIOIIllll）少量
7. 5Y2/1 緑灰色シルトプロック(¢ lOrnnl)少量
7. 5Y2/ l 緑灰色シルトプロック(¢ 501Illn)多呈
7. 5Y2/1 緑灰色シルトプロック(</l50□lll）少鼠
5GY5/ l 黒灰色上プロック(q110mm)少最

10YR4/l 黄仄色プロゾク(q;30~50mnl)多埜（埋戻し）
lOYR3/2 黄褐色料上フロック（ゅ lOmn］）ランダムに多犀

（上町戻し）
lOYR:l/2 拭褐色粘十ブロック(¢ 30~50mm)多蓋
N3 緑灰色シルトプロック(¢ 10mm)少呈
2. 5GY2/ l 緑）火色シルトプロック(¢ lOilllll）少呈
N4 患灰色上と暗灰色シルトの混上層
~3 暗灰色シルトフロソク(¢ 10mm)多呈

（壁崩落土）
第343号井戸跡
1 黒色枯質十 5Y3/l 

2 オリープ黒色粘士 7. 5Y3/l 

3 黒色十: 7. 5¥「2/1

緑灰色料土ブロック(,t,3~lOilllll)多品
炭化物約子(q,1~3mm)少堡
緑灰色枯士ブロソク(¢ 3~5mm)炭化物粒子
（¢ l~3血u)少械

炭化物拉子(¢ l~31mn)少蘊

第344号井戸跡

1 暗褐色土

2 褐灰色土

3 黄灰色粘土

第345号井戸跡

1 黒褐色土

2 黒褐色上
3 黒褐色土

4 黒褐色土

3 青灰色上
4 灰色上

5 暗灰色十．

6 灰色上
7 暗灰色上
8 灰色土
9 緑灰色十

10 灰色上
11 暗灰色上

10¥「R3/3 黄褐色土粒子(¢ 1~2llllll)・プロック(</;3~5Illln) 

少鼠
10¥「R1/l 黄褐色土プロック（り 3~10mm)多量
2. 5Y4/] 黄褐色土ブロック(¢ 3~10mm)多景

IOYR2/2 微呈の地111ブロック 焼十プロック（ゅ 1~10mm)

炭化物粒了
10YR3/l 地山プロック 焼上フロック少呈炭化物拉子
2. 5Y3/ l 地山プロック（ゅ l~2011ll11）多贔 焼七プロック少品

炭化物粒了・
2. 5Y3/2 地山プロック少呈

10YR6/ 4 

lOYR.5/3 

10BG6/1 

N4/0 

'¥3/0 

10Y4/l 

K3/0 

10Y4/1 

7. 5GY6/I 

10Y4/0 

':3/0 

しまりややあり 粘性なし シャリシャリした砂屈
しまりややあり 粘性弱い ロームプロック(¢ 50 

~200mm)が層の卜方に集中する
しまりややあり 粘性あり 肯灰色地山土主体
しまりややあり 粘性あり 出灰色地l_1」上プロソク
(~ 10~50mm)斑に少娯
しまり弱い 粘性あり 炭化物粒子を•一部にかたま
って含む部分あり

しまりややあり 粘性強い 均質な砧質上屑
しまり弱い 粘性あり 肖灰色砂質上ブロック微鼠
しまり弱い 粘性あり 6層と同様均質な枯質十暦
しまり弱い 粘1生強い 青灰色地111十字体
しまり況い 枯1生あり 肯灰色地山上少呈斑
しまり弱い粘性強い 混じりけなし

第421図井戸跡 (10)
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第344号井戸跡（第421図）

G~35グリッドに位置する。

重複する遺構は、第177• 179号住居跡である。

平面形は円形で、規模は長軸90cm、短軸73cmであ

る。深さは推定で55cmである。断面形は筒形であ

る。

出土遺物は、第419図5• 6に図示した。 5は木製

の板材である。 6は土師器杯で、底部外面に「前麻

呂」の墨書が見られる。この他、須恵器甕・外周回

転ヘラケズリの杯を検出した。

第345号井戸跡（第421図）

F-33グリッドに位置する。

重複する遺構は、第600号溝跡である。

平面形は円形で、規模は長軸66cm、短軸62cmであ

る。深さは推定で64cmである。断面形は筒形であ

る。

出土遺物は、石、土師器甕．杯を少量検出した。

第346号井戸跡（第421図）

J-35グリッドに位置する。

平面形は南北に長い楕円形で、規模は長軸174cm、

短軸160cmである。深さは推定で108cmである。断面

形は径の大きい筒形である。

出土遺物は、片岩、在地産甕を少羅検出した。

第347号井戸跡（第422図）

J -35グリッドに位置する。

重複する遺構は、第201号住居跡、第336・352・359

号井戸跡である。

平面形は東西に長い楕円形で、規模は長軸推定で

253cm、短軸は137cmを検出した。深さは推定で92cm

である。断面形は口が大きく広がる筒形である。本

井戸跡からは、井桁に組まれた木製の井戸枠が検出

された。

出土遺物は、第426図 1~ 5に図示した。 1は土師

器杯である。口縁部横ナデを施し、底部外面はヘラ

ケズリを施す。内面には油煙か付着している。 2.

3は須恵器杯である。 4は須恵器高台付培である。

5は須恵器甕の口縁部破片である。

第348号井戸跡（第423図）

I • J -34グリッドに位置する。

重複する遣構は、第238• 245 • 246号住居跡であ

る。

平面形は円形で、規模は長軸220cm、短軸212cmで

ある。深さは推定で129cmである。断面形は口が大き

く広がる筒形である。

出土遺物は、第426図6• 7に図示した。 6は木製

の黒漆塗椀である。分析の結果、樹種はケヤキであっ

た。 7は砥石である。この他、覆土中からは片岩、

かわらけ皿、在地産甕を検出した。

第349号井戸跡（第423図）

H-37グリッドに位置する。

重複する遺構は、第106• 115号住居跡である。

平面形は円形で、規模は長軸85cm、短軸75cmであ

る。深さは128cmである。断面形はフラスコ形であ

る。

出土遺物は、第426図8に図示した土師器皿であ

る。

第350号井戸跡（第423図）

I -32グリッドに位置する。

重複する遺構は、第217号住居跡、第602号土坑で

ある。

平面形は円形で、規模は長軸143cm、短軸112cm

である。深さは144cmである。断面形は漏斗形であ

る。

出土遺物は、第426図9に図示したかわらけ皿を

検出した。

第351号井戸跡（第423図）

H~32グリッドに位置する。
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第336)中炉跡
1 にぶい黄褐色土 lOYRS/3 しまりあり 粘性弱い
2 黒色土 lOYRL 7 /1 しまり・粘性ややあり ローム粒子(<t,1~3mm)

少最
3 にぶい黄橙色士 10YR7 /3 しまりあり 粘性強い
4 黒色上 lOYRL 7 /1 しまり蒻い粘性強い 青灰色地山土プロ

ック(</,10~15mm)少量
しまり弱い 粘性強い 青灰色地山土粒＋
位 1~3皿）少最
しまり弱い粘性強い 混じりけなし
しまり弱い 粘性強い 吉灰色地山土主体
しまり弱い粘性強い青灰色地山十．粒子
（い～3皿）少呈
しまり弱い粘性強い
しまり弱い粘性強い

5 黒色士 lOYRl 7/1 

6 黒色上 lOYRl 7/1 

7 青灰色土 5BG6/l 
8 黒色士 lOYRl 7 /1 

9 黒褐色土 1 OYR3/l 

10 黒色土 10YR2/l 

第347号井戸跡
1 黒褐色土 7 5YR3/2 

2 灰黄褐色土 10YR4/2 

3 にぶい英橙色土 10YR6/ 4 

4 黒褐色土 2. 5YR3/2 

5 オリーブ黒色土 5Y3/2 

6 黒掲色十． 2. 5YR3/ l 

7 灰色土 10YR5/l 

8 暗灰色七 N3/0 

9 暗灰色土 N3/0 

しまりあり 粘性ややあり 焼上粒子(¢ 10~ 
20mm)および炭化物粒子少鼠
しまりあり 粘性ややあり ローム粒子（い 1~

3lilll1）少呈
しまりややあり 粘性弱い ロームブロック
主体
しまりややあり 粘性ややあり 鉄分少量
しまりややあり 粘性強い ローム粒子少呈
粘質土層
しまりややあり 粘性強い 青灰色地l[I士ブ
ロック(¢ 10~301Ill11）少量
しまり弱い 粘性ややあり 青灰色地山土主
体（砂質土）暗色粘質士が層状にやや混じる
しまり弱い粘性強い粘質土層 ほぼ均質
宵灰色地山土粒子少最
しまり弱い粘性強い砂質土少呈

2m  
160 

第422図井戸跡 (II) 
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第348号井戸跡
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第318号井戸跡
]~ にぶい黄橙色十 10YR6/1 

2 灰拍褐色土 10YR1/2 

3 褐灰色十 10YR4/ l 

4 褐灰色士 10YR1/l 

5 黒色土 5Y2/l 

6 オリーブ灰色土 5GY5/l 

7 黒色上 7. 5Y2/l 

8 オリーブ灰色土 5GY5/l 

第349号井戸跡
l 黒褐色上 7. 5YR3/l 
2 黒色土 7. 5YR2/l 

しまりあり 粘性ややあり ロームブロック主体
しまりあり 粘性ややあり ロームプロック(it,10 

~30!lllll）少呈
しまりあり 粘性ややあり
しまりあり 枯性ややあり ロームプロック(¢ 10 

~:JOrnrn)少呈
しまりややあり 粘性強い 青灰色地山土ブロック
(¢ 10~30111111)少醤
しまり弱い粘性あり 青灰色地山七主体
しまり弱い粘性あり 青灰色地山士少量
しまり弱い粘性あり

第350号井戸跡 ー
札
勺
|
|
+
|

第351号井戸跡 ＼
 

A' 
S:58 /t \~ A 

.A」.1m A' A I7 0m A' 

2m 
--11,60 

しまりあり
しまり弱

り 炭化物少量

第350号井戸跡
1 黒色土 7. 5YR2/] 微堡の焼上プロック 炭化物粒子
2 黒褐色上 7. 5YR3/l 少最の焼上プロック 炭化物粒子
3 黒色土 Nl. 7 炭化物粒子

第351号井戸跡
1 黒色J:: 7. 5YR2/l 微星の焼土ブロック 炭化物粕子
2 黒色土 7. 5YR2/ l 少蘊の地山プロック 炭化物粒子
3 黒掲色士 7. 5YR3/l 少量の焼士プロック 炭化物粒子
4 黒褐色土 7. 5YR3/l 地11」プロック 焼土ブロック 炭化物粒了
5 黒褐色上 7.5YR3/l 地山プロック 焼上プロック 炭化物粕子鉄分
6 黒色土 Nl. 7 地山プロック 鉄分
7 黒色十 'il. 7 地山プロック 欽分炭化物粒f

第423図井戸跡 (12)

重複する遺構は、第224号住居跡である。

平面形は南北に長い楕円形で、規模は長軸111cm

を検出し、短軸93cmである。深さは推定で102cmであ

る。断面形は筒形である。

出土遺物は、常滑甕の破片 1点を検出した。

第352号井戸跡（第424図）

J -34 • 35グリッドに位置する。

重複する遺構は、第201号住居跡、第607号溝跡、

第336• 347 • 359号井戸跡である。

平面形は東西に長い楕円形で、規模は長軸推定で

245cm、短軸椎定で200cmである。深さは推定で127cm

である。断面形は日が大きく広がる筒形である。

出土遺物は、第426図10に図示した1ll荼碗系片ロ

鉢を検出した。

第353号井戸跡（第424図）

J-34グリッドに位置する。

重複する遺構は、第209号住届跡である。

平面形は南北に長い楕円形で、規模は長軸165cm、

短軸106cmである。深さは推定で107cmである。断面

形は筒形である。

出土遺物は、上師器甕の破片を少鼠検出した。

第354号井戸跡（第424図）

I ~35グリッドに位置する。

重複する遺構は、第126・240号住居跡、第335号井

戸跡である。

本井戸跡は、筒状に掘り込まれた大型の井戸で

あったが、埋没後再び西側部分を筒状に掘削し、井

戸として使用したと考えられる。断面観察による第
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明黄褐色土

黒褐色上

7 にぶい黄掲色土

8 黒褐色土
9 黄灰色土
10 灰色土

11 黄灰色十一

第353号井戸跡

1 黒色土
2 黒褐色七
3 黒褐色土

4
 

黒褐色土

5 黒褐色土

6
 

黒褐色土

7. 5YR3/2 

10YR3/l 

IOYR3/l 

2. 5YR3/l 

!OYR7 /6 

IOYR3/l 

10YR4/3 

!OYR3/l 

2.5Y4/l 

10Y5/l 

2. 5Y4/l 

7. 5YR2/l しまりあり 粘性ややあり

7. 5YR3/l しまりあり 粘性ややあり

7. 5YR3/l しまりややあり 粘性あり
20mm)少最

しまりややあり 粘性あり
少品

しまり弼い 粘性ややあり
しまりが弱く崩れやすい
しまり弱い粘性ややあり
2OIIllil）少星

10YR3/l 

J DYR3/l 

10YR3/1 

しまりあり 粘性ややあり

しまりあり 粘件ややあり 鉄分少量

しまりあり 粘性ややあり
しまりややあり 粘性強い粘質七層砂利少鼠

士器小片含む
しまり・粘性あり ロームブロック崩落土

しまりややあり 粘性あり ロームブロック(¢ 10~ 

50Imn)少蘊

しまりあり 粘性ややあり
しまりややあり 粘性強い粘質上暦 混じりけなし

しまり弱い 粘性強い 肯灰色地山土少蘊

しまり・粘性弱い 青灰色地山十，（崩落土）

しまり弱い 粘性あり 青灰色地山十主体

焼土粒子微量
ロームプロック(¢ 10~ 

炭化物粒子(~ 10~20llllll) 

ローム土を斑に少呈

ロームプロック(~ 10~ 

／ 
／ 

ー／

／ 

/ / 

~ --」_.----
| 

| 

I 
， 

第424図

1 ~ 3層は、新たに掘削された井戸跡の覆土である。

第4~ 7層は、最初に掘削された井戸跡の堆積土で

ある。

平面形は円形で、規模は長軸251cm、短軸230cmで

ある。深さは推定で128cmである。断面形は径の大き

い筒形である。

出土遺物は、検出されなかった。

第354号井戸跡

1 にぶい黄褐色上 IDYR5/4 灰色粘土土体 黄褐色砂ブロソク（地山土）多贔

しまりあり 粘性あり
暗灰色粘士主体 黄褐色砂プロック（］層と同

じ）少鼠 しまりあり 粘性あり

5B5/] 暗灰色粘上主体 青灰色の砂多呈

IOYR6/6 暗茶褐色のしまりのある土を主体 明黄褐色砂

ブロック（地山土）多量 しまりあり 粘性なし

暗荼褐色土主体 匪］黄褐色と青灰色砂プロック

多量 しまりあり 粘性なし

暗灰色の粘土を主体として、青灰色の砂がプ

ロック状に混入する しまりあり 粘性あり

暗灰色粘土 しまりあり 粘性あり

2
 

6
 

7
 

灰色七

3 青灰色土
4 明黄褐色土

青灰色十

青灰色土

灰色十．

N4/0 

5B6/1 

5B5/J 

N4/0 

2m 
1 60 

第355号井戸跡（第425図）

H-32 • 33グリッドに位置する。

重複する遺構は、第235号住居跡である。

井戸跡 (13)

平面形は円形で、規模は長軸173cm、短軸166cmで

ある。深さは推定で103cmである。断面形は筒形であ

る。

出土遺物は、第426図11・12に図示した。 1]はかわ

らけ皿である。 12は混入品と考えられる土師器杯で

ある。

第356号井戸跡（第425図）

I ~32グリッドに位置する。

重複する遺構は、第217号住居跡、第10与方形周溝

墓である。
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第360号井戸跡

SJ117 

SJ257 

~7 

GP 

2m  
160 

第355号井戸跡
1 黙褐色士 IOYR3/] 黄褐色士粒子(¢ I~2mm) ・プロック(.3~5llllil）少最
2 黒褐色七 2. 5Y3/] 黄褐色十粒＋ （¢ I~2mn1)・焼土粒子 (¢I~2mm) 微醤
3 オリープ黒色上 5Y3/l 炭化物粒子(¢ 2~3皿）微量
4 掲色土 IOYR4/4 黄褐色上粒子 (</,!~2皿）焼土粒子・炭化物粒子

(</;I~2mm) 少鼠
炭化物粒子（ ¢2~3mm) 少鼠
黄褐色土プロック (¢3~5llllll）多呈
黄褐色十ブロソク(¢ 3~5mm) ・焼七粒＋ （ゅ 2~3mm)

多量
IOYR3/] 黄褐色土プロック(¢ 3~15mm多埜）
2. 5Y7 /6 負褐色土を主体（地山崩落土）
7. 5Y2/l 炭化物粒子 (¢2~3mm) 微葦
7. 5Y2/l 焼七プロノク (¢3~5mm) 多量
IOY2/l 緑灰色粘土プロノク (¢3~20mm) 多呈

5 黒色士
6 灰色土
7 暗褐色十

8 黒色上
9 明黄褐色土
10 黒色士
11 黒色t:
12 黒色土

10Y2/l 

N4 

10YR3/3 

第356号井戸跡
1 断面崩落のため註記できず
2 断面崩落のため註記てきず
3 断面崩落のため註記できず
4 暗灰色土 N3/l 

5 青灰色粘十プロック
6 暗灰色士 N3/l 

7 胄灰色土 5BG6/l 

第357号井戸跡
1 褐灰色上 10YR4/1 

2 黒褐色土 10YR3/1 

3 暗灰色士 N3 

4 暗灰色土 N3 

第358号井戸跡
l 褐仄色土 IOYR4/l 黄褐色粘土粒・了(¢ I~2皿）少呈 浅間 B火山灰？

を含む
2 黒掲色士 10YR3/l 黄褐色粘土プロソク（の 5~8nl1Il) 多品層碑面に

炭化物（埋戻し）
黒褐色土 10YR3/l 緑灰色シルトプロソク (¢5~8mm) 全体に斑 居

理面に炭化物
4 黒色土 lOYR2/l 緑灰色シルトプロック (¢5~8n1ID) 少贔
5 褐）火色十 10YR4/l 緑灰色シルトブロック (¢5~8mm) 多星

第359号井戸跡
1 黄橙色土 10YR7 /8 黄褐色粘土ブロック (¢5~81Illll) と賠褐色士の混

土暦（埋戻し）
黄掲色粘土ブロノク (¢5~8mm) 多量
黄灰色シルトプロック若干
緑灰色シルトブロック 少旦
緑灰色砂ブロソク(¢ 1mm) 少敢

2

3

4

5

 

褐灰色土
掲灰色土
黒褐色土
黙褐色土

!OYR4/1 

10YR4/1 

10YR3/ l 

10YR3/1 

黄灰色シルトプロソク (¢2~31lllll) 全体に斑
黄灰色シルトブロック（ゅ lOIlllll）斑
緑灰色シルトプロック（り 10mm) 少鼠
緑灰色シルトプロック（¢ 10mm) 多量

大部分が砂暦

第425図 井戸跡 (14)
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平面形は円形で、規模は長軸140cm、短軸123cmで

ある。深さは88cmである。断面形は筒形である。

出土遺物は、上師器甕破片を少羅検出した。

第357号井戸跡（第425図）

H-32グリッドに位置する。

重複する遺構は、第585号溝跡である。

平面形は円形で、規模は長軸141cm、短軸は65cmを

検出した。深さは推定で102cmである。断面形は筒形

である。

出土遺物は、第426図13に図示した木製の黒漆塗

椀を検出した。分析の結果、樹種はケヤキであった。

第358号井戸跡（第425図）

I • J ~34 • 35グリッドに位置する。

重複する遺構は、第246号住居跡、第607号土坑、

第359号井戸跡である。

平面形は円形で、規模は長軸230cm、短軸220cmで

ある。深さは推定で102cmである。断面形は日が大き

く広がる筒形である。

出土遺物は、検出されなかった。

第359号井戸跡（第425図）

J ~34 • 35グリッドに位置する。

重複する遺構は、第201号住居跡、第607号土坑、

第336• 352 • 358号井戸跡である。

平面形は南北に長い楕円形で、規模は長軸推定で

230cm、短軸推定で185cmである。深さは推定で112cm

である。断面形は日が大きく広がる筒形である。

出土遺物は、覆土中から板碑の破片を検出した。

第426図14に図示した土師器高杯は混入品と考えら

れる。

第360号井戸跡（第425図）

J ~32グリッドに位置する。

重複する遺構は、第217号住居跡である。

調査区域の境で確認したため掘削による崩落など

の危険かあるため調査を断念した。

平面形は円形で、確認時の平面規模は長軸160cm、

短軸148cmである。

出土遺物は、検出されなかった。

第361号井戸跡（第427図）

I • J -33グリッドに位置する。

重複する遺構は、第250号住居跡である。

平面彫は円形で、規模は長軸126cm、短軸120cm

である。深さは120cmである。断面形は漏斗形である。

出土遺物は、土師器甕を少量検出した。

第362号井戸跡（第427図）

F-28グリッドに位置する。

重複する遺構は、第623号溝跡である。

平面形は円形で、規模は長軸101cm、短軸91cmであ

る。深さは97cmである。断面形は筒形である。下半

の一部は崩落によってオーバーハングしている。

出土遺物は、検出されなかった。

第363号井戸跡（第427図）

G-29グリッドに位置する。

平面形は円形で、規模は長軸290cm、短軸242cmで

ある。深さは推定で130cmである。断面形は日が大き

く広がる筒形である。

出土遺物は、須恵器杯・高台付塙・壺を検出した。

この他、覆土中から石を多量に検出した。

第364号井戸跡（第427図）

I -28グリッドに位固する。調査区の北東コー

ナ一部で検出した。周囲には、同時期の井戸跡は見

られない。

重複する遺構は、第635号溝跡である。

平面形は円形で、規模は長軸174cm、短軸149cmで

ある。深さは124cmである。断面形は筒形である。

出土遺物は、第426図15に図示した在地産の片口

鉢を検出した。
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第361号井戸跡

1 熙褐色士
2 黒褐色上
3 黒色土
4 浅黄色土

5 黒色土
6 灰白色土
7 黒褐色上

10YR3/ 1 

10YR3/1 

10YR2/1 

5Y7 /4 

1 DYR2/1 

5Y7 /2 

2. 5Y3/l 

第362号井戸跡

1 にぶい黄褐色土 10YR1/3 

2 黒褐色上 2. 5Y3/l 

3 暗灰色土 K3/0 

4 暗灰色七 i¥3/0 

第363号井戸跡

l 灰褐色土

2 黒褐色士

黒色土

黒色土
黒褐色士
黒色土
褐灰色上

3

4

5

6

7

 
8 黒色士
9 褐灰色土
10 褐灰色上
11 灰黄褐色土
12 灰色士
13 灰色土

14 灰色十．

15 暗肯灰色土
16 暗肖灰色上

17 青灰色土

7. 5YR5/2 

7. 5YR2/2 

7. 5YR1. 7 /1 

7. 5YR2/J 

10YR3/1 

7. 5YR2/ l 

7. 5YR4/1 

5YR1. 7/1 

5YR4/ l 

5YR4/1 

10YR5/2 

N4/0 

¥j4/0 

V4/0 

5BG4/1 

5BG4/1 

5BG5/ l 

第364号井戸跡
1 黒褐色十． ］OYR3/l 

2 緑灰色士 7. 5GY6/ 1 

3 暗緑灰色土 7. 5G¥「1/1

4 暗緑灰色土 10GY3/l 

5 黄褐色士プロック

6 緑灰色土 5G5/1 

黄灰色シルトブロック(<I>2~3mm)・焼上拉子・炭化物微醤

黄灰色シルトプロyク(<I>2~3mm) 多星

黄灰色シルトプロック(cl>10mm) 斑

黄灰色シルトブロックの層（壁崩落土）

黄灰色シルドブロソク(¢ 20~30mm) 斑

黄灰色シルトプロック(cpSO~100mm) 多葦（埋戻し）

黄灰色シルトプロソク(cl>30~40lll1ll) 全体に含む（埋戻し）

しまりあり 粘性ややあり ローム粒子(¢ I~3mm) 上方に少量

しまりややあり 粘性強い ］展の上がブロック状に混じる

しまりややあり 粘性強い 均質の料性士層
しまり弱い粘性強い 宵灰色地山十少呈

しまりあり 粘性ややあり
しまりあり 粘性ややあり
(¢ 1mm) 少昌

しまり・粘性なし 灰主体 ボソボソしている

しまり・粘性あり 白色粒子(<f;lllllll) 少呈

しまり・粘性なし 砂・灰主体 砂は下方に層状に堆積

しまりややあり 粘性あり 4層と同様の白色粒＋少鼠

しまりややあり 粘性あり 中間に暦状の黒色層（厚さ 1~2llllll）

がある

しまり弱い粘性なし炭化物主体粘土フロンク微呈

しまりややあり 粘性あり 7層と同様

しまりややあり 粘性あり 炭化物微鼠

しまり・粘性あり 鉄分下方に少晟

しまり・粘性あり 鉄分少蓋

しまり弱い粘性強い 青灰色地山土粒子 (</,1~3mm) 少且

しまり弱い粘性強い 青灰色地山土プロック（の 10~30mm)

少量
しまり弱い粘性強い 均質の粘質土

しまり弱い 粘性強い 青灰色砂質土プロック（心 10~50mm)

少儲
しまり弱い粘性ややあり

士器片をやや含む 白色微粒子

青灰色砂質上エ休

黄褐色土プロ；；ク(¢ I~20mm)・焼土ブロソク・鉄分含む

鉄分多晶砂粒子含む
青灰色ブロック多量鉄分含む

青灰色プロック・炭化物含む

砂粒子多鼠

第427図 井戸跡 (15)
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第365号井戸踏
1 黒褐色土 1DYR3/l 黄褐色上ブロック(¢ 20~30mm)含む焼上

粒子 (~3~5mm) 少量しまり・粘性あり
2 暗灰色土 N3/0 黄褐色ナフロソク (¢5~10mm)・黄褐色土

粒子・炭化物微量しまり・粘性あり
3 暗灰色土 N3/0 羨褐色上ブロック(¢ 20~30mm)含む焼土

粒子(¢ 2mm)微蘊しまり・枯性あり
4 灰色土 N4/0 灰色粘土居全体に渡って斑 しまり・粘性

あり
5 黒色土 N2/0 暗灰色の灰層水分含む しまりなし粘

性ややあり
6 灰色土 N5/0 青灰色十プロック((/J20~30Illill）多呈 しま

り・粘性あり
7 青灰色土 5B5/1 青灰色粘土の居 しまり・粘性あり

第366号井戸跡
l 褐灰色土 10YR5/l 黄灰色粘土ブロック(¢ 2~3!lJill）斑浅間 B

火山灰？微最
2 褐灰色土 10YR4/l 縁灰色粘上プロック(~ 8~30mm)斑
3 褐灰色土 10YR4/l 緑灰色シルトブロック(~ 10~20Illlll）多最

第367号井戸跡
1 黒色土 2 5GY2/l 黄褐色上ブロック・焼土粒子少量
2 リーブ灰色土 2 5GY4/l 黄褐色十ブロソク多量 炭化物含む
3 7 5Y2/l 炭化物含む粘性強い
4 NI 5/1 黄褐色土フロソク・焼土プロック含む

第368号井戸跡
1 黒色土 7 5YRI 7/1 しまり・粘性弱い 有機物・焼上粒子含む
2 灰黄褐色十 IOYR4/2 しまりややあり 粘性あり
3 黒色土 7 5YR1 7/1 しまり・粘性弱い 焼土粒子(¢ 1~5rnm)少

呈やわらかく有機物多量
4 灰黄掲色士 10YR4/2 しまりあり 粘性ややあり ローム粒子

(¢ 1~5mm)少藷

5 灰黄褐色土 IOYR4/2 しまりあり 粘性ややあり ロームブロック
(¢ 10~30mm)少呈

6 暗灰色土 N3/0 しまりややあり 粘性強い粘質土層

第369号井戸跡
1 黒色上 N2/ 粘性強い炭化物含む
2 黒掲色土 2 5Y3/ I 黄褐色士ブロック少呈 炭化物含む

2汀。 3 黒色士 2 5Y2/1 炭化物含む

第428図井戸跡 (16)

第365号井戸跡（第428図）

F-30グリッドに位置する。

重複する遺構は、第259号住居跡、第646・647号七

坑である。

平面形は円形で、規模は長軸82cm、短軸75cmであ

る。深さは110cmである。断面形は筒形である。

出土遺物は、第426図16に図示した鉄滓の椀形滓

である。この他、片岩、かわらけ皿を検出した。
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366号井戸跡（第428図）

H-28グリッドに位置する。

平面形は円形で、規模は長軸80cm、短軸75cmであ

る。深さは123cmである。断面形は筒形である。

出土遺物は、土師器甕・須恵器甕を少量検出した。

第367号井戸跡（第428図）

G-31グリッドに位阻する。

重複する遺構は、第271号住居跡である。

平面形は円形で、規模は長軸102cm、短軸92cmで

ある。深さは推定で55cmである。断面形は筒形であ

る。

出土遺物は、検出されなかった。

第368号井戸跡（第428図）

F-30グリッドに位置する。

重複する遺構は、第290号住居跡、第638号土坑で

ある。

平面形は円形で、規模は長軸141cm、短軸140cmで

ある。深さは推定で95cmである。断面形は筒形であ

る。

本井戸跡の井戸枠には、仙物を転用して埋設され

ていた。曲物は、井戸掘り方の中央からやや北西寄

りで三段に組まれた状態で検出された。最下段の三

段目外側には曲物底板が縦に張り付いて出土した。

これらの事から、本井戸跡は水脈までの1.5mを掘

り下げ、砂で埋まらないように曲物を埋設したと考

えられる。

覆土は有機物の多い土が円筒状に堆積していた。

特に曲物内の覆土は植物質のやわらかい軽い層で、

厚く堆積していた。

調査時において水が激しく湧き出したため、井戸

底までの調査は断念した。周囲は同時期の井戸跡か

多く検出されている。

出土遺物は、第432図 1~4に図示した木製の曲

物側板である。綴じ部は樹皮紐で 2列に綴じる。

第369号井戸跡（第428図）

G-30 • 31グリッドに位置する。

重複する遺構は、第282・290号住居跡、第639・640

号土坑である。

平面形は東西に長い楕円形で、規模は長軸169cm、

短軸133cmである。深さは96cmである。断面形は日が

大きく広がる筒形である。

出土遺物は、須恵器杯・甕を検出した。

第370号井戸跡（第429図）

F-31グリッドに位置する。

重複する遺構は、第258号住居跡、第621号溝跡で

ある。

平面形は円形で、規模は長軸180cm、短軸は推定で

163cmである。深さは推定で102cmである。断面形は

筒形である。

出土遺物は、第426図17に図示した木製の曲物底

板である。周縁の溝と円孔で側板を固定する。結合

形態はC類。側板固定以外の円孔が多数あることか

ら、曲物底板を他の製品に転用したと考えられる。

第371号井戸跡（第429図）

F-30グリッドに位置する。

重複する遺構は、第290号住居跡である。

平面形は円形で、規模は長軸93cm、短軸81cmで

ある。深さは推定で85cmである。断面形は筒形であ

る。

出上遺物は、土師器甕破片少最検出した。

第372号井戸跡（第429図）

F-30グリッドに位置する。

重複する遺構は、第619号土坑である。

平面形は円形で、規模は長軸115cm、短軸は91cmを

検出した。深さは推定で93cmである。断面形は筒形

である。

出土遺物は、検出されなかった。
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I 分析試料採取

第370号井戸跡
］ 黒褐色土 10YR3/l 

2 黒色土 10YR2/l 

3 黒色上 2. 5GY2/l 

4 黒色土 ~2/1 

第375号井戸跡
1 暗褐色士 10YR3/3 

2 黒褐色七 10YR3/2 

3 黒色土 7囀 5Y2/l

4 黒色上 10Y2/l 

¥ 

A' 

SJ274 

Al7.lm _A' 

黄褐色士プロック（い～30mm)・炭化物含む

黄褐色土ブロック(f10~40mm)・炭化物含む
肯灰色土ブロック・炭化物含む
宵灰色土プロック含む 粘性強い

第371号井戸箇

1 黒褐色土 ］OYR3/l しまり・粘性ややあり 一部黄褐色砂拉を固まりで少琺

2 黒色土 ］OYRL 7/1 しまりややあり 粘性あり

3 黒色七 lOYRl. 7 /1 しまり弱い 粘性強い粘質十層

第372号井戸跡
1 黒色上 NZ/0 焼土ブロソク(</,7~10mm)少鼠均ーに含む 黒灰色の灰

多鼠 しまりややあり 粘性弱い

2 黒掲色十 10¥「R3/] 黙褐色の粘士磨 しまり・粘性あり

3 黒色土 NL 5/0 黒灰色の灰屑 焼土拉子(</,2llllil)・焼七ブロック(</,50mm) 

微醤 しまり・粘性なし

第373号井戸跡

l 褐灰色上 J OYR4/l 黄褐色粘土ブロック(</,IOllllll) 斑

2 黒褐色土 IOYR3/l 黄褐色粘上ブロック(</,10mm) 多最

3 黒色十 10YR2/l 緑灰色粘土プロック(¢ 10mm) 斑

4 黒色土 IOYR2/] 緑灰色シルトプロソク（¢ 20~30mm) 斑有機質含む

第374号井戸跡
1 黒褐色土 10YR3/l ローム粒子 (</,I~2mn1)含む ロームブロソク多量 しまり

・粘性あり
2 黒色土 10YR2/l ローム粒子 (¢I~5mm)・ロームブロック少呈 しまりなし

やわらかい
3 黒色七 10YR2/l 2層士中に地山砂層をブロック状に多く含む しまりなし

もろい

黄掲色士プロyク（い～30mm)多蘊炭化物・鉄分含む

焼土ブロック微最 炭化物含む
砂粒了•多埜
砂粒子多呈

第429図井戸跡 (17)

第373号井戸跡（第429図）

I-29グリッドに位置する。

重複する遺構は、第274号住居跡、第635号溝跡で

ある。第371• 372 • 37 4号井戸跡と同様の規模で古墳

時代後期の可能性がある。

平面形は円形で、規模は長軸90cm、短軸87cmであ

る。深さは129cmである。断面形は筒形である。

出土遺物は、検出されなかった。

第374号井戸跡（第429図）

H-30グリッドに位置する。

重複する遺構は、第278号住居跡である。

平面形は円形で、規模は長軸62cm、短軸60cmであ

る。深さは104cmである。断面形は筒形である。

出土遺物は、検出されなかった。

第375号井戸跡（第429図）

G-30グリッドに位置する。
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第376号井戸跡
1 黒色士

2 黒色土

3 

4 

第377号井戸跡
1 オリープ黒色十． 5Y3/l 

2 灰色土 ］OY5/l 

3 黒褐色上 10YR3/l 

4 黒色上 5Y2/l 

5 黒色十． 5Y2/l 

6 黒色土 2. 5Y2/l 

第378号井戸跡
1 黒褐色士

2 黒色土

3 黙褐色士

4 黒褐色十

5 黒色上
6 黒褐色士

7 黒色土
8 黒色上

第380号井戸跡
1 黒色土

2 暗灰色土

5Y2/1 黄褐色土ブロソク(¢ 1~20IIllll)含む 焼十プ
ロック微呈

2. 5Y2/l 黄掲色土ブロック少鼠 焼土ブロック微最
炭化物含む

2. 5Y2/1 黄褐色土プロソク（ゅ 1~40IIlllt)多鼠
5Gl. 7/] 青灰色土プロック多最

焼土プロソク微呈 砂粒子含む
鉄分多景砂層
青灰色ブロック多鼠 鉄分含む
青灰色プロック少量 炭化物含む
青灰色プロソク多量
焼上プロック微呈

10YR3/l ローム粒子(¢ 1~2llllll）微娯 上器片含む
炭化物（心 1~2mm）少拭 しまり・粘性あり

10YR2/l ローム粒子（ゅ 1~2mm) 微量 土器片含む
焼十粒子(¢ 1mm) 少董炭化物(¢ 1~2llIm) 

多量 しまり・粘性あり
10YR3/1 ローム粒子(¢ 1~5nllll) 微贔 十器片含む

焼上粒子(¢ 1mm) 微鼠炭化物(¢ l~5mm) 

少鼠 しまり・粘1生あり
10YR3/l ローム粒子(¢ 1~5mm)多蘊 ロームブロック

含む焼上粒子(¢ 1~2mm) 微鼠
炭化物(¢ l~2mm) 少量 しまり・粘性あり

lOYRL 7/1 灰主体 しまりなしやわらかい
10YR3/l ローム（粘土）プロックと黒褐色上の混合恩

しまり弱い粘性あり
7. 5Y2/1 粘上居 しまりあり 粘性強い
7.5Y2/l 7層粘士中にロームブロック混入 しまりあ

り 粘性強い

IOYR2/l 暗灰色枯士多量 黄褐色士粒子(¢ 5mm)が変
色したものを含む焼土粒了・ (¢ 3llllll）少景~ し
まり・粘性あり

N3/0 暗灰色粘土陪 しまり・粘性あり

第430図井戸跡 (18)

重複する遺構は、第290号住居跡である。

平面形は円形で、規模は長軸102cm、短軸89cmであ

る。深さは67cmである。断面形は口が大きく広がる

筒形である。井戸跡としたか、掘り込みかやや浅く、

覆土の様相からみて、柱穴の抜き取り穴の可能性も

ある。

出土遺物は、検出されなかった。

第376号井戸跡（第430図）

G~3oグリッドに位置する。

重複する遺構は、第282号住居跡、第 4• 642号溝

跡である。

平面形は円形で、規模は長軸191cm、短軸176cmで

ある。深さは98cmである。断面形は箱形である。

出七遺物は、第432図5に図示した土師器模倣杯
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である。

第377号井戸跡（第430図）

G-31グリッドに位置する。

重複する追構は、第271号住居跡である。

平面形は円形で、規模は長軸147cm、短軸推定で

145cmである。深さは推定で58cmである。断面形は筒

形である。

出土遺物は、第432図6に図示した土師器甕を検

出した。

第378号井戸跡（第430図）

I • J -30グリッドに位置する。

重複する遺構は、第279号住居跡である。

平面形は南北に長い楕円形で、規模は長軸225cm、

短軸150cmである。深さは推定で111cmである。断面

形は口が大きく広がる筒形である。

出土遺物は、第432図7~10に図示した。 7~ 9は

土師器模倣杯で、重複する第279号住居跡の混人品

と考えられる。 10は須恵器杯で、底部糸切り後、外

周回転ヘラケズリを施している。底部外面には「X」

のヘラ記号が施され、南比企産である。

第379号井戸跡（第430図）

H • I -29グリッドに位置する。

重複する遺構は、第274号住居跡、第619・630号溝

跡である。

平面形は円形で、規模は長軸86cm、短軸83cmであ

る。深さは92cmである。断面形は筒形である。

出土遺物は、土師器甕の破片と扁平な石 4点を検

出した。

第380号井戸跡（第430図）

G~39グリッドに位置する。

重複する遺構は、第291号住居跡である。

平面形は円形で、規模は長軸142cm、短軸推定で

110cmである。深さは104cmである。断面形は漏斗形

である。

出土遺物は、板碑破片を検出した。

第381号井戸跡（第431図）

H-31グリッドに位置する。

重複する遺構は、第619号溝跡である。

平面形は円形で、規模は長軸69cm、短軸68cmであ

る。深さは78cmである。断面形は筒形である。

出土遺物は、土師器甕破片を少量検出した。

第382号井戸跡（第431図）

G • H~39グリッドに位置する。

重複する遺構は、第292号住居跡に切られている。

平面形は円形で、規模は長軸78cm、短軸72cmであ

る。深さは126cmである。断面形は筒形である。

出土遺物は、第432図11・12に図示した。 11は底部

外面に全面回転ヘラケズリを施した須恵器杯であ

る。 12はやや厚手の板材の断片である。この他、土

師器甕、須恵器甕底部を検出した。

第383号井戸跡（第431図）

G • H-40グリッドに位置する。

重複する退構は、第294号住居跡である。

平面形は円形で、規模は長軸93cm、短軸90cmであ

る。深さは83cmである。断面形は漏斗形である。

出土遺物は、土師器甕の破片を少量検出した。

第384号井戸跡（第431図）

H. I -38グリッドに位置する。

重複する遺構は、第296号住居跡である。

平而形はド］形で、規校は長軸55cm、短軸45cmであ

る。深さは105cmである。断面形は筒形である。覆土

は、断面観察の結果第 1~ 3層に分層したが、短期

間のうちに埋まったものと考えられる。

出土遺物は、第433図1• 2に図示した木製の曲物

底板である。周縁の溝と円孔で側板を固定する。結

合形態はC類。この他覆土中からは、土師器甕、外
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A16.9m 

第381号井戸跡
1 暗灰色土

2 暗緑灰色土

第382号井戸跡
1 暗灰色土

2 暗灰色土

3 暗灰色土

第383号井戸跡
1 暗灰色土

2 緑黒色七

第384号井戸跡
］ 黒褐色上

2 黒色土

3 黒色上

第385号井戸跡
1 暗灰色上

2 暗灰色七

第386号井戸跡

A' A 16~ 9m A' 

N3/ 肯灰色土ブロック少量炭
化物多最

IOGY3/l 青灰色土プロック・炭化物

'i3/0 

N3/0 

N3/0 

多鼠

褐色上粒了(¢ 2nl1Il)多鼠
しまりややあり 粘性あり
土師器含む
粘性の強い水分を含んだ暗
灰色粘士の層 しまりなし
粘性あり
水分を多呈に含んだ暗灰色
粘上（砂を多く含んだ粘土）
しまりなし粘性あり

N3/ 緑灰色粘土少呈 しまりあ
り粘性強い

5G2/l 緑灰色粘上ブロック少鼠
しまりあり 粘性強い

!OYR3/l 黄褐色粘士粒子(¢ l~2mm) 

・焼土粒＋少品
10YR2/l 戯褐色粘土ブロック

(¢ 3~4mm)・焼十．粒＋斑
lOYRZ/1 黄褐色粘土プロック

(¢ 5~8mm)多量

N3/0 灰色土ブロック(~ 15皿）
少量 しまり・粘性あり

N3/0 しまりのない灰色士に少呈
の仄色粘上が混入 しまり
なし粘性ややあり

1 灰黄褐色土 10YR4/2 黄褐色粘士プロック(Ip2~ 

3llllll）少呈焼士プロック
（り 5ll!lll）斑炭化物含む

2 黒褐色ナ 10YR3/2 黄褐色粘土プロック(Ip3~ 

5mm)・焼士粒子(¢2~3mm)

多量炭化物粒子含む
3 褐灰色上 10YR4/l 黄褐色粘土プロック(¢ 10mm) 

多呈焼土プロック少品
炭化物含む（埋戻し）

4 黒褐色十 10YR3/l 黄褐色粘土プロック(Ip2~ 

3呻）・焼土少量 炭化物含む
5 黒褐色上 10YR3/2 緑灰色粘土ブロソク(¢ 30~ 

50mm)との混士層
6 黒掲色士 10Y!'3/] 黄灰色粘土プロック(,p30~ 

50mm)含む（壁崩洛土）
7 灰オリーブ色士 5Y6/2 黄褐色士プロック(¢ 20~ 

30mm) との混上届

第387号井戸跡
l 黒褐色士

2 黒褐色士

3 黒褐色上

4 黒褐色土

10YR3/2 黄灰色粘上プロック (¢2~

3mm)斑焼上粒＋少呈
10YR3/l 黄仄色粘士プロソク (¢2~

3mm) 少量
10YR3/] 黄灰色粘士プロック（ゅ 5~

8mn1)多董
JOYR3/] 緑灰色粘土ブロック（ゅ 5~

8lll1ll）斑ザクサクした感じ
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周回転ヘラケズリを施した須恵器杯を検出した。

第385号井戸跡（第431図）

G~38グリッドに位置する。

重複する遺構は、第316号住居跡である。

平面形は円形で、規模は長軸62cm、短軸58cmであ

る。深さは111cmである。断面形は筒形である。

出土遺物は、土師器甕．杯破片、須恵器甕胴部破

片を少量検出した。

第386号井戸跡（第431図）

H-38グリッドに位置する。

重複する遺構は、第124・321・323号住居跡である。

平面形は円形で、規模は長軸215cm、短軸210cmで

-382 

ある。深さは109cmである。断面形は箱形である。

出上遺物は、第433図3~ 7に図示した。 3は土師

器の北武蔵型杯である。 4は土師器の甕である。 5

は石製の砥石破片である。 6• 7は木製品である。

6は板材の破片、 7は丸棒状の部材である。

第387号井戸跡（第431図）

H-38グリッドに位置する。

重複する遺構は、第321号住居跡、第583号溝跡で

ある。

平面形は東西に長い楕円形で、規模は長軸114cm、

短軸61cmである。深さは推定で91cmである。断面形

は日が大きく広がる筒形である。

出土遺物は、土師器甕の破片を少贔検出した。



第31表 井戸跡出土遺物観察表 (I)

挿闊番号 遺構番号 種別 器種 ロ径 益pr［一m占l 底径 残存 胎十一 焼成 色調 出土位置・備考 図版

403 1 SE 303 緑釉隕器 塙 破片 黒粒 普通 汎蘭，悧II才1)-7' 205-1-2 

403 2 SE 304 木製品 板材 幅3.9長さ15.4厚さ2.2 破片

403 3 SE 306 須恵器 均： (13.1) 4 9 (6 0) 1/4 石英臼粒黒粒 普通 灰 墨書「万」 207-1 

403 4 SE 306 須恵岱 杯 (12 0) 3 6 5.6 1/5 石英白粒針黒粒 評通 灰

403 5 SE 306 須恵器 杯 [1.0] 6.4 1/2 石英ふ粒白粒針黒粒 普通 灰

403 6 SE 306 木製品 井戸枠 幅116長さ [506]厚さ5.7 1/2 

403 7 SE 306 木製品 井戸枠 帖71長さ [572]厚さ3.7 1/2 

403 8 SE 306 木製品 升戸枠 輻102長さ [716] Iリさ9.0 2/3 

403 9 SE 306 木製品 井戸枠 輻129長さ1147厚さ54ほぼ完形

403 10 SE 306 木製品 井戸枠 輻15、1長さ884厚さ9.1ほぼ完形

403 1 1 SE 306 木製品 井戸枠 幅122長さ925厚さ6.2ほほ完形

403 12 SE 306 木製品 井戸枠 輻70長さ [346]厚さ81 1/3 

403 13 SE 306 木製品 井戸枠 輻114長さ [47.6]厚さ80 1/2 220-1 

403 14 SE 306 木製品 井戸枠 輻11.2長さ[77.0]厚さ7.2 2/3 

404 15 SE 306 木製品 井戸枠 輻183長さ742 I厚さ91 2/3 

404 16 SE 306 木製品 井戸枠 幅171長さ [66.1]厚さ98 1/2 

404 17 SE 306 木製品 井戸枠 輻132長さ [582]厚さ5.7 1/2 

404 18 SE 306 木製品 井戸枠 輻124長さ4431厚さ37 1/3 

404 19 SE 307 木製品 漆椀 [2.5] 3/4 黒漆塗 217-3 

404 20 SE 308 銭貨 景徳元賓 径2.5重さ3.6 北宋初鋳1004年 225-2-7 

404 21 SE 308 銭貨 天聖元費 径2.5重さ3.8 北宋初鋳1023年 225-2-8 

404 22 SE 308 銭貨 天聖元賓 径25重さ4.9 北宋初鉗1023年 225-2-6 

404 23 SE 308 銭貨 煕寧元宵 径2.4重さ3.6 北宋初鋳1068年 225-2-5 

404 24 SE 308 銭貨 元柘通宵 径24重さ38 北宋初鋳1086年 225-2-3 

404 25 SE 308 銭貨 元柏通賓 径25重さ3.1 北宋初鋳1086年 225-2-4 

404 26 SE 308 銭貨 元豊通賓 径2.4重さ3.5 北宋初鋳1078年 225-2-2 

404 27 SE 308 銭貨 詔聖元宵 径24重さ3.8 北宋初鋳1094年 225-2-1 

407 1 SE 309 鉄製品 短刀 2/3 224-2-1 

407 2 SE 310 木製品 曲物底板 幅（168)長さ43.8厚さ13 1/2 220-2 

407 3 SE 312 石製品 砥石 院(43)長さ [99]厚さ2.6ほぽ完形 滑石製 214-1-10 

407 4 SE 314 木製品 部材 輻122長さ257原さ04 1/3 

407 5 SE 314 木製品 曲物底板 輻3.2長さ19.8厚さ1.6

407 6 SE 315 石製品 子持勾干← 幅45長さ[102]厚さ13重さ86.1 3/4 210-3 

408 1 SE 317 須忠器 埒： [1.3] (7. 0) 破片 臼粒針礫 曹通 灰

408 2 SE 317 須恵器 杯 - [1. 7] (5.6) 1/5 針黒粒 良好 黄灰 里匹：ヨ耳コ▲

408 3 SE 317 木製品 板材 輻［5.7]長さ [113]厚さ22 

408 4 SE 317 木製品 井戸枠 輻6.0長さ30.2厚さ54 完形

408 5 SE 317 木製品 井戸枠 輻4.5長さ20.8厚さ35 

408 6 SE 317 木製品 井戸枠 幅16.2長さ729厚さ129 完形

408 7 SE 317 木製品 井戸枠 輻14.8長さ652P阜さ6.6 完形

408 8 SE 317 木製品 井戸枠 幅15.2長さ810厚さ154 完形

408 9 SE 317 木製品 井戸枠 帖4.3長さ74.3}亨さ41 完形 220-3 

408 10 SE 317 木製品 井戸枠 幅4.4長さ716厚さ4.6 完形 220-4 

408 11 SE 317 木製品 井戸枠 輻4.2長さ62.0厚さ44 完形

408 12 SE 317 木製晶 井戸枠 輻19.4長さ758)りさ11 完形 220-5 

408 13 SE 317 木製品 井戸枠 幅6.5長さ46.1厚さ32 完形

408 14 SE 317 木製品 井戸枠 幅9.9長さ629厚さ40 完形

408 15 SE 317 木製品 井戸枠 輻22長さ637厚さ2.2 完形

409 16 SE 317 木製品 井戸枠 輻133長さ44.0厚さ4.0 完形

409 17 SE 317 木製品 井戸枠 幅118長さ47.3厚さ16 完形 転用 220-7 

409 18 SE 317 木製品 井戸枠 幅4.6長さ769厚さ48 完形

409 19 SE 317 木製品 ｝「戸枠 輻21長さ587原さ2.0 完形

409 20 SE 317 木製品 井戸枠 幅42長さ72.4開さ4.2 完形
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第32表 井戸跡出土遺物観察表 (2)

挿図訴号 遣構番号 秤別 器種 ロ径 在＂旦す百向 底径 残存 胎土 焼成 色調 出士位置・備考 図版

409 21 SE 317 木製品 井戸枠 輻3.5長さ82.8厚さ37 完形

409 22 SE 317 木製品 井戸枠 幅3.6長さ609厚さ38 完形

409 23 SE 317 木製品 井戸枠 輻306長さ476厚さ1.2 完彩 221-1 

409 24 SE 317 木製品 井戸枠 幅136長さ558肘さ100 完形

409 25 SE 317 木製品 井戸枠 輻310 Ji:さ37.9厚さ15 完形 220-8 

409 26 SE 317 木製品 板材 輻6.8長さ [119]厚さ18 

409 27 SE 317 木製品 井戸枠 輻137長さ [602]厚さ12.8 完形 220-6 

409 28 SE 317 木製品 }|•戸枠 輻78長さ [47.4]/'7さ4.4

409 29 SE 317 木製品 板材 幅[10l] kさ[84]厚さ09 木釘あリ

413 1 SE 319 上師器 杯 (10 3) [3 2] 破片 雲 角 将通 褐 北武蔵型坪

413 2 SE 319 土師器 皿 (14 0) [3 1] 破片 雲黒粒 普通 褐

413 3 SE 319 須恵器 杯 (15 4) 3 7 (10 4) 2/5 砂粒針小石 良奸 鈍い褐 149-6 

413 4 SE 319 須忠器 痰 (27 2) [13 4] 1/4 石英砂粒針 稗通 灰

413 5 SE 319 土師器 珈写 22.3 [8 9] 1/4 雲角赤粒 良好 鈍しヽ 褐 174-6 

413 6 SE 319 土師器 嘩4ぷ 22 5 [18 6] 1/2 直：角砂粒赤粒 良如'鈍い橙 175-1 

413 7 SE 319 上師器 甕 23 5 [14 7] 1/4 雲角赤粒白粒 良奸 黄灰 175-2 

413 8 SE 319 土師器 珈写 22.0 [21 5] 2/3 雲角ふ粒日粕 良好 鈍い橙 200-3 

413 9 SE 319 士師器 甕 (21 9) [10 6] 破片 雲砂粒赤粒白粒 艮好 鈍い橙

413 10 SE 319 上帥器 甕 23 8 [17 7] 1/2 角白粒 良好 褐灰 175-3 

413 11 SE 319 土師器 珈式 22.1 31 3 6 3 4/5 角石英砂粒赤粒 良好 鈍い黄棺 200-4 

413 12 SE 319 土師器 壺 [7 7] 9.9 破片 雲赤粕臼粒 良如'鈍しヽ 褐

414 13 SE 319 木製品 団,,如9. | 葛‘!,こ,'嵩さ2憑1tI.I9 ’ ーli品払］沓6iム．3 2認-l支elさ.2 1 4 • 5 4/5 外面黒漆塗 223. 224-l 

414 14 SE 319 木製品 丸材 犀．8長さ [323]肛さ76 

415 1 SE 320 土帥器 杯 (13 0) [3 7] 1/5 雲角黒粒 普通 鈍い橙 北武蔵塑杯

415 2 SE 320 碩忠器 芸『91 (12 6) [1. 5] 破片 赤粒白粒黒粒礫 稗通 灰

415 3 SE 321 木製品 柄杓 径9.8長さ89厚さ（）．5ほほ完形 221-3 

415 4 SE 322 須恵器 高台付坑 (13 5) [ 4 5] 2/3 宴赤粒黒粒 普通 鈍い橙

415 5 SE 322 碩忠器 高台付椀 13 0 :'i 3 6 0 ほぼ完形 雲角黙粒 稗通 灰褐 149-7 

415 6 SE 322 須恵器 高台付碗 [3.6] 7 7 1/3 雲角石災赤粒い粒黒粒 普通 鈍い黄桁

415 7 SE 324 青磁 碗 破片 黒粕 良好 オリーブ灰 中国庄 206-1-4 

415 8 SE 324 白磁 芸'"？ (5.2) 1.5 (2.6) 1/3 砂粒 良奸 灰白 206-1-3 

415 9 SE 324 かわらけ Jill (8. 0) 1.3 (5 8) 1/4 赤粒黒粒 普通 橙 13世紀後皐～14柚記前半

415 10 SE 324 かわらけ 皿． 8.8 1.4 6.8 ほぼ完形 云宮全 普通 灰賃 13甘崩［後半～14世記前半 149-8 

415 11 SE 324 かわらけ 肌 [l. 7] 6.4 破片 赤粒 曹通 浅黄橙 14机紀 9

415 12 SE 324 かわらけ Jill [1. 9] 5.4 破片 雲ふ粒 将通 橙

415 13 SE 324 かわらけ 皿． (9. ll [2. 3] 破片 囁赤料臼粒 普通 灰質褐 手づくね、 13世紀

415 14 SE 324 かわらけ 肌 (10.8) 2.7 (6.2) 1/3 雲赤粒 普通 外見胤I檜應い闘 外面黒塗、 13世紀

415 15 SE 324 渥芙 珈式 破片 赤粒白粒 前通 灰 12世紀後半

415 16 SE 324 木製品 漆椀 (16. 0) 4.8 (7.0) 1/3 黒漆塗

415 17 SE 324 木製品 漆椀 (15.4) 6.1 (9.2) 1/4 黒漆塗

415 18 SE 324 本製品 指物容器 l幅6.5-』くさ19.1)厚さ0.9 1/5 221-2 

415 19 SE 324 木製品 柄杓底板 幅7.4設さ7.2厚さ0.6 完形 221-4 

415 20 SE 324 石 軽右 輻6.2長さ6.5犀さ5.2ほは完jl多

415 21 SE 324 木製品 丸材 幅33長さ [296])サさ3.0 222-1 

418 1 SE 326 木製品 柄杓底板 輻[11.3]長さ109厚さ08 4/5 221-5 

418 2 SE 326 鉄製品 環金具 径7.1幅径05~0 6重さ365 完形 最ド）曾 224-2-3 

418 3 SE 327 木製品 漆椀 13.8 6.1 6.7 2/3 黒漆塗 217-1 

418 4 SE 327 在地 片II鉢 (26.8) [6.3] 破片 雲石英 不良 鈍い褐 13世紀後半

418 5 SE 331 かわらけ Jill (11.6) 3.4 6.5 ほほ完形 雲森粒 将通 鈍い黄橙 13世紀後干 149~9 

418 6 SE 333 須恵闘 況； [1.0] (10.0) 破片 石促白粒針 普通 褐灰

418 7 SE 333 土1’:IIi器 甕 (15 8) [7. 3] 破片 寡石英赤粒 艮如炉 褐灰

418 8 SE 333 木製品 曲物底板 111計14()長さ14.9厚さ07 完形 221-6 
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第33表井戸跡出土遺物観察表 (3)

挿区番号 遺構番号 種別 器種 ロ径 器高 底径 残存 胎上 焼成 色調 出土位置・備考 図版

418 9 SE 333 木製品 曲物側板 径(44.0)高さ13.8厚さ04 4/5 

418 10 SE 333 木製品 曲物底板 幅56長さ28.6厚さ08 1/5 222-2 

419 1 SE 335 9吊9999,出‘涸． 甕 破片 赤粒黒粒 普通 灰褐 206-2-6 

419 2 SE 337 在地 片日鉢 (28.4) [11. 7] (13.1) 1/5 雲石炎赤粒礫 将通 灰 14[止紀前半 206-2-1 

419 3 SE 339 木製品 曲物底板 輻11.3長さ [62.5]厚さ1.4 1/4 222-3 

419 4 SE 339 木製品 板材 輻4.0長さ［147]厚さ08

419 5 SE 344 木製品 板材 幅960長さ [315]「享さ1.3

419 6 SE 344 土師器 坪 破片 雲臼粒 評通 鈍い褐 墨書「前麻呂」 207-2 

426 1 SE 347 七師賂 杯 (12. 8) 3 5 1/3 雲角黒粒 不良 鈍い橙 油煙付将

426 2 SE 347 須恵器 杯 (11.6) [3.1] 1/5 雲赤粒白粒針黒粒 普通 灰

426 3 SE 347 須恵器 堺 [2 O] (1() 0) 破片 白粒針 良好 灰

426 4 SE 347 須恵器 高台付坑 [2. 2] 3.2 底部のみ 石英黒粒 将通 赤橙

426 5 SE 347 須恵器 珈コ (17.6) [3. 5) 破片 雲白粒 良好 灰

426 6 SE 348 木製品 漆椀 [2.4] (6.8) 1/4 黒漆塗 219-3 

426 7 SE 348 石製品 砥石 幅(4.3)長さ［8.9]厚さ23ほほ完形 214-1-9 

426 8 SE 349 土師器 J1ll 15 7 3.4 4/5 角石英赤粒白粕黒粒 普通 鈍い橙 149-10 

426 9 SE 350 かわらけ 況： (9.2) 2.8 3.8 1/4 雲石英 普通 鈍い黄橙

426 10 SE 352 山荼碗系 片I_1鉢 [6.1] (15.5) 破片 石英白粒 将通 褐灰

426 11 SE 355 かわらけ 皿 (10.8) 3 5 6.3 1/2 雲赤粒 普通 鈍い橙 14世紀

426 12 SE 355 土師器 昇： (11.5) [ 4.1] 1/2 雲角赤粒黒粒 普通 橙

426 13 SE 357 木製品 漆椀 12.5 3.5 7.2 3/4 黒漆塗 217-2 

426 14 SE 359 土師器 高杯 13.4 [7 2] 1/2 雲赤粒白粒 不良 明赤褐

426 15 SE 364 在地 片口鉢 (28.2) [8.4] (13.0) 1/4 雲石英 普通 灰黄褐 1 4軋紀後半～15他紀籾頑

426 16 SE 365 鉄滓 椀却滓 輻8.8長さ7.3厚さ33 

426 17 SE 370 木製品 曲物底板 輻97長さ42.8厚さ102 完形 222~5 

432 1 SE 368 木製品 訓物側板 径358高さ132月さ0.3 1/2 

432 2 SE 368 木製晶 血物側板 径41.7高さ11.4厚さ04 破片

432 3 SE 368 木製品 曲物側板 径364裔さ155厚さ側02底13 1/3 

432 4 SE 368 木製品 曲物側板 径390高さ14.4原さ0.3 1/3 

432 5 SE 376 土師器 均； 05.4) [3.9] 1/4 雲赤粒臼粒黒粒 蒋通 橙 模倣杯

432 6 SE 377 土師器 甕 (22.6) [14.5] 1/5 雲赤粒白粒 普通 鈍い褐

432 7 SE 378 土師器 杯 (14 0) [5 4] 1/5 雲枷粒白粒 将通 橙 模倣杯

432 8 SE 378 土師器 昇； (14.4) [ 4. 4] 1/3 雲赤粒白粒 将通 橙 校倣杯

432 9 SE 378 土帥器 杯 [3. 3] 破片 雲赤粒白粒 普通 橙 模倣杯

432 10 SE 378 須恵器 杯 [1 1] (7 4) 1/5 白粒針 普通 灰 刻書「 X」 207-3 

432 11 SE 382 須恵器 埒； [1. 4] (8.4) 底部のみ 雲石英 良好 明褐

432 12 SE 382 木製品 板材 輻171長さ [25.4]肛さ36

433 1 SE 384 木製品 底板 |『品(89)』しさ423)享さ1.1 1/3 222-6 

433 2 SE 384 木製品 底板 幅（13.4)長さ(45.9)原さ］3 1/3 222-7 

433 3 SE 386 土師器 均： (12 0) [2. 7] 破片 角赤粒黒粒 普通 橙 北試蔵型杯

433 4 SE 386 土師器 刻写f (21. 6) [12. 5] 破片 雲角石英赤粒白粒黒粒 普通 橙

433 5 SE 386 石製品 砥石 輻28長さ [46]厚さ11 214-1-2 

433 6 SE 386 木製品 板材 輻73長さ284]げさ1.5

433 7 SE 386 木製品 音IS材 幅3.3長さ30.8厚さ2.2 、元形
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5．土坑

下田町遺跡第 4次調査の土坑（略号 SK)番号は、

平成13年度の第 2次調査及び平成14年度の第 3次

調査の続き番号を使用している。今回の報告は平成

15年度に発掘調査を実施した西区にあたる範囲であ

る。

調査の結果、土坑番号は第563号から第657号の95

基に対し付した。また、調査時では土坑と番号を付

したが、整理の結果、一部に遺構番号に変更か生じ

た。第563号土坑は第349号井戸跡、第567号土坑は第

304号井戸跡、第568号土坑は第354号井戸跡、第569

号土坑は第340号井戸跡、また、第605号土坑は第10

号方形周溝菓に、第570号土坑はグリッドピット G

-35P5に変更した。さらに、欠番扱いとなった土坑

は、第577• 585号土坑である。

検出された土坑は古墳時代前期、後期、奈良•平

安時代、そして、中世に至る時期の遺構である。以

下、各土坑の検出された位置、重複関係、形態、規

模、長軸方向、出土した遺物などについて記載する。

第563号土坑 欠番

第349号井戸跡に変更。

第564号土坑（第436図）

J-35グリッドに位置する。

重複する遺構は、第146・149号住居跡、第585号溝

跡である。

平面形は長方形で、規模は長軸258cm、短軸は117

cm、深さ85cmである。長軸方向はN-79'-Eであ

る。

出土遺物は、検出されなかった。

第565号土坑（第436図）

G-36グリッドに位置する。

重複する遺構は、第127• 129号住居跡である。平

面形は長方形で、規模は長軸141cm、短軸102cm、深

さ33cmである。長軸方向はN-74°-Eである。

―-388 

出土遺物は、常滑摺鉢、かわらけ1Illを検出した。

第566号土坑（第436図）

I -35 • 36グリッドに位置する。

重複する逍構は、第148号住居跡、第585・589号溝

跡である。

平面形は長方形で、規模は長軸320cm、短軸140cm、

深さ60cmである。長軸方向はN-74"-Eである

ピットは 2基検出された。ピットの深さはPlから

順に17cm、12cmである。

出土遺物は、第440図 1• 2に図示した。 ］は常滑

甕である。 2は木製品の板材である。このほかに在

地産の片口鉢を検出した。

第567号土坑 欠番

第304号井戸跡に変更。

第568号土坑 欠番

第354号井戸跡に変更。

第569号土坑 欠番

第340号井戸跡に変更。

第570号土坑 欠番

ピットに変更。

第571号土坑（第436図）

H • I -35グリッドに位置する。

重複する遺構は、第240号住居跡、第585号溝跡で

ある。中世の第585号溝跡によって切られている。同

様の土坑は、溝を挟んで南側に第564• 566号土坑、

北側に第589号土坑が存在する。

平面形は方形で、規模は長軸248cm、短軸は161cm、

深さは90cmである。長軸方向はN-90°―Eである。

出土逍物は、第440図13に図示した鉄製品の短刀

である。



第572号土坑（第437図）

J-37グリッドに位置する。

重複する遺構は、第591号溝跡である。

平面形は東西に長い楕円形で、規模は長軸117cm、

短軸は92cm、深さは40cmである。長軸方向はN-38°

-Eである。

出土遺物は、検出されなかった。

第573号土坑（第437図）

J -37 • 38グリッドに位置する。

重複する遺構は、第150号住居跡である。

平面形は円形で、規模は長軸74cm、短軸70cm、深

さは26cmである。長軸方向はN-70"-Eである。

出土遺物は、土師器甕・台付甕を少量検出した。

第574号土坑（第437図）

J-37グリッドに位置する。

重複する逍構は、第150号住居跡である。

平面形は円形で、規模は長軸118cm、短軸93cm、深

さは55cmである。長軸方向はN-65'-Eである。

出土遺物は、土師器甕を少量検出した。

第575号土坑（第437図）

H-36・37グリッドに位置する。

重複する遺構は、第114号住居跡である。

平面形は円形で、規模は長軸73cm、短軸64cm、深

さは32cmである。長軸方向はN-50"-Eである。

出土遺物は、土師器甕を少械検出した。

第576号土坑（第437図）

H-37グリッドに位置する。

重複する遺構は、第114号住居跡である。周辺には、

第575・578~584号土坑が検出されている。いすれも

規模の小さい円形もしくは不整形の土坑である。

平面形は不整形で、規模は長軸100cm、短軸83cm、

深さは27cmである。長軸方向はN-50"-Eである。

出士遺物は、土師器甕を少羅検仕＇，した。

第577号土坑 欠番

第578号土坑（第437図）

H-37グリッドに位置する。

重複する遺構は、第115号住居跡である。

平面形は円形で、規模は長軸66cm、短軸55cm、深

さは20cmである。長軸方向はN-56'-Eである。

出土遺物は、土師器甕、赤彩された土師器坑の破

片を検出した。

第579号土坑（第437図）

H-37グリッドに位置する。

重複する遺構は、第115号住居跡である。

平面形は円形で、規模は長軸66cm、短軸58cm、深

さは26cmである。長軸方向はN-0゚ である。

出土遣物は、土師器甕、赤彩された土師器坑、模

倣杯の破片を検出した。

第580号土坑（第437図）

H-37グリッドに位置する。

重複する追構は、第115号住居跡である。

平面形は円形で、規模は長軸85cm、短軸66cm、深

さは24cmである。長軸方向はN-63°-Wである。

出土遺物は、土師器甕、杯を少量検出した。

第581号土坑（第437図）

H-37グリッドに位憤する。

重複する遺構は、第115• 117号住居跡である。

平而形は円形で、規模は長軸65cm、短軸56cm、深

さは25cmである。長軸方向はN-62°-Eである。

出土遺物は、七師器甕、杯の破片を少最検出した。

第582号土坑（第438図）

H-37グリッドに位置する。

重複する遺構は、第114号住居跡、第583号土坑で

ある。

平面形は円形で、規模は長軸88cm、短軸74cm、深
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第564号土坑 第566号土坑

！
 

SD585 

S0585 

A' 

SJ146 

A 17~ 0m A' A 17.2m A' 

B112m B' C1um C' ・-..... 

Pl P2 

］ 言ニ
第565号土坑

A A' 

第571号土坑

ー SJ126 t 

＼
 ＼

 ＼
 ＼

 

S0585 

•A_1_7_.Om A' 
＼ ＼ 

A_il_lrn A' 

｀ ・rA 
第564号上坑
］ 黒褐色土 ］OYR3/l 地山粒子少埜焼七・炭化物微最鉄分含む
2 オリーブ黒色土 5Y3/] 地 111粒—了少景焼士・炭化物微品 鉄分含む
3 黒色土 .¥Y2/] 地山プロック(¢ 1~1.5Illlll) 含む炭化物微監
4 オリープ灰色土 2. 5GY5/] 地山ブロック多呈
5 オリープ仄色十: 2. 5GY5/l 鉄分多量（崩落土）
6 暗オリーブ灰色土 2. 5GY4/l しまりなし 砂質

第565号土坑
1 黒褐色土
2 灰色士
3 黒色士

4 黒色土

5YR2/J 

5Y4/l 
5Y2/l 

5Y2/l 

地山プロック微景 焼七粒子・鉄分含む
鉄分少基 しまりあり
地山プロック微鼠 焼土粒子・鉄分含む
炭化物粒子微鼠
地山プロノク(¢ 1~20mm) 多埜鉄分含む

第566号土坑
］ 黒褐色上 IOYR3/2 地山ブロソク（ゅ 1~15mm) ・炭化物含む

焼士微呈
2. 5Y3/2 地山ブロック(~ I~20n1111) 多蘊炭化物少量
2. 5Y3/] 地山ブロック（ゅ 1~30mm) ・鉄分多呈

炭化物含む
4 黒色土 5Y2/l 焼土プロック微品炭化物含む粘土質
5 オリープ黒色土 5Y3/2 地山プロック (~I~10mm) 多量 炭化物少董
ピット 1
6 黒色上 5Y2/] 地山プロソク（¢ I~10mm) 多量 炭化物微品
ピット 2
7 黒褐色七

2 黒褐色士
3 黒褐色土

2m  
160 

2. 5Y3/l 地山ブロック（¢ 1~30mm)含む 炭化物多量

第436図土坑 (I)
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第572号土坑 第573号土坑 第574号土坑 第575号土坑

SD591 

A16 7m 

／ 

A' 

SJ150 / 

ロSD583 

A' A』Um A' 

三三
第576号土坑

/

]

 ロ
A
 

A16 9m A' 

二

第578号土坑

A―〈□-A
I 

A16 Bm A' ． ．  

三

A
 

A16.7m A' 

口
第579-580号土坑

□S SJ06 

A16 Bm 
SK580 

ー

A' 
SK579 -

A-ce，-A 

／ 

A16.9m A' 

第581号土坑

A
・

ー

ロ
5

-

A
 

A16.7m A' ． ．  

• 
第572号土坑
l 暗青灰色＿十 5BG4/] 地1.I.lプロンク(¢ 1~3mm) ・鉄分少呈炭化物微埜
2 暗青灰色土 5BG4/l 地1.[」プロソク微景炭化物・鉄分少量
3 暗宵灰色上 10BG4/l 地山プロック(¢ 1~41nm) ・鉄分少星

第575号土坑
1 黒褐色土 10YR3バ ロームプロック(¢ 10mm~20mm) 少量 しまりあり

粘性ややあり
2 黒褐色＿十 10YR3/l ローム粒子(¢ 1mm~5mm) 少量 しまりあり 粘性

ややあり
3 褐灰色土 10YR4/l ロームプロック(¢ 10mm~50llllll) 少呈 しまりあり

粘性ややあり（埋士）
4 黒色士 ~2/0 しまりなし 粘性弱い（灰層）

第576号上坑
1 黒褐色士 10YR3/] 焼上粒子(¢ lllllll~5mm) 少誤 しまり・粘性ややあり
2 黒褐色土 lOYR3/l ローム粒子(¢ lmn1~5JIlm) 少呈 しまり・粘性やや

あり
3 黒褐色土 ］OYR3/l 粘質上層 しまり弱い粘性強い
4 黒褐色土 10YR3/l ロームブロック(¢ ]Ollllll~80mm) 少最 しまり・粘性

ややあり

2 m  

1 60 

第578号十坑
1 黒褐色土 10YR2/3 黄褐色土粒了（ "1~2mm) 含む 焼土約子

(¢I~2llllll) 少景
2 黒褐色士 10YR2/2 黄褐色土粒子(¢ 1~2皿］） ・負褐色土ブロック

げ 3~10mm) 多塁

第579• 580屁土坑
1 黒褐色上 10YR3/2 黄褐色上粒子("1~21Il1Il) 少盤
2 黒褐色十 10¥「R2/3 黄褐色土粒子(¢ l~2mm) ・黄褐色ナフロック

("3~10mm) 多鼠

第581号上坑
1 II音褐色十 10YR3/3 黄褐色土粒子(¢ 1~2mm) 少量焼十プロック

(¢2~5mm) 多届
2 患褐色土 2. 5Y3/] 黄褐色土プロック("3~5mm) 少盤 焼土ブロック

(¢2~5mm) 含む
3 黒褐色士 10YR2/2 黄褐色土ブロック(.3~lOllllll) 多鼠

第437図土坑 (2)

さは34cmである。長軸方向はN-89°-Eである。

出土遺物は、上師器甕、杯の破片を少量検出した。

第583号土坑（第438図）

H-37グリッドに位置する。

重複する逍構は、第582号土坑である。

平面形は円形で、規模は長軸36cm、短軸32cm、深

さは22cmである。長軸方向はN-54"-Wである。

出土遺物は、土師器甕、杯の破片を少鼠検出した。

第584号土坑（第438図）

H-37グリッドに位置する。
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重複する逍構は、第114号住居跡である。

平面形は円形で、規模は長軸57cm、短軸51cm、深

さは16cmである。長軸方向はN-49°-Wである。

出土遺物は、土師器甕の破片を少最検出した。

第585号土坑 欠番

第586号土坑（第438図）

I-38グリッドに位置する。

乎面形は長方形で、規模は長軸183cm、短軸97cmで

ある。深さは30cmである。長軸方向はN-86°-Wで

ある。

出土遺物は、上師器甕の破片を少量検出した。

第587号土坑（第438図）

G • H-34グリッドに位置する。

重複する遺構は、第208号住居跡、第585号溝跡、

第593号土坑、第326• 333号井戸跡である。

平面形は東西に長い楕円形で、規模は長軸290cm、

短軸213cm、深さは70cmである。長軸方向はN-4°

-wである。

出土遺物は、第440図3に図示した瓦塔である。上

師器甕の破片を少量検出した。

第588号土坑（第438図）

H~34 • 35グリッドに位置する。

重複する遺構は、第185号住居跡である。

平面形は不整形で、規模は長軸93cm、短軸70cm、

深さは102cmである。長軸方向はN-45°-Wであ

る。

出土遺物は、土師器甕．杯、模倣杯の破片を少量

検出した。

第589号土坑（第438図）

J-34グリッドに位置する。

重複する逍構は、第215• 232 • 238号住居跡であ

る。

平面形は長方形で、規模は長軸226cm、短軸142

cm、深さは42cmである。長軸方向はN-90"-Wであ

る。

出土遺物は、須恵器壺、土師器甕の破片を少鼠検

出した。

第590号土坑（第439図）

F-32グリッドに位置する。

重複する遺構は、第190号住居跡である。

平面形は不整形で、規模は長軸200cm、短軸は25

cm、深さは35cmである。長軸方向はN-12°-Wであ

る。

出上遺物は、土師器甕の破片を少鼠検出した。

第591号土坑（第439図）

G-34グリッドに位置する。

重複する遺構は、第 2• 602号溝跡である。

平面形は東西に長い楕円形で、規模は長軸92cm、

短軸62cmである。深さは19cmである。長軸方向はN

-73°-Wである。

出土遺物は、上師器甕の破片を少量検出した。

第592号土坑（第439図）

G-34グリッドに位置する。

平面形はド1形で、規模は長軸81cm、短軸48cmであ

る。深さは52cmである。長軸方向はN-30°-Wであ

る。

出土逍物は、土師器甕・高杯の破片を少量検出し

た。

第593号土坑（第439図）

G-34グリッドに位置する。

重複する遺構は、第585号溝跡、第587号土坑、第

326号井戸跡である。

平面形は不整形で、規模は長軸82cmを検出し、短

軸78cmである。深さは18cmである。長軸方向はN

-89'-Eである。
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第582• 583号士坑
l 黒褐色上 IOYR3/1 黄褐色十店立＋ （¢ 1~2mm) ・黄褐色土プロック

(" 3~5mm) 少量
2 暗褐色土 10YR3/3 黄褐色土粒子（¢ 1~21run) ・黄褐色土ブロック

(</, 3~5unn) 少鼠
3 黒褐色土 ］OYR2/2 黄掲色七粒＋ （¢ 1~2mm) ・黄褐色土プロック

(</> 3~10mnl) 多量

第584号士坑
1 黒褐色上 !OYR3/2 黄掲色士粒子(¢ 1~2mm) ・黄褐色土プロック

（</> 3~10mm) 多最

第586号七坑
1 褐灰色土 10YR4/] 黄褐色七的＋ （¢1~2mm) 少晶
2 黒褐色十． 10YR3/2 黄褐色上粒子(.1~2mm) 含む 黄褐色十

フロック(¢ 3~10mm) 多呈

第587号土坑
1 灰黄褐色上 IOYR4/2 鉄分・焼土粕子 (¢1~3mm) 少呈 しまり強い

粘性ややあり
2 灰色土 N4/0 青灰色砂粒 (</;I~5mm) 少最粘質土層

しまりややあり 粘性強い
3 黒褐色十 5YR2/1 青灰色砂質上(¢ 10~30mm) ブロック状に少昆

有機物を含む層 しまり・粘性ややあり
4 黒色土 7. 5YR2/l 焼土粒子(¢ 1~2mm) 微董褐色七層

しまり・粘性ややあり
5 黒色土 2. 5¥「2/1 ボソボソしている 細かい有機物がたくさん

混じる しまり弱い粘性強い
6 黒色七 lOYRl. 7 /1 5層のドに有機物（細かく、黒い）が堆積して

いる居 しまり・しまりなし
7 黒褐色土 2. 5Y3/] 粘質土暦 混じりけは少ない 土器の極少片少呈

しまり弱い 粘性強い

第588号土坑
1 黒褐色士

2 黒色土

3 黒色士

4 褐灰色士
5 褐灰色上

6 褐灰色士

43  2 /  

7. 5YR3/] 焼土粒子 (¢I~5皿） ．炭化物粒子少量
最下層にローム上が厚さ20~3olilillで堆桔
しまり・粘性ややあり

7. 5YR2/] 焼土粒子(¢ I~3mm) 少輩 しまりあり
粘性ややあり

IOYR2/l 混じりけ少ない粘質上層 しまり弱い
粘性強い

IOYR4/l ローム上上体 しまり・粘性ややあり
IOYR4/l ロームプロック(¢ 10~50rnrn） ・炭化物粒子

(¢5~10mm) 少塁 しまりややあり 粘性あり
!OYR4/l 青灰色砂質七斑 しまり弱い粘性強い

第589号土坑
1 ）J<黄褐色土 ］OYR4/2 

2 灰黄褐色十 !OYR1/2 

3 黒褐色上 IOYR3/l 

4 にぶい黄褐色土 ］OYR4/3 

5 黒色上 !OYR2/l 

炭化物粒子少最 しまりややあり 粘性弱い
ロームフロック(c/;JO~50mm) ・ローム粒子
(¢ 1~10mm) 少堡 しまりあり 粘性弱い

ロームプロック(</;10~100mm) 少量
黒褐色粘士 しまりややあり 粘性あり
下層にローム主体七が集中する しまりあり
粘性弱い
ロームプロック(¢ 10~100mm) 少堡 暗褐色
粘質上主体 肯灰色地山上プロック状に少贔
しまりややあり 粘性強い

第438図土坑（3)
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出土遺物は、土師器甕・高杯の破片を少鼠検出し

た。

第594号土坑（第439図）

G-33グリッドに位置する。

重複する遺構は、第186号住居跡、第602号溝跡で

ある。

平面形は不整形で、規模は長軸102cm、短軸45cmで

ある。深さは28cmである。長軸方向はN-64"-Eで

ある。

出土遺物は、第440図14に図示した上製品の上玉

である。その他に土師器甕．杯の破片を少量検出し

た。

第595号土坑（第439図）

G-33グリッドに位置する。

重複する遺構は、第186号住居跡である。

平面形は円形である。規模は長軸72cm、短軸69cmで

ある。深さは47cmである。長軸方向はN-15°-Wで

ある。

出土遺物は、第440図4に図示した土師器甕であ

る。その他に土師器甕・高杯の破片を少量検出し

た。

第596号土坑（第439図）

H-34グリッドに位置する。

重複する遺構は、第205号住居跡である。

平面形は東西に長い楕円形で、規模は長軸115cm、

短軸74cmである。深さは25cmである。長軸方向はN

-76"-Eである。

出土遺物は、第440図6に図示した土師器杯・甕で

ある。その他に土師器坑の破片を少量検出した。

第597号土坑（第439図）

H~34グリッドに位置する。

重複する遺構は、第214• 227 • 230号住居跡であ

る。

平面形は円形である。規模は長軸160cm、短軸160

cmである。深さは74cmである。長軸方向はN-0゚で

ある。

出土遺物は、第440図15に図示した土製品の土玉

である。その他に須恵器蓋．j:ネの破片を少量検出し

た。

第598号土坑（第441図）

H-31グリッドに位置する。

重複する遺構は、第220号住居跡である。

平面形は円形である。規模は長軸83cm、短軸57cmで

ある。深さは25cmである。長軸方向はN-5"-Wで

ある。

出土遺物は、土師器台付甕の破片を少鼠検出した。

第599号土坑（第441図）

H-33グリッドに位置する。

重複する遺構は、第236号住居跡である。

乎面形は長方形で、規模は長軸140cm、短軸67cmであ

る。深さは45cmである。長軸方向はN-80°-Wであ

る。

出土遺物は、第440図5に図示したかわらけ皿の

破片を検出した。

第600号土坑（第441図）

H 33グリッドに位置する。

重複する遺構は、第235• 236号住居跡である。

長軸方向はN-24°-Eである。

平面形は方形で、規模は長軸92cm、短軸は78cmを

検出した。深さは44cmである。

出土遺物は、土師器甕、模倣杯の破片を少量検出

した。

第601号土坑（第441図）

H • I -33グリッドに位置する。

重複する遺構は、第236号住居跡である。

平面形は長方形で、規模は長軸137cm、短軸62cmで
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第590号土坑

1 黒褐色上

2 褐）火色十＿

3 黒褐色土

4 黒椙色土

5 褐灰色．十
6 黒色土
7 黒掲色上

8 黒褐色十＿

9 緑灰色土
10 緑黒色上

10YR3/2 地山プロック(<t,l~20llllll) 多最炭化物粒了含む

焼土粒子少量噴砂多鼠
IOYR4/l 地1_llプロック (</,!~10mm) ・炭化物粒子含む

焼土粒子少最 喘砂多呈
10YR3/1 池山ブロック(<t,l~lOllllll) ・焼上粒了少呈

炭化物粒＋含む喰砂多醤
10YR3/l 地山フロソク(<t,1~30mm) 多鼠炭化物粒子含む
10YR4/l 地山ブロック (</,1~5mm) 多量 炭化物粒子含む
7_ 5Y2/1 地山プロック(<t,l~5lllDl) ・炭化物粒子含む

2. 5YR3/2 地山プロック(<t,l~30mm) 多最炭化物粒子含む

噴砂
2. 5YR3/l 地山ブロック (</,!~20mm) 多量炭化物粒子含む

5G5/] 地山プロソク少呈炭化物粒子含む 砂粒＋多量
5G2/] 地山プロック(<t,l~10皿1) 少最砂粒子含む

噴砂有り

第59]号土坑

1 黒褐色土 10YR3/2 黄褐色十粒子(~ 1~2nllll) ・黄褐色土プロノク
(~3~5mm) 少量

第592号七坑

1 暗褐色上 10YR3/3 黄褐色土粒子(f1~2Illlll) ・黄褐色土プロノク
(<P 3~5llllll）含む炭化物粒子 (</;l~3mm) 少饂

2 黒褐色士 1DYR3/l 黄褐色士粒子(~ 1~21lllll) ・黄褐色土プロック
(cp 3~10mm) 多鼠

3 明黄褐色土 2 5Y7 /6 地ll」土（黄褐色土）字体

第593号土坑

1 黒褐色土 !OYR3/l 黄褐色十拉子(~ 1~2llllll) 含む 焼上粒了
(~ 1~3mm) 少量

2 黒掲色土 2 5YR3/l 黄褐色上粒了(,pl~2mm) ・黄褐色＿十プロノク
(q; 3~5llllll) 少最

第594号上坑
1 黒褐色土 2 5Y3/l 黄褐色土粒子 (¢I~2nm1) 含む 焼七粒子

(¢ 1~2皿1) 少呈

2 黒褐色土 2 5Y3/1 黄褐色土粒子(¢ l~2mm) ・黄褐色上プロック
(~3~5mm) 多鼠

3 黒色上 N2/0 焼土プロック(¢ 2~10mm) 多晶

2m  
160 

4 黒褐色土 10YR3/2 黄褐色土粒子（,Pl~2mm) 少量
5 褐灰色土 10YR4/l 黄褐色上プロック(¢ 5~15mm) 多呈

第595号土坑
l 黒褐色上 10YR3/l 黄褐色土ブロック（が 3~10mm) 多呈 焼七拉子

(t/,1~3皿1) 微呈

2 黒掲色土 10YR2/2 黄褐色上粒子(</ll~2Illlll) 含む 焼土粒子
(¢ 1~2mm) 少鼠

3 暗黒褐色土 10YR3/3 黄掲色土プロック(</l3~10mm) 含む 焼土
プロ；；ク (¢2~5mm) 多董炭化物粒十少量

第596号士坑
1 灰羨褐色土 10YR4/2 焼土粒子（小 1~2mm) 少量 しまりあり

粘性ややあり
2 灰褐色士 7. 5YR4/2 粘質土展 しまりややあり 粘性強い
3 褐色七 7. 5YR4/3 焼土粒子少鼠 しまり・粘性ややあり
4 灰褐色土 7. 5YR4/2 焼十プロソク(.p10~20mm) 含む 焼上粒了—

(¢ 1~2nIn) 少鼠 しまりややあり 粘性弱い

5 灰黄褐色土 10YR4/2 炭化物粒子・プロック少盆 しまりあり
粘性ややあり

第597号七樅
1 褐灰色十 10YR4/l 焼十＿粒子・炭化物粒子(¢ 0. 5~1皿i)含杜

黄灰色シルトブロック(</l5~8Inrn) 少呈
2 褐灰色土 10YR4/l 焼上粒子・炭化物プロック(</l2~3mm) 少鼠

黄灰色シルトプロソク(<P5~8]]]]]]) 多呈

（埋戻し）
3 黒掲色土 10YR3/l 炭化物プロソク（ゅ 2~3mm) 少醤黄灰色シルト

プロック(<P5~8mm) 少呈
4 黒色士 10YR2/ 1 黄灰色シルトプロック少呈 3より暗い
5 掲灰色七 IOYR4/l 焼士フロソク・炭化物ブロソク (¢2~3皿）

少量黄灰色シルトプロック(<P5~8lll!ll)少最
6 褐灰色上 ］OYR4/] 黄灰色シルトプロソク（ゅ 5~8mm) 多鼠

（埋戻し）

第439図土坑 (4)
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ある。深さは25cmである。長軸方向はN-11'-Eで

ある。

出土遣物は、土師器甕の破片を検出した。

第602号土坑（第441図）

I -32グリッドに位置する。

重複する遺構は、第217・247号住居跡、第350号井

戸跡である。

平面形は長方形で、規模は長軸250cm、短軸llO

cm、深さは43cmである。長軸方向はN-83"-Wであ

る。

出上遺物は、常滑甕の破片を検出した。

第603号土坑（第441図）

H-33グリッドに位置する。

重複する遺構は、第230号住居跡である。

平而形は南北に長い楕円形で、規模は長軸145cm、

短軸117cm、深さは103cmである。長軸方向はN-13°

-Wである。

出土遺物は、第440図8~11に図示した。 8は土師

器坑、 9は土師器鉢である。 10• 11は土師器甕であ

る。

第604号土坑（第442図）

G • H-32グリッドに位置する。

重複する遺構は、第173号住居跡である。

平面形は不整形である。規模は長軸111cm、短軸72

cm、深さは22cmである。長軸方向はN-0゚ である。

出土遺物は、常滑甕の破片を検出した。

第605号土坑 欠番

第10号方形周溝墓に変更。

第606号土坑（第442図）

H-35グリッドに位置する。

重複する逍構は、第192• 202 • 237号住居跡であ

る。
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平面形は方形で、規模は長軸75cm、短軸63cm、深

さは56cmである。長軸方Ih]はN-47°-Eである。

出土逍物は、土師器甕の破片を少量検出した。

第607号土坑（第442図）

I • J -34 • 35グリッドに位置する。

重複する追構は、第246号住居跡、第605号溝跡、

第324• 336 • 337 • 358 • 359号井戸跡である。

平面形は不整形で、規校は長軸281cm、短軸は272

cm、深さは34cmである。長軸方向はN-72'-Eであ

る。

出上逍物は、第446図16に図ホした土師器壷であ

る。このほか上師悩甕の破片を少量検出した。

第608号土坑（第442図）

J-34グリッドに位置する。

平面形は長方形で、規模は長軸105cm、短軸101

cm、深さは46cmである。長軸方向はN-86'-Eであ

る。

出土遺物は、上帥器甕の破片を少量検出した。

第609号土坑（第442図）

H-28 • 29グリッドに位置する。

重複する遺構は、第630号溝跡である。

平面形は長方形で、規模は長軸105cm、短軸102

cm、深さは15cmである。長軸方向はN-31°-Eであ

る。

出土遺物は、土師器甕、須恵器甕の破片を少械検

出した。

第610号土坑（第442図）

F-29グリッドに位置する。調査枢北西端にあた

る。

平面形は不整形で、規模は長軸125cm、短軸77cm、

深さは 7cmである。長軸方向はN-54°-Eである。

出土遺物は、検出されなかった。



第598号土坑 第599号土坑
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A上 1m A' 

三 三舌し

B_122m B' 

第602号土坑

＼ 

•A'2l 1m A' 
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Aパ□□□；

A上・わ2m A' 

第600号土坑

A17 2m A' 

第598号上坑
1 黒褐色土

2
 

黒褐色土

第601号土坑

.A-

SJ236 ーキー

A_1_7_Im 

ロ`ロ
A' 

第599号土坑
1 褐灰色士
2 黒色土
3 黒色上
4 黒色土

第600号上坑
1 褐灰色土

2

3

 

黒掲色土

黒色粘質土

10YR3/ 1 

!OYR3/2 

10YR4/l 焼土プロック・炭化物粒了—少呈 しまりあり
lOYRl. 7 /1 焼土ブロック・炭化物粒子多呈 しまりなし
lOYRl. 7 /1 黄褐色土プロソク微鼠 しまり・粘性強い
2. 5Y2/l 黄褐色土プロック微量

!OYR4/ 1 

10YR3/1 

!OYR2/l 

4 灰オリープ色土 5¥4/2 

第601号土坑
1 黒色十．

2
 

黒褐色土

5Y2/1 

2. 5YR3/2 

黄褐色七粒子(¢ 1~2mm) 含む焼土粒了
（ゆ 1~2nlill) ・炭化物粒子少呈
黄褐色土ブロック(~ 3~5ll1Jil）多忌

黄褐色士粒子（ゅ 1~2mm)含む 焼土粒子
(. 1~grnnl)微基
黄褐色上粒子 (¢ 1~2llllll) ・黄掲色上
ブロック(¢ 3~51Illil)少呈
黄褐色土粒子(¢ 1~2mm) ・黄褐色土
プロンク(¢ 3~5mm) 少量
黄褐色土粒了（い 1~2llllll) 含む焼士粒子
(¢ 1~2llllll) 

黄褐色土粒了 (¢I~2皿i)含む焼上粒子
(¢ I~2mm) 微呈

黄褐色土粒子 (¢l~2mm） ・黄褐色`、
プロック (¢3~5mm) 多量焼土フロック
(¢2~3mm) 含む炭化物粒子(¢ I~3皿）
少呈

""603号土j+牙

.A 

.A~lm 

第602号土坑
1 暗褐色上

2 黒色士

3 灰色土

第603号十坑
1 黒色土

2
 

3
 

4
 
U
J
 

6
 

..n, 

黒色十

黒色土

黒褐色士

7 黒色土

8 灰色土
9 黒褐色土

10黒色上

A' 

N3 

Nl. 5/1 

N4 

にぶい黄橙色十 !OYR7 /4 

黒褐色上

N2/0 

A' 

7. 5YR2/1 

7. 5YR3/l 

N1/0 

7. 5Y~3/l 

10YR2/l 

.A A' 

A_!2.1m 

.

,

 
。，

 

A' 

2m  
-| 1 60 

黄褐色土プロソク(~ I~31lllll) ・焼上ブロノク
少最炭化物粒子・鉄分含む
黄褐色七ブロノク（小 1~50mm) ・鉄分多量
炭化物粒子含む
青灰色粘土ブロック少量炭化物粒子含む

7. 5YR1. 7 /1 灰主体ボソボソしている 焼土粒子含む
炭化物粒子少埜 しまりややあり 粘性弱い
焼十粒子(<f;l~2mm) ・ローム粒子
(<f;l~2nun） ・炭化物粒了少董 しまりあり

粘性ややあり
7. 5YR1. 7 /1 炭化物粒．子および灰の恩 しまりややあり

粘性弱い
ロームプロック主体 しまりあり 粘性やや
あり（壁崩落土）
均質の粘質上が落ち込む しまりややあり
粘1生強い
焼士粒子(<f;l~2mm) 少星
粘性ややあり
ロームプロック(<f;10~50lillll)少呈 しまり
弱い粘性強い
砂混じり しまり・粘性ややあり
焼土粒子（い～21Ilill）少呈 しまりあり
粘性ややあり
ロームプロック(<f;10~50Illlll) 多鼠
あり 粘性強い（埋戻し）

7. 5YR3/l 

しまりあり

しまり

第441図 土坑（5)
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第604号土坑 第606号土坑 第607号土坑

Aよ Im A' 

S D”`:  

第608号土坑

→ 

排水溝

A 

第608号上坑
l 黒褐色土

2 暗掲色土

3 褐色土

4 黒褐色＿十

5 炭化物層
6 灰色土

A' 

， 
All.Om A ．．  

• 

SJ192 / 

SJ237 

•A_1_1_ Im A' 

第609号土坑

SD□ 

10YR3/l 焼土粒子(¢ 5mm) 微醤褐色土ブロック
げ 20mm)少量 しまり・粘性あり

10YR3/3 黄褐色上ブロソク(¢ 50Illlll)含む しまり・
粘性あり

!OYR4/1 黄褐色士ブロソク(¢ 30~50l!llll)多昂
しまり・粘性あり

10YR2/2 灰色土プロソク(¢ 20mm) 含む 焼土プロソク
(¢ 20~30mm)少量 しまり・粘性あり
焼上粒子(¢ 5Illlll)微最

N4/0 灰色粘土主体砂多鼠粘性・しまりややあり

/’ 

/ 
／ 

SE33J / 

I 
I 
I 
、、

SE358 i
/
 , SE359 

＼ 

A' 

SE336 

SE324 ＼
 

A112m A' 

SD6D5 

第610号土坑

A-0: 
A11.2m A' 

言言□

第611号土坑

ロロ
AllOm A' 

髯
第606号土坑
1 黒褐色土 10YR3/2 ローム粒子 (¢I~3Il1lll) 少呈 しまり・粘性

ややあり
2 にぶい黄褐色上 IOYR4/3 ロームプロック(¢ 10~20Il1lll) 少量 しまりあり

粘性ややあり
3 焦褐色土 ］OYR3/2 ローム粒子(¢ I~5mm)少量 しまり・粘性あり 第609号士坑

1 黒色土 N2/ 炭化物が充填
第607号土坑 2 黄灰色J: 2.5Y4/l 炭化物含む 底面が若干被熟
1 灰黄褐色七 !OYR4/2 黄褐色粘土プロック (¢2~3IIllll) 斑焼土・

炭化物微菫 第610号土坑
2 黒褐色土 IOYR3/2 黄褐色桔土プロソク(¢ 2~3mm) 多量 l 褐灰色土 10YR4/l 焼土粒子（ゅ 2mm) ・炭化物微量 しまりあり

粘性ややあり

2m  
160 

第611号土坑
1 暗灰色 N3/0 焼土粒子（¢ 2mm) 微呈 しまり・粘性あり
2 褐灰色 IOYR4/1 灰色上プロック(¢ 20~30mm) 多量 しまり・

粘性あり
3 黒褐色土 10YR3/l 青灰色粘土微品黄褐色土粒子(¢ Imm) 含む

しまり・粘性あり
4 暗灰色土 N3/0 粘土粒子(¢ 3mm)少呈 しまり・粘性あり
5 暗灰色士 N3/0 青灰色粘土微量 しまり・粘性あり
6 暗青灰色土 5B4/1 青灰色枯七多蘊 しまり・粘性あり
7 暗灰色土 N3/0 暗灰色粘土の層 しまり・粘性あり

第442図土坑（6)
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第611号土坑（第442図）

F-29グリッドに位置する。

重複する遺構は、第259号住居跡である。

平佃形は円形で、規模は長軸78cm、短軸74cmであ

る。深さは56cmである。長軸方向はN-20°-Wであ

る。

出土遺物は、第440図12に図示した石製紡錘車で

ある。このほか、須恵器杯の破片を検出した。

第612号土坑（第443図）

F-30グリッドに位置する。

重複する逍構は、第259号住居跡、第648号土坑で

ある。

平而形は円形であり、規模は長軸92cm、短軸68cm

である。深さは79cmである。長軸方向はN-85° W 

である。

出土遺物は、土師器甕、須恵器甕の破片を少量検

出した。

第613号土坑（第443図）

E • F-28 • 29グリッドに位憤する。

平面i形は不整形で、規模は技軸142cm、短軸は111

cmを検出した。深さは72cmである。長軸方向はN-

4 °-Eである。

出土遺物は、検出されなかった。

第614号土坑（第443図）

G-29グリッドに位置する。

重複する遺構は、第260• 281号住居跡である。

平而形は円形で、規模は長軸76cm、短軸63cmであ

る。深さは13cmである。長軸方向はN-83°-Eであ

る。

出土遺物は、検出されなかった。

第615号土坑（第443図）

G-29グリッドに位置する。

平面形は方形で、規模は長軸100cm、短軸84cm、深

さは 9cmである。長軸方向はN-1 °-Wである。

出士遺物は、土師器破片を少量検出した。

第616号土坑（第443図）

F-30グリッドに位置する。

重複する遺構は、第259号住居跡、第618号土坑で

ある。

平面形は不整形で、規模は長軸103cm、短軸は69

cm、深さは52cmである。長軸方向はN-55°-Eであ

る。

出土遺物は、土帥器破片を少星検出した。

第617号土坑（第443図）

F • G-29グリッドに位置する。

平面形は不整形で、規模は長軸185cm、短軸84

cm、深さは10cmである。長軸方向はN-40"-Eであ

る。

出土遺物は、上師器破片を少鼠検出した。

第618号土坑（第443図）

F-29 • 30グリッドに位閣する。

重複する遺構は、第259号住居跡、第616号土坑で

ある。

平面形は不整形で、規模は長軸88cm、短軸は66

cm、深さは14cmである。長軸方向はN-5T-Eであ

る。

出土遺物は、土師器破片を少量検出した。

第619号土坑（第444図）

F-30グリッドに位附する。

重複する遺構は、第648丹土坑、第372号井戸跡で

ある。調査区の北西端にあたり尉辺には、第611• 

612 • 616 • 618 • 637 • 642 • 646~648号土坑など同規

模の土坑を検出した。

平面形は円形で、規模は長軸101cm、短軸86cm、深

さは25cmである。長軸方向はN-35"-Wである。

出土遺物は、須恵器杯の破片を少量検出した。
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第620号土坑（第444図）

H-29グリッドに位置する。

重複する遺構は、第619• 630号溝跡である。

平面形は長方形で、規模は長軸228cm、短軸112cm、

深さは25cmである。長軸方向はN-0゚ である。

出土遺物は、第446図17~19に図示した石製品の

臼玉である。このほか土師器甕、高杯の破片を少菫

検出した。

第621号土坑（第444図）

H • I -29 • 30グリッドに位置する。

重複する遺構は、第274号住居跡、第620舟溝跡で

ある。

平面形は方形である。規模は長軸162cm、短軸131

cm、深さは89cmである。長軸方向はN-82'-Eであ

る。

出土遺物は、土師器甕、杯の破片を検出した。

第622号土坑（第444図）

H • I -30グリッドに位置する。

重複する遺構は、第620号溝跡である。

平面形は不整形で、規模は長軸139cm、短軸88

cm、深さは94cmである。長軸方向はN-68°-Wであ

る。

出土逍物は、上師器甕．壺の破片を検出した。

第623号土坑（第444図）

H-30グリッドに位置する。

重複する遣構は、第283号住居跡、第619局溝跡で

ある。

平面形は不整形で、規模は長軸205cm、短軸推定で

118cm、深さは28cmである。長軸方向はN-13°-Wで

ある。

出土遺物は、第446図21~23に図示した。 21は土師

器甕で、口縁部に輪積痕が残る。 22• 23は土師器高

杯である。 22は、杯部か模倣杯である。 23は、脚部

にミガキを施している。

第624号土坑（第445図）

H-29グリッドに位置する。

重複する遺構は、第276号住居跡である。

平面形は不整形で、規模は長軸126cm、短軸73cm、

深さは15cmである。長軸方向はN-90°-Eである。

出土遺物は、全面回転ヘラケズリの須恵器杯の破

片を検出した。

第625号土坑（第445図）

G-31グリッドに位置する。

重複する遺構は、第640号土坑である。

平面形は円形で、規模は長軸110cm、短軸64cm、深

さは34cmである。長軸方向はN-81'-Eである。

出土遺物は、上師器甕、甑の破片を少星検出した。

第626号土坑（第445図）

I-30グリッドに位置する。

重複する遺構は、第278号住居跡である。

平面形は円形で、規模は長軸78cm、短軸67cm、深

さは39cmである。長軸方向はN-60°-Eである。

出土遺物は、検出されなかった。

第627号土坑（第445図）

1-30グリッドに位置する。

重複する遺構は、第278号住居跡である。

平面形は方形で、規模は長軸推定で164cm、短軸

108cm、深さは44cmである。長軸方向はN-54°-Eで

ある。

出土遺物は、第446図24に図示した土師器杯であ

る。

第628号土坑（第445図）

F • G-30グリッドに位置する。

重複する遺構は、第290号住居跡である。

平面形は不整形で、規模は長軸157cm、短軸68

cm、深さは36cmである。長軸方向はN-74°-Eであ

る。
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第612-648号土坑 第613号土坑

—,ー--

SJ259 ＇ 
排水溝

A~.lm 
SK612 

分析試料採取

第615号土坑

A' 

SK648 

A o_A  

.A~.2m A' 

言 言

第612・648号七坑

A_..!_7_2m 

第616-618号土坑

A_1_7_Om SK618 

1 灰色土 'i-1/0 焼士粒＋ （¢ 2mm) 微堡炭化物少呈 しまり・
粘性あり

2 灰色上 ~4/0 上部に褐灰色上プロック (~20=) 少試
粒子 (¢2mm) ・炭化物微品 しまり・粘性あり

3 灰黄褐色七 10YR5/2 灰色粘七主体 黄褐色土フロソク(¢ 20~30mm) 

多埜炭化物少呈 しまり・粘性あり
4 黒色上 N2/0 暗灰色の灰層 しまり・粘性なし
5 灰黄褐色土 lOYR4/2 黄褐色土フロ；；ク(¢ 20mm) 多量 4層を含む
6 灰白色七 NS/0 白色の灰層かと思われる 大きめの炭化物

撹乱

A' 

＼ 

SK616 _A' 

第614号土坑
1 黒色土 ］OYR2/1 

2 灰黄褐色七 10YR5/2 

第615号土坑

第617号土坑

第614号土坑

A_／〔□-A

： 

A16 9m A' 

］ 

Aー：：ロ
A_!_7.Im A' 

160 

炭化物・灰層 寅っ黒でやわらかく、繊維状の
細かい物質で構成されている しまり・粘性なし
粘質土層混じりけなし しまり弱い粘性強い

(JO~30mm角）多呈 水分を含み非常にもろい
しまりなし 粘性ややあり 1 灰褐色士 7. 5YR4/2 しまりあり 粘性ややあり

7 陪灰色土 N3/0 暗灰色の）J(とロームと思われる十が混合した層
水分を多く含みもろい しまりなし 粘性ややあり

8 灰黄褐色土 JOYR4/2 黄褐色土ブロック(¢20~30mm) 多塁 しまり・
粘性あり

9 黒褐色土 ］OYR3/2 焼土粒子（ゅ 5mm)微量 しまり・粘性あり
10 黒褐色土 ］OYR3/2 上部に黄褐色土フロック(¢ 10~20lllln) 少凪

しまり・粘性あり

第613号十＿坑
1 黒褐色土 ］OYR3/] 黄褐色土プロソク(¢ 10~201lllll)含む 焼上粒子

(¢ 5mm) 少呈 しまりあり 粘性弱い
2 褐灰色士 10YR4/l 黄褐色土プロック（ゅ 10mm) 微星 灰色砂質士

少贔 しまりあり 粘性弱い
3 灰黄褐色土 ］OYR4/2 黄褐色土プロノク(¢ 20~30Illlll) 均等に多量

しまり・粘性あり（埋戻し）
4 灰黄褐色土 JOYR6/2 黄褐色土プロ；；ク(¢ 50mm) 多鼠 しまり・粘性

あり

2 灰褐色七 7. 5YR4/2 しまりあり 粘性ややあり ロームプロック

第616・618号土坑
1 掲灰色上 10YR4/l 

2 灰黄褐色七 10YR5/2 

3 黒褐色土

4 灰黄褐色土 10YR5/2 

5 褐灰色土 10YR4/l 
6 灰黄褐色上 10YR5/2 

(¢ 10~20mm)少旦

黄褐色土プロソク(¢ 10mm) 含む しまり・
粘性あり
黄褐色土ブロック(¢ 30~501nm) 多醤
焼七粒＋・炭化物含む しまり・粘性あり
黄褐色土ブロック(¢ 10mm) 少措 しまり・
粘性あり
黄褐色土ブロソク(¢ 30~50llllll) 多醤
しまり・粘性あり
焼土粒子（ゅ 3mm)微董 しまり・粘性あり
黄褐色上フロック(¢ 20~50mm) 多呈
しまり・粘性あり

第443図土坑（7)
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第619号上坑
1 褐灰色土

2

3

 褐灰色土

第620弓土坑

1 褐灰色上

2

3

 

褐灰色士

褐灰色土

第621号上坑

1 にふい黄褐色上 !OYR4/3 黄褐色土粒子(~ 1~2JJJJll）全体に渡って均ーに
少堡 しまりあり 粘性なし

10YR4/2 黄掲色士ブロック(¢ 20mm)含む
粘性報い

!OYR4/2 始褐色土ブロック（心 10mm) 少菌焼士粒了—
(¢5皿,) ・炭化物微贔 しまりあり 粘性やや
あり
灰色の粘性の強い十主体焼十＿粒子(¢ 1mm)微景
しまり・粘性あり

2
 

10YR4/l 灰色の灰主体 黄褐色上プロック(¢ 20~30mm) 
多埜 しまり・粘性ややあり

にぶい黄褐色十 1DYR4/3 黄褐色土ブロ；；ク(¢ 50mm以上）多呈 しまり・
粘性あり

1DYR4/l 灰色粘土主体 黄褐色上ブロノク(¢ 5mm)含む
灰色の灰微忌 しまり・粘性あり

灰黄褐色土

灰黄褐色土

IOYR5/ l 黄褐色上プロック（ ¢5~IOIIllll) 少鼠
粘性なし

IOYR1/] 黄褐色土フロック(</;30~50mm) 多量
しまりあり 粘性なし

!OYR4/ l 黄褐色上粒子(</;5mm)微量 しまり・粘性あり

しまりあり

しまりあり

第622号土坑
1 褐灰色上

2
 

第623号上坑

1 黒褐色士
2 褐灰色土

4
 

6
 

黒褐色士

黒褐色土

10¥「R2/2 黒灰色の灰多最 しまり弱い粘性なし
10YR4/l 黄掲色土粒子(¢ 5~lOIIlln) 斑 しまり・砧性

ややあり
10YR3/l 黒灰色の）火層 黄褐色土フロ；；ク(¢ 10mm) 

少極 しまりあり 粘性ややあり
灰黄褐色上 10YR5/2 黄掲色士プロ；；ク(¢ 10~15mm) 斑

粘性あり
10YR4/l 焼土プロソク (~5皿1) ・灰・炭化物多呈

しまりあり 粘性ややあり
10YR5/l 肯灰色土プロ；；ク(¢ 20l1llil)含む 焼上粒子

(¢ 2mm) ・炭化物微最 しまりあり 粘性弱い

果褐色上

褐灰色上

掲灰色土

10¥'1出4/1 黄褐色土粒＋ （¢ 3mm)斑焼土粒＋ （¢3皿）
・炭化物微埜 しまりあり 粘性なし

10YR3/2 黄褐色土ブロック(<f;lOilllll)少犀 しまり・
粘性あり

!OYR3/2 黄褐色土ブロソク(<f;20mm) ・炭化物少量
しまり・粘性あり

しまり・

4
 

灰色土 ~4/0 

第444図 土坑 (8)
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第628号土坑 第629号土坑 第630・631号土坑

A—□□□ /A  

A16.細 A' 

第624号土坑

1 黒褐色上

2 灰黄褐色土

第625号土坑

1 黒色土

第626号土坑

1 褐灰色上
2 黒褐色上

第627号土坑

1 灰黄褐色土

2
 

□/A 

A』良m

二

IOYR3/1 焼七粒子(<f;2呻）微量

粘件ややあり
IOYR4/2 黄褐色土プロyク(<f;5mm) ・砂混しりの

灰色粘上含む しまり・粘性あり

にぶい黄褐色七 IOYR4/3 黄褐色土ブロック(<f;IOllllil)多量
しまり・粘性あり

しまりあり

OYR2/l 黄掲色土ブロック(~ 1~20Illlll) 含む
鉄分少鼠

IOYR4/] 黄灰色粘土ブロック(f2~3mm) 微量
!OYR3/l 灰微鼠ベタベタした感じ

IOYR4/2 黄褐色土ブロック(c/>IOllllll) 斑

しまり・粘性あり
にぶい黄褐色七 IOYR5/3 黄褐色上プロック(¢ 20~50IIllll) 多輩

焼士粒子("21lllll) ・炭化物微最
しまり・粘性あり

A' 

2

3

4

 

A_l_6_9m 

第628号七坑

1 黒褐色土

黒色土
黒色土
黒褐色七

第630・63!号土坑

1 黒色土

2 黒色土

3 黒色土

4 黒褐色土

A' 

10YR3/ l 

10YR2/1 

10YR2/l 

IOYR3/1 

第629号土坑
1 にぶい黄褐色士 10YR4/3 

IOYR2/l 

N2/0 

10YR3/2 

A-g喜□＿A

＼ 

A16.9m A' 

2m  

1 60 

黄褐色土プロック(~ I~20Illlll) 多量

炭化物含む
焼士ブロック微鼠
焼土ブロック・黄褐色土プロック多鼠

黄褐色上プロック・焼士ブロック少量
木片が出土

しまり・粘性ややあり ロームブロック
((/; 10~20llllll) ・焼土プロック ((/; 10~ 

30llllll) 少旦

7. 5YR2/l 焼土粒子(¢ 1~3mm) 少量 しまりあり

粘性ややあり
焼七粒子(<P5~10mm) ・炭化物粒子微品

しまりややあり 粘性あり
しまり弱い粘性強い粘質十層

最下部（底）に木が数本横たわる
投棄されたものとみられる
ローム粒子(<Pl~Sllllll) 少品焼上粒了・
炭化物粒子微鼠 しまりあり 粘性ややあり

第445図

出土遺物は、第446図25に図示した土師器甕であ

る。 口縁部は、外傾に大きく開き、

部iよ、 肩部から中位にかけてふくらみ下半に最大径

をもつタイプである。

検出した。

器壁は薄い。胴

このほか模倣杯の破片を少鼠

土坑 (9)

第629号土坑（第445図）

G-30グリッドに位置する。

重複する遺構は、第282号住居跡である。

平面形は円形で、規模は長軸87cm、短軸83cm、深

さは14cmである。長軸方向はN-55'-Wである。
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出土遺物は、上師器甕・椀の破片を少量検出した。 る。

第630号土坑（第445図）

F-30グリッドに位置する。

重複する遺構は、第290号住居跡、第631号土坑で

ある。

平面形は円形で、規模は長軸63cm、短軸56cm、深

さは60cmである。長軸方向はN-51°-Wである。

出土遺物は、底部に糸切を施した須恵器杯の破片

を少量検出した。

第631号土坑（第445図）

F-30グリッドに位置する。

重複する遺構は、第290号住居跡、第630号土坑で

ある。

平面形は円形で、規模は長軸83cm、短軸73cm、深

さは18cmである。長軸方向はN-48°-Wである。

出土遺物は、土師器破片を少量検出した。

第632号土坑（第447図）

I-30グリッドに位置する。

平面形は円形で、規模は長軸87cm、短軸72cm、深

さは28cmである。長軸方向はN-74°-Wである。

出土遺物は、第446図20に図示した石製管玉であ

る。このほか土師器破片を少鼠検出した。

第633号土坑（第447図）

F-29グリッドに位置する。

重複する遺構は、第259• 284号住居跡である。

平面形は不整形で、規模は長軸149cm、短軸68

cm、深さは10cmである。長軸方向はN-29°―Eであ

る。

出土遺物は、検出されなかった。

第634号土坑（第447図）

G-31グリッドに位置する。

重複する遺構は、第264• 268 • 269号住居跡であ

406 

平面形は円形で、規模は長軸97cm、短軸90cm、深

さは48cmである。長軸方向はN-88"-Eである。

出土遺物は、検出されなかった。

第635号土坑（第447図）

G-30グリッドに位置する。

重複する遺構は、第282号住居跡、第 2号溝跡であ

る。

平面形は不整形で、規模は長軸72cm、短軸46cm、

深さは27cmである。長軸方向はN-45"-Wである。

出土遺物は、土師器破片を少星検出した。

第636号土坑（第447図）

H-29 • 30グリッドに位置する。

重複する遺構は、第275・280号住居跡、第619号溝

跡である。

平面形は円形で、規模は長軸155cm、短軸122cm、

深さは66cmである。長軸方向はN-25°-Eである。

出土遺物は、第446図20に図示した土師器甕であ

る。

第637号土坑（第447図）

F-30グリッドに位置する。

重複する遺構は、第286号住居跡である。

平面形は円形で、規模は長軸137cm、短軸推定で

117cm、深さは16cmである。長軸方向はN-81°-Wで

ある。

出土遺物は、土師器破片を少鼠検出した。

第638号土坑（第447図）

F • G-30 • 31グリッドに位置する。

重複する遺構は、第290号住居跡、第640号土坑、

第368号井戸跡である。

平面形は円形で規模は長軸162cm、短軸138cm、深

さは64cmである。長軸方向はN-6°―Eである。

出土遺物は、土師器比企型杯・模倣杯、赤彩され



た高杯の破片を検出した。

第639号土坑（第447図）

G-30グリッドに位置する。

重複する遺構は、第290号住居跡、第369号井戸跡

である。

平面形は東西に長い楕円形で、規模は長軸92cm、

短軸60cm、深さは48cmである。長軸方向はN-53'

-Eである。

出上遺物は、検出されなかった。

第640号土坑（第448図）

G-30 • 31グリッドに位置する。

重複する遺構は、第290号住居跡、第625・638号土

坑、第369号井戸跡である。

平面形は不整形で、規模は長軸96cm、短軸79cm、

深さは51cmである。長軸方向はN-31°-Wである。

出土遺物は、第446図27~30に図示した。 27は須恵

器地の口縁部破片である。 28は土師器杯、 29• 30土

師器甕である。このほか土師器比企型杯、赤彩坑の

破片を検出した。

第641号土坑（第448図）

F-31グリッドに位置する。

重複する遺構は、第290号住居跡である。

平面形は円形で規模は長軸86cm、短軸68cm、深さ

は51cmである。長軸方向はN-54°-Wである。

出土遺物は、第446図31に図示した木製品の火鑽

板である。このほか土師器甕・台付甕、赤彩された

椀の破片を検出した。

第642号土坑（第448図）

F-29 • 30グリッドに位置する。

重複する遣構は、第259号住居跡である。

平面形は不整形で、規模は長軸102cm、短軸71

cm、深さは69cmである。長軸方向はN-66°-Eであ

る。

出土遺物は、七師器甕、比企型杯の破片を検出し

た。

第643号土坑（第448図）

G-30グリッドに位置する。

重複する遺構は、第282号住居跡である。

平面形は円形で、規模は長軸117cm、短軸87cm、深

さは68cmである。長軸方向はN-60"-Eである。

出土遺物は、第446図32に図示した土師器模倣杯

である。

第644号土坑（第448図）

G-31グリッドに位置する。

平面形は東西に長い楕円形で、規模は長軸115cm、

短軸74cm、深さは15cmである。長軸方向はN-66°

-Eである。

出土遺物は、土師器甕の破片を少量検出した。

第645号土坑（第448図）

G-31グリッドに位置する。

重複する遺構は、第 2号溝跡と重複である。

平面形は不整形で、規模は長軸131cm、短軸95

cm、深さは75cmである。長軸方向はN-18°-Eであ

る。

出上遺物は、第446図33~35・第451図36• 37に図

示した。 33は土師器高杯、 34は土師器小型甕、 35は

土師器壺、 36は土師器甕である。 37は石製紡錘車の

未製品である。石材を紡錘車の大きさよりも一回り

大きく残して周りを削り落とし、中心から外側に向

かって斜めに削り出している。やや扁平な形態であ

る。

第646号土坑（第448図）

F-30グリッドに位置する。

重複する遺構は、第259号住居跡、第647号土坑、

第365号井戸跡である。

平面形は不整形で、規模は長軸75cm、短軸は59cm、
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第632号土坑
］ 黒褐色土 10YR3/2 ローム粒＋ （¢ l~5llllll) ・ロームブロソク少呈

しまり・粘性あり
2 黒褐色土 !OYR3/2 ローム粒子(¢ 1~5mm) ・ロームプロック多鼠

しまり・粘性あり

第633号土坑

1 黒褐色土 1DYR3/2 黄褐色土ブロソク（が 20~3Dmn1) 含む しまり
あり 粘性なし

第634号上坑

1 黒掲色土 10YR3/2 黄褐色土プロック("1~30mm) 多量 炭化物
含む

2 黒褐色土 lOYRZ/2 黄褐色土フロック(¢ 1~5Illln) 含む 炭化物

少醤

3 黒色土 10YR2/l 黄掲色土ブロック少呈 炭化物含む

4 黒色土 10YR2/1 黄褐色七ブロック多最
5 黒色土 !DYRL 7 /1 炭化物含む

第636号土坑
1 黒褐色土 10YR3/2 焼十粒＋ （¢5~7田lll）少凰 しまりあり 粘性

ややあり
2 灰黄褐色土 1DYR4/2 黄褐色土プロック(¢ 10~20mm) 多量 炭化物

少品 焼上プロック(</;lOllllll) ・焼土粒子
(q; 3mm) 微星 しまり・粘性あり

3 褐灰色土 10YR4/l 灰色十プロック(</;20mm) ・粘性のある灰色土
（灰色粘土か）含む しまり・粘性あり

4 青灰色土 5B6/1 粘性のある青灰色土 しまり・粘性あり

A16転

A' .A_l_J_.1m A' 

｀ 

A' A~ Jm A' 

｀
 

゜| 1 

2m  

l 1 60 

第637号上坑
l にふい装褐色土 10YR5/3 ロームブロック(¢ 10~50mm) 少量

しまりあり 粘性ややあり

第638号土坑
1 にぶい拭橙色 J OYR7 / 4 ロームブロックの固まり しまりあり

粘性ややあり
2 灰黄褐色土 10YR4/2 ローム粒子(¢ 1~5mm) 少呈 しまりあり

粘性ややあり
3 黒褐色上 7. 5YR3/l 焼上粒（¢ I~3mm) ・炭化物少量

しまりあり 粘性ややあり

4 灰黄褐色士 !OYR4/2 焼七粒子微景 しまりあり 粘性ややあり

5 黒褐色土 10YR3/2 ロームブロック(¢JO~100mm) 少量

(2枚ほどの洒状に堆租） しまりあり
粘性ややあり

6 黒褐色土 JOYR3/l ローム粒子(¢ I~10mm) 少呈 しまり・

粘性ややあり
7 11音仄色土 N3/0 粘質上屑 しまり弱い粘性強い

第639号土坑
1 にふい黄褐色上 10YR5/3 ロームブロック(~ 10~80mm) ・ローム

粒子(¢ 1~5mm) 少量 しまりあり
粘性ややあり

2 灰黄褐色上 10YR4/2 ローム粒子(¢ 1~8lllm) 少品 しまり
ややあり 粘性あり

3 賭オリープ灰色土 2. 5GY4/J 均質の粘質土層 しまり弱い粘性強い

第447図土坑 (10)
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第644号土坑
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こ宣

第640号土坑
1 灰鼓褐色上

2
 

黒褐色七

黒色土

第611蛉土坑
1 灰黄褐色土

黒褐色土

第642号土坑
1 灰黄褐色士

2
 

4
 

灰黄褐色上

黒褐色士

黒色土

2
 

ローム粒子(¢ 1~5mm) 少呈
性ややあり
3層と同様の粘質土少鼠 ロームプロック(¢
10~20皿1) 少鼠 しまりあり 粘性ややあり

2. 5GY2/l しまりややあり 粘性強い 均質の粘質土層
地山上ブロック(¢ 10~30mm) 少呈

lOYR,1/2 

10¥「R3/l

10YR4/2 

10YR3/l 

10YR4/2 

10YR4/2 

IOYR3/l 

10YR2/l 

第643号土坑
1 にぶい黄褐色土 IOYR1/3 

にぶい黄褐色土 10YR4/3 

A' 

口
第645号土坑

ん＿

SoZ□
 

A
.
 

A1um A' 

しまりあり

ロームブロック(~ 10~20mm) 少量 しまり・
粘性ややあり
均質の粘質土昂 しまり弱い 粘性強い

粘

ローム粒子(<t,l~5mm) 少量
性ややあり
ロームプロック((/,10~50mm) 少量 しまり・
粘性あり
ローム粒子(¢j~5mm) ・焼上拉子(¢j~5mm)
少量 しまりあり 粘性ややあり
ロームブロック((/,10~30llllll) 少量粘質土層
しまりややあり 粘性強い

しまりあり 枯

ローム粒子(~ 1~8mm) ・ロームブロック(¢
10~20mm) 少量 しまりあり 粘性ややあり
ロームブロック(¢ 10~50mm) 少量 しまり・
粘性あり

第643号土坑

3

4

5

 

第644号上坑
1 灰黄掲色土

2
 
第645号上坑
l 黄灰色士

2

3

4

5

 

第642号土坑

□I-A 

.A_1_7_.Om 

第646• 647号土坑

A 

.A~Im 

]

/

 

黒褐色土
褐灰色上

黒色七

にぶい黄橙色

黒褐色十

灰黄褐色土

黒褐色土

含有物を含まない しまりややあり 粘性強い
ローム士少量 しまりあり 粘性ややあり
（壁の崩落土か）

7. 5YR2/1 均質の粘質土層

10YR3/l 

10YR4/l 

IOYR4/2 

IOYR7 /3 

10YR4/2 

10YR3/2 

オリープ黒色上 5GY2/l 

第649号土坑

l 黒褐色十一
2 黒色土
3 黒褐色土
4 黒掲色上

10YR3/l 

!OYR2/l 

JOYR3/l 

10YR3/l 

A' 

Aーロ／A

A169m A' 

＼ 
第649号土坑

A' 

SJ284 

A' A16 5m A' 

三
2m ， 
l : 60 

しまりややあり 粘性強い

ローム粒子(<Pl~8mm) ・ロームブロック(<P10 

~70mm) 少呈 しまりあり 粘性ややあり
地山上主体 しまりあり 粘性弱い

2. 5YR4/l ナ器片を含む 青灰色地山土(¢ 10~20皿n) 含む
しまりあり 粘性ややあり

7. 5YR3/l 士器片を含む ローム粒子(¢ I~5mm) 少景 し
まりあり 粘性ややあり
ロームプロック(¢ 10~40mm) 少量
粘性ややあり
欽分か凝固したような固いフロック少旦
ややあり 粘件あり
粘質上展 しまり弱い粘性強い

黄褐色土プロック少量
黄褐色上ブロック少呈
黄褐色土ブロック少呈
黄褐色十プロック多鼠

しまりあり

しまり

マンカン多量炭化物含む
マンガン多量炭化物含む
焼土プロック微品
マンガン合む

第448図 土坑 (II) 
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深さは38cmである。長軸方向はN-44° Eである。

出土遺物は、検出されなかった。

第647号土坑（第448図）

F-30グリッドに位置する。

重複する遺構は、第259・284号住居跡、第646号上

坑、第365号井戸跡である。

平面形は不整形で、規模は長軸95cm、短軸は54

cm、深さは70cmである。長軸方向はN-83°―Eであ

る。

出土遺物は、検出されなかった。

第648号土坑（第443図）

F-30グリッドに位置する。

重複する遺構は、第259号住居跡、第612・619号土

坑である。

平面形は円形で、規模は長軸93cm、短軸は52cm、

深さは54cmである。長軸方向はN-83° Wである。

出土遺物は、検出されなかった。

第649号土坑（第448図）

I -39グリッドに位置する。

重複する逍構は、第307• 308号住居跡である。

平面形は円形で、規模は長軸117cm、短軸80cm、深

さは22cmである。長軸方向はN-83"-Eである。

出土遺物は、土師器甕杯の破片を検出した。

第650号土坑（第449図）

J-39グリッドに位置する。

平面形は不整形で、規模は長軸74cm、短軸51cm、

深さは50cmである。長軸方向はN-72"-Wである。

出土遺物は、土師器甕・有段口縁杯の破片を検出

した。

第651号土坑（第449図）

H-40グリッドに位置する。

重複する遺構は、第306• 318号住居跡である。

平面形は円形で、規模は長軸142cm、短軸推定で

129cm、深さは19cmである。長軸方向はN-3T-Wで

ある。

出土遺物は、検出されなかった。

第652号土坑（第449図）

I-39グリッドに位置する。

重複する遺構は、第311号住居跡である。

平面形は不整形で、規模は長軸127cm、短軸は78

cm、深さは15cmである。長軸方向はN-75"-Wであ

る。

出土遺物は、土師器甕、模倣杯の破片を検出した。

第653号土坑（第450図）

H • I -39グリッドに位置する。

重複する遺構は、第297号住居跡、第654号溝跡で

ある。

平面形は円形で、規模は長軸188cm、短軸176cm、

深さは93cmである。長軸方向はN-29°-Wである。

出土遺物は、第451図38~50に図示した。 38は上師

器甕、 39は土師器壺の日縁部破片である。 40• 41 • 

44は土師器高杯で外面は丁寧なミガキを施してい

る。 42は土師器壺の口縁部破片である。 45• 50は胴

部球形を呈する土師器丸甕である。 43• 49は土師器

台付甕、 46• 47は土師器小型台付甕で胴部外面およ

び、脚部には刷毛日が施されている。 48はミニチュ

ア土器である。

第654号土坑（第449図）

J-39グリッドに位惰する。

重複する遺構は、第599砕溝跡である。

平面形は円形で、規模は長軸73cm、短軸68cm、深

さは52cmである。長軸方向はN-10° Eである。

出土遺物は、検出されなかった。

第655号土坑（第449図）

G • H-41グリッドに位置する。
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第650号土坑 第651号土坑

こ＼A

A16 5m 

｀ 

A' 

A 

ー

□sJ38 

GP J 

A' 

第652号土坑

排水溝

第655号土坑

＼ 

口」
A1s2m A' 

］ 

A J6.5m 

二
第656号土坑

A' 

/ I 
Aー〔□sJ::

第654号土坑

------ノ

□□:-
S0599 

A1um A' 

三］
A' A16 5m A' 

口
第657号土坑

Aーロ＿A

A16 3m ＿ ~ 
A' 

口

第650号士坑
l 暗灰色土

2

3

4

 

N3/0 

暗灰色土 X3/0 
音灰色士 5BG6/ 1 
青灰色土ブロック

第651号上坑
1 褐灰色土 10YR4/l 
2 灰黄喝色士 10¥「R4/2

第652号土坑
1 灰黄褐色士 !OYR.5/2 
2 灰黄掲色七 10YR4/2 

冑灰色土プロック(¢ j~20mm) ・炭化物・マンガ
ン含む
青灰色上プロソク少蓋
肯灰色士フロック多呈 マンカン含む

ローム粒子(<t,l~8mn1) 少掻 しまり・粘性あり
ロームブロック(¢ 10~20mm) 少最 しまりあり
粘1生ややあり

装褐色粘土プロック（ゅ 3~5I11Ill) 少埜
黄褐色粘上プロソク (¢3~5mm) 含む

第654号七坑
1 黒色土
2 黒色土
3 緑黒色七

lOYRJ.7/1 
JOYRI. 7 /1 
5Gl. 7 /J 

第656号士坑
1 黒褐色士 10YR3/l 
2 灰黄褐色七 1 OYR4/2 

3 褐灰色上

4 灰黄褐色七 10YR5/2 

10YR4/l 

第657号十坑
1 灰黄褐色十: 10YR1/2 
2 褐灰色士 1 OYR4/1 

冑灰色士プロック少鼠 炭化物含む
青灰色十プロノク(~ 1~20mm) ・炭化物含む
青灰色土ブロック微呈 炭化物含む

焼十料子（ゅ 5mm) 含む しまりあり 粘性なし
黄褐色士プロック(¢ 5~20mm) 多埜 しまりあり
粘性ややあり
黄褐色土プロ；；ク（心 10~[51lllll) ・炭化物含む
しまり・粘性あり
地山の混入七を主体灰色粘七少螢 しまり・
粘性あり

黄褐色枯十プロソク（が 2~3mm) 斑
黄褐色粘土プロンク(¢ 5~8mm) 少埜

第449図

重複する遺構は、第304• 319号住居跡である。

調査区の南西端に位置し、谷部をのぞむ。周辺に

は、住居跡が多く検出されている。

土坑 (12)

平面形は方形で、規模は長軸115cm、短軸82cm、深

平面形は円形で、規模は長軸83cm、短軸77cm、深

さは19cmである。長軸方向はN-19°-Wである。

第656号土坑（第449図）

H-39グリッドに位置する。

重複する遺構は、第302• 312 • 313号住居跡であ

る。

出土遺物は、土師器甕・鉢の破片を少鼠検出した。 さは46cmである。長軸方向はN-52°-Eである。
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第653号土坑

i
¥
f
¥
 u

 

5
 

6
 

D
 

I
I
S
|
_
 

Al6.4m A' 

SD654 

第653号上坑
1 褐）火色士 10YR4/l 緑灰色粘土粒—f- （い～2mm) 斑 炭化物含む

2 褐灰色上 lDYRl/1 緑灰色シルトプロック(¢ 5~Sllllll) 多量炭化物含む

3 褐灰色土 10YR4/l 緑灰色シルトプロック（ ¢5~8llllll) 斑 炭化物含む

4 褐灰色土 10YR4/l 緑灰色シルトプロック(¢ 10mm) 少呈

5 褐灰色十 10YR4/1 緑灰色シルトブロソク(¢ lomn］）多鼠

＼ B ＇ ： こ43 

SJ297 ヽ
p3 

＼ ＼ 

‘ 

B_1_6_.4m B' B_l_6_4m B' 

43 

．．：ご．・ • j. 

140 41 44 
↓ ↓ 

142 

．
 

46

j
 47

j
 

2 m  
160 

第450図土坑 (13)

出土遺物は、第451図51に図示した土師器杯であ

る。

第657号土坑（第449図）

H • I ~40グリッドに位置する。

重複する遺構は、第298号住居跡である。

平面形は不整形で、規模は長軸92cm、短軸86

cm、深さは13cmである。長軸方向はN-3T―Eであ

る。

出土遺物は、土師器甕、模倣杯の破片を少鼠検出

した。
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口 0 2cm 
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SK653 

~ 8 
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-

0 5cm 
1 | | 1 3 

40 41 

43 

冑ヤ／三

!~44 

45 

□¥8 
，
 

疇

』

口

第451図 土坑出土遺物（3)
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第34表 土坑出土遺物観察表

挿図番は 遺構番号 種別 器種 ロ径 各＇』 口,;-． 古戸］ 底径 残存 胎土 焼成 色調 出土位閻・備考 図版

440 1 SK 566 ギ，fパベ山月L 叫1武栖 (44 0) [8 5] 口縁破片 白粒 蒋通 灰白

440 2 SK 566 木製品 板材 幅31長さ［188]厚さ02 破片

440 3 SK 587 土製品 瓦塔 幅[49]よさ [105]厚さ [23] 破片 黒湘＇i. 207-7-2 

440 4 SK 595 上師器 珈よ武 (24 4) [12 7] 1/5 角石英赤粒臼粒 普通 明赤褐

440 5 SK 599 かわらけ 冊 (8. 9) 2.9 (6.0) 1/4 霊赤粒 将通 浅黄 13世紀

440 6 SK 596 七師器 均 (12 0) [5 5] (4.8) 2/3 雲赤粒白粒 普通 鈍い橙 150-1 

440 7 SK 596 士師器 甕 11縁破片 砂粒 普通 明外褐

440 8 SK 603 土師器 坑 (15 6) [5.6] 3/5 讐角赤粒臼粒黒粒 普通 鈍い橙

440 9 SK 603 上師器 鉢 (26 4) [14 7] ほぽ完形 雲石英 将通 明赤褐 175~4 

440 10 SK 603 土師器 甕 (19.8) [5. 5] 破片 雲石英 蒋遥 明赤褐

440 11 SK 603 士師器 甑 (22.4) [12. 7] 破片 雲石英 将通 橙

440 12 SK 611 石製品 紡錘車 孔径07径45［見さ13凧さ3↓0 完形 209-2-9 

440 13 SK 571 鉄製品 短）） 刃篇28~23脊闘0i刃長19,2長さ30,5 完形 224-2-2 

440 14 SK 594 七製品 土玉 径1.2長さ10直さ1.4 完形 208-1-7 

440 15 SK 597 土製品 上E 径0.9にさ0.9重さ0.8 完形 208-1-8 

446 16 SK 607 上師器 壺 (19 0) [10.0] 破片 雲てエ入 普通 橙

446 17 SK 620 石製品 臼玉 径08長さ05重さ0.4 完形 212-2-9 

446 18 SK 620 石製品 臼玉 重さ02 完形 212-2-40 

446 19 SK 620 石製品 臼予 径13長さ0.8重さ2.1 完形 212-2-6 

446 20 SK 632 石製品 管玉 径0.5長さ2.5重さ15 完形 213-1-8 

446 21 SK 623 土師器 珈式 (20.0) [11 O] 1/5 雲叫晶白粋 紺通 橙

446 22 SK 623 土帥器 高杯 9 5 [5. O] 2/5 角石英赤粒白粒黒粒 普通 橙 175-5 

446 23 SK 623 土師器 高坑 [8 5] 10.0 脚部のみ 雲白粒黒粒 署通 明赤褐 暗文

446 24 SK 627 土師器 杯 (12 4) [5 2] 1/3 雲白粒礫 良如＇ 赤 9ーが彩 150-2 

446 25 SK 628 上師器 筑J駐 (19.6) [12 1] 1/5 雲角石英白粒礫 普通 鈍しヽ 褐

446 26 SK 636 土帥器 甕 16.5 [13 9] 1/2 雲砂粒赤粒 蒋通 明赤褐

446 27 SK 640 須恵器 逃 破片 臼粒 良好 黒灰 203-2-4 

446 28 SK 640 上師器 杯 (12.8) 4 9 1/3 赤粒黒粒 良奸 赤褐 尻彩

446 29 SK 640 土師器 坑ユ込£ 16.6 [24 3] 1/2 白粒砂粒 曹通 灰黄褐 201-1 

446 30 SK 640 七師器 坑式f 15.0 27 5 (8.0) ほぽ元形 砂粒白粒 普通 褐 201-2 

446 31 SK 641 木製品 火鑽板 幅21反さ [12.9]げさ10 破片 222-8 

446 32 SK 643 土帥脳 均； (12.1) [ 4. 3] 破片 赤粒白粒黒粒 普通 椿 模倣杯

446 33 SK 645 士師器 高杯 [7 5] (10. 8) 脚部2/3 雲角 曹通 鈍い橙 赤彩

446 34 SK 645 土師器 小ザニヒIJ珈式 02.3) [8 5] 破片 黒粒 普通 浅黄橙

446 35 SK 645 上師器 壺 [8. 7] 8.5 1/5 雲砂粒 普通 鈍しヽ 赤褐

451 36 SK 645 土師器 甕 (18.0) [21 2] 破片 雲赤粒砂粒 曹通 鈍い赤褐

451 37 SK 645 石製品 輝庫末製晶 幅66長さ77厚さ19爾さ123.2 完形 209-1-3 

451 38 SK 653 上帥器 瑾•よ 口縁破片 雲石英 普通 黒褐

451 39 SK 653 土師器 壺 破片 雲黒粒 蒋通 鈍い黄橙 赤彩

451 40 SK 653 七師器 高杯 8.7 8 0 9.6 ほぼ完形 雲白粒 良奸 鈍い橙 三方透 175-6 

451 41 SK 653 土師器 高杯 [7 4] 12 7 脚部のみ 雲石英 牌通 浅黄橙 176-1 

451 42 SK 653 士師器 壺 14.0 [6 7] l_1縁4/5 臼粒 将通 赤褐 赤彩

451 43 SK 653 土師器 台付甕 [8 2] (9.6) 破片 雲赤粒白粒 普通 橙

451 44 SK 653 土師器 高杯 (11.5) [5. 6] 1/5 雲石英赤粒白粒 普通 邪褐 赤彩

451 45 SK 653 土師路 坑瓦f (18.0) [8 7] 日縁のみ 黒粒 普通 黒褐 176-2 

451 46 SK 653 土師器 小見台付甕 10 9 14.3 7 5 完形 石英砂粒白粒 普通 鈍い橙 外面煤付着 201-3 

451 47 SK 653 土帥器 小墾台付甕 15.5 20.0 6.7 完形 雲砂粒赤粒 普通 鈍い橙 外面煤付着 176-3 

451 48 SK 653 七師器 ミニチュア (3. 9) [3 4] 1/5 塞石英赤粒白粒 将通 浅黄橙

451 49 SK 653 土師器 台付痰 (18.6) [28. 7] 9.6 1/3 角赤粒白粒 普通 鈍い橙

451 50 SK 653 上師器 珈•上云； 17.0 [24 8] 1/2 砂粕黒粒 普通 鈍い橙 201-4 

451 51 SK 656 土師器 杯 8 0 3.0 ほぼ完形 雲赤粒臼粒 将通 灰黄褐 150-3 
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6. ピット
第35表 ピット一覧表 (I)
グリソド播号 埋土 長軸 短軸 深さ 出土遠物 備考 グリJド番号 Jljl土 長軸 短軸 ”i 木E さー 出上遣物 備考
F-28 1 C 69 55 12 土師器甕須恵器杯 F-30 22 39 (32) 12 
F-28 2 A 50 39 31 土師器甕 F-30 23 26 23 21 
F-28 3 D 81 72 33 土師器甕須忠器杯 F-30 24 図 69 50 57 上師器杯(465図1)SX3を変更平面図あリ
F-28 4欠番 F-30 25 図 101 68 40 SX3を変更早面図あリ
F-28 5 F 86 54 39 土師器甕杯 F-31 1 A 22 [15] 10 上師器甕
F-28 6 D 44 36 34 土師賠甕杯 F-31 2 A 34 32 8 
F~29 1 D 92 85 37 土師器甕 柱痕あり F-31 3 A 47 34 28 
F~29 2 D 69 72 55 土師賠甕坑 F-31 4 A 34 24 
F~29 3 D 37 33 50 土師器甕 F-31 5 A 38 36 31 上師器甕
F-29 4 E 46 38 59 土師器甕 F-31 6 A 45 42 27 上師器甕
F-29 5 E 31 21 13 F-31 7 A 39 35 35 上師器甕
F-29 6 E 50 40 50 F-31 8 A 34 27 32 
F-29 7 F 66 55 62 上師器甕 F-31 9 F 39 38 27 
F~29 8 D 48 35 17 焼土粒子含む F-31 10 F 29 28 32 
F-29 9 D 40 [30] 7 F-31 11 A 60 56 23 
F~29 10 D 60 54 62 F-31 12 欠番
F~29 11 D 46 [25] 35 F-31 13 B 44 [34] 26 
F-29 12 B 26 26 29 土師器甕 F-31 14 40 38 26 
F-29 13 B 29 24 7 土師器甕 F-32 1図 [ 42] 40 31 土師器甕
F-29 14 B 45 37 24 土師器甕 F-32 2図 58 43 34 土師器甕
F-29 15 D 36 30 24 F-32 3図 [59] 49 31 
F-29 16 E 29 25 12 F-32 4図 41 32 43 土師器甕 柱痕あり
F-29 17 D 44 43 23 土師器甕 F-32 5図 70 56 42 土師器甕 平而図あリ
F-29 18 E 34 33 13 F-32 6 39 29 39 
F-29 19 E 34 32 71 土師器甕 F-32 7 56 48 55 
F-29 20 D 39 37 51 士師器甕 F-32 8 29 25 21 
F-29 21 F 100 67 27 須恵器杯 F-32 ， 27 23 12 
F-29 22 B 35 35 13 F-32 10 99 60 29 
F-29 23 B 32 30 15 F--33 1 D 32 27 54 土師器甕t土(465闘2) 平面図あり
F-29 24 D 65 54 50 土師器甕赤彩坑 F-33 2図 21 16 12 土師器甕 乎面図あり
F-29 25 D 66 56 14 F-33 3図 51 46 33 土帥器甕i:11465闘3) 乎面図あり
F-29 26 B 66 55 44 上帥器甕 F~33 4図 74 64 77 平面図あり
F-29 27 D 86 57 28 L帥器甕北武蔵塑杯 F~33 5図 71 60 31 十師器甕
F-29 28 D 117 45 14 F~33 6図 49 44 31 土帥器盟模倣杯 平面図あり
F-29 29 B 27 23 20 F-33 7欠番
F-29 30 B 40 25 8 F-33 8 A 53 49 49 土師器甕
F-29 31 E 54 46 56 上師器甕杯 F-33 ， 30 25 31 l:帥器甕
F-29 32 B 28 [19] 25 F-33 10 図 69 59 57 上帥器甕
F-29 33 E 30 [30] 12 上師器甕 F~33 11 27 19 19 
F-29 34 E [31] 31 ， F-34 1 [56] 37 42 
F-29 35 B 40 [24] 26 上師器甕杯 F-34 2 39 [31] 31 
F-29 36 B 54 45 79 F~34 3 21 20 10 
F-29 37 F 38 30 27 F-35 1 28 24 16 
F-29 38 A 31 26 30 G-28 1図 49 45 46 土師器杯(465図4)平而図あリ
F~29 39欠番 SJ266P 1へ変更 G-28 2 B 41 38 20 上師器甕
F-29 40 F 60 56 52 G-28 3 D 35 [27] 18 
F-29 41 D [77] 50 21 土師器甕 G-28 4 D 38 28 17 上師器甕杯
F-29 42欠番 G-28 5 B 65 36 13 土師器甕
F-29 43 D [32] 27 5 土師器甕 G-28 6 B 50 47 6 
F-29 44 D 24 17 39 G-28 7 33 31 12 
F-29 45 D 30 28 36 G-29 1 B 34 32 20 土師器甕
F-29 46 31 [20] 19 G-29 2 D 59 49 24 
F-29 47 30 29 16 G~29 3 D 62 46 39 土師器甕灰釉陶器
F~29 48 35 [23] り G-29 4 D 28 15 33 
F~29 49 55 50 15 G-29 5 B 66 35 59 
F-29 50 D 56 30 26 G-29 6 D 35 29 55 土師器甕
F-30 1 D 69 50 37 G-29 7 D 49 46 15 
F-30 2図 75 57 41 七師器甕 G-29 8 B 48 45 60 土師器甕杯
F-30 3 D 62 54 57 土師器甕 G-29 9 D 36 25 17 
F -30 4 E 35 [32] 24 上師器甕 F)ィ究ヒ牛—l勿-•砂フ·o子含ッむク ー炭 G-29 10 欠番 F-29G P50へ変更
F-30 5 E 56 46 29 土師器甕 G-29 1 1 D (41) 31 33 
F-30 6 D 30 27 8 G-29 12 図 60 56 45 土師器甕
F-30 7 A 101 53 20 土師器甕 G-29 13 D 68 39 42 上師器甕
F-30 8 E 44 35 53 G-29 14 D 35 35 45 土師器甕
F-30 9 D 61 58 13 焼土粒子合む G-29 15 B 46 45 56 
F-30 10 D 78 71 61 土師器甕杯赤彩培 焼土粒子合む G-29 16 E 101 57 61 土師器甕須恵器杯
F-30 11 F 44 39 23 須恵器杯 G-29 17 D 39 25 58 
F-30 12欠番 SJ290P 1へ変更 G-29 18 D 42 39 22 土師器甕模倣杯
F-30 13 欠番 G~30G P29へ変更 G-29 19 D 95 63 46 土師器甕
F-30 14欠番 F-31GPl3へ変更 G-29 20 D 91 67 41 土師器甕
F-30 15 B 46 39 32 須恵器甕土師器甕 G-29 21 欠番 G-30G P23へ変更
F-30 16欠番 G-29 22 欠番 G-30G P25へ変更
F-30 17 D 33 24 56 焼七粒f含む G-29 23 欠番 G-30G P24へ変更
F-30 18 E 69 [55] 47 土師器甕 G-29 24 欠番 G-30G P26へ変更
F-30 19 36 30 30 土師器甕 G-29 25 D 53 44 43 
F~30 20 24 23 21 土師器甕 G-29 26 欠番 G-30G P22へ変更
F~30 21 21 [18] 17 G-29 27 欠番 F-29G P45へ変更
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第36表 ピット一覧表 (2)

グリJト番号 J隼土長軸短軸深さ 出十＿造物 備若 グリ；卜番け 埋上 長柏 知軸 深さ 出上造物 備考

G~29 28 D 4:, 32 37 士師器甕 G-36 6 47 「24] 18 

G-29 29 欠番 G-36 7 69 [33] 15 

G-29 30 D ぶ2 50 42 土師器甕 G-36 8 37 [20] 19 

G-29 31 欠番 G-36 ， 61 [50] 28 

G-30 1欠番 G~36 10 41 [20] 25 

G-30 2 C 41 26 J?, ,) G-36 11 46 30 25 

G-30 3 E 46 32 38 土帥器甕 G-36 12 75 [26] 20 

G-30 4 E 36 34 14 土帥器甕 G-37 1欠番

G-30 5 E 44 30 39 土師喘喪 G-37 2図 41 39 40 

G-30 6図 4a 40 17 土帥器甕（465図5)乎面図あリ G-37 3図 17 [15] 17 

G-30 7欠番 G-37 4 H 50 36 44 

G-30 8 D 78 49 66 村材造存 G~37 5 52 [ 481 5 Jこ師器甕

G-30 9欠番 G-37 6図 64 46 32 l：師器甕杯

G-30 10 E 36 31 17 土帥器甕 G~37 7 H 43 33 18 t師器甕杯

G-30 11 D 80 60 34 G-37 8図 :i9 48 1り

G-30 12図 32 27 44 土帥器甕 G-37 9図 45 42 16 t師器甕杯

G-30 13 E 60 :,0 9 土師器甕 G~37 JO図 42 29 8 t師器甕杯

G-30 14 D 47 32 33 土帥器甕 G-37 11 A 52 41 6 

G-30 15 A 24 23 31 G-37 12図 35 [23] ， 
G-30 16 F 43 38 61 土帥器甕 G-37 13 D 認 41 8 Iこ師器甕

G-30 17 63 37 21 土師器赤厖坑佼I放杯 G-37 14 D 44 31 ， 
G-30 18 A 44 43 14 G-37 15図 74 65 32 l：師器甕(465図6)平面図あり

G-30 19 D 46 34 36 七帥器甕 G-37 16図 59 54 30 

G-30 20 A 83 60 30 七師器甕砥石 G-37 17図 73 42 17 上師器甕

G~30 21 D 69 ~o 53 士師器甕 村痰あり G-37 18図 32 30 37 

G~30 22 D 46 44 73 ヒ師器甕，）ド彩塙 G~37 19 39 33 10 

G~30 23 D 23 19 11 G-37 20図 50 40 33 

G-30 24 D 49 41 43 土師器甕杯 G-37 21図 叫 48 49 

G-30 25 B 32 29 32 じ師謡甕 G-37 22 61 53 26 

G--30 26 B 47 35 36 G-37 23 A 38 36 5 焼土粒了わずかに合む

G--30 27 25 21 12 G-37 24 40 36 61 上師賂甕赤彩坑

G-30 28 41 39 25 G-37 25 43 33 48 土帥器甕杯

G-30 29 E 40 37 34 上師器甕 G-37 26 104 53 24 

G-30 30 JO [ 44] 27 G-37 27 78 27 27 

G-30 31 39 26 22 G-37 28 26 25 14 

G-30 32 33 29 8 G-37 29 32 31 21 

G-31 1欠番 G~37 30 51 49 27 

G-31 2 F 36 34 16 土帥器甕 G~37 31 67 :,7 42 

G-31 3欠番 G-37 32 61 53 22 

G-31 4 F 53 り0 23 土帥器甕杯粘土塊 G~38 1 E 39 33 18 土師器甕

G-31 5図 82 56 92 土師器甕 G-38 2 A 45 27 38 上師器甕

G-31 6図 54 r9) J 「} 3-J r 且iii器赤彩坑模倣杯 G~38 3 A 52 39 29 土師器甕杯

G-31 7 32 32 29 G~-38 4図 40 35 44 

G-31 8 36 32 20 G-38 5図 37 [33] 33 

G-31 ， 65 56 31 G~38 6図 43 37 19 上師器甕

G-32 l図 rし）←3 51 48 狽恵器士不甕 G-38 7 A 23 21 19 

G~32 2 31 30 34 碩忠器甕杯 G-38 8 D 28 26 10 上師器甕 焼上粒子含む

G~32 3 49 38 26 ,~師器甕 G-38 9 C 42 41 23 上師器甕

G~32 4 34 28 13 土師器甕 G-38 10 A 31 30 38 上師器甕

G~32 a 50 45 G-38 11 A 36 32 24 上師器甕

G~33 ］図 49 40 22 G-38 12 46 33 27 

G~33 2図 61 (52) 30 G-38 13 57 51 29 

G-33 3 A 25 25 13 上師器甕 G-38 14 37 36 土帥器甕

G-33 4 47 43 18 G-38 15 37 34 39 土師謡甕

G-33 a 62 47 19 G-38 16 37 28 8 

G-33 6 97 80 2o G-38 17 22 18 ， 
G-34 1 A 47 42 26 G-39 1 E 49 44 8 焼土粒了多量に含む

G-34 2 D 26 18 51 上帥謡台付甕 G-39 2 C 55 54 21 土帥器甕

G-34 3 D 50 45 39 上帥器襄高）〖模｛殷杯 G-39 3 F 40 3 1 16 

G-34 4 C 43 40 46 上帥器衰杯 G-39 4 欠番 H~39G Pl4へ変更

G-34 5 B 38 30 24 土師器甕杯 G-39 5 D 73 25 48 上師器抵

G-34 6 C 42 36 9JJ 9 t師器甕杯 G-39 6 D 50 38 39 士師器甕

G-34 7 A [24] 24 20 G-39 7図 43 39 35 

G-34 8 C 4り 38 32 l：師訴甕縄文施文 G-39 8図 50 44 55 上師謡甕

G-34 9 C 41 39 32 I・師器甕 G-39 9 D 32 30 16 

G-34 10 A 62 40 50 ＿1：師喘甕杯 G-39 10 32 28 17 

G-34 11 C 30 30 23 上師器甕 G-39 11 70 56 23 

G~34 12 A 56 56 49 上師器甕杯 G-39 12 40 32 22 

G・--34 13 A 56 43 19 G-39 13 D 66 51 35 土帥闘甕 焼土粒十合む

G-34 14 45 31 38 G-39 14 A 39 39 42 土師器甕

G--35 1D 68 al 31 上師監甕J不 G-39 15 A 26 26 15 土帥器甕

G-35 2図 123 71 38 G-39 16欠番 SJ320P 1へ変更

G-35 3 D 91 [o9] 45 G-39 17欠番 SJ320P 1へ変更

G-35 4 A 76 「37] 42 柱眼 G-39 18 19 18 6 

G-35 3 50 44 24 SK570を変更 G-40 1 A 60 58 22 i,}痕あり

G-36 1 B 26 22 6 G-40 2図 42 35 37 

G--36 2 A 30 30 7 _L師器器合 H-28 1第 3次調杏分

G-36 3 A 33 31 32 上師悩既 1-1-28 2第 3次調杏分

G~36 4 F 66 36 60 且,p闘甕北武蔵I!'li禾 H-28 3 E 45 40 63 土師器甕

G~36 5 26 cl5] 6 H-28 4 A 27 27 18 
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第37表 ピット一覧表（3)

グリJド番号 埋上 長軸 紐軸 ”じ木じ丞ヽ 出1．．造物 備考 グリソト番号 岬土 長軸 短軸 深さ 出土逍物 備考
H-28 5 A 29 20 13 H-33 24 37 36 4 
H-28 6 A 30 30 22 H-33 25 60 58 57 土師器杯(465区11) SJ241 P 1を変更

H-28 7 D 34 29 20 H-34 1図 67 37 25 土師器甕訊(465図12)
H-28 8 A 25 25 30 H-34 2欠番 SJ214P 8へ変更

H-28 9 A 28 26 36 柱材造存 H-34 3 F 95 83 48 須恵器訊土師器甕沐 炭化物含む

H-28 10 A 30 26 34 t師器甕 H-34 4欠番
H-28 11 D 35 31 29 土師器甕 H-34 5欠番
H-28 12 47 29 43 H-34 6欠香
H-28 13 A 30 27 17 土師器甕杯碩恵器杯 H-34 7欠番
H~28 14 D 96 68 13 杜痕あり H-34 8 E 50 46 26 土師器甕
H~28 15 D 90 90 65 須恵器甕(465図7• 8) H-34 9 E 44 40 21 須恵器甕土師器甕

H-28 16 D 80 47 55 柱痕あり H-34 10 D 43 35 64 土師器甕杯

H-28 17 49 31 75 H-34 11 D 90 73 19 上師器甕杯
H~29 1図 68 48 15 土師器甕 H-34 12 E 41 41 29 上師器甕杯

H-29 2 H 39 37 ， 土師器甕 焼十ブロ）ク合む H-34 13 D 48 37 51 土師器甕杯
H~30 1図 91 71 52 土師器甕杯 H-34 14 D 33 32 19 上師器甕

I-1-30 2 E 70 65 40 H~34 15 D 40 32 8 上師器甕高杯

H-30 3 E 66 51 9 土師器甕在地鉢 H-34 16 D 63 63 33 上師器甕模倣杯
H-30 4 E 45 39 76 土師器甕 杜痕あり H-34 17 E 66 59 62 土師器甕赤彩杯

H-30 5 D 46 42 22 土師器甕界 H-34 18 B 54 53 18 上師器甕

H-30 6 D 50 39 60 土師器甕麻壺 H-34 19 E 66 35 38 模倣杯身模倣杯
H-30 7 B 40 39 20 滑石片土師器甕 H-34 20 B 43 34 31 
H~30 8 A 28 27 54 滑石片土師器甕 H-34 21 D 28 27 35 須恵器杯

H-30 9 B 78 77 60 士師器甕 H-34 22 D 37 32 59 土師器甕杯

H-30 10 G 51 49 26 滑石片士師器甕訊

H-30 11 B 53 46 29 士師器甕

H-34 23 F 51 51 21 土土師師器器甕甕杯杯 須恵器j不
H-34 24 F 57 56 127 角恵器杯

H-30 12 B 44 39 44 七師器甕 H-34 25 D r3J r) 50 73 
H-30 13 E 32 (27) 5 H-34 26 F 34 33 12 土師器甕杯
H--30 14 A 50 41 69 H-34 27 F 43 39 41 七師器甕邸

H-30 15欠番 H-34 28 47 51 5 
H~30 16 A 29 26 30 H-34 29 65 60 13 
H~30 17 A 27 23 18 H-34 30 21 19 10 
H-30 18 D 50 41 28 上帥器甕 H-34 31 42 [14] 11 
H-30 19 A 35 32 29 H-34 32 35 35 5 
H-30 20 A 36 27 8 H-34 33 47 45 11 
H-30 21閃 56 45 34 土師器甕杯 H-34 34 76 66 8 
H-30 22 F 54 40 13 H-34 35 [49] 36 5 
H-30 23 F 50 41 47 土師器甕杯 H 35 1図 53 45 17 土師器甕

H-30 24図 41 36 81 土師器杯須恵器甕 平面図あり H-35 2図 37 33 23 土師器甕

H-30 25 F 52 49 37 H~35 3 60 44 38 
H-30 26 A 33 27 13 土師器甕 H-35 4 30 28 11 
H-30 27 E 41 39 29 土師器甕比企型杯 H~36 1 D 62 44 28 土師器甕杯 柱痕あり
H-30 28 E 41 38 31 土師器甕杯 H-36 2 A 29 24 18 土師器甕坑模倣杯 プロ！ク混人しない
H-30 29 E 45 50 63 土師器甕杯 H-36 3欠番 S]142P2へ変更
H-30 30 34 28 32 H-36 4欠番 S]142P 4へ変更
H~30 31 G 32 31 35 I--I-36 5 A 42 41 59 
H-30 32 50 40 23 H-36 6 A 51 50 12 十．師器甕杯

H-30 33 68 60 30 H-36 7 D 54 50 43 土師器甕杯甑

H-30 34 I 18 [8] 8 H-36 8 D 46 41 27 土師器甕杯
H~31 1図 61 47 61 七師器杯(465図9)柱痕あ I)平血収］あリ H-36 9 B 47 24 38 t師器甕杯
H-31 2 D 55 39 52 土師器甕杯 H-36 10 C 47 41 28 土師器甕杯

H-31 3 D 55 41 28 土師器甕校倣杯 H-36 11 A 45 37 34 士師器甕杯

H-31 4 42 35 51 H~36 12 E 48 37 21 l消順器甕比企囲虹不
H~32 1欠番 I--l-36 13 B 55 38 30 上師器甕杯

H-32 2 26 20 10 H-36 14 B 62 45 47 上師器甕杯

H-32 3 23 20 14 H-36 15 D 101 57 33 上帥器甕杯高杯

H-32 4 40 31 28 H-36 16 A 39 32 35 上帥器甕

H-33 1 D 47 36 29 上師器甕 H-36 17 D 50 47 35 上師器甕杯
H~33 2 F 56 53 37 H-36 18 54 44 24 土師器甕

H-33 3欠番 H-36 19 E 35 [231 15 上帥器甕

H-33 4 F 62 53 28 上帥器甕i囚須息器杯 H-36 20 B 40 20 8 
H-33 5 30 28 ， 土師器杯 H~36 21欠番 I-36G P9へ変更
H-33 6 46 42 20 士師謡赤彩杯 H-36 22欠番 I~36G P 10へ変更

H-33 7 46 45 28 -J哨雨翌料不(465|叉|10) H-36 23 D 45 44 16 土師器甕
H-33 8 59 55 41 H-36 24 38 31 10 
H-33 ， 45 43 33 II-37 1 D 45 40 27 土師器甕杯
H-33 10 40 30 39 t．師器喪 H-37 2欠番 H-36G P23へ変更
H~33 1 1 57 55 43 H-37 3 B り5 37 31 土師器甕
H-33 12 84 70 42 H-37 4 D 40 32 16 
H-33 13 38 33 46 上師器襄杯 H-37 5 D 36 33 44 上師器甕
H-33 14 33 26 54 H-37 6 A 51 47 12 
H-33 15 E 61 52 6 土帥器甕杯 H~37 7 A 44 40 20 
H-33 16 E 50 45 8 上帥器甕杯 H~37 8 42 26 14 
H-33 17 38 32 24 H~37 ， 30 26 55 
H-33 18 60 [45] 46 H-37 10 24 22 33 
H-33 19 35 [21] 12 H-37 11 29 [13] ， 
H-33 20 53 45 14 H-37 12 26 25 21 
H-33 21 64 [24] 20 I--1-37 13 [74] 49 24 
H-33 22 45 43 7 H~38 1 D 37 37 20 上師器甕杯
H~33 23 45 [26] 5 H-38 2 A 31 30 19 上師器甕
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第38表 ピット一覧表 (4)

グリJト番号 坪土 長軸 短軸 深さ /‘hL造物 備考 グリノト釆[U旦勺 埋 l:̂長軸 短軸 深さ 出土遺物 備考

1-1-38 3 A 40 37 35 上帥器甕 H-40 17 D 34 32 37 土師器甕杯赤彩椀

H-38 4 F 37 34 18 上師器聾 H-40 18 D 31 30 30 土師器高杯

I-l-38 5 59 42 51 上帥器甕 H-40 19 D 34 33 15 土師器甕

H-38 6 62 57 62 上師器甕比企型杯 H-40 20 E 83 58 14 
H-38 7 A 63 55 34 上師器甕 H-40 21 欠番

H-38 8 D 35 34 32 上師器甕 H-40 22 C 30 30 11 土師器甕

H-38 9 C 57 54 28 「師器甕杯 H-40 23 A 47 42 22 
H-38 10 C 19 17 28 上師器甕比企型杯 H-40 24 B 30 29 17 土師器甕

H-38 11 D 36 35 11 H-40 25 欠番 H-41G P3へ変更

H-38 12 D 34 34 37 H-40 26 欠番 l-40G P7へ変更

H-38 13 A 33 32 26 t師器甕 H~40 27 C 61 60 68 上師器甕比企型訊 粘性強い

H-38 14 A 21 21 27 上師器甕 H-40 28 A 65 57 37 上師器甕

H-38 15 A 21 19 21 H-40 29 A 60 47 52 上帥器甕

H-38 16 A 25 24 7 H-40 30 D (46) 42 21 上帥器甕杯

I--1-38 17 A 39 39 49 H-40 31 B 57 68 18 上帥器襄杯

H-38 18 C 30 29 8 H-40 32 D 34 30 25 
H-38 19 32 [23] 38 H-40 33 欠番

H-38 20 42 40 17 H~40 34 D 67 40 26 上帥器痰

H-38 21 42 23 6 H-40 35 B 74 47 10 土師器甕

H-38 22 25 24 22 H-40 36 欠番 l-40G PSへ変更

H-38 23 D 47 45 46 上師器甕杯 H-40 37 欠番

H-38 24 A 38 38 34 上師器甕 H-40 38 欠番

H-38 25 C 43 42 61 SJ 321 P5を変更 H-40 39 B 57 48 43 上師器甕模倣杯

I--l-38 26 A 47 33 28 SJ 321 P6を変更 H-40 40 D 51 27 22 土師器甕

H-38 27 40 38 8 H-40 41 D 53 48 25 土師器甕

H-38 28 54 [19] 15 H-40 42 欠番
H~39 l欠番 SJ320P 2へ変更 H-40 43 B 43 36 24 
H~39 2 A 39 [19] 33 上帥器杯 H-40 44 欠番 SJ320P 3へ変更

H-39 3 A 41 40 14 土帥器杯甕 H-40 45 D 40 39 42 土師器甕坪

H-39 4 D 41 28 29 上師器甕杯 H-40 46 欠番 G~40G P2へ変更

H-39 5 C 47 45 27 土師器甕杯 H-40 47 欠番 SJ320P 4へ変史

H-39 6 C 46 44 18 土師器甕杯 H-40 48 41 34 10 
H-39 7 D 48 35 51 土師器甕 H-40 49 53 43 64 
H--39 8 D 44 44 19 土師器甕須恵器杯 H-40 50 72 66 10 
H-39 9 D 34 32 52 土師器甕 11；丸卜←：且f’£•そあり i・；とィヒ牛勿 I-I-40 51 45 37 19 
H--39 10 A 46 34 39 土師器甕杯 I-I ~41 1 G 62 49 10 粘性強い

H~39 11 A 42 37 23 土師器甕 I-I-41 2 D 70 57 13 士師器甕杯
H~39 12 A 28 22 26 土師賠甕杯 H-41 3 D 30 22 25 
H-39 13図 66 62 23 H-41 4 [36] 35 ， 
H~39 14 A 33 32 22 H-41 5 55 53 31 
H-39 15 A 47 41 26 土師器甕 H-41 6 63 59 38 
H~39 16 A 46 38 37 土師器甕器台(465闊13) I -28 1 A 39 29 59 
H-39 17 42 39 22 土師器甕 I -28 2 A 44 36 29 
H-39 18 欠番 H-38G P23へ変史 I -28 3 A 23 22 21 
H-39 19 D 38 35 38 ~l：師器杯 I -28 4 A 27 21 6 上師器甕

H-39 20 A 39 37 40 ＿・1：師器甕 I -28 5 A 37 33 6 
H-39 21 欠番 H-38G P24へ変更 I -28 6 F 40 37 29 
H-39 22 D 63 52 14 ー．l：師監甕杯 I -28 7 A 56 46 39 
H-39 23 D 52 51 45 I -28 8 A 35 34 8 
H-39 24 D 37 33 37 上師悩甕 I -28 9 F 31 31 35 
H-39 25 D 44 42 14 ト師器甕 I -28 10 F 31 29 35 
H-39 26 D 28 26 15 焼上粒子合む I -28 11 B 39 32 44 
H-39 27 E 35 35 31 I -28 12 A 32 30 24 
H-39 28 D 38 35 56 上師器甕杯赤彩埼 I -28 13 31 23 ， 
H-39 29 D 39 35 29 上師器甕杯 焼上粒子含む I -28 14 26 22 21 
H-39 30 図 34 33 28 上帥器甕杯模造品 I -28 15 21 20 14 
H~39 31 欠番 SJ320P 4へ変更 I -29 1 D 46 44 63 
H-39 32 A 36 35 20 上師器甕杯 I -29 2 D 50 46 32 土師器甕

H~39 33 A 20 20 14 I -29 3 D 78 53 33 土師器甕

H~39 34 A 25 25 15 
上土t帥帥師器器器甕甕甕杯杯杯赤彩培I--I-39 35 A 35 30 29 

H-39 36 D 45 40 11 焼土ブロ）ク含む

I -29 4 A 45 42 20 土師器甕

I -29 5 A 34 31 16 士師器甕

I -29 6 A 30 29 6 
H-39 37 40 39 29 I -29 7 A 85 35 19 
H-39 38 41 [18] 21 I -29 8 E 93 30 25 
I-I-40 1 B 61 33 32 上師器甕比企型杯 I -29 9 E 61 28 22 
H-40 2 B 38 32 24 土師器甕杯 I -29 10 E 67 59 117 
H-40 3 D 28 27 33 I ~29 11 F 45 33 33 
H-40 4 D 42 40 51 I ~29 12 A 46 42 23 
II-40 5 B 31 30 14 I -29 13 A 35 23 12 
H-40 6 B 42 35 18 I -29 14 E 45 33 19 
H-40 7 B 47 40 7 I -29 15 A 34 31 14 
H-40 8 B 38 35 11 炭化物粒子合む I -29 16 E 48 39 38 上帥器甕杯

H-40 9 D 60 48 10 I ~29 17 E 55 40 30 上師器甕

H-40 10 B 36 26 32 上師器甕杯 I -29 18 E 71 42 14 
H-40 11 D 42 39 10 I -29 19 E 訊 48 15 上師器甕模倣杯

H-40 12欠番 I -29 20 28 26 64 
H-40 13欠番 I -29 21 31 30 14 」．帥器甕

H-40 14欠番 I -29 22 35 33 39 上師謡甕

H-40 15欠番 I -29 23 93 50 24 
II-40 16 B (30) 27 6 I -29 24 D 53 37 39 

-418-



第39表 ピット一覧表（5)

グリソド番号 埋土 長軸 短軸 、け‘冗、 云一 出上追物 錨考 グリノト番号 埋土 長軸 短軸 深さ 出土逍物 備考
I -29 25 D 30 30 39 I ~33 3 E 76 52 43 
J-29 26 D 25 21 25 上帥器甕訊赤彩培 I -33 4 E 84 40 43 
I -29 27 D 92 35 48 I ~33 5 E 55 53 加 土師器甕杯

1-29 28 58 41 44 土帥器甕北試蔵型杯 I ~33 6欠番
1-29 29 24 24 14 上師器甕坑 I -33 7 D 46 42 55 土師器甕

I -29 30 D 45 34 42 上師器甕 I -33 8 A 80 65 36 
I -29 31 A 26 15 28 I -33 9 E 74 68 41 
I -29 32 41 29 27 I ~33 10 E 51 34 38 
I -29 33 40 36 42 I -33 11 E 40 32 13 須恵器杯土師器甕

1-29 34 37 [30] 12 I -33 12 A 47 38 58 土師器台付甕須應器甕

I -29 35 41 34 21 I -33 13欠番
I -29 36 31 29 22 I -33 14 E 86 69 56 上師器甕比企西')t不

I -29 37 35 34 12 I -33 15 E 69 54 44 
I -29 38 29 27 28 I -33 16 B 33 [26] 28 
I -29 39 34 33 18 I -33 17 E 64 38 14 上帥器甕

I -29 40 32 24 10 I -33 18 71 69 49 土師器甕

I -29 41 38 36 19 I -33 19欠番
I -29 42 50 47 80 I -33 20欠番
I -30 1 A 40 [29] 12 七師器甕 I -33 21 48 41 24 
I -30 2 A 45 42 32 I ~33 22 28 22 18 
I -30 3 52 り1 51 I -33 23 83 74 37 
I -30 4 56 49 92 上師器甕杯 I -33 24 61 55 22 
I -30 5欠番 SJ278貯蔵穴1へ変更 I ~33 25 20 [17] 34 
I -30 6 H 43 30 27 」蒻器甕杯赤彩培 焼士粒千合む I ~34 l欠番
l-30 7 A 44 43 10 I -34 2欠番

I -30 8 C 43 42 40 上帥器甕赤杉椀 I ~34 3欠番
I -30 9 A 52 31 40 上師器甕 I -34 4欠番

I -30 10 E 41 36 10 上師器窟 I -34 5 E 35 34 40 
I-30 11 F 23 19 30 上帥器甕 I -34 6欠番

I -30 12 A 35 30 25 I -34 7欠番

I -30 13 A 26 23 21 I -34 8 3り 34 11 t師器甕

I -30 14 A 35 34 39 土師器甕高杯 I -34 ， 48 43 ， t師器甕

I -30 15 A 27 19 23 I -34 10 79 51 31 上師器甕

I -30 16 A 37 34 17 I -34 11 50 25 56 
I -30 17 C 28 26 18 土師器甕 I -34 12 38 28 40 上帥器甕

I -30 18 A 38 31 20 I -34 13 52 47 45 
I -30 19 F 38 37 40 土師器甕模倣杯 亡コーーム—；及ィヒ叶勿粒

-Y :-a屯｝ I -34 14 65 58 46 
I -30 20欠番J-30G Plへ変更 I -34 15 67 64 29 
I -30 21 D 87 61 67 土師器甕 柱痕あり I -34 16 52 43 13 
I -30 22 51 49 46 土師器甕 I -34 17 47 37 30 
I -30 23欠番 SJ278P 3へ変更 I -34 18 37 [27] 22 
I -30 24 D 45 40 53 土師器甕 I -34 19 39 37 8 
I -30 25 E 85 68 53 土師器甕杯 I -35 1 D 38 32 35 土帥器甕

I ~30 26 E 38 38 10 土師器品杯 I -35 2 A 18 18 8 
I ~30 27 B 46 45 20 あり I -35 3 D 80 58 45 柱痕あり
I -30 28 B 53 52 23 土師器甕 I -35 4 D 32 31 14 
I -30 29 E 42 40 12 土師器喪 I -35 5欠番
I -30 30欠番 SJ278貯蔵穴2へ変更 I -35 6 A 30 23 30 土師器甕

I -30 31 D 60 34 21 土師器甕邸 I -35 7 A 24 24 
I -30 32 74 59 49 土師器甕杯 I -35 8欠番
I -30 33 67 53 70 あり I -35 9 D 69 60 62 
I -30 34 A 31 23 12 I -35 10 48 [26] 3 
I -30 35 A 20 20 10 I -35 11 24 16 13 
I -30 36 D 37 33 10 I -35 12図 37 35 28 
I -30 37 欠番 I~31G P3へ変更 I -35 13 46 30 6 
I -30 38欠番 I-31GP4へ変更 I -3り 14 20 17 8 
I -30 39欠番 I~31G P2へ変更 I -35 15 55 :,2 a2 
1-30 40 D 70 47 40 上帥器甕杯 I -36 1図 72 a6 44 」~誦器台付甕 (465区114) 平面図あり
I -30 41欠番 I -36 2 E 32 30 8 
I -30 42 38 37 41 I -36 3 E 55 37 6 
I -30 43 「55][22] 31 I -36 4欠番J-36GP-12へ変更
I -30 44 28 24 44 I -36 5図 44 35 28 土師器甕杯

I -30 45 29 21 18 I -36 6図 39 35 36 
I -30 46 28 25 7 I -36 7 35 24 22 
I -30 47 40 35 57 I -36 8 38 [27] 41 
I -30 48 28 28 24 I -36 ， 68 51 40 土師器甕

I -31 1欠番J~3 JG Plへ変史 I -36 10 47 36 15 土師器甕

I -31 2 A 35 24 28 I ~36 11 32 29 30 
I -31 3 A 28 27 22 I ~36 12 24 [21] 55 
I ~31 4 D 56 47 21 I -37 1 D 46 34 12 
I -31 5 27 31 19 I ~37 2 D 56 49 18 土師器甕

I -32 1 33 28 44 I ~37 3 C 22 21 ， 
I -32 2 31 20 5 I -37 4 B 50 32 55 土師器甕杯 柱痕あり
I -32 J rl 67 13 31 I -37 5 B 46 39 26 士師船甕

I -32 4 58 40 60 I -37 6 D 43 40 17 
I -32 5 48 39 18 I -37 7 E 36 33 23 
I -32 6 25 23 I ~37 8 D 35 26 24 
I -32 7 48 43 43 I -37 9 B 36 36 22 
I -33 1 E 85 75 49 I -37 10欠番
I -33 2 B 52 43 63 I ~37 11 D 59 47 28 杜痕あり

419 



第40表 ピット一覧表（6)
グリyド番号 埋土 長軸 短軸 深さ 出土造物 備考 グリ、；ド

I-37 12 D 42 41 48 J-33 
I -37 13 D 45 32 27 柱痕あり J -34 
1-37 14 D 43 37 25 J -34 
1-37 15 B 33 30 51 J -34 
I -37 16 E 29 26 68 比企型杯 燒上粒］・厨多星に含む J ~34 
I ~37 17 65 59 15 J -34 
I ~37 18 59 [30] 17 J -34 
I ~37 19 図 41 36 52 土師器甕（465図15) SJ112 P]より変更 J ~34 
I -37 20 29 25 29 
1-38 1 E 85 77 56 土師器甕

I -38 2 D 55 45 56 土師器甕

I -38 3 A 45 45 31 土師器甕

I -38 4 A 59 45 39 上師器甕坑

I -38 5 D 25 25 7 
1-38 6 28 25 47 
1-38 7 D 41 29 52 
I -38 8 D 40 40 82 
1-38 ， 28 21 55 
I -38 10 (39) [19] 38 
I -38 11 42 36 25 
1-38 12 46 30 23 
I -39 1図 60 46 20 
I -39 2 F 43 41 14 
I -39 3図 65 52 35 
I -39 4 23 22 
I -39 5欠番
I -39 6 D 30 27 45 
I―-39 7 A 28 27 30 
I -39 8 A 41 41 35 
I -39 9 A 30 29 30 
I -39 10 F 35 [25] 23 
I -39 11 A 25 21 20 
I -39 12 A 40 30 19 
I -39 13 A 34 31 39 
I -3 9 14 A 42 35 32 上師器甕

I -39 15 D 67 48 48 上師器甕

I -39 16 A 67 46 52 上帥器甕

I -39 17 38 34 38 土帥器甕

I -39 18 E 70 65 16 土帥器甕

I -39 19 E 23 [22] 4 
I -39 20 37 35 23 
I -39 21 42 41 1 1 
I ~39 22 58 55 14 
I ~39 23 35 31 8 
1-40 1欠番 I-36G P9へ変更
l-40 2 A 27 23 13 
I ~40 3 F 65 47 50 土師器甕

l-40 4 F 34 30 27 
l-40 5 F 36 35 25 土師器甕

l-40 6 F 34 30 38 台付甕

l-40 7 D 70 29 26 土師器甕

I -40 8 D 53 47 16 
J-30 1図 47 42 34 十師器甕杯碩恵器甕

J -31 1 D 42 42 31 土師器甕

J -32 1 44 40 30 
J -32 2 [51] 36 32 
J -32 3 83 66 り2
J -33 1 A 42 41 51 
J-33 2欠番

埋土凡例

A :黒褐色土 IOYR2/2黄褐色土ブロック含む

B :にふい黄褐色土 IOYR5/3黄褐色土ブロックを含まない

C :黒色土 7.5YRI.7/1黄褐色土ブロックを含まない

D :にふい黄掲色土 IOYR5/3黄褐色土フロック含む

E :椙色土 IOYR4/6焼土粒子含む

F :黒褐色土 IOYR3/I焼土粒子含む

G :褐灰色土 IOYR4/ I焼土粒子・炭化物粒子含む

H :灰黄褐色土 IOYR4/2黄揚色土ブロック含む

l ：灰色土 N4/0粘土層

J :緑黒色土 10G 2/1 

J -34 
J-34 
J ~34 
J -35 
J -35 
J ~35 
J -35 
J -35 
J -35 
J -36 
J -36 
J -36 
J -36 
J -36 
J -36 
J-36 
J-36 
J -36 
J -36 
J-36 
J-36 
J -37 
J -37 
J ~37 
J ~37 
J -37 
J -3 7 
J -37 
J-37 
J -37 
J -37 
J -37 
J ~37 
J -37 
J -38 
J -38 
J -38 
J -38 
k-36 
K-36 
K-36 
K-36 
K-36 
K-36 
K-37 
K-37 
k-37 
K-37 
k-37 
K-37 
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番号 埋土 長軸 短軸 深さ 出土遺物 備者

3 F 77 56 39 
1 C 35 32 1 1 
2 C 38 34 25 須恵器杯

3 C 60 25 22 土師器甕

4 F 40 [28] 38 
5 E 37 34 41 
6欠番
7欠番
8 [33] 20 5 ， 63 61 39 
10 37 31 42 
1図 39 35 23 土師器甕須恵器杯

2図 123 105 78 上帥器甕

3 70 [24] 
4 23 19 36 
5 25 23 43 
6 33 25 17 
1図 45 40 73 土師器甕

2図 40 32 53 土師器甕

3 E 28 27 31 土師器甕

4図 85 78 70 
5欠番
6 39 [28] 13 
7 69 33 30 
8 D 41 35 9 土師器甕

9 B 23 22 7 
10 23 19 22 
］］図 50 38 67 
12図 62 47 39 土師器甕模倣杯

1 J 31 31 19 
2図 70 53 60 
3図 70 46 30 
4図 35 31 61 上師器甕

5図 43 38 42 上師器甕

6図 45 39 50 
7図 55 43 132 上帥塁恥・木器（466闘1・2) 平面図あリ

8 38 [22] 7 ， 32 28 14 
10図 71 68 34 
11 30 25 21 
12 30 30 12 
13 32 32 55 SJ133 P 3より変更

1 D 42 39 23 あり 柱痕あり

2 D 45 44 39 
3 44 37 14 
4 45 25 18 
1欠番J~36G P9へ変更
2欠番J-36G PSへ変更

3 D 55 41 8 土師器杯

4 D 36 34 6 七師器甕

5図 30 28 30 土師器甕

6 D 48 38 8 
1 A 74 51 12 七師器杯

2図 68 65 47 七師器甕模倣杯

3 A 71 [65] 12 上師器甕j;不

4 D 71 60 8 
5 56 [39] 12 
6 24 18 5 
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A16.9m A' 
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G30 P12 
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F30 P2 

1 にぶい黄褐色土 lOYR4/3 ロームプロック主体 ロームブロック(¢ 10~30mm) 

少羞 しまりあり 粘性ややあり
2 にぶい黄褐色土 ］OYR4/3 ロームプロソク(¢ 10~201rnn) 少品 しまりあり

粘性ややあり
3 にぶい黄褐色上 10YR4/3 ローム上主体 ロームプロック少菌 しまりあり

粘性ややあり
4 黒褐色土 ］OYR3/J ロームブロック（ゅ 10mm) 少晶 しまり弱い

粘性あり

ド30 P24 • P25 
l 黒色上

2 黒色上

3 黒色」一

F33 P10 

10¥「R2/1 ロームブロック(~ 10~:1onuu) ・ローム粒＋ （¢ 1~ 1 黒褐色七
5nllll) 少巌 しまりあり 粘性ややあり

JOYR2/l 含有物を含まない しまりあり 粘性ややあり
I OYR2/l ロームブロック(¢ 10~70mm) 少量 しまりあり

粘性ややあり（埋戻し）

F32 Pl~P5 

1 褐色上 ］OYR4/6 焼上粒十含む
2 にふい黄褐色上 ］OYR5/3 黄褐色土ブロック含む
3 焦褐色十 IOYR2/2 黄掲色上プロノク含む
4 黒色土 10YR3/l 焼土粒子含む
5 にぶい黄褐色土 ］OYH5/3 含有物を含まない

F33 P2~P4 

］ 黒褐色七 IOYR3/2 焼士プロック (¢2~5mn1) 多呈 炭化物粒子(<f,2~

3mm) 含む 黄褐色十ーブロック（り 3~5mm) 少呈
2 黒褐色上 ］OYR3/l 焼上プロソク (¢2~511llll) 含む 炊化物粒i'(¢ 2~ 

3llilil）少埜
3 灰オリーブ色土 IOYR5/2 緑灰色粘上フロック (¢3~lOilllll)多景

ド33 PS 

1 黒褐色上

2 黒褐色七

G29G Pl2 

1 褐灰色上

2 褐灰色士
3 褐灰色土

G30 P 12 

］ 褐灰色土

2 黒褐色土

2. 5Y3/2 地山プロック(¢ 5~40llllll) 含む焼土
ブロック少景炭化物料子含む

10Y2/2 焼土フロック少呈 炭化物粒子含む

F33 Pe 

1 黒喝色十c 2. 5Y3/l 地山プロック少昂焼上粒子微呈 炭化物
粒＋含む

2 オリープ黒色十 7. 5Y3/2 地111プロック多呈 欽分含む

lOY2/2 地llIブロック(¢ l~20mm) 多号焼上
ブロック（の 1~20mm) ・炭化物粒子含む

2.. 5¥3/ l 地山ブロック少呈炭化物料了・含む
7. 5Y2/2 地l甘プロック少鼠 粘件強い

G28 Pl 

1 にふい黄褐色上 10YR5/3 黄坐色上ブロック含む

10YR4/1 ロームブロック (010~20Illlll) 少呈
しまり・粘性ややあり

10YR1/l 均質の朴質土 しまりややあり 料性あり
IOYR1/l ロームブロック(¢ 10~20Illrn) 少昌

しまりあり 粘性ややあり

10YR1/l 黄褐色十ブロソク(cpl~20nllll) ・炭化物
含む

10YR2/3 黄掲色土プロック少呈 炭化物含む
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言 胃］
G3J rs 
1 褐灰色土

2 黒褐色土

3 黒色土
4 黒褐色七

5 黒色土

G3J P6 

1 黒褐色土

2 黒色土

G32 Pl 

IOYR4/] 黄褐色土プロック少景 焼士プロック微誠
炭化物含む

!OYR3/l 黄褐色土ブロック(¢ 1~30mm) 多量炭化物
含む

IOYR2/] 鼓褐色土ブロック (¢I~10mm) ・炭化物含む

10¥「R2/2 炭化物含む

lOYRl.7/1 黄褐色土プロック少星

10YR3/2 黄褐色士ブロック(¢ l~5mm) ・炭化物含む
焼土ブロック微旦

10YR2/l 黄褐色土プロソク少量 炭化物含む

1 黒褐色土 ］OYR3/2 黄灰色シルト粒子 (¢2~3mm) 含む

2 灰黄褐色土 ］OYR1/2 黄灰色シルトプロソク（心 3~51Illil)多量

3 黒褐色土 ］OYR3/2 黄灰色シルトブロソク (¢3~5mm) ・炭化物

粒子少鼠

G33 Pl 

1 黒色上
2 黒色土

G33 P2 

2. 5Y2/l 地山ブロック・焼上フロック少鼠
lOYRl. 7 /1 地山プロソク・焼土プロック少量

1 黒色上 2. 5Y2/1 地山ブロソク・焼土プロック少量

2 暗灰黄色ナ 2. 5Y4/2 地山プロック(¢ I~20mm) 多呈焼土ブロノク

少呈

G35 P2 

1 暗掲色士 10YR3/3 黄褐色土粒子(.1~2mm) 合む 焼土粒子

(</>1~21Ilill)少呈
2 黒褐色上 10YR3/l 黄褐色上粒子(f1~2Illill)含む焼士粒子

(¢ I~2IIIIII) 少呈

3 黄灰色士 2 5Y3/ l 黄褐色土粒＋ (~ 1~2mm) ・黄褐色土ブロ；；ク
（い～5mm) 少量

G37 P2・P3 

1 褐灰色十． 10YR4/l ロームプロック(¢ 10~30mm) 少量 しまり
あり 粘性ややあり（埋戻し）

2 褐灰色土 10YR4/l ロームブロック主体 しまりあり 粘性やや

あり
3 褐灰色土 7 5YR4/l しまりあり 粘性ややあり

G37 P6 

しまりあり 粘性ややあり
ローム粒子（¢ I~8Dllll）少量 しまり・粘性あり
しまり・粘性あり

2m  
160 

1 褐灰色土 10YR4/l 

2 灰黄褐色土 10YR4/2 

3 掲灰色上 10YR4/1 

4 灰黄褐色士 10YR1/2 ロームブロック(¢ 5~10mm) 少呈 しまりややあり

粘性あり

5 灰鼓褐色土 10YR4/2 

6 灰黄褐色土 !OYR4/2 

ロームフロック(</,10~30llllll) 少品 しまりあり

粘性ややあり

しまりあり 粘性ややあり

G37 PS 

1 掲灰色土 10YR4/l 

2 灰黄褐色土 10YR4/2 

しまりややあり 粘性あり（柱痕）
ロームプロック(¢ 10~20mm) 少錆 しまり・粘件

ややあり

G37 P9 

1 黒色土
2 黒褐色士

G37 PlO 

1 黒褐色土
2 黒褐色土

G37 Pl2 

l 黒褐色上
2 黒褐色上

G37 Pl5 

1 黄橙色土
2 掲灰色十．

3 褐灰色土
4 褐灰色上

G37 Pl6 

1 褐色土
2 黄掲色上

3 

4 

10YR2/l しまり弱い 粘性強い（柱痕）
7. 5YR3/2 ロームブロック(f10~30mm) 少呈 しまりあり

粘性ややあり（埋土）

!OYR3/1 しまりあり 粘性ややあり
10YR3/1 ロームブロック(</>10~30llllll) 少最 しまりあり

粘性ややあり

10YR3/l しまりあり 粘性ややあり
10YR3/1 ロームプロック(~ 10~20mm) 少量 しまりあり

粘性ややあり

7. 5YR7 /8 しまり強い 士器片少鼠
!OYR5/] 地1且ブロック (¢ I~5mm) ・炭(~ 1~2mm) 少量

しまりややあり 上器片少呈
7. 5YR4/l しまり弱い 土器片少呈
!OYR4/] 地山プロンク (¢2~10mm) 少試 しまりややあり

7. 5YR4/4 地山プロック (</;I~15mm) 少歴 しまり強い

10YR4/3 地山プロック（小 1~30mm) ・粘士 (</;I~2mm) • 
灰(fl~2mm) 少量ー

7. 5YR3/2 地山プロック(fl~50mm) 多量
7. 5YR3/] 地山プロック (</;!~2ODll1l）少量 しまり弱い
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1 暗褐色土

2 暗褐色土

G37 Pl8 
1 黒掲色士

2 黒色土
3 黒褐色上

H31 P1 

A_`-:  

Al69m A' ． ．  

／ 

H34 Pi 
A16.8m A' 

H39 Pl3 
A16 5m A' 

二

G37 P20 

1 黒色上
2 黒色土

H29 Pl 
10YR2/3 地山プロック少量焼土粒子微量 しまりあり 1 褐灰色土

粘性ややあり
10YR2/3 地山プロック多呈 炭化物少最（部分的に含む） 2 灰黄褐色土

しまりあり 粘性ややあり

1130 Pl 
10YR3/2 ロームブロック(¢ 10mm~30田m) 少醤しまり・ 1 褐灰色土

粘性ややあり
10YR2/l 粘質土層 しまり弱い粘性ややあり（柱痕） 2 灰黄褐色土
lOYR3/2 ロームプロック(¢ 10mm~30mm) 少量しまり• 3 灰黄褐色ナ

粘性あり 4 灰黄褐色土

G37 P11 
A1um A' 

三
A1e,m 

H30 Pl 
A' 

口`H35 Pl 
Al68m A' 

冒

G38 PH  
A 16.7m A' 

ぇ
H30 P21 

A 16 9m A' 

鸞
H35 P2 

A168m A' 

IOYR4/1 焼七粒子(¢ 5mm) ・焼士プロック(¢ 20mm) 
多量灰色の灰含む しまり・粘性あり

IOYR5/2 灰色土プロック（い0~20IIllll) ・焼土ブロック
(¢ 10~20llllil)含む しまり・粘性あり

!OYR4/] 黄褐色粘土粒了 (¢I~2111111)少贔炭化物
粒子(¢ 3~51Il1Il) 多醤

IOYR4/2 黄褐色粘土プロソク(¢ 5~8111111)斑
IOYR5/2 黄褐色粘土プロック(¢ 20~30皿）多羅
IOYR4/2 黄褐色粘上プロック(¢ 20~30mm) 斑

H30 P21 
7. 5YR2/l しまり・粘性ややあり 1 褐灰色土 IOYR4/1 
7. 5YR2/l ロームブロック(<P10~20mm) 少最 しまり弱い 2 黒褐色土 !OYR3/l 

粘性あり 3 オリープ黒色土 7. 5Y3/l 

G37G P21 

1 にぶい黄掲色土 IOYR4/3 ロームブロック(¢ 30~100mm) 多景
しまりあり 粘性弱い（柱痕）

2 にぶい黄褐色土 IOYR4/3 ローム粒子 (¢2~5mm) ・ロームプロック
(¢ 20~50mm）少誠 しまりややあり

粘性弱い
3 にふい黄褐色上 IOYR4/3 ローム粒子 (¢I~5mm) ・ロームプロソク

(¢ 30mm)微鼠 しまりややあり 粘性弱い

G38 P4・P5 
］ 黒褐色土 IOYR3/1 粘1生のある灰色土主体 娯褐色七粒了・ (¢ 2mm) 

含粒炭化物少最 しまりややあり 粘性あり
※P5は黄褐色土粒子(¢ 2mm) を少娯含む

2 灰黄褐色十: 10YR4/2 黄褐色土ブロック(¢ 10~20mm) 含む
しまりややあり 粘性あり

G38 P6 
1 褐灰色士 IOYR4/l 焼士粒子(¢ 7mm)微量 しまりややあり

粘性弱い 士師器を含む
2 灰黄褐色土 IOYR4/2 黄褐色土ブロック(¢ 15mm) 多量 しまりあり

粘性ややあり

G39 P7・P8 
1 黒褐色土 10YR3/l 灰色上プロック(¢ 20mm) 少量 しまりあり

粕性ややあり
2 灰黄褐色土 10YR5/2 黄褐色土ブロソク主体灰色粘上少塁

しまり・粘性あり

H30 P24 

1 黒色土

1134 Pl 

1 黒褐色土
2 黒褐色土

胃ロ

2m 
ヽ

160 

10YR3/l 焼土粒子含む

H31 Pl 

1 にぶい黄褐色土 10YR5/3 黄褐色士フロソク含む

7囀 5YR3/l 焼土プロック微最 しまり・粘性ややあり
!OYR3/l ロームプロック(¢ 10~50mm)少呈 しまり

ややあり 粘性あり

H35 Pl・P2 
l 黒褐色士 7. 5YR3/1 焼土粒子（中 l~5mm)少量 しまり・粘性

ややあり
2 黒褐色上 !OYR3/1 ローム料子（小 l~51llln) 少鼠 しまり・粘性

ややあり
3 灰黄掲色七 10YR5/2 ローム土主体 しまり・粘性ややあり
4 黒色土 7. 5YR2/1 しまりややあり 粘性あり

H39 Pl3 

l 褐灰色十 10YR4/l 

2 にぶい黄褐色上 IOYR5/3 

枯性のある灰色十主体 焼土粒子(¢ 31lllll) ・
炭化物少墓 しまりあり 粘性ややあり
黄褐色土プロノク(¢ 5~10mm) 多桑
陪の下部には灰色の粘質のある土を含む
しまり・粘性あり

第462図ピット (3)

431-



H39 P3D G40 P2 
A16 6m A' 

• 
All Om A' 

130 P32・33 

135 P12 
A_1_7_lm A' 

136 P6 
A1l.Om A' 

p33 P31 

137 Pl9 

三ロ
139 Pl 

A16.4m --.. A' 

I
A
-

136

ロ
A
.
 

All.Om 

/ ]  u 
139 p3 

A16.5m A' 

|36 PI I 
Aーロ＿A

A' Al70m A' 

J30 Pl 
A11.om A' 

A-0ロ
A16.6m A' 

J35 P1 
A_1_7_.lm _A' 

］ 言 口
A__.!Ilm 

J35 P2 
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廿39 P30, H10 P2 

1 掲灰色土 ］0＼「R4/l 鼓椙色土プロソク(</J5mm) ・焼七粒了(</J5mm) 

微量 しまりややあり 粘性あり

2 )火黄褐色土 lOYR1/2 黄褐色士プロソク（</>20~30皿）多呈灰色粘上

少量 しまりややあり 粘性あり
※H40 P20)方が、灰色粘上の箪がやや多い

3 黒褐色上 10¥「R3/l 灰色粘十．含む 灰色十ブロック(¢ 10皿）少呈

しまりなし 枯性あり

130 P32・33 

I 暗掲色上 10¥'R5/2 黄褐色十フロソク (¢5~8mm) 少呈（柱痕）

2 灰黄掲色土 IDYR1/2 黄褐色士プロック (¢5~8llllll）多呈

3 黒掲色十 1DYR3/2 黄褐色上プロック(¢ 5~8mm) 少景

4 灰黄掲色土 10YR4/2 黄褐色上粒了（ゅ 1~2ll皿） ・焼七少品

5 黒褐色上 ］OYR3/2 美褐色七ブロソク(</>5~8nuu) 少望

6 褐灰色土 10¥「R1/l 黄褐色十粘十フロック(</>5~8!lllll) ・焼上少景

J 35 Pl 2 

l 
2 

136 Pl 

l 褐色土

!36 P5 

1 灰白色土
2 黒色士

ニロ

lOYR3/2 地山ブロック（り 1~10mm) 少量

lOYR2/2 地111ブロック(1>l~10mm) 多埜

10YR5/3 姶掲色七プロノク含む

5Y7 /2 池1日崩落十

5¥'R2/ 1 地山フロック少吊粘竹強い

136 P6 

l 黒柘色土 2. 5¥3/ I 地山ブロック多埜 焼士粒子・炭化物少母

2 黒褐色十 IOYR3/2 地山ブロック(¢ 1~15川nI） ・焼上粒子・炭化物

少量

137 Pl9 

1 褐灰色十 lOYR1/l 黄褐色粘土プロック(¢ 2~3llllll）斑 炭化物少呈

2 黒褐色七 10YR3/J 黄褐色粘上フロック (~2~3mm) 微呈

139 Pl 

1 黒色十 IOYR2/] 黄褐色士プロック少埜 炭化物含む》

2 黒褐色十: lOYR2/2 炭化物少堡

3 黒褐色上 10YR2/3 黄掲色上フロック少呈

!39 P3 

1 黒謁色土
2 黒色士

3 黒褐色ナ

J30Pl 
1 黒褐色土
2 黒褐色十

3 黒褐色上

J35 Pl 

1 黒褐色上
2 黒色

J35 P2 

1 黒褐色土

4 黒褐色土

□ 

!OYR3/1 黄褐色士プロック少呈

10YR2/1 炭化物含む

JOYR3/2 炭化物含む

10YR3/1 ローム粒子(¢ 1~51lllll) 少鼠 しまり・粘性あり

!OYR3/1 ローム粒了，（¢ 1~5皿） ・ロームプロック多呈

しまり・泉，Ir「生あり
10YR3/1 2居とロームブロソクの混合上 しまり・粘性

あり

10YR2/2 地山プロック（ゅ l~10mm) 少呈炭化物微量

5Y2/] 地山プロック (¢I~10mm) 多品

10YR3/l 

5YR3/l 

2. 5Y5/2 

2. 5Y3/l 

5 黒褐色＿十 10YR2/3 

6 黒褐色士 10YR3/ I 

7 オリーブ黒色土 5YR3/l 

三

2 m  ， 
160 

地山プロック(¢ 1~5mm) 含む 焼土プロック

少品炭化物含む

地山プロック(ipl~lOllllll) ・焼士ブロック少呈

地l・lIプロック(¢ 1~20mm) 多呈焼t:プロック

少呈炭化物(¢ 1~15mm) 含む

地山プロック（り］～10mln) 多量焼上ブロック

・炭化物含む

地山プロック (¢1~10mm) 少鼠炭化勒含む

地山プロック(<J;l~20IIllll) 多量炭化物含む

地111プロック (¢l~151Dlll) 多贔

」36 Pl 

l 黒色士 2 5GY2/1 地山プロソク (</,lllllll~10mm) 含む しまり強い

2 暗灰色十． ,3/0 地山プロック少呈炭化物含む

3 黒褐色土 2 5Y3/1 地山ブロック (¢Imm~20mn1) 多呈焼上ブロソ

ク微量

4 黒椙色士 10YR3/l 地Illプロック(flllllll~301llll1) 少呈柱痕か

J36 P2 

1 黒褐色上 7 5Y3/1 地山プロック少星 焼七プロソク含む

2 黒船色土 10YR2/2 地山ブロック少量

3 黒褐色十 1 DYR3/l 地111プロック(¢ 1~10mm) 含む焼十＿フロック

少邑

4 黒色上 5Y2/J 地山プロック(¢ 1~30IDDI) 多骨炭化物含む

5 黒色十． 7 5Y2/] 地山ブロック (</;l~20llllll) ・鉄分含む

第463図ピット (4)
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A17 0m 
J36 P4 

A' 
J36 P11 

At6.7m A' 
J36 P12 

A16 8m A' ． ．  

J37 Pl 

A
 

＼

パ

一

SJ135 

~ ―-

A16.7m 

I 

A' 

J36 P4 

］ 暗褐色士

灰黄褐色土

褐色土

黄褐色土プロックげ l~30皿）少景
焼土粒子 (¢1~5mm)微量
黄褐色士プロノク(<f,l~40mm) 多量
焼土粒子("3~10mm) 微量

7. 5YR4/3 黄褐色上プロック（い～201Dlll) ・焼土
粒子(<I>2~10mm)微鼠粘性ややあり

J36 Pl 2 

1 黒褐色土

2 黒色七
3 黒褐色土

4 黒褐色土

J37 P2 

l 灰色土
2 灰色七
3 黄灰色土
4 緑黒色土
5 灰色七
6 灰色土

J37 P3 

1 掲灰色士
2 掲灰色士

J37 P4 

1 黒色土
2 黒色上

I OYR3/ 4 

IOYR4/3 

” J37 P4 
A 168m A' 

げ
K36 P5 

A165m A' 

口

鸞
J37 Ps 

A16.6m A' ． ．  

彦
K37 P2 

A16 5m A 
， 

~一

2 

J36 Pl! 

］ 黒色土 7. 5Y2/l 

2 オリープ黒色土 5Y3/l 

3 黒色土 2. 5Y2/ l 

5Y2/l 

2. 5Y3/1 

7. 5YR3/l 地山プロック (</>I~20mm) 多届焼士
プロック少鼠炭化物粒＋含む
地山プロック微量 焼土プロック少星
地山プロソク (</>I~IOlillll)多量焼上
ブロック少呈
地山プロック(¢ 1~5mm) ・焼士ブロック
少量炭化物粒＋含む
地山プロック多量

IOY3/l 

5 灰オリーブ色士 5Y5/3 

N3/0 

5Y2/l 

2. 5Y4/l 

7. 5GY2/ l 

N4/0 

N3/0 

7. 5Y2/1 

Nl. 5/ 

地山ブロック少呈炭化物含む
地山プロック(¢ j~50IIllll) ・炭化物含む
地山プロック少呈

緑泥片岩含む
炭化物含む
緑泥片岩・赤掲色上含む
土師器片含む
黄色士含む
赤褐色土・緑泥片岩含む

緑泥片岩・粘土塊含む
緑泥片岩プロック・上師器片含む

第464図

J37 P5 

1 灰色土

2
 
3 黒掲色土

4

5

 

黒色土

黒褐色土 2. 5Y3/l 

暗オリープ褐色土 2. 5Y3/3 

J37 P6 

1 黒色土
2 黒褐色土
3 黒色土
4 黒色士

J37 P7 

1 黒色土
2 暗灰色十
3 黒色土
4 黒色土

J37 PIO 

1 暗褐色土
2 黒色土

K36 P5 

1 褐色土
2 褐色上

K37 P2 

1 黒色土

2 オリープ黒色土
3 暗緑灰色土

J37 P2 
A 16~ 細

口`
J37 P6 

At6.6m A' 

， 

ピット

5Y5/1 

N2/ 

2. 5Y3/1 

2. 5GY2/l 

2. 5Y3/2 

2. 5Y2/l 

7. 5Y2/1 

5Y2/l 

~3/ 
2. 5Y2/l 

N2/ 

IOYR5/3 

IOYR5/3 

7. 5Y2/l 

7. 5Y2/2 

IOGY3/l 

A' 
J37 P3 

A16.8m A' 

］ 

J37 PIO 
A_1_6_5m A' 

； 

0 2m 
| | | 1 60 

地山プロック(¢ 1~20mm) 多星
焼土フロック(~ 1~5Illlll） ・鉄分含む
地山プロック微景焼土プロック少量
炭化物含む
地山プロ；；ク(~ 1~40mm) 多呈
炭化物含む
地山ブロック(f1~10mm) 含む
地山ブロック多鼠

地山プロック少最焼土粒子微呈欽分含む
地山ブロック少鼠鉄分含む
地山プロック微呈
地l.l.Iブロック(¢ 1~5llllll） ・炭化物・鉄分含む

焼七プロック少量 炭化物含む
地111ブロック(¢ 1~20mm) 少最炭化物含む
地山ブロック少量粘性
地山ブロック含む

10YR3/4 地山プロック ("'5~3ollllll） ・炭化物含む
lOYRl. 7 /1 地山プロック少醤 ほぽ炭化物で充填される

黄褐色土プロック含む
プロック混人しない

地山フロック（心 1~30mm) ・焼士ブロック
少呈鉄分含む
焼土粒＋微贔
地山ブロック少呈鉄分含む

焼上プロック(¢ I~5IDlil）多是炭化物含む
粘性焼七プロック少菫

(5) 
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ピットはグリッドごとに 1番から通し番号をつけ

て調査し、複数のグリッドにまたがるものは、もっ

とも広い面積を占めるグリッドに帰属させた。

調査中や整理時において、帰属するグリッドか

違っていたものや、住居跡など遺構に伴うと判断し

たものは、新たに振り替えて欠番とし、欠番はその

ままとした。反対に、調査時に土坑 (SK)や逍構に

伴うピットとしたものか、後にそうではないと判断

された場合は、番号を祈規につけて報告した。その

変更内容は、一覧表に記載した。

ピットの平面図は、第452~459図に記載し、特に

必要と考えられるものについては、土層断面図とと

もに別個に記載した。備考欄に「平面図あり」とし

たものがそれにあたる。

土層断面図は、分層できたものは極力掲載に努め

た。一覧表で埋土欄に「図」と記してあるものは第

460~464図に断面図を記載したピットである。埋土

か一層のものは、 A~Jまでに類型化して一覧表に

記載した。類型にない合有物がある、もしくはない

場合は、備考欄にその内容を記載した。埋土の凡例

は一覧表の最後に記してある。

規模と深さのデータは、一覧表にまとめて記載し

た。単位はcmである。（ ）は推定値、〔 〕は残存値

である。ーは、埋没・崩落等、諸事情によってデー

タを得ることができなかったものである。

出土遺物は、図示したものを合め、その内容を一

覧表に記載した。時期的に混在している場合も、そ

のままとした。

本調査区において検出されたピットの総数は819

基である。形状や規模は多岐にわたるが、その多く

は柱穴と考えられる。柱穴に関しては調査時におい

ても、建物跡や柵列などの遺構として、規則性を見

出すことができるかどうか検討を重ねた。特に中世

の居住域である遺跡の性格上、当該期の建物跡が存

在するであろうことは容易に想定できた。しかし、

恣意的な解釈を極力排除した結果、明確にこうした

遺構として、これらのピットを判断することはでき

ないという結論に達し、ここにグリッドピットとし

て報古することとした。報告者の力不足であるが、

ご容赦願いたい。

以下、特徴的なピットに関して、記述する。

F-30グリッド P24• P25（第460図）

調査区の北西、古墳時代後期 (6世紀前半中心）

の住居跡の密集地帯に位置しており、これらを切っ

て掘り込まれている。 2つとピットが布掘りで連結

しているものである。一連の遺構になると考えられ

る。当初は、 SX3として調査したが、個々のピット

は柱穴と判断されるため、ここに掲載した。 2つの

柱穴で構成される施設（例えば門など）の可能性も

ある。

出土遺物には土師器杯（第465図1)がある。

本遺構の時期は、遺構の切り合い関係や、出土遺

物から、古墳時代後期に属するものと考えられる。

F-33グリッド P1~P3（第460図）

調査区中央西端に位置する。第194号住居跡を切

るピットである。数基のピットが連結しているもの

であるが、埋土の状況から、切り合うピットではな

く、少なくとも埋没時には連続したひとつの遺構で

あったことを示している。土坑としたほうが適当か

もしれない。

PlとP3の埋土から、土玉が1点ずつ出土した（第

465図2• 3)。他にも土師器の破片が出土している。

遺構の性格は不明である。遺物は切り合う住居跡に

帰属する可能性もある。

遺構の時期は不明であるが、古墳時代後期の範疇

にあるものと考えられる。

G-28グリッド P1 （第460図）

調査区の北端で検出されたピットである。底面近

くから、ほぼ完形の土師器杯（第465図4)が置かれ

た状態で出士した。埋上は一層で、一気に埋め戻さ
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グリッドピット1
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第465図 ピット出土遺物 (I)

れた可能性がある。こうした状況は、このピットが

何らかの祭祀（例えば地鎮など）に絡んだものであ

ることを想起させる。このピットの周辺には住居跡

は存在せず、空白地帯になっていることにも意味が

あるのかもしれない。

出土遺物から、本遺構の時期は下田町XI期と考え

られる。

H-31グリッド P1 （第462図）

調査区の北、第222号住居跡と第300号住居跡との

間に位置する 4基のピットのうちの一つである。底

に接して、完形の土師器杯（第465図9)か置かれて

状態で出十上した。他のピットとの関連は不明である。

埋土や遺物の出土状況は、このピットもまた祭祀的

な遺構であることを指摘できよう。

435-



グリッドピット2

三ロ

20cm 
1:6 

第466図 ピット出土遺物 (2)

第41表 ピット出土遺物観察表

挿区番号 遺構番号 種別 器種 ロ径 命,;o.I・b百J• 底径 残存 胎士 焼成 色調 出土位置・備考 図版

465 1 F30 P24 土師器 昇； (12.4) [2. 7] 破片 雲赤粒臼粒 普通 明赤褐 赤彩

465 2 F33 Pl 土製品 土玉 径12長さ 12重さ17 完形 208-1-9 

465 3 F33 Pl 土製品 土：E 径1.3長さ1.1瓜さ2.2 完形 208-1-10 

465 4 G28 Pl 土師器 坪 12 4 3.5 完形 雲臼粒 曹通 鈍い賛橙 北武蔵型杯 150-4 

465 5 G30 P6 土師器 壺 16 0 [7 4] 日縁のみ 石英 普通 鈍い橙 176-4 

465 6 G37 P15 上師器 罪琴 (16.6) [6 8] 口縁破片 雲石英 普通 鈍い褐

465 7 H28 P2 須恵器 珈コ 口縁破片 石英針 良好 灰 20か1-1

465 8 H28 P2 須恵器 珍工柘 破片 白粒針 良好 灰

465 9 H31 Pl 土帥器 杯 14 0 4 8 完形 雲角白粒黒粒 普通 褐灰 黒色有段日縁杯 150-5 

465 10 H33 P7 七師器 杯 (16 6) 4 3 1/2 赤粒臼粒 良好 橙 模倣杯

465 11 H33 P25 土師器 杯 (14.2) 3.7 1/3 雲赤粒白粒 将通 明赤褐 有段口縁杯

465 12 H34 Pl 土帥器 杯 (14.2) [5 O] 1/4 雲赤粒臼粒 普通 鈍い橙 模倣杯

465 13 H39 P16 七師謡 器台 8.2 [7.1] 1/2 雲石英赤粒黒粒 普通 鈍い黄橙

465 14 J 36 Pl 土師器 台付甕 6 4 8 5 脚部のみ 雲角石英 普通 鈍い橙

465 15 I 37 P19 土師器 珈年 (19.2) [12. 4] 1/5 砂粒白粋 良好 鈍い橙 176~5 

466 1 J 37 P7 土師器 杯 (8.2) 2.9 1/2 雲黒粒 普通 灰黄褐 赤彩

466 2 J 37 P7 木製品 建築部材 輻117長さ [603] I厚さ152 4/5 222-4 

出土遺物から、本遺構の時期は下田町1X期と考え

られる。

J-37グリッド P7 （第464図）

調査区の南寄り、谷の落ち際から約20m北に位置

する。第157• 135号住居跡を切って掘り込まれてい

る。形状は径50cmほどの円形で、 lm以上の深さが

ある。特記すべき点は、このピットに押し込まれる

ょうに大型の木製品が出土したことである。

木製品（第466図 2)は、長さ約60cm、幅12cmでは

ぼ完形である。片面は山形にカットされ、反対面は

大きくえぐられている。片側の端部は失われている

が、左右対称になると推定される。建築部材の一部

と考えられるが、詳細は不明である。樹種はスギで

ある。なお、樹種同定の詳細については、第320集『下

田町IV』の自然科学分析の章を参照されたい。

出土遺物には他に土師器杯（第466図 1)などがあ

るが、住居跡からの流れ込みの可能性がある。

本遺構の時期は不明であるか、木製品は中他の所

産と考えられる。
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7. 火葬土坑

下田町遺跡第 4次調査の火葬土坑番号は、平成13

年度の第 2次調査及び平成14年度の第 3次調査の

続き番号を使用している。今回の報店は平成15年度

に発掘調査を実施した西区にあたる範囲である。

調査の結果、土坑番号は第30号から第35号の 6基

に対し付した。また、調査時では火葬土坑と番号を

付したが、整理の結果、一部の遺構番芳に変更が生

じた。また、第30号火葬土坑は調査区最北端に位置

し、排水溝の掘竪により確認のみの記録となってし

まった。

下田町遺跡からは、全体で35基の火葬土坑を検出

した。検出位置は、遺跡全体に広がりを持ち、集中

する状況ではない。

検出した火葬土坑の特徴は、いずれも、南北方向

に主軸方位を持ち、東西辺のいずれかに煙道部ある

いは送風日として設けられた細長い溝状の施設が取

り付いている。

火葬土坑の中には、まとまった鼠の人骨片が出土

した土坑も存在した。これらの人骨については、す

でに、平成16年度の整理の際に、拾骨の有無、年齢

や性別の偏り、荼昆に臥した際の安置の状態などに

閃する手がかりが得られる可能性があるものと考

え、人骨の分析を委託し行った。分析の結果を簡単

にまとめると、火葬土坑 1基につき 1体分の人骨か

確認され、複数固体が合まれる状況にはなかった。

骨の状況は、大半が小さな破片となって検出されて

いる。火葬遺体は破片となっており、大きな骨や長

い骨は認められない。また、遺構によって残存の状

況が嬰なっていることから、火葬された追骨か墓地

などに運はれた際にどの程度反映されているのか異

なった状況が存在するのかもしれない。

分析を行った第 3~29与火葬土坑の22基のうち、

確認された性別および推定年齢は、成人男性が2遺

体、成人男性の可能性かあるのか2遺体、女性の可

能性があるのが3遺体、少年期の遺体は 2例確認し

た。

検出された火葬土坑はいずれも中祉の時期の遺構

である。遺跡全体に検出された区画溝との関連はつ

かめないが、いずれの火葬土坑も溝跡との重複は見

られず、同時存在の可能性が指摘できる。

以下、各土坑の検出された位置、重複関係、形態、

規模、長軸方向、出土遺物などについて記載する。

第30号火葬土坑

F-28グリッドに位置する。

形態はT字状である。長方形に掘り込まれ、南北

方向に長軸をもつ。東側の長辺中央部分に煙道部を

検出した。規模は長軸約80cm、短軸13cmである。長

軸方向はやや北東方向に振れる。

第31号火葬土坑（第469図）

H-35グリッドに位置する。

形態はT字状である。長方形に掘り込まれた西側

の中央部分から煙道部が細く突き出している。長方

形の主体部からは底面全体に炭化物が検出された。

煙道部は、焼土粒子が全体を覆っていた。

規模は、焚日の長さは21cm、長軸107cm、短軸47cmで

ある。深さは 8cmである。長軸方向はN-1°-Wで

ある。

出土遺物は、土師器甕を混人していた。

第32号火葬土坑（第469図）

H-34 • 35グリッドに位置する。

形態はT字状である。長方形に掘り込まれた東側

の中央部分から煙道部が細く突き出している。長方

形の主体部は骨片で覆われていた。底面全体に炭化

物が検出された。煙道部は、焼土粒子が全体を覆っ

ていた。また、主体部から煙道部にかけての壁面は

被熱を受け焼土化していた。

規模は、焚口の長さは25cm、長軸87cm、短軸33cm

である。深さは30cmである。長軸方向はN-7° E 

である。
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第32号火葬士坑

1 暗灰黄色:t: 2. 5Y1/2 焼土粒＋ （<f;l~3mm)少品

やあり

暗灰黄色土 2. 5Y4/2 焼土粒子("1~10mm) ・炭化物粒子(~ 1~5illrn) 

少呈 しまりあり 粘性ややあり

しまりあり

2
 

第469図

出土遺物は、土師器甕を混入していた。

粘性や

1,m 
130 

第31 • 32号火葬土坑

第33号火葬土坑（第470図）

I -37グリッドに位置する。

形態はT字状である。長方形に掘り込まれた西側

の中央部分から煙道部が細く突き出している。長方

形の主体部は密集状態の骨片で覆われていた。底面

は焼上粒子が全体を覆っていた。 また、主体部から

煙道部にかけての壁而は、被熱を受け焼土化してい

た。

規模は焚日の長さは推定で53cm、長軸88cm、短軸

32cmである。深さは16cmである。長軸方向はN 5 ° 

-Wである。

出土遺物は、土師器甕を混入していた。

第34号火葬土坑（第470図）

I -32グリッドに位置する。

形態はT字状である。長方形に掘り込まれた西側
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しまりあり 粘性ややあり
暗灰黄色土 2ふY4/2 焼土粒子(¢ I~3mm) ・炭化物粒子(¢ I~5mm) 少景

しまりあり 粘性ややあり
IOYR3/2 主体部との接点に焼上塊 底面に薄く炭化物が堆積
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第34号火葬土坑
1 暗灰黄色土 2. 5Y4/2 
2 黒色土 Kl. 5 
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黒色土 7. 5Y2/l 

明赤褐色土 5YR5/8 
黒褐色土 2. 5Y3/2 
黒褐色上 2. 5Y3/l 

焼士プロソク少鼠炭化物粒子含む
焼土プロック・炭化物粒了多量骨
片を検出
炭化物粒子・灰を少呈
焼土ブロック多量
焼上ブロック少景炭化物粒子含む
焼上プロック少且
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1m 
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第470図 第33• 34号火葬土坑
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第35号火葬上坑
1 灰褐色土 7. 5YR4/2 焼上粒子(¢ 1~2mm) ・焼上フロソク（ゅ 10~30mm) 少星

しまり・粘性ややあり （崩落土）

2 黒色上 10YR2/l しまり・粘性なし 炭化物と人骨の層

第471図第35号火葬土坑

の中央部分から煙道部が細く突き出している。長方

形の主体部中央付近は密集状態の骨片で覆われてい

た。底面中央部は炭化物と焼土粒子か覆っていた。

規模は焚日の長さは32cm、長軸96cm、短軸46cmで

ある。深さは 8cmである。長軸方向はN-59"-Wで

ある。

出土遺物は、土師器甕を混入していた。

第35号火葬土坑（第471図）

I -29グリッドに位置する。

形態はT字状である。長方形に掘り込まれた西側

の中央部分から煙道部が細く突き出している。長方

形の主体部は、密集状態の骨片で全体を覆われてい

た。底面は炭化物が覆っており、部分的に炭化材が

残っていた。煙道部の一部には、炭化物と焼土粒子

が残っていた。また、主体部から煙道部にかけての

壁面は被熱を受け焼土化している。

規模は焚口の長さは61cm、長軸91cm、短軸30cmで

ある。深さは12cmである。長軸方向はN-11°-Eで

ある。

出土遺物は、検出されなかった。
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8.溝跡

下田町遺跡第 4次調査の溝跡（略号 SD)番号は、

平成13年度の第 2次調査及び平成14年度の第 3次

調査の続き番号を使用している。今阿の報古は平成

15年度に発掘調査を実施した西区にあたる範囲であ

る。

調査の結果、第 4次の発掘調査における溝跡番芳

は第583号から第654号を付し72条検出した。一部の

溝跡については、今回の整理作業において他の遺構

番号に振り替え、第610• 611 • 614 • 615 • 616号溝跡

は第10号方形周溝墓、第653号溝跡は第322号住居跡

に変更した。第590• 596 • 613号溝跡は欠番である。

また、これまでの第 2• 4号溝跡はそのまま続けて

番号を使用したため、本調査においても同じ番号で

使用している。

本調査区は、南北方向に細長く、南北約140m、東

西40mほどである。北側はすでに調査を終了し、先

年度『下田町遺跡II』として報告書が刊行されてい

る。また、東側は第 5次調査としてすでに調査が終

了し、整理作業を進めて『下田町遺跡IV』として刊

行を予定している。本溝跡の報告は、『下田町遺跡III』

で第 4次調査西区の報店である。

西区から検出された溝跡は、古墳時代前期、後期、

奈良•平安時代、中世に至る時期のであり、遺構数

か多く、遺物も大量に出土した。整理の結果、溝跡

は下田町遺跡の土地利用のあり方を考える上で極め

て重要であり、時代とともに溝跡の形成にも影響し

変化している。

古墳時代の溝跡は、集落内を緩やかな地形の起伏

に合わせ東西方向にわずかに蛇行しながら伸びる。

溝跡はいずれも細長く、途切れ途切れに検出されて

いる。奈良•平安時代の溝跡は、東西南北方向に伸

び、輻の広い直線的な溝跡である。特に、平安時代

の9祉紀木から10世紀にかけては、第608・622・644

号溝跡が東西に直線的に伸びる。また、第620号溝跡

は南北方向に直線的に伸びる。さらに自然堤防縁辺

部にあたる遺跡南端には、地形に沿って、第599号溝

跡を検出した。平安時代の 9肌紀後半から10世紀、

さらに、かわらけの伴う 12匪紀代においてこうした

区画溝跡が集落形成に大きな役割を見せている。建

物跡か十分に把握できないか、溝跡、井戸跡は明ら

かに確認でき、下田町遺跡は、溝区画の中にそれぞ

れの居仕空間を持ち、地割された土地所有の形跡か

窺える。また、こうした、土地利用のあり方は、中

世の遺構にも受け継かれており、より顕著なかたち

となって現れる。中祉の溝跡は、調査区をほぼ東西

に区切る第 2• 4号溝跡と南北に区切る第584• 586 

号溝跡、さらに、方形区画をとる第585号溝跡などで

構成され、下田町遺跡全体が大規模な溝跡によって

区画されている。

以下、各逍構について報告する。

第 2号溝跡

北側はG 28グリッド、南側は F-34グリッドに

位置する。

本溝跡は、西側調査区の中央付近を南北方向に縦

断して伸びる。北側は第 2• 3次調査において検出

しており、本調査区域まで延びる。南側は緩やかに

西寄りに弧を描き、調査区域外に繋かる。本溝跡の

西側には第 4号溝跡が並行して伸びている。また、

東側は、「L」字状に分岐する第630号溝跡が伸びて

いる。さらに、第585号溝跡が「コ」の字状に検出さ

れ溝跡西辺と並行する。断面形は箱薬研状である。

規模は、全長67.5m、幅170~300cm、深さはG-34

グリッドで110cmである。

出土遺物は、第481図 1に図示した蓮弁文様の青

磁碗を検出した。この他、覆土中からは在地片口鉢、

常滑甕、内耳鍋の胴部破片を検出した。

第 4号溝跡

北側はG-28グリッド、南側はG-30グリッドに

位置する。

木溝跡は調査区中央付近やや西寄りに検出され、
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A_1_7_.lm SD4 A' B_..!_)_Om SD644 
SD585 B' C IJ.Om SD608 c' SD609 

D_1_7_Om 

： ／ 
D 

fa 言
E110m 

SD619 
E' F _!_)_Om 

SD620 
F' G110m 

SD621 
G' 

SD622 
H I7 2m H' 

SD623 
1 17 2m I' 

SD624 
J 17.2m J' 

言ニ

第4号溝跡
1 灰色土
2 黄灰色士
3 黄灰色土

第585号溝跡
1 にぶい黄橙色土
2 褐灰色士

褐灰色土
黄灰色土
黒褐色土
灰黄褐色士
黒褐色土

3

4

5

6

7

 

第644号溝跡
1 褐灰色土
2 褐灰色土

第608号溝跡
1 黒褐色土

2
 

黒褐色士

3
 

黒色上

第609号溝跡
1 暗褐色十・

第619号溝跡
1 黒色士
2 灰色土
3 暗灰色土
4 黒色土
5 黒色土
6 青灰色十．

第620号溝跡
1 黒褐色上

K11.2m 

N2/0 

N4/0 

N3/0 

N2/0 

N2/0 

586/1 

S0625 

ーコ三口

K' 
SD626 

J 17.2m J' 

ロ
10Y5/l 鉄分少量 しまり・粘性ややあり
2. 5Y4/l 粘質＿十層（均質） しまりあり 粘件強い
2. 5Y4/l 肯灰色地山土プロソク（</;10~40Illlll) 少量

しまり・粘性あり

10YR7 /3 暗褐灰色土を一部に互暦状に含む
IOYR6/l 暗掲灰色土を一部に互居状に含む 炭化物

(¢ 1~2mm) 少呈
10YR4/l 炭化物と有機物を全体に互層状に含む
2. 5Y4/l 褐色土と緑灰色土の混土屑
2. 5Y3/2 炭化物 (~2~3llllil）少最有機物含む
10YR4/2 炭化物 (~2~3mm) 少饂有機物含む
!OYR3/2 緑灰色シルトフロンク（が 2~3mm) 含む 炭化

物 (¢2~3mm) 少量有機物多量

10YR5/l 黄灰色粘士粒子(~ 1~2mm) 少鼠
10YR4/l 黄灰色粘土粒子 (~5~8rnm) 少量 1より暗い

10YR2/2 黄褐色士粒子(¢ 1~2mm) 焼土粒＋ 炭化物
粒子（い～3呻）微量 浅間ブロック粒子(¢
l~2皿l) 微最

10YR3/l 黄褐色土粒子(¢ 1~2mm) 焼土粒子 炭化物
粒子(¢ 1~3mm) 微贔 洩間プロソク粒子(¢
1~2mrn) 微量

10YR2/l 黄褐色上粒了ー（い～2皿） ・ブロソク (¢ 3~5 

Illlll) 多是

10YR3/3 黄褐色士ブロック (~3~5mm)
1~2mm) 少贔

焼士絞子(¢

鉄分多鼠地山ブロック(~ I~10皿）含む
鉄分少量炭化物含む
青灰色土フロック少菫 炭化物含む
青灰色土プロック少最
青灰色土ブロック少蘊 鉄分含む
炭化物含む

2. 5Y3/l 地山ブロック(</l1~20mm) ・炭化物含む 焼
土プロック少鼠

□三□
M11.1m 

SD627 

コ
2 黒褐色土
3 黒褐色上

M' 

2. 5Y3/2 

IOYR3/l 

第622号溝跡
1 にぶい黄褐色土 ］0＼「R4/3

第523号溝跡
1 暗褐色土

2 灰黄褐色士

第624号溝跡
1 黒褐色七

第625号溝跡
1 黒褐色士

2
 

黒褐色土

3 暗灰色土 N3/0 

4 にぶい黄橙色士 !OYRG/4 

第626号溝跡
1 黒色士

第627号溝励
1 褐灰色土

第628号溝跡
1 黒色土
2 黒掲色上

第629号溝跡
1 黄灰色土

2 黄灰色士

IOYR3/3 

!OYR1/2 

!OYR3/2 

!OYR3/l 

IOYR4/l 

!OYR2/l 

IOYR3/l 

2. 5Y4/l 

2. 5Y4/l 

言

SD628 
N 17.lm N' 

言言

胃

SD629 
0171m o' 

• 
2m  ， 

l. 60 

地山ブロック (</;l~20mm) ・炭化物含む
地山プロック (</;l~30llllll) 多品焼士ブ
ロック少星炭化物含む

ローム粒子(¢ 1~3mm) 微拭 土は均質
しまりあり 粘性ややあり

粘質土斑 ローム拉子(¢ 1~2mm) 少輩
しまりあり 粘性ややあり
ローム粒＋ （¢ 1~3mm) 少量
粘性ややあり

しまりあり

ロームプロック(¢ 10~20mm) 少量 しま
りあり 粘性ややあり

7. 5YR3/1 焼土粒子(¢ 1~3mm) ・炭化物粒子 (¢I

~3mm) 少量 しまりあり 粘性弱い
ロームブロック(f10~30!lllll)上方に少鼠
しまりあり 粘性ややあり
粘質土層 しまり弱い枯性強い
粘質土(f1~5mm) 少量 しまり・粘性や
やあり

7. 5YR2/l ロームプロック(~ 10~30mm) 少景 しま
り・粘性ややあり

ロームプロック(</;10~30IIlill）少呈
り・粘性ややあり

しま

しまり・粘性ややあり
ロームブロック(~ 10~20mm) 少鼠 しま
り，粘性ややあり

酸化鉄分を含み部分的に赤茶色を帯ぴる
しまりあり 粘性強い
白色粒子 (¢!mm) 少量 しまりあり 粘
性強い

第475図 溝跡土層断面図 (I)
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第631号溝跡 第640号溝跡
1 褐灰色土 lOYR4/l ロームプロック(¢ 10~201lllll) 少最 しまり・粘性 1 患褐色土

ややあり
2 黒色土 10YR2/1 明黄褐色十が固まりで多鼠 しまり弱い 粘I牛やや 2 黒褐色上

あり

10YR3/2 焼七粒子('"5~10mm) 少鼠 しまりあり 粘性
ややあり

10YR3/l ローム粒了'(<μ]~5mm) 少呈 しまり弱い粘性
ややあり

第632号消跡 第641月溝跡
1 灰負褐色上 ］OYR5/2 ロームプロソク(¢ 10~20mm) 少晶 しまり・粘性 1 にふい黄掲色上 10YR4/3 焼土粒了(¢ 1~2mm) 少呈 しまりあり 粘性や

ややあり やあり

第633号溝跡 第642号溝跡
1 黒褐色上 10YR3/l 黒昧の強い黒褐色土 しまりあり 粘件ややあり l 仄黄褐色上 101喰4/2 焼上粒子(¢ 1~2mm) ・炭化物粒子微母 しまり

※溝底の堆積土で一度に堆積したものと思われる あり粘性ややあり
2 灰黄褐色土 10YR1/2 ロームブロック(¢ 10~30mm) 少量 しまりあり

第634号溝跡 粘性ややあり
1 灰黄褐色土 ］OYR4/2 灰色土フロック（ゅ 5~10mm) 少量 しまり・粘性

あり 第643号溝跡
］ 灰黄褐色七 10YR1/2 ローム粒子(¢ 1~5mm)) 少星 しまり・未占性や

第637号溝跡 やあり
1 黒褐色上 ］OY!l3/2 ロームフロック(¢ 10~15mm) 少呈 しまりあり

粘性ややあり
2 黒色十 IOYR2/1 しまりややあり 粘性あり

第476図溝跡土層断面図（2)

南北方向に伸びる。北側は第 3次調査区に繋がる。

南側は調査区域外に伸びる。

規模は、全長18m、輻100~190cm、深さはG-30

グリッドで22cmである。断面形態は、皿状である。

出土遺物は、第481図 2に図示した楕円形状の伍

製品を検出した。

第583号溝跡

東側はK-37グリッド、西側はG-38グリッドに

位置する。

東西方向にやや湾曲しながら伸びる。西側および

東側は調責区外に伸びる。本溝跡は調査区東側で、

平安時代の第599号溝跡と重複する。また、古墳時代

の住犀跡とも重複する。

規模は、全長41m、輻100~180cm、深さはG-38

グリッドで51cm、I-38グリッドで64cmである。断

面形態は逆台形である。

出土遺物は、第481図3の木製黒漆塗椀と、 4の内

耳鍋を検出した。

第584号溝跡

東側はJ-36グリッド、西側はG-36グリッドに

位置する。

本溝跡は、東西方向に直線的に伸び、西側および

東側は調査区外に伸びる。本溝跡の北側には隣按し

て、第586号溝跡が並行する。さらに20~30cmの間隔
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を離して、第585号溝跡が並行して検出されている。

規模は、全長39m、幅70~130cm、深さはG-36グ

リッドで71cm、 I -36グリッドで60cmである。断面

形態は逆台形である。

出土遺物は、第481図 5の細長い砥石と、 6の在地

産片口鉢破片を検出した。

第585号溝跡

東側はJ-31グリッド、北側はH-31グリッド、

西側はG-36グリッド、南側はJ-36グリッドに位

置する。

本溝跡は、方形区画の西側部分が検出されており、

北辺は東西方向に直線的に伸び、東側は調査区域外

に続く。また、西側は直角に曲がり西辺に繋がる。

北辺部分の距離は15mである。西片は南北方向に伸

び、北辺と南辺とのコーナーまでの距離は51mであ

る。西南のコーナー部分では、西側に大きく張り出

しをもつ。南辺は東西方向に直線的に伸び、東側部

分は調査区域外に続く。南辺部分の距離は35mであ

る。重複する遺構は、西辺の溝跡部分で、第327・357

号井戸跡を切る。また、第325• 326号井戸跡に切ら

れる。さらに南辺の溝跡では、第317• 316号井戸跡

を切り込み、第304• 319 • 315号井戸跡に切られる。

規模は、全長102m、幅100~240cm、深さは I-31 

グリッドで76cm、H 32グリッドで94cm、G 34グ

リッドで40cm、G-35グリッドで57cm、H-36グ

リッドで85cmである。断面形態は箱薬研である。

出土遺物は、第478図 1~18 ・第479図19~21・第

480図22~24である。 1は双雀鏡である。中央の内区

には、 2羽の雀がそろって左を向いてはばたいてい
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第477図 第585号溝跡遺物出土状況
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る。周囲には、松葉が一単位3個で五単位見られる。

また、外区には、細い凸線による区画を境に菊の花

が一単位2個で八単位見られる。材質は銅による鋳

造品である。表面には、全体に緑錆が吹いている。

室町時代の所産と考えられる。

2は緑釉陶器耳皿、 3 ~5 • 7は在地産のかわら

け皿である。かわらけの胎土は砂質で軟質である。

底部糸切による饒轄成形である。焼成は酸化烙で、

色調灰白から灰黄である。 6は古瀬戸緑釉小皿であ

る。 8• 9は古瀬戸直緑大皿である。内外面にはは

げ塗りによる釉が見られる。 10は瀬戸の摺鉢、 11・

13は常滑産の甕である。 12は古瀬戸天日荼碗。 14は

在地産片口鉢で、胎上は粉っぽく軟質である。 15は、

在地産の内耳鍋で、器高が深い。 16~18は木製の黒

漆塗り椀である。 16は、内外面に赤漆による文様か

施されている。 19・20は石臼である。 21は木製の杭。

22~24は板石塔婆である。 22は中央部分にキリーク

が彫られている。下半部には「文ロ・・・ 十月」

の紀年銘か刻まれている。 24は「・・・六日」の日

付がみられる。

22の板碑は、「文」の文字が頭につく年号である。

二文字目がわずかに見られることから推定して、室

町時代の「文」のつく年号か「文保」・「文和」・「文

中」・「文安」・「文正」であることから本板碑は「文

和」と考えられる。文和は西暦1350年を初年とする。

この1350年代は板碑の出土例において最盛期でも

ある。

板碑は、 1200年代前半に出現する。 1200年代後半

には、広がりを見せ、その後、 1300年代には最盛期

となり 1350年頃が最も多くの板碑が見られる。 1400

年代になると半減するがまだまだ板碑の出上は見ら

れる。 1500年代になるとほとんど衰退し消滅する。

第586号溝跡

東側はJ-35グリッド、西側はG-36グリッドに

位置する。

本溝跡は、東西方向に直線的に伸び、西側および

東側は調査区域外に続く。南側には第584号溝跡、北

側には第585号溝跡が位置する。重複する遺構は本

溝跡の東側で、古墳時代後期の第598号溝跡と交差

する。

規模は、全長39m、幅90~160cm、深さはG-36グ

リッドで71cm、I -36グリッドで85cmである。断面

形態は箱薬研である。

出土遺物は、第481図7~19に図示した。 7は木製

の黒漆塗椀で、内外面に赤漆で梅花文様が描かれて

いる。 8は木製の黒漆塗椀である。 9は瀬戸灰釉末

広碗、 11はかわらけ皿で、底部はヘラ切りである。

12 • 13は瓦塔。 14は椀形鍛冶滓を検出した。 10は混

入の須恵器杯である、この他覆土中からは常滑甕、

在地鉢、瀬戸碗が出土している。

第587号溝跡

J • K-36グリッドに位置する。

本溝跡は東西方向に直線的に伸びる。東側は調査

区域外に続き、西側は 5m程途切れて第597号溝跡

に続くと考えられる。さらに本溝跡の北側には第

584~586 • 589号溝跡か並行して検出されている。

重複する遺構は、第303号井戸跡に切られ、第598

号溝跡を切り込む。

規模は、全長10m、輻45~60cm、深さは ]-36グ

リッドで21cmである。断面形態は箱形である。

出土遺物は、検出されなかった。

第588号溝跡

G-36グリッドに位置する。

東西方向に直線的伸びる短い溝跡である。南側は

第586号溝跡に切られ、東側は第312号井戸跡に切ら

れている。

規模は、全長 3m、幅40~45cm、深さはG-36グ

リッドで 9cmである。断面形態は皿状である。

出土遺物は、土師器の高坑脚部、比企型坪、甕の

破片を少最検出した。
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第 2号溝跡
1 にぶい黄掛色十＿ !OYR6/3 粘土質 褐灰色粘上ブロソク (¢8~10mm) 少菫

炭化物粒了ー (¢2~3皿）少呈

2 灰色士 10Y5/l 粘上質 炭化物拉＋を部分的に層状に含む

3 灰色上 10Y5/l 粘士質 炭化物粒f（が 3～5mm）を全体に含む

4 灰色土 ］OY1/1 シルト質 炭化物粒子（c/,3~5!lllll)を全体に含む

部分的に屑状 有機物多量

5 オリープ熙色上 5Y3/1 シルト習 明灰色粘土をプロック状に若丁含む

炭化物粒子（ゅ 3~5mm) 少呈

5Y2/l 緑灰色砂質ブロソク（ゅ 2~3!lllll)を含む

砂っぽい
6 黒色上

第585号溝跡 B -B' SD20)断国とよく似ている

1 にふい黄橙色士 !OYR7 /3 暗褐灰色七を 部に互居状に含杜

2 褐灰色士 !OYR6/l 暗褐灰色土を一部に互暦状に含む 炭化物 (,;l~

21Illll) 少景

10YR5/l 暗褐灰色士を全体に互陪状に含む 炭化物 (¢I~

2mm) 少呈有機物あり

IOYR4/l 炭化物と有機物を全体に互層状に含む

10YR4/l 緑灰色シルトプロック(¢ 2~3mm) 多犀炭化物

少呈
6 灰黄褐色上 !OYR4/2 炭化物 (¢2~3mm) 少鼠有機物含む

7 黒褐色十 10YR3/2 緑灰色シルトプロック(¢ 2~3mm) 含む 炭化物

(¢2~3mm) 少塁有機物多量

第585号溝跡 C-C' 

1 にふい黄褐色上 10YR4/3 砂利混しり しまりややあり 枯性弱い

新しい辿構の一部分

2 掲灰色士 10YR4/l ローム粒子・焼士粒—r•少量 しまりのある粘J.:

しより強い 粘性ややあり

N4/0 宵灰色砂粒 (¢1~3mm) 混入する しまりやや

あり 粘性強い

7. 5Y2/l 均ーの単色層枯質十層 しまり弱い粘性強い

3 褐灰色土

4 褐灰色士

5 褐灰色土

3 灰色十

4 累色上

2 暗褐色土 ］OYR3/ 4 黄灰色粘上プロック (¢5~8mm) 少量

3 黒褐色土 10YR3/l 黄灰色粘士ブロック（ゅ 10mm) 斑 焼土粒子少景

4 黒色十＿ !OYR2/] 黄灰色粘土ブロック(¢ 10mm) 微呈 焼土粒子少量

第602号溝助

1 黒褐灰色士 7. 5YR3/l 鉄分斑(¢ 1~5mm) 多星 黄褐色土粒了(¢ 1~2 

mm) 少醤

2 黒色土 ］0YR2/l 欽分斑(¢ 1~2llllll) 少最

3 黒色土 ］OYRZ/1 拭褐色上ブロノク(¢ 3~10mm) 多蘊

第604号溝跡
1 掲灰色十． 10YR1/l 

2 黄灰色上 2. 5Y4/l 

3 暗灰粘質上 N3/0 

4 暗灰粘窟土 N3/0 

5 11秤灰粘質士 N3/0 

第606号溝跡

1 槃褐灰色土 10YR3/2 

第607号溝跡

l 黒褐色土 LOYR2/2 

2 黒褐色十 IOYRZ/2 

3 里褐色土 10YR3/2 

第617号溝跡

1 黒掲色土 IOYRZ/3 

第618号溝跡

1 黒掲色七 10YR3/l 

鉄分斑 (¢2~5mm) 多量 焼上粒子・炭化物粒子

(¢ 2~3mm) 微旦

鉄分斑(¢ 2~5mm) 少鼠

鉄分斑 (¢2~5mm) 少量

黄褐色七プロック（ ¢3~5IIllil）多鼠

黄褐色土プロック (¢3~10mm) 少贔

ロームフロック（ゅ 10~5Ornill）少最 しまりあり

粘性ややあり

黒褐色土を主体 焼1：粒了（ d，5ml[I） ・ロームプ

ロック (~ 10mm) ・炭化物粒—f少呈 (1 番多いの

は焼七粒・『）均等に混入すなしまり・粘性あり

焼上粒子（心 2~3皿1) 微罷 黒褐色の枯性のある

土主体 しまり・粘性あり

黒灰色の砂を含む しまり・粘性あり

第600与溝跡

1 黒褐色上

黒褐色上主体褐色七粒子多贔 しまりあり 粘

性弱い

黄灰色粘上プロソク（心 5mm) ・焼土少蘊

10YR3/ l 黄灰色粘七プロ；；ク（炉 2~3mm) 多呈焼土粒子

少贔

第483図溝跡土層断面図（3)
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第589号溝跡

東側はJ-35グリッド、西側は I-36グリッドに

位置する。

本溝跡は東西方向に直線的に伸びる。東側は調査

区域外に伸びる。南側は調査区中央付近で途切れる。

本溝跡の南側には、第584・586・587号溝跡か位置し、

北側には第585号溝跡が位置する。

規模は、全長18m、輻35~65cm、深さはJ-35グ

リッドで13cmである。断面形態は皿状である。

出土遺物は、第481図15に図示した在地産片日鉢

を検出した。この他覆土中からは、かわらけ皿破片

を検出している。

第590号溝跡 欠番

□-

A16 8m 

第591号溝跡

北側はK-36グリッド、南側はJ-37グリッドに

位置する。

本溝跡は、北東から南西方向に直線的に伸びる。

東側は調森区域外に続く。南側は、調査区域内で化

ち上がる。本溝跡の南側には第599号溝跡が位置し

本溝跡と繋がる可能性がある。

規模は、全長10m、幅160~180cm、深さはJ-37

グリッドで68cmである。断面形態は逆台形である。

出土遺物は、第481図16・17に図示した。 16は底部

糸切調整の須恵器杯で、還元焔調整されている。 17

は須恵器高台付坑である。この他覆土中から、内黒

土器、須恵器甕の破片が出土している。

＼＼  

~6 

A' 

＼ 
2m 
ヽ

160 

第484図 第591号溝跡遺物出土状況
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第592号溝跡

H. I -38グリッドに位置する。

本溝跡は、調査区中央部分に東西方向に弧を描く

ように伸びる。下田町遺跡ではこれまでにも、同様

の形態をもつ溝跡が検出され、古墳時代の竪穴住居

跡に伴う排水溝とみられる。

規模は、全長 8m、輻20~70cm、深さはH~38グ

リッドで12cmである。断面形態は皿状である。

出土遺物は、第481図18・19に図示した。 18は土師

器の北武蔵型杯である。底部は丸底でヘラケズリさ

れ、口縁部は横ナデされている。 19は須恵器甕の日

縁部破片である。

第593号溝跡

北側は I-37グリッド、南側はJ-38グリッドに

位置する。

本溝跡は、北西から南東方向に斜めに緩やかに弧

を描いて伸びる。第592号溝跡と同様の機能が考え

られる。

規模は、全長 6m、幅15~20cm、深さはJ-37グ

リッドで 6cmである。

出土遺物は、検出されなかった。

第594号溝跡

I -37グリッドに位置する。

本溝跡は、北西から南東方向に斜めに緩やかに弧

を描いて伸びる。本溝跡の南側には、第593号溝跡が

位置し一連の溝跡と考えられる。

規模は、全長 4m、幅15~20cm、深さは 8cmであ

る。

出土遺物は土師器甕、杯の破片少鼠を検出した。

第595号溝跡

H-36グリッドに位置する。

本溝跡は、南北方向に伸びる。北側は第585号溝跡、

南側は第586号溝跡に切られる。また、溝跡の中央に

は第319号溝跡が掘り込まれている。

458 

規模は、全長 3m、輻1.1m、深さはH-36グリッ

ドで 9cmである。断面形態は皿状である。

出土遺物は、土師器甕、杯の破片少量を検出した。

第596号溝跡 欠番

第597号溝跡

I ~36グリッドに位置する。

本溝跡は東西方向に直線的に伸びる。東側は調査

区域外に続き、東側は 5m程途切れて第587号溝跡

に続くと考えられる。西側は調査区中央で途切れる。

さらに本溝跡の北側には第584~586• 589号溝跡が

並行して検出されている。

規模は、全長6.5m、幅45~55cm、深さは16cmであ

る。

出土遺物は、検出されなかった。

第598号溝跡

J -35 • 36 • 37グリッドに位置する。

本溝跡は、南北方向に直線的に伸びる。北側は第

585号溝跡に切られる。南側は第133号住居跡付近で

途切れる。また、溝跡の中央部分には、第584~587

号溝跡か横断する。

規模は、全長3.lm、輻70~75cm、深さはJ-35グ

リッドで44cmである。断面形態は箱形である。

出上遺物は、土師器甕・i不の破片少量を検出した。

第599号溝跡

北側はJ-37グリッド、南側は I 41グリッド、

西側はG-41グリッドに位置し、調査区の南端にあ

たる。南北に伸びる自然堤防の端部と考えられ、下

田町遺跡の南限である。

本溝跡は、北北東から西南西方向に湾曲して伸び

る。溝跡の東側には谷部が形成されており、この谷

の肩部に掘り込まれている。溝跡の北側は第591号

溝跡と繋がり、南側は調査区域外に繋がる。

規模は、全長55.5m、I|l扁70~200cm、深さはJ 38 



グリッドで36cmである。断面形態は箱形である。

出土遣物は、第485図 1~14に図ホした。 1~4は

酸化焔焼成された須恵器杯、 5~ 8は高台付椀、 9 

~13は覆土中から出土した混入品と考えられる。 9

は土師器甑、 10は須恵器高盤、 11は土師器壺、 12は

須恵器壺、 14は滑石製紡錘車である。

第600号溝跡

北側はG-30グリッド、南側はF-33グリッドに

位置する。

本溝跡は、南北方向に直線的に伸び、北側には第

2号溝跡が位置し、南側は調査区域外に伸びる。重

複する遺構は、溝跡の南端で第339• 345号井戸跡に

切られる。中央部分には、階段状の段をもち、南側

にいくに従い掘り込みが深くなる。また、本溝跡の

東側10mの位置には方形区画を呈する第585号溝跡

が並行して走る。

規模は、全長28m、幅40~120cm、深さはG-32グ

リッドで32cm、F • G-33グリッドで55cmである。

断面形態は逆台形である。

出土遺物は、第485図15~20である。 15・20は灰釉

陶器埼、 16は青磁皿、 18は青磁碗、 17は白磁皿、 19

は尾張面片口鉢である。他に覆土中より、山荼碗、

在地鉢を検出した。

第601号溝跡

北側はG-32グリッド、南側はG-34グリッドに

位憤し、調森区のほほ中央西側にあたる。

本溝跡は、南北方向に直練的に伸びる。

規模は、全長18.5m、幅40~100cm、深さはG-

33グリッドで20cmである。断面形態は逆台形であ

る。

出土遺物は、第485図21~24に図示した。 21は須恵

器壺、 22は非常に作りの良い須恵器蓋、 23は上師器

模倣杯、 24は滑石製紡錘車の破片である。他に覆土

中からは土師器甕、模倣杯を多量に検出した。

第602号溝跡

北側はG-31グリッド、南側はG-34グリッドに

位置し、調査区中央西側に位置する。

本溝跡は、南北方向に伸びる。北側には第 2号溝

跡が位置し、南側は第175・176号住居跡と重複する。

また、本溝跡の西側には古墳時代後期の第601号溝

跡、中祉の第 2・600号溝跡が並行し、東側には第585

号溝跡が並行する。

規模は、全長35m、幅40~120cm、深さはG-33グ

リッドで32cmである。断面形態は逆台形である。

出土遺物は、第488図 1~ 6に図示した。 1 • 2は

土師器坑、 3 • 4は底部外周回転ヘラケズリを施し

た須恵器杯で、 4には刻書「X」かみられる。 5は

砥石、 6は滑石製紡錘車である。

第603号溝跡

G • H-35グリッドに位置する。

本溝跡は、北西方向に短く伸びる。北側には第164

号住居跡、南側には第585号溝跡に切られる。

規模は、全長3.5m、幅35~80cm、深さはH-35グ

リッドで25cmである。断面形態は箱形である。

出土遺物は、第488図7の土錘の他、覆土中から土

師器の胴部にハケ日をもつ小型甕、甕破片を少鼠検

出した。

第604号溝跡

G-34グリッドに位置する。

本溝跡は、東西方向に直線的に伸びる。掘り込み

が深く、薬研堀状である。重複する遺構は西側に第

2号溝跡、東側に第585号溝跡が位置し、両溝跡と繋

かっている。

規模は、全長3.5m、輻50~110cm、深さは34cmで

ある。断面形態は箱形である。

出土遺物は、土師器の甕、台付甕破片を検出した。
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第605号溝跡

H • I -35グリッドに位置する。

本溝跡は、東西方向に直線的に伸びる。

規模は、全長2.5mと1.8m、幅70~85cm、深さは

I -35グリッドで 8cmである。断面形態は皿状であ

る。

出土遺物は、第488図 8の鉄製品の他刃物の破片、

土師器の甕．杯破片を少鼠検出した。

第606号溝跡

H-33グリッドに位置する。

本溝跡は、北東方向に直線的伸びる短い溝跡であ

る。重複する遺構は北側に第236号住居跡、南側に第

226号住居跡が位置する。

規模は、全長3.5m、幅95~100cm、深さは 7cmで

ある。断面形態は皿状である。

出土遺物は、土師器の甕、杯を少量検出した。

第607号溝跡

J-34グリッドに位置する。

本溝跡は、北東から南西方向に直線的に伸びる。

北側は調査区域外に続き、南側は第341号井戸跡に

切られる。

規模は、全長5.2m、幅45~55cm、深さは32cmであ

る。断面形態は箱形である。

出土遺物は、第488図9~11に図示した。 9• 10は

土師器の杯である。 9は赤彩の施された比企型杯、

10は内面に放射状の暗文が施された北武蔵型坪であ

る。 1]は板状の木製品である。他に土師器の甕を少

量検出した。

第608号溝跡

G • H-31グリッドに位置する。

本溝跡は、東西方向にはば直線的に伸びる。東側

は第645号溝跡と繋がると考えられる。また、西側は

第 2号溝跡と交差し、その西側に検出した第621号

溝跡に繋かる可能性かあると考えられる。重複する
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遺構は、東側で第585号溝跡、西側で第 2号溝跡に切

られる。

規模は、全長llm、幅70~185cm、深さはH-31グ

リッドで38cmである。断面形態は逆台形である。

出士遺物は、第488図12~18に図示した。 12・13は

須恵器杯、 14は須恵器高台付埼、 15~17は灰釉陶器

塙 18は瓦塔である。他に覆上中より、土師器甕、

須恵器杯、皿、羽釜、甕破片などを多鼠に検出した。

第609号溝跡

G-31グリッドに位置する。

本溝跡は、北西から南東方向に短く伸びる。東側

には第602号溝跡が、西側には第 2号溝跡が位置す

る。

規模は、全長0.75m、輻15~25cm、深さは13cmで

ある。

出土遺物は、検出されなかった。

第610号溝跡 欠番

第10号方形周溝墓に変更。

第611号溝跡 欠番

第10号方形周溝墓に変更。

第612号溝跡

G • H-32グリッドに位置する。

本溝跡は、東西方向に直線的に短く伸びる。住居

跡の周溝の可能性が考えられる。

規模は、全長3.6m、輻15~20cm、深さはG-32グ

リッドで 8cmである。

出七遺物は、土師器の甕・杯破片を少量検出した。

第613号溝跡 欠番

第614号溝跡 欠番

第10号方形周溝墓に変更。
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SD583 
A16 8m A' B 17 Om 

SD586 SD584 SD586 SD584 
B' C 17 Om c' 

4 

D 17 Im 

SD585 
D'E  17 Im 

SD585 SD591 
E' I l6 8m I' ．． 

／ ロ

SE316 ， 
SD587 SD589 

F 17 Om F' 
・- -・ 

SD588 
G_..!_)_Om -- G' Hi7.lm H' 

SD592 
~_li 9m _J' 

SD593 
K 16.Bm K' -- -・ 

SD594., 
L 169m L 

言言 言冒□ 言□□ 言言
M 16 7m _M' 

言言言

第583号溝跡
1 オリーブ黒色土 5GY2/l 

2 緑灰色上 5G5/l 

第584号溝跡
1 オリープ灰色土 2. 5GY6/l 
2 オリーブ黒色土 SGYZ/1 

3 緑灰色土 5G5/l 

第585号溝跡
1 灰色土 10Y5/l 

2 オリープ黒色上 7. 5Y3/2 
3 オリーブ黒色土 5Y3/l 
4 砂層

第586号溝跡
1 灰色土 7. 5Y5/l 

2 黄褐色土 2. 5Y5/1 
3 オリーブ黒色十 5Y3/l 
4 賠褐色土 10YR3/3 
5 緑灰色土 10GY6/l 

第587号溝跡
1 黒褐色土
2 黒褐色土

SD597 SD598 SD603 
p' N' 。~Om o' p 17 lm N 170m Q_i_J_.lm _q' 

SD605 

3 

言 Ill 喜 言言言
2m 

炭化物ブロック少董鉄分・マンガン含む粘性
強い
底部付近に鉄分・マンカン沈殿 炭化物少鼠
しまり・粘性強い

粘性強い 鉄分・マンガン少凪
炭化物プロック・鉄分・マンガン少醤 しまり
・粘性強い
底部付近に鉄分・マンガン沈殿 しまり・粘性
強し、

炭化物下層付近に含む しまりやや強粘性強い

2 黒色土 5Y2/1 
3 オリーブ黒色土 5Y3/l 
4 オリープ黒色上 5Y3/l 

第592号溝跡
l 黒褐色土 10YR3/l 

第593号溝跡
1 暗褐色土 10YR'1/J 

第594号溝跡
1 黒褐色七 !OYR3/2 

炭化物ブロック少蓋粘性強い 第595号溝跡
地山プロック少鼠炭化物含む 枯性特に強い 1 黒褐色土 ］OYR3/l 

2 褐灰色土 !OYR4/l 

鉄分多量地山ブロック少量 しまり強い粘性
ややあり 第597号溝跡
地山ブロック・鉄分・マンカン含む 1 オリープ黒色I: I OY3/l 
地山ブロック少贔粘性強い
鉄分・マンガン含む 包含居か 2 オリーブ黒色土 10Y3/1 
粘性強い

地1lrフロック(¢ 1~5mm) ・鉄分少最
地山プロック(¢ 1~10mm) 少旦
地山ブロック(¢ l~20mm) 多景

＇ 

黄褐色粘土粒了(¢ 0. 5~1mm) 少量焼土プロッ
ク(¢ 3mm)含む炭化物微呈

黄褐色粘士プロソク（ゅ 3~5mm) 多蓋焼ナブロ
ソク(¢ 3mm)含む炭化物微量

焼土粒子微量

ローム粒子(¢ 1~3mm)少菫 しまりややあり
粘性あり
ロームブロック(¢ 10~50mm) 少埜 しまりあり
粘性ややあり （埋戻し）

地山ブロック(</;0. 5~1 5IIIII1）少晟粘性やや
あり
地山プロック(</;10~30mm) 多量枯性強い

焼土ブロック少菫

第598号溝跡
l 暗褐色士 7. 5YR3/1 黄褐色土プロック（ゅ 1~18mm) 少鼠粘性やや

あり
地山ブロソク（心 l~25mm) 含む 焼上ブロノク 2 灰褐色土
・炭化物粒子少鼠

第603号溝跡
l 黒褐色土

7. 5YR4/2 黄褐色士ブロック(~ 1~32mm) 少呈粘性あり

1 60 

第588号溝跡
1 黒色土 7. 5YRI. 7 /1 しまり・粘性あり

10YR3/2 ローム粒子(¢ 1~51ll1Il) 少旦 しまりあり 粘件
ややあり

第589号溝跡
l 黒褐色土

第591号溝跡
1 黒褐色上

2 黒褐色上

10YR3/l 地山プロック(q,l~15mm) 少量暗褐色土斑 3 黒色十

第605号溝跡
2. 5Y3/l 地山プロック(q,l~5mm) 少贔 焼士椅子・炭化 ］ 褐灰色上

物・欽分含む

第487図 溝跡土層断面図 (4)
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10YR3/2 ロームブロック（ゅ 10~301ll1Il) 少呈 ローム粒子
（い～3mm)少量 しまりあり 粘性ややあり

10YR2/l しまりややあり 粘性あり

IOYR4/] 黄褐色粘士ブロソク (¢2~31lllll) ・炭化物(¢ 5mm) 
少呈
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第615号溝跡 欠番

第10号方形周溝墓に変更。

第616号溝跡 欠番

第617号溝跡

J-33グリッドに位置する。

本溝跡は、東西方向に伸びる。東側は調査区域外

に伸びる。西側は第250• 255 • 256舟住居跡付近で立

ち上がる。

規模は、全長 2m、幅llO~125cm、深さは17cmで

ある。幅が広く、やや船底気味の浅い底面である。

断面形態は皿状である。

出士遺物は、検出されなかった。

第618号溝跡

J-33グリッドに位置する。

本溝跡は、南北方向に広がり、東側は調査区域外

に伸びる。

規模は、全長4.85m、幅50~120cm、深さは37cmで

ある。

出土遺物は、七師器甕．j:不破片を少量検出した。

第619号溝跡

北側はH-29グリッド、南側はH-31グリッドに

位置する。

本溝跡は、南北方向に直線的に伸びる。北側には

第630号溝跡が位置し、南側には第608号溝跡が位置

する。重複する遺構は、本溝跡の中央付近で第275・

280 • 283号住居跡を切り、第636号土坑に切られる。

溝跡の南端部では第381号井戸跡に切られる。

規模は、全長17m、幅125~180cm、深さはH

30グリッドで68cmである。断面形態は箱薬研であ

る。

出土遺物は、第489図1~ 5に図示した。 1は青磁

碗、 2 ~ 5は覆土から検出された混入遺物である。

第620号溝跡

H • I -30グリッドに位置する。

本溝跡は南北方向に直線的に伸び、北側には第

630号溝跡か位置する。また北西側には、本溝跡と並

行して走る、第619号溝跡が位置する。重複する遣構

は、北側に位置する第274号住届跡を切って造られ

ている。なお本溝跡の北側には第635号溝跡が位置

し、連続している可能性がある。

規模は、全長 8m、輻100~160cm、深さはH • I 

-30グリッドで23cmである。断面形態は皿状であ

る。

出土遺物は、第489図6の灰釉陶器培を検出した。

第621号溝跡

F • G-31グリッドに位置する。

本溝跡は東西方向に直線的に伸びる。西側は調査

区域外に続く。東側は第 2・600号溝跡に切られてい

るが、東側に伸びる第608号に繋がるものと考えら

れる。このほか重複する遺構は第258• 271号住居跡

を切り、第370号井戸跡に切り込まれている。

規模は、全長 8m、輻70~120cm、深さはF-31グ

リッドで35cmである。断面形態は皿状である。

出土遺物は、第489図8~19に図示した。 8~11は

土師器杯である。口綜部横ナデを施し、体部内外面

には指頭康が残る。底部外面は丁寧なヘラケズリを

施し、器壁は薄い。 12~19は須恵器の杯である。 18

の底部外面にはヘラ記号が残る。また19の底部外面

には、ヘラ記号と墨痕が見られる。

第622号溝跡

F • G-28グリッドに位置する。

本溝跡は南北方向に細長く伸びる。北側は調査区

域外に続き、南側は攪乱によって壊されている。

規模は、全長2.6m、幅20~25cm、深さはF-28グ

リッドで 9cmである。

出土遺物は検出されなかった。
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第623号溝跡

F-28 • 29グリッドに位置する。

本溝跡は南北方向にやや蛇行しながら伸びる。北

側は調査区域外に続き、南側は第260号住居跡で途

切れる。重複する遺構は、北側部分で第362号井戸跡

に切られる。

規模は、全長 8m、幅30~35cm、深さはF-28グ

リッドで9cmである。

出土遺物は、土師器の甕．杯の破片を少最検出し

た。

第624号溝跡

F-28 • 29グリッドに位置する。

本溝跡は南北方向に伸びる。北側はなだらかに打ム

ち上がり、南側は攪乱を受けている。また本溝跡の

東側には、第623号溝跡が並行して走る。

規模は全長 2mと非常に短い。幅25cm、深さはF

-28グリッドで 6cmである。

出土遺物は、土師器の甕．j:和の破片を少量検出し

た。

第625号溝跡

E • F-28グリッドに位置する。

本溝跡は調査区の北西コーナ一部で検出され、南

北方向に伸びる。北側および西側は調査区域外とな

り、溝跡の様子はわからない。

規模は、全長2.3m、輻llO~120cm、深さはE・F

-28グリッドで45cmである。断面形態は逆台形であ

る。

出土遺物は、上師謡の甕破片、須恵器の高台付坑

1点を検出した。

第626号溝跡

F-28 • 29グリッドに位置する。

本溝跡は東西方向に伸びる。西側は緩やかに立ち

上がり、東側は攪乱を受けている。また東側には第

623 • 624号溝跡が直行して走る。

-467 

規模は、全長3.5m、幅35~50cm、深さはF-29グ

リッドで 5cmである。断面形態は皿状である。

出土遺物は、底部回転糸切りの須恵器杯 1点と、

土師器の甕破片を少贔検出した。

第627号溝跡

G-28グリッドに位置する。

本溝跡は東西方向に伸びる。西側は緩やかに立ち

上がり、東側は第 4号溝跡に切られている。

規模は全長 3mと非常に短い。輻90~95cm、深さ

は7cmである。断面形態は皿状である。幅の広い船

底状の浅い溝跡である。

出士遺物は、土師器の甕．杯の破片を少抵検出し

た。

第628号溝跡

G-28グリッドに位置する。

本溝跡は南北方向に伸びる。北側は調査区域外へ

続き、南側は第 4号溝跡に切られ、第627号溝跡を

切っている。また第 4号溝跡の東側でも検出され、

第2号溝跡に切られている。

規模は全長 5mと短い。幅30~65cm、深さは14cm

である。断面形態は箱形である。

出土遺物は、底部旧転糸切りの須恵器杯 1点と、

土師器の甕破片を少鼠検出した。

第629号溝跡

G-28グリッドに位置する。

本溝跡は東西方向に伸びる。東側は第 2号溝跡、

西側は第 4号溝跡によって切られている。なお、第

4号溝跡の西側に伸びる第627号溝跡と繋がるもの

と考えられる。

規模は、全長1.65m、輻35~40cm、深さは15cmで

ある

出土遺物は、第489図7に図示した北宋銭「至道通

賓」が出土した。「至道通賣」の初鋳は995年である。

また、本通貨には、楷書体と草書体による鋳造銭が



存在している。

第630号溝跡

北側はH-29グリッド、南側は I-30グリッドに

位置する。

本溝跡は北西から南東方向に直線的に伸びる。北

西側は第 2号溝跡と連続している。南東側は I-30

グリッド地点で掘り込みが止まる。また本溝跡中央

付近では、第619号溝跡が南側に連続して伸びる。重

複する遺構は、この連続して伸びる第619号溝跡の

分岐部分に第370号井戸跡が造られている。さらに、

本溝跡の東端部には、規模の小さな溝跡が南東方向

に伸びる。

規模は、全長20m、輻70~300cm、深さはH-29グ

リッドで73cmである。断面形態は逆台形である。

出土遺物は、第489図20、21に図示した。 20は羽釜、

21は砥石である。このはか覆土中からは須恵器杯・

高台付坑、土師器の甕を検出した。

第631号溝跡

G-28グリッドに位置する。

本溝跡は東西方向に短く伸びる。西側には第622

号溝跡が位置し、東側には627号溝跡が途切れて繋

かる位置に存在する。

規模は、全長0.6m、幅15~20cm、深さは15cmであ

る。

出土遺物は、上師器の甕少量を検出した。

第632号溝跡

G-28グリッドに位置する。

本溝跡は東西方向に伸びる。東西の両端は攪乱を

受けている。

規模は、全長0.8mと非常に短く、輻30~35cm、深

さは 9cmである。

出土遺物は、土師器甕の破片を少量検出した。

第633号溝跡

F-29グリッドに位置する。

本溝跡は北西方向に伸びる。周辺は同様の規模の

溝跡が検出されており、第622• 632号溝跡が存在す

る。

規模は、全長0.75mと非常に短く、幅20~30cm、

深さは13cmである。

出土遺物は、土師器の甕少拭を検出した。

第634号溝跡

F-29グリッドに位置する。

本溝跡は南北方向に伸びる。細長く、北側は緩や

かに立ち上がり、南側は第284号住居跡と重複する。

溝跡の規模から住居跡の周溝の一部とも考えられ

る。

規模は、全長2.8m、幅10~20cm、深さは 6cmであ

る。

出土遺物は、土師器の甕少鼠を検出した。

第635号溝跡

I -28 • 29グリッドに位置する。

本溝跡は調査区の北東端にあたり、北側で東に鍵

の手状に曲がり、南方向には直線的に伸びる。東端

部は調査区域外に伸びる。また、南端部は調査区叱

ち上がる。南側には第630号溝跡が直行し、第274号

住居跡か位置する。これらの遺構のさらに南側には、

第620号溝跡が同軸方向に伸びており、連続する溝

跡の可能性か考えられる。重複する遺構は、北側に

第364号井戸跡が切り込んでいる。また、中央付近で

は、第51号掘立柱建物跡か位置し、南端には第378号

井戸跡が切り込んでいる。

規模は、全長14m、輻50~90cm、深さは I-28グ

リッドで 7cmである。断面形態は皿状である。

出土遺物は、須恵器杯、灰釉陶器壺の破片を少鼠

検出した。
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第636号溝跡

I -28 • 29グリッドに位置する。

本溝跡は南北方向に伸びる。北側は調査区域外に

繋がる。南側は緩やかに立ち上がる。本溝跡の西側

には第635号溝跡が並行して検出されている。周辺

には、ピットが多く確認されている。

規模は、全長6.3m、幅35~70cm、深さは I-29グ

リッドで 3cmである。断面形態は皿状である。

出土遺物は、検出されなかった。

第637号溝跡

G-29グリッドに位置する。

本溝跡は南北方向に伸びる。中世の第 2• 4号溝

跡に挟まれた位置に検出された。

規模は、全長1.2mと非常に短く、幅20cm、深さは

21cmである。

出土遣物は、土師器甕、須恵器壺の破片少贔を検

出した。

第638号溝跡

I-29グリッドに位置する。

本溝跡は東西方向に直線的に伸びる。東側は調査

区域外に続き、西側は攪乱および第630号溝跡に切

られている。

規模は、全長2.8m、幅20~25cm、深さは21cmであ

る。

出土遺物は、検出されなかった。

第639号溝跡

I -30グリッドに位置する。

本溝跡は北東から南西方向に直線的に伸びる。北

側には第273号住届跡、南側には第278号住居跡か位

置する。

規模は、全長2.75mと短く、輻30~40cm、深さは

8 cmである。断面形態は皿状である。

出土逍物は、土師器甕の破片を検出した。

第640号溝跡

F-30グリッドに位置する。

本溝跡は南北方向に伸びる。北側には第259号住

居跡、南側には第286号住居跡が位憤する。

規模は、全長1.25m、輻50cm、深さは12cmである。

断面形態は皿状である。

出土遺物は、土師器甕．杯破片少鼠を検出した。

第641号溝跡

G-29グリッドに位置する。

本溝跡は北西から南東方向に伸びる。北側には第

260号住居跡が位置し、南側は第 4号溝跡によって切

られている。

規模は、全長0.9m、幅30~50cm、深さは 4cmであ

る。断面形態は皿状である。

出土遺物は、第489図22に図示した石製模造品の

有孔円板を検出した。このほか、土師器の比企型杯

1点を検出した。

第642号溝跡

G-30グリッドに位置する。

本溝跡は北西から南東方向に伸びる。北側は第

281号住居跡が位置し、南側は第376号井戸跡によっ

て切られている。

規模は、全長0.6m、幅45~50cm、深さはllcmであ

る。断面形態は皿状である。

出土遺物は、土師器甕の破片少鼠を検出した。

第643号溝跡

F-30グリッドに位置する。

本溝跡は東西方向に伸びる。西側は調査区域外に

続く、東側には第290号住居跡が位置する。

規模は、全長0.95m、幅45~50cm、深さは13cmあ

る。断面形態は皿状である。

出土遺物は、検出されなかった。
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第583弓溝跡 第599号溝跡
1 肯灰色土 5B6/l しまり・粘性強い 1 暗灰色上 K3/0 暗灰色の粘土恩 粘質は中程度 炭化物微鼠 しまりあり
2 オリープ黒色土 5GY2/l 炭化物プロソク微鼠 しまり・粘性強い
3 緑灰色土 5G5/1 炭化物プロック微量鉄分含むマンガン底部 第645号溝跡

付近集中 しまり・粘性強い ］ 掲灰色土 10YR4/l 肯灰色地山土粒子(f1~8illlll）少量 しまりややあり
4 オリープ黒色土 5GY2/l 緑灰色粘土ブロック含む炭化物プロック少最 粘性あり

しまり・粘性強い 第651号溝跡
5 黒色上 2. 5GY2/1 緑灰色粘土ブロック・鉄分・マンガン含む しま 1 黒褐色土 10YR3/l ロームプロック（ゅ l~5mm)少呈 しまり・粘性ややあり

り・粘性強し＼
6 明緑灰色土 5G7 /1 鉄分・マンカン含む しまり強い粘性ややあり

第491図溝跡土層断面図（5)

第644号溝跡

I • J -31グリッドに位置する。

本溝跡は東西方向に緩やかな弧を描いて伸びる。

東側は調査区域外に続く、西側は攪乱を挟んで第

608号溝跡に繋かると考えられる。さらに、西側の延

長線上に検出された第621号溝跡に続くと考えら

れ、はば、調査区を東西方向に横断する溝跡である。

さらに、本溝跡と同時期と考えられる第620号溝跡

か北側に南北方向に伸びており、東西南北方向の区

画された溝跡を形成している。

規模は、全長12m、幅100~160cm、深さは I-31 

グリッドで33cmである。

出土遺物は、第489図23~25に図示した。 23は底部

に回転糸切りを残す須恵器杯である。 24は須恵器高

盤、 25は須恵器甕の日縁部破片である。このはか、

覆土中からは土師器甕の破片などを検出した。

第645号溝跡

H-40グリッドに位置する。

本溝跡は南北方向に緩やかに弧を描くように伸び

る。北側には第298号住居跡、南側には第314号住居

跡が位置する。住居跡の周囲を巡る溝跡と考えられ

る。本溝跡の場合は第309• 310号住居跡の外縁を

巡っていたと考えられる。

規模は、全長 7m、輻15~20cm、深さは 6cmであ

る。

出土遺物は、七師器甕の破片少量を検出した。

第646号溝跡

I -40グリッドに位置する。

本溝跡は南北方向に伸びる。細長く、規模なども

第645号溝跡に近似する。北側に位置する住居跡群

の排水施設の可能性も考えられる。

規模は、全長3.6m、輻30~35cm、深さは 7cmであ

る。

出土遺物は、上師器甕の破片少量を検出した。

第647号溝跡

H~39グリッドに位置する。

本溝跡は東西方向に伸びる。幅が広く掘り込みは
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浅い。周囲には掘り込みの浅い住居跡か重複して検

出されていることから、住居跡の掘り方の可能性も

ある。また、吉ヶ谷式t器が覆土中から検出された

ことから、この時期の遺構の可能性も考えられるが

不明な点が多い。

規模は、全長5.5m、幅30~80cm、深さは21cmであ

る。断面形態は箱形である。

出土遺物は、土師器の高杯・甑、吉ヶ谷式土器の

甕破片を検出した。

第648号溝跡

H-39グリッドに位置する。

本溝跡は北西から南東方向に伸びる。細く短い溝

跡で、東側にも同様の溝跡が検出された。二条でセッ

トになる可能性が考えられる。本溝跡の北側には

ピット群か検出され、南側には第296号住居跡が位

置する。

規模は、全長2.95m、幅15cm、深さは 9cmである。

出土遺物は、検出されなかった。

第649号溝跡 欠番

第650号溝跡 欠番

第651号溝跡

H-40グリッドに位置する。

本溝跡は東西方向に直線的に伸びる。第315号住

居跡の北辺にあたり、住居跡の北側周溝とはぼ一致

する。住居跡の西側に延びた部分だけが本溝跡とし

て捉えることができた。

規模は、全長2.7m、幅25~40cm、深さは 5cmであ

る。断面形態は皿状である。

出土遺物は、検出されなかった。

第652号溝跡

H-38グリッドに位置する。

本溝跡は南北方向に伸びる。第321号住居跡の東

辺にあたり、住居跡の東側周溝とほぼ一致する。住

居跡の東側に延びた部分だけが本溝跡として捉える

ことができた。北側は第583号溝跡に切られている。

また、南側は第321• 322号住居跡内にあたり、緩や

かに立ち上かり溝跡の痕跡が途切れる。

規模は、全長1.55m、輻15~25cm、深さは20cmで

ある。断面形態は箱形である。

出土遺物は、検出されなかった。

第653号溝跡 欠番

第654号溝跡

I -39グリッドに位置する。

本溝跡は北東方向に伸びる。南側に検出した第

645号溝跡に繋かる可能性も考えられる。北側は第

307号住居跡内で立ち上がり、南側は第653号井戸跡

によって切られている。細く輻の狭い溝跡である。

古墳時代後期に住居跡の周囲をめぐる排水溝として

掘られた溝跡と類似する。

規模は、全長 2m、幅25~30cm、深さは 4cmであ

る。

出上遺物は、検出されなかった。
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第42表溝跡出土遺物観察表（ I)

挿I叉1番号 遣構番号 種別 器種 II径 器高 底径 残存 胎上 焼成 色調 出上位四・偏考 図版

478 1 SD 585 銅製品 和鏡 鏡径65商さ07重さ57.6 完形 双雀鏡 225-1 
478 2 SD 585 緑釉陶器 耳lIIL (9. 7) [3 O] Jr . 3 r 3/4 黒粒 普通 厨□恢オリープ 205-1-6 
478 3 SD 585 かわらけ 皿 [2. 9] (7 4) 1/3 雲赤粒黒粒 普通 鈍い橙

478 4 SD 585 かわらけ 冊 [1.0] 6 6 1/5 雲赤粒 将通 鈍い黄橙

478 5 SD 585 かわらけ 皿 (11 5) [3. 5] 1/4 雲石英赤粒白粒黒粒 普通 橙

478 6 SD 585 古瀬戸 縁釉小皿 (11 0) 1 8 5.8 1/4 雲 良好 外嵐底• I畑肘版 206-1-10 
478 7 SD 585 かわらけ 皿 (12 2) 3.2 (4.9) 破片 石英白粕針 普遥 灰

478 8 SD 585 古瀬戸 直縁大皿 (27.0) [5 4] 破片 白粒黒粒 将通 鈍い橙

478 9 SD 585 古瀬戸 直縁大Jll1 (27. 0) 5.9 (11 4) 2/5 白粒黒粒 蒋通 内而黙 178-5 
478 10 SD 585 古瀬戸 摺鉢 [7.0] (10,0) 破片 伍英 普通 鈍い赤褐 G-35G 206-2-4 
478 11 SD 585 r吊J9~ ：(上F11・ 珈志 [6 7] 破片 臼粒黒約 普通 暗灰

478 12 SD 585 古瀬戸 天目荼碗 (12.0) [5 3] 破片 黒粒 普通 烹

478 13 SD 585 常滑 叫一尽f 破片 石英か粒白粒礫 普通 鈍い黄褐 I -31G 206-2-3 
478 14 SD 585 在地 ）『口鉢 (30.0) [8 2] 破片 石英白粒 蒋通 灰 206-2-5 
478 15 SD 585 在地 内騨鍋 (31.0) [9. 7] 破片 石英 曹通 黒褐 206-2-2 
478 16 SD 585 木製品 漆椀 (16.8) 5.5 8.8 1/2 黒漆塗 218-1 
478 17 SD 585 木製品 漆椀 13.2 5 1 7 6 3/4 外面黒漆、内面赤漆 218-3 
478 18 SD 585 木製品 漆椀 (14. 9) 4 6 9.7 1/3 外面黒漆、内面赤盗 218-2 
479 19 SD 585 石製品 石臼 幅(232) kさ[23.11]厚さ63~93 2/3 安山岩 216-1 
479 20 SD 585 石製品 石臼 幅(260)」支さ [375]厚さ80 1/2 安山岩 216-2 
479 21 SD 585 木製品 杭 幅87長さ [346]厚さ61 破片 I -35G 

480 22 SD 585 板石塔婆 輻(227)長さ [836]厚さ2.8 破片 「1月」銘 215-1 

480 23 SD 585 板石搭婆 幅(248)長さ [326]厚さ2.5 破片

480 24 SD 585 板石培婆 輻(31,6)長さ [60.3]I見さ3.3 破片 215-2 
481 1 SD 2 青磁 蓮弁碗 (17.4) [ 4 7] 破片 白粒 良好 オリーブ灰 G-29G 206-1-6 
481 2 SD 4 石製品 不明品 闘35奴さ54阿さ10璽さ314 完形 G-33G 210-4-3 
481 3 SD 583 木製品 漆椀 (13. 8) 4.2 7.1 1/3 外面赤漆、内而熙漆 219-1 

481 4 SD 583 在地 内証鍋 [11.8] 破片 雲石英白粒黒粒礫 将通 黒褐 15廿紀前半

481 5 SD 584 石製品 砥石 輻(25)長さ [112]犀さ19 ほは完形 214-2-1 
481 6 SD 584 在地 片口鉢 (26 0) 7.0 破片 雲赤粒 普通 橙 llill:紀後半～1Sill:紀初限
481 7 SD 586 木製品 漆椀 (11 0) 3.1 7.0 1/3 黒漆塗 219-2 
481 8 SD 586 木製品 漆椀 (3 4) [2. 4] 1/5 黒漆途

481 9 SD 586 瀬戸 灰釉木広碗 (12. 6) [ 4 3] (5.4) 1/3 赤粒白粒 良好 灰白 206-1-11 
481 10 SD 586 須恵器 杯 [2 2] 5 6 1/4 雲石英ふ粒白粒 将通 橙

481 11 SD 586 かわらけ 皿 1.6 5.8 1/5 赤粒 曹通 鈍い黄橙 J -36G、14|l紀
481 12 SD 586 土製品 瓦塔 長さ［5.5]幅（7.7)厚さ(1.5) 破片 黒粒 207-7-4 
481 13 SD 586 土製品 止塔 長さ [ll,4]輻(48)厚さ1.5 破片 黒粒 207-7-3 
481 14 SD 586 鉄滓 椀型滓 幅7.7長さ70／げさ35 

481 15 SD 589 在地 片日鉢 (27 8) [ 4 7] 破片 砂粒 普通 褐 ］」他紀後半～15世紀切頭

481 16 SD 591 須恵器 杯 (10. 7) 3 3 5 9 3/5 角石英白粒黒粒 普通 灰 J -37G 
481 17 SD 591 須恵器 高台付坑 (14.5) 6 3 7 8 1/2 角石英朴粒白粒 不良 灰 J -37G 
481 18 SD 592 上師器 杯 9.8 3.1 完形 雲角白粒 将通 橙 北武蔵型杯 150-6 

481 19 SD 592 須恵器 喪 (18.0) [6 4] 口縁 石英 普通 灰 木野産

485 1 SD 599 須恵器 杯 11.1 3 5 6 2 ほほ完形 石英赤粒 普通 淡橙 150-7 
485 2 SD 599 須恵盆 昇： (11.3) 3.8 5.4 1/2 石英赤粒臼粒針 曹通 鈍い橙

485 3 SD 599 須忠器 杯 (12.0) 4 2 5 4 3/4 雲赤粒白粒 普通 灰 J -38G 
485 4 SD 599 組恵器 埒； (12.4) 4 2 6.0 1/3 雲石英赤粒口粒針 不良 灰

485 5 SD 599 須恵器 高台付坑 (12 6) 6.0 6.4 1/2 角外粒臼粒黒粒 普通 灰 J -38G 
485 6 SD 599 須恵器 高台付坑 13.6 5 8 6 3 ほぱ完形 石英白粒 普通 褐灰 150-8 
485 7 SD 599 須恵悩 高台付坑 13.4 5.2 6.5 4/5 雲角石英臼粒黒粒 将通 鈍い橙 150-9 
485 8 SD 599 須恵器 高台付坑 13.1 5.0 6 0 1/2 雲石英白粒針 牌通 灰 J -38G 150-10 
485 9 SD 599 土師器 甑 (21 6) 15.6 7 6 1/2 雲石災黒粒 普通 灰質褐 J -39G 176-6 
485 10 SD 599 須恵器 古戸I舟_m皮- [5 7] 破片 霊角石促ふ粒白粒 普通 鈍い黄橙

485 11 SD 599 上師器 罪-9 (15.8) [11. O] 破片 雲石英 蒋通 明赤褐 J -39G 
485 12 SD 599 須慮器 官士冗 [ 4.9] (12.0) 破片 石英臼粒 将通 灰
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第43表溝跡出土遺物観察表（2)

挿図番号 遣構番号 種別 器種 ロ径 各＂呑＂ l ピ口fJ 底径 残存 胎土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

485 13 SD 599 須恵器 珈零 (19.6) [8. 8] 破片 石災赤粒白粒 晋通 灰 J -38G 

485 14 SD 599 石製品 紡錘車 孔径0.8径42開さ15風さ37.6 完形 滑石 209-2-3 

485 15 SD 600 灰釉陶器 坑 (12 9) [2 4] 破片 黒粒 艮好 灰白籍1］（日 G-32G、ツケガケか？ 204-2-3 

485 16 SD 600 青磁 皿 (17 6) [2 8] 破片 臼粒 良如'-灰オリーブ G-32G外耐佃揺き 206-1-7 

485 17 SD 600 白磁 Jil1 破片 黒粒 良奸 明オリーブ阪 G-31G、櫛描き 206-1-2 

485 18 SD 600 青磁 碗 破片 臼粒 良好 灰オリーブ F-33G 206-1-1 

485 19 SD 600 尾張？ 片II鉢 (22.8) 8 5 (12 0) 1/5 石英砂粒臼粒 良好 灰 G-31G 

485 20 SD 600 灰釉陶器 椀 [1. 9] (7. 4) 破｝＇， 黒粒小喫 普通 灰白 G-32G 204-2-4 

485 21 SD 601 須忠器 壺 (11.6) [2. 8] 破片 臼粒 良好 灰 束毛匠？

485 22 SD 601 須恵器 缶皿 (12. 7) [ 4 9] 1/4 臼粒礫 将辿 褐灰 G-33G、群馬産 203-2-13 

485 23 SD 601 土師器 杯 (13 0) [ 4 9] 1/5 雲角赤粒 普通 鈍い橙 G-33G、模倣杯

485 24 SD 601 石製品 紡錘車 孔径06枠36肛さ(05)重さ63 破片 G-33G、滑石 209-2-11 

488 1 SD 602 土師器 坑 12.6 6.5 3.8 ほぼ完形 雲石及砂粒黒粒 普通 鈍い筑橙 赤彩 177-1 

488 2 SD 602 土師器 坑 9.5 7 5 3/4 砂粒亦粒小礫 曹通 鈍い黄橙 177-2 

488 3 SD 602 須恵器 昇： [8. O] (8 2) 破片 石英白粒針黒粒 将通 灰

488 4 SD 602 狙恵器 杯 [1.0] (7 0) 破片 角白粒針 普通 灰 G-33G、刻書「xJ207-4 

488 5 SD 602 石製品 砥石 輻(5.2)長さ [7.9]I享さ22 1/2 214-2-3 

488 6 SD 602 石製品 紡錘車 孔径0,6ネ冬」7昇さ1.4重さ」02 完形 滑石 209-2-12 

488 7 SD 603 上製品 土錘 孔径05長さ55鳳さ17重さ143 （ま｛ま完形 208-2-7 

488 8 SD 605 鉄製品 刃物 幅[23 • 13]長さ [41tl 7」 破片 二片

488 9 SD 607 上師器 堺 (12 4) [ 4. 2] 1/3 角石英白粒 良好 赤 比企型以、赤彩

488 10 SD 607 土師器 均： (12 0) [ 4. 2] 1/5 宴白粒 稗通 橙 J -34G、北武蔵息訊

488 11 SD 607 木製品 板材 輻［14.9]長さ「32.4]厚さ1.3 破片

488 12 SD 608 狙恵器 詠． (12 0) [ 4. 3] (5 0) 1/4 雲石英 普通 鈍い橙

488 13 SD 608 須恵器 杯 (12 0) 4 0 (6.0) 1/5 角赤粒白粕 普通 鈍い黄椿

488 14 SD 608 須恵器 高台付坊 [2 6] 6.8 1/5 雲赤粒臼粒 普通 灰

488 15 SD 608 灰釉陶器 坑 (14. 6) [3. 3] 破片 白粕黒料 普通 黄艮釉板白 ッケガケ 204-2-5 

488 16 SD 608 灰釉陶器 椀 [ 4 7] (8.2) 1/4 白粒黒粒 良好 灰日釉灰白 ッケガケ 204-2-6 

488 17 SD 608 灰釉陶器 椀 [2.1] 6 7 底部のみ 白粒黒粒 良好 灰臼 転用硯、畢書 204-2-7 

488 18 SD 608 t製品 瓦塔 輻(7.4)長さ [73]開さ23 破片 石英黒料 207-7-5 

489 1 SD 619 青磁 碗 破片 白粒 良奸 オリーブ灰 H-30G、13[U:紀 206-1-8 

489 2 SD 619 須恵器 芸9Tr, (14 0) [2 6] 破片 白粒 普通 灰 I-l-30G 

489 3 SD 619 十師器 J:不 (13.0) [4.0] 破片 雲赤粒日粒 普通 鈍い橙 H-30G、有収日籍訊

489 4 SD 619 須恵器 高杯 [4.0] 破片 赤粒白粒黒粒 普通 灰 H-30G 

489 5 SD 619 須恵器 甕 破片 石英赤粒白粒黒粒 蒋通 黒 H-30G 204-1-5 

489 6 SD 620 灰釉陶器 坑 [2 5] (9 0) 破片 白粒黒粒 良好 灰白 204-2-8 

489 7 SD 629 銭貨 至道元費 径2.2重さ1.1 北宋初鋳995年 225-2-9 

489 8 SD 621 土師器 均 12.3 3.9 3/4 角赤粒白粒黒粋 普通 椿 151-1 

489 9 SD 621 土師器 杯 (12.2) [3. l] 1/5 言石英 普通 明赤褐

489 10 SD 621 土師器 埒； 12.3 3.2 9 0 2/3 角石英茄粒白粒 良好 鈍い橙 151-2 

489 11 SD 621 土師器 杯 (15 8) 4.4 10.0 1/3 雲角黒粒 曹通 橙

489 12 SD 621 須恵器 杯 (12. 2) 4.1 6.0 1/2 石英白粒針 曹通 灰

489 13 SD 621 須忠器 均： (12.4) 3.6 (6.0) 1/4 雲臼粒 将通 灰

489 14 SD 621 須恵盆 杯 (1 1 3) 3 8 7.0 1/2 石英赤粒白粒針 評通 暗赤灰

489 15 SD 621 須恵監 杯 (12 0) [3 7] (6 0) 1/3 針 将通 灰

489 16 SD 621 須恵器 埼 (14 6) 6 0 (7.8) 1/4 白粒針 良好 灰

489 17 SD 621 須恵器 杯 [3. 7] 7.8 1/3 石英臼粒針黒料 普通 灰白

489 18 SD 621 須恵器 杯 (12.3) 3.4 6.0 1/3 石英針 普通 灰 刻書 207-5 

489 19 SD 621 須忠辟 杯 [1.0] 6.2 1/5 臼料針 普通 灰 星書、刻書 207-6 

489 20 SD 630 上帥器 羽釜 (20.5) [3 8] 破片 角，ーか粒白粒黒粒 将通 褐灰

489 21 SD 630 石製品 砥石 輻(40)長さ [9.3]犀さ2.8 1/2 214-2-2 

489 22 SD 641 石製模近品 有孔円板 輻22以さ23肝さ03風さ2」 ほほ完形 211-2-20 

489 23 SD 644 須恵器 均； [2.2] (8.0) 1/5 白粒針 普通 灰 I -31 G 

489 24 SD 644 須忠器 古向般皿 [ 4 OJ (9.6) 底部のみ 石英 普通 灰 I -31G 

489 25 SD 644 碩恵器 珈式 (21 4) [5 7] 破片 石災亦粒白粒黒粒 将通 灰 I -31 G 
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9. 谷部

第4次調査西区の調査では、南側に東に向けて大

きく湾曲する谷部が検出された。

谷部の調査は、すべての遺構の調査が終了した後

に、重機を導入して古墳時代の遺構確認面（地山）

を追って掘り下げた。調査区における掘削深度に限

界があるため、 それより深いところには、 トレンチ

を設定して調査した。

調査の結果、谷部には古代と古墳時代の包合層か‘

確認された。包含層からは、古墳前期・後期、平安

時代の土器類が出上した。遺物の包合密度はさほど

多くはない。

包合層の土壌を自然科学分析に供し、古環境の復

元を試みた。その結果、谷部は、全体的に湿地から

河川の影響を受け、水生植物か生い茂る浅水域の環

境であることが判明した。古墳時代には、乾湿を繰

り返し、時に海水ないしは汽水の影響を受けていた

と考えられ、古代には人里や耕地に育つ雑草類が生

育する日当りのよい環境であり、水田も営まれてい

たと推定されている。また、古代旦含層で検出され

た火山灰は、浅間Bテフラ (1108年降灰）であるこ

とが判明した。自然科学分析の詳細は第VI章を参照

されたい。
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D 16 lrn F F' 

I 16.5m 

J_1_6_3m J' 

「—口4--」

L~4m 

24 

西区谷部
1 褐灰色土 10¥「R5/l

2 黒褐色十 IOYR3/l 
3 褐灰色士 10¥'R6/l 

4 黒褐色上 10YR3/l 
5 褐）火色士 10¥「R6/l

6 灰オリープ色士 5Y5/2 

7 灰オリープ色上 5Y5/2 
8 灰色士 N5/0 

7. 5Y6/l 

10YR3/1 

10YR3/l 

7. 5GY6/l 

27 

D' 

20 

K16 4m 

L' M_I_!,恥 6m

酸化鉄・マンガン含む 粘上質
マンガンの集積層 粘上質

27 

酸化欽・マンガン含む 根状の酸化鉄多品
粘土質
マンカンの集積層 粘土質
酸化鉄・マンガン含む 部分的に互居状になる
酸化鉄分がおもにタテ方向に筋状に人る(lo~
20%) （植物の根）しまりあり 枯1生ややあり

下方10cmほどにタテ方向にやや暗色の酸化鉄が
みられる（筋が無数に入る）しまりあり 粘性
あり～強い
酸化鉄をほとんど含まない マンカン少昂
粘土質
マンガンの集積層 粘土質
酸化鉄少量粘土質

9 緑灰色士

10 黒褐色上
II 黒褐色上
12 緑仄色十．
13 緑灰色士 7. 5GY6/1 冑灰色のやや明るいプロック上が碓積する

14 灰色上

15 黒色土

しまりややあり 粘性あり
N4/0 白色粒了（心 l~5mm) 少最 しまりややあり

粘性あり～強い 土師器を少呈含む
（古墳時代包含居）

NJ. 5/0 黒色上がまだらに混入しており、 16層の十．がや
や巻き上げられている 一部に火山灰（浅間B)
とみられる砂拉を含む （占墳時代包含暦）
しまりややあり～弱い 粘性ややあり

H 16.4m H' 

15 

［＇ 

K' 

M' 

0 2m  
| |――1180 

16 掲色＿十 10GY5/l シャリシャリした白色位子(¢ 1~3mm)少羞
18層の七と混じったまだらである し主りやや
あり 粘性あり～強い 十師器を含む（混人）

17 オリーブ灰色土 2. 5GY6/] やや明色のプロックが堆積する しまりややあり
粘性あり～強い

18 黒色十＿ 2. 5GY2/l 均質の粘質上恩 混じりけ少ない 白色粒了，（ゆ
1mm) 少呈 しまりあり 粘性ややあり

19 緑灰色土 5G6/l 18局の上が所々にプロック状に少醤 ポソボソし
た上質 しまりややあり 粘性あり

20 冑黒色士 5GB2/l 黒色ナ（有機物か）少供 しまりややあり 粘性
あり （古墳時代包含暦）

21 肯黒色七 5GB2/l プロノク；1人の青灰色上か上端に展状に堆精する
黒色粒子少贔 しまりややあり 粘件あり
（古墳時代包含暦）

22 灰色十 N5/0 21居0)上をまだらに含む しまりややあり 粘性
あり

23 青灰色士 5B5/l 均質包含物なし しまりややあり 粘性あり
24 暗肯灰色t lOBG4/1 炉色粒了（炭化物？） （い～3llilll）少景 しまり

ややあり 粘性あり （古墳時代地山）
25 11脊緑灰色土 lOGY4/l うずい有機物恩か2~3屈うねりなから堆桔してい

る しまりややあり 粘性あり
26 暗肖灰色土 51JG4/1 均質の粘質十＿層 混入物なし しまりややあり

砧性あり
27 オリープ黒色十 10Y3/l 3枚0)しっかりした有機物層が入り込む 炭化自

然木を含む木片、層状に堆積した葉の層を含む
しまりややあり 粘性あり

28 オリーブ患色上 10¥「3/1

第494図 谷部土層断面図 (2)
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第495図谷部出土遺物

第44表谷部出土遺物観察表

挿闊番号 遺構番号 種別 器 稲 「I径 在＂＂和↑口午） 底径 残存 胎土 焼成 色闘 出土位置・備考 図版

495 l グり］ト H42 土師器 壺 (17. 0) [10.0] 1/3 雲片角石英赤粒 良好 橙 石英多景

495 2 グリ！ト H42 土師器 抑式i 11.2 [15 O] 3/5 片角石英ふ粒 良好 灰褐 177-3 

495 3 グリyド J 41 上師器 杯 12 4 5.0 4/5 砂粒赤粒日粒 普通 杓 模倣杯 151-3 

495 4 グリyiヽ J 37 須恵器 痰 破片 砂粒白粒 良好 灰臼 204-1-3 

495 5 グリj卜 J 39 石製模近品 不明品 幅l,7長さ27原さ05重さ37 破片

495 6 グリ！ト J 38 かわらけ 小Jill 9.8 2.3 4.6 4/5 雲砂粒赤粒 普通 灰黄褐 油煙付着 151-4 

495 7 グリ I卜 J 38 緑釉陶器 坑 [1 4] 破片 白粒 普通 尻釉オリープ 205-1-4 

495 8 グリ／ト J 41 七師器 珈写 16.5 [24 O] 1/3 砂粒赤粒白粒 稗逍 鈍い橙 202-1 

495 9グ1)1fJ 41 土師器 乖寧 17 0 35 7 3 6 4/5 雲赤粒 良奸 鈍い褐 202-2 
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1 0. グリッド・表採
下田町遺跡第 4次調査において、遺構確認面を覆

う黒色の包含層から遺物を多く検出した。これらの

遺物は10m四方に区切られたグリット遺物として

取り上げをおこなった。縄文時代、古墳時代前期・

後期、奈良時代、平安時代、中靴に至る時期の遺物

まで存在し、第496図～第502図に図示した。 1~15 

は古墳時代前期の遺物である。 16~24は古墳時代後

期の須恵器である。 25~55は土師器の杯・高杯・鉢・

甕・甑などである。 56~73は奈良•平安時代の土師

器杯、須恵器堺・甕、灰釉陶器坑類である。 74は中

第45表 グリッド・表採出土遺物観察表 (I)

挿図番号 遺構番号 稲別 器 種 II径 血丘紅．古司 底径

496 1 グリ｝ ｝ G30 上師器 坑ーぷf (Hl.0) [5 8] 

496 2グリ！ト H39 土師器 小JTij甕 10.5 [7. O] 

496 3グl1 1トH39 土帥器 小型壺 (9 7) [8. 4] 

496 4 グリ）ト G40 土師器 高杯 11.4 [5 9] 

496 5グリ）ド G40 七師器 高杯 [6.8] (8 8) 

496 6グリJト I 34 土師器 ミニチュア 4 2 3.1 2.5 

496 7 グリ）ド F34 土師器 台付甕 [3. l] 

496 8グリ／ト G34 土師器 高杯 [4.0] 6.2 

496 9グリ）ト I 35 土師器 高杯 4 5 (15 0) 

496 10 グリJト H39 上師器 台付甕 [5. 8] 12.2 

496 11 グリ！ト F35 土師器 高杯 [5. O] 

496 12 ク‘lI 1ト F35 土師器 台付甕 [3. 8] 

496 13 グリ；卜 H34 上師器 坑上ぷCf (15.2) [6 9] 

496 14 グリii H39 土師器 短頸壺 (7. 5) [ 4. 3] 

496 15 グリ／ト H36 土師悩 壺 (11 0) [5. 7] 

496 16 グリ 1ド I 39 須恵器 苦 (11 2) [3 8] 

496 17 グリ］ト I 39 須恵器 芸吋 (11.6) [3 2] 

496 18 トレンチ 須恵器 益 (15.5) 4 3 

496 19 グリ／ト G38 須恵器 邸差 (14 2) [ 4.4] 

496 20 グリ；卜 H38 須恵器 坑身 (13.0) [3 6] 

496 21 グリyト F30 須恵器 杯身 (12.0) [ 4 4] 

496 22 グリ 1ト I 37 須恵器 ヶ皿~ ← 9二 (13.0) [3 O] 

496 23 グ1)1卜 J 36 須恵器 瓶 [2 OJ 

496 24 グリ）ト G36 須恵器 聰

496 25 グリ］ト G29 土師器 杯 (12.6) 5.0 

496 26 グリ；ド J 34 土師器 杯 15.4 5.8 

496 27 グリ）ト I 32 上師器 身； (13. 8) 4 5 

496 28 グリ）ド I 32 土師器 均： (10.2) 3.0 

496 29 クリ！ト H30 土師器 杯 (12 0) 5.1 

496 30 グリ）ト G34 土師器 杯 (11.6) 3 5 

496 31 グリ）ド G35 土師器 杯 12 5 4.7 

496 32 グリJ卜 G37 土師器 杯 (10 2) [3. l] 

496 33 グリ］ト G34 土師器 杯 (10 3) [2.4] 

496 34 グlI 1トG37 土師器 昇： (9. 7) [2 5] 

496 35 クlI 1 } G35 土師器 器台 (7 4) [2. 2] 

497 36 グリyト G33 土師器 高杯 16 6 13.6 12.1 

世の在地産片日鉢、 75は獣脚の土製品である。 76は

硯の破片である。 77は石製勾玉、 78~88は石製模造

品、 89は管玉、 90~95は臼玉である。また、 96~98

は石製紡錘車、 99・100は土錘である。 104~106は砥

石、 107~109は瓦塔である。 llOは椀形鍛冶滓で、 ll2

は小日径の鍛冶用羽日である。 ll5~ll8は鉄製品で

ある。 ll6はやや大きい鎌、 ll7は刀子である。

120~140は表採遺物である。 132は上半部のみの

資料であるが表面にキリークが明瞭に残された遺存

状態の良い板碑である。

残存 胎十一 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1/3 角石英赤料白粒 良好 鈍い質褐

1/4 砂粒臼粒 許通 黒褐 177-4 

破片 雲角石英赤粒 普通 橙

杯部 雲砂粒白粋 普通 褐

1/2 雲 石英砂粒臼粒 普通 鈍い褐

完形 黒粒 普通 橙 177-5 

脚部破片 雲角礫 普通 鈍い褐

脚部のみ 砂粒赤粒白料 普通 明褐

脚部1/5赤粒白粒 良好 鈍い橙 四方透

脚部 砂粒 普通 鈍い橙

破片 石英赤粒白粒 将通 橙 三方透

破片 雲砂粒 普通 棺

破片 雲ふ粒白粒 蒋通 橙

IJ縁 黒粒 稗通 鈍い橙

口縁1/2赤粒 普通 明赤褐

1/4 白粒 良好 灰黄褐

破片 石英赤粒白粒 良好 灰褐

破片 臼粒針 良好 灰

1/5 黒粒 良好 青灰 203-2-14 

破片 白粒 良好 青灰 203-2-2 

破片 臼粒黒粒 良好 青灰 ロクロ右回転 203-2-9 

破片 黒粒褐粒 良好 灰白

底部1/4 白粒黒粒 良好 灰

破片 白粒 良好 青灰

1/2 宕 赤粒白粒黒粒 普通 柑 模倣杯

4/5 砂粒赤粒 普通 椿 模倣杯 151-5 

1/2 雲か粒臼粋 曹通 赤 赤彩 151-6 

ほほ完形 雲赤粒黒粒 将通 橙 模倣杯 151-7 

2/3 雲赤粒白粒 普通 棺 151-8 

1/2 雲石英 良好 鈍い橙

1/2 白粒黒粕 普通 明赤褐 151-9 

1/4 雲赤粒白粒黒粒 普通 橙

破片 石英白粒黒粒 良好 橙 模倣杯

1/5 角石英臼粒 将通 橙

破片 砂粒赤粒 良好 橙 赤彩

4/5 雲石英赤粒 普通 明赤褐 森彩 177-6 
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第502図 グリッド・表採出土遺物 (7)

141・142は縄文時代後期の曽谷式である。いずれ

も波状口縁深鉢形土器の波底部の破片である。波底

部には、貼付文を施している。 143は縄文時代後期の

堀之内 2式である。鋸歯状の磨消縄文を施した胴部

破片である。 144は縄文時代後期の器面全体に縄文

を施した深鉢形土器の胴部である。

145 • 146 • 148は打製石斧である。 145は長さ12.6

cm、輻8.5cm、厚さ2.0cm、重さ261.6 gである。石器

石材はホルンフェルス製で、形状はいわゆる分銅形

である。 146は両端を欠損する。残存の長さ11.2cm、

幅7.5cm、厚さ2.6cm、重さ269.9 gである。石器石材

は砂岩製で、形状はいわゆる分銅形になると思われ

る。 148は長さ10.9cm、輻7.9cm、厚さ2.2cm、重さ

170. 5 gである。石器石材はホルンフェルスで、形状

は刃部付近に最大輻があるいわゆる撥形の範疇に含

まれる。

147 • 149は磨製石斧である。 147は両端を欠捐す

る。残存の長さは16.2cm、幅4.5cm、厚さ3.5cm、重

さ416.8 gで、石器石材は黒色頁岩である。両側に敲

打痕が認められ、欠損後に磨製石斧から敲石に転用

されたと思われる。 149は基部の破片である。残存の

長さは5.0cm、幅3.9cm、厚さ1.0cm、重さ28.1gで、

石器石材はシルト岩である。
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第46表 グリッド・表採出土遺物観察表（2)

挿図番号 退構番号 穂別 器種 口径 9益19 9 百回 底径 残存 胎土 焼成 色謡J 出土位置備考 図版

497 37 グl} I } G36 上師器 高杯 (19 3) [5 9] 日縁破片 雲石英白粒 稗通 赤褐

497 38 グ＇）／ト F30 上師器 高杯 [4.8] 1/5 角石英赤粒白粒 普通 橙 ふ彩

497 39 グI] J卜 G32 十師器 高杯 (18.0) [5. 2] 杯部破片 雲角石英赤粒 普通 橙

497 40 グリ It F30 土師器 高杯 [2.6] 破片 雲角石英臼粒 普通 赤 赤彩

497 41 グリ）ト I 31 上師器 高杯 [6.6] (9 6) 脚部 雲石英白粒 将通 橙

497 42 グ）グト I 31 土師器 壺 (11. 4) [8 6] 破片 雲ふ粒白粒 普通 明赤褐

497 43 グII 1ドG31 土師器 鉢 (9.5) 12 8 6 () 2/3 赤粒黒粒 普通 杞 202-3 
497 44 グl)j卜 I 39 土師賂 鉢 (12.8) [9 8] 3/4 雲石英 普通 赤

497 45 グリyト F30 土師器 甕 (15 6) [5. 7] 破片 雲石英 曹通 明赤褐

497 46 グリ／ト F30 上師器 小籾壺 (13. 8) [5 O] 破片 雲白粒 将通 橙

497 47 グl]1ト I 38 土師器 小詞ごヒ珈式 (16.0) [ 4 8] 破片 砂粒赤粒白粒 普遥 浅黄橙

497 48 グリ It H29 土師諮 甕 20 8 [12 3] 1/2 砂粒J)、粕小礫 普通 鈍い黄褐 178-1 
497 49 クリ／ト G32 上師器 甑 (25 0) [19.5] 1/5 雲角赤粒黒粒 蒋通 鈍い黄橙

497 50 グリyト H39 土師器 甑 (23.3) 25 4 (14 4) 1/5 雲石英功＼粒白粒 普通 橙

497 51 グリ！ト J 35 七師晶 痰丞 18.0 [19.1] (7. 4) 2/5 雲黒粒 普通 灰褐 178-2 
497 52 グl)I t F35 土師器 壺 [ 4 3] (12.8) 底部破片 軽石臼粒 将通 橙

497 53 グリ）ト F35 土師器 甕 (2.0) 5.5 底部 石英赤粒 普通 外暗褐，内橙

498 54 グリ It H33 土師器 鉢 (19 6) [9.9] 1/4 雲角，Jj＼粒白粒 普通 鈍しヽ 亦褐

498 55 グリ）ト H31 土師器 鉢 (23 3) 10. 7 (10. 5) 破片 角石英赤粒臼粒 蒋通 褐灰

498 56 グリ）ト F31 土師器 均； (13 2) [2 8] 破片 角白粒黒粒 普通 橙

498 57 グリ／ト F31 土帥器 杯 (13,8) [3. 4] 破片 雲黒粒 普通 橙

498 58 グリ）ト G35 土師器 昇； 14 0 4.5 6.0 2/3 赤粒黒粒 稗通 鈍い赤褐 赤彩

498 59 グlI）ト F31 須恵器 杯 03.6) 3 6 6 8 1/2 雲白粒針 普通 灰

498 60 グリJ卜 F32 須恵器 杯 (12. 2) 3.4 (7. 7) 1/4 石英針 良好 灰

498 61 グリ）ド F34 須恵器 杯 (12 4) 3.7 (7.8) 1/4 長石白粒針 良好 暗青灰

498 62 グリ）ト I 33 須恵器 坑 [3 3] (8 0) 底部1/2雲白粒針 良好 灰

498 63 グ’I1トG31 須恵器 堺 03.2) 4.2 7.0 1/2 砂粒針 良好 灰 里土9公事に

498 64 グリ／ト I 31 瀬戸 皿 (17 4) [3. 6] 破片 黒粒 普通 オリーブ闘 206-1-5 
498 65 グリyド F30 須恵器 杯 (18 3) [ 4. 6] 破片 白粒針 良好 灰

498 66 グl] 1ト I 29 須恵器 立工L:＿ (15. 0) [1. 9] 破片 雲臼粒 普通 灰白

498 67 グリJト H32 灰釉陶器 埼 [2 5] (6. 9) 破片 白約黒粒 良好 灰白 204-2-10 
498 68 クl1,9トH36 灰釉陶器 培 [2 2] (7. 9) 底部1/4 白粒黒粒 良好 灰臼 204-2-9 
498 69 グリj卜 G31 灰釉陶器 培 [2. 3] (7 9) 底部1/3白粒烹粒 良奸 灰白 204-2-11 
498 70 グリ） ｝ H31 灰釉陶闘 坑 (13. 9) 3.9 (7.3) 1/2 黒粕 良好 灰白 151-10 
498 71 グリ）ト H31 緑釉陶器 稜埼 破片 白粒 曹通 閾几術l）ープ罰 205-1-3 
498 72 ク~li）ト F31 緑釉隕器 埼 破片 臼粒 普通 紅、i』オリープ択 205-1-5 
498 73 グリ）ト J 36 須恵品 罪Jぷ 破片 砂粒白粒 良好 灰 204-1-4 
498 74 グlI）ト H36 在地 片日鉢 (31. 2) 11 0 (11 6) 2/5 砂粒 将通 鈍い褐 178-3 
498 75 グリ）ト G30 土製品 獣脚 輻34奴さ [6O]厨さ4.5脹1部のみ 雲赤粒臼粒 普通 褐

498 76 グリ／ト G36 石製品 硯 111品48長さ40厨さ0.9 破片

499 77 ク'id H39 石製品 勾玉 幅17長さ191りさ07重さ27 1/2 212-1-3 
499 78 グリ）ト H30 石製校泣品 勾ード形 闘24 kさ39阿さ0.5爪さ10.1 完形 212-1-7 
499 79 グリ）ト I 36 石製摸饂品 有孔円板 揺3.6長さ3.4厚さ0.6爾さ116 4/5 211-2-21 
499 80 グリ］ト G37 石製模造品 円板形 幅28長さ25肛さ05重さ58 ほは完形

499 81 グ'Iiト I 30 石製校造品 勾E形 犀 2上さ22]見さ()6重さ6.0 1/2 
499 82 グリ）ト I 40 石製校危品 剣形品 輻30長さ4.0厚さ0.5凪さ84 ほぱ完形 211-1-13 
499 83 グリ）ト G40 石製模近品 剣形品 幅2()長さ38肛さ05重さ60 1/2 2] 1-l-15 
499 84 グリ／ト I 35 石製楳近品 剣形晶 1::揺29長さ34 I？さ06匝さ］07 1/2 
499 85 グリ／ト H38 石製梗造品 剣形品 輻25長さ31厚さ0、4重さ4.7 1/2 

499 86 グリ 1トH30 石製模造品 剣形品 幅4]長さ6.0犀さ0.6盾さ194 4/5 211-1-14 
499 87 グリ／ト G30 石製模遮品 未製品 饂37長さ6.0厚さ09重さ51.0 破片

499 88 グリ／ト H38 石製模造品 勾沢形 輻181':さ33 I豆さ05重さ2.7 4/5 
499 89 グリ／ト H39 石製品 管 E 径(03)長さ [0.7]盾さ01 破）＼• 213-1-9 
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第47表 グリッド・表採出土遺物観察表（3)

挿図番号 遺構番号 種別 器種 ロ径 益＂＂ 古向 底径 残存 胎土 焼成 色調 出上位置・備考 図版

499 90 グリ）ド H33 石製品 臼玉 径1.3長さ07瓜さ1.8ほほ完形 212-2-8 

499 91 クリ It H30 石製品 臼玉 径0.7長さ10重さ1.0ほぽ完JI多 212-2-7 

499 92 グ11,ドH34 石製品 臼—丘 径(10)長さ [O5]重さ0.5 破片

499 93 グl);卜 H35 石製品 臼'Iミ 径0.7長さ0.3重さ03 ほほ完形 212-2-11 

499 94 グIJ,1ド F30 石製品 臼王 行07長さ03重さ03 ほぼ完彩 212-2-10 

499 95 グi1 1トH39 石製品 臼玉 径0.5長さ03重さ0.2 完形 212-2-41 

499 96 グリ 1ドH38 石製品 紡錘申 孔径06径41厚さ14凪さ30.9 完形 209-2-14 

499 97 クl)if F32 石製品 紡錘車 孔径0.7径411りさ(121厭さ184 破片 209-2-13 

499 98 グリ 1ドG34 伍製品 紡錘車 孔枠0.61斧45厚さI8重さ39I 1ま！ま完形 滑石 209-2-10 

499 99 グリj卜 G40 上製品 上錘 孔径04長さ4』厚さ20重さ18.6 ほぼ完形 208-2-8 

499 100 グ1)1/ド I 36 土製品 土錘 孔径06 長さ •32・胃ぎ16] 重さ 46 3/4 

499 101 グ＇） ／ト F33 土製品 土下← 径14長さ10凪さ25 完形 208+11 

499 102 グリ；卜 F31 上師器 字皿 破片 雲角 将通 褐灰

499 103 グリ／ト G38 土師器 甕 破片 雲黒粒 普通 灰白

500 104 グリ It G37 石製品 砥石 輻7.7長さ84)厚さ57 1/2 214-2-6 

500 105 グリJ卜 G37 石製品 砥石 幅53厚さ99長さ3.6 1/2 214-2-4 

500 106 グリ It G36 石製品 砥石 輻61長さ17.3四さ4.0 1/2 214-2-7 

500 107 グl)1ト I 38 土製品 瓦塔 幅［116]長さ[102]厚さ』37 破片 赤粒白粒黒約 207-7-6 

500 108 西側排水溝 上製品 瓦塔 輻[70]長さ [46]厚さ [3O] 破片 赤粒白粒黒粒 207-7-7 

500 109 グリj; H36 土製品 瓦塔 幅（72)長さ [68]厚さ(11) 破片 外粒白粒黒粒 207-7-1 

500 110 グりj卜 H32 鉄滓 椀型滓 輻6.5長さ42)厚さ1.6

500 111 グリ／ト H31 鉄滓 鉄片？ 幅44長さ3.6厚さ24 

500 112 グリ／ト F30 土製品 羽［l 径170)↓ミさ[58]孔径123)重さ430 破）＇） 赤粒 普通 褐

500 113 グリ／ト H30 木製品 板材 帖10、8長さ [270]厚さ2.8 

500 114 グリ／ト I 31 木製品 丸材 I|l盈104」乏さ3561厚さ6.8 ほぼ克形

500 115 グリ／ト H32 鉄製品 釘 頭眉]6X22Kさふ6]11111go 4~03 はは完形

500 116 ク‘IJ,1ト I 32 鉄製品 鎌 刃幅3.3~26背I|l扁0.3長さ[140] 3/4 224-2-4 

500 117 ク~ ii）ト H35 鉄製品 刀子 刃輻1.1~1.0長さ [5.0] 1/2 

500 118 グリ／ト J 37 鉄製品 棒状品 111晶03XO 2 」ミさ［1.5] 破片 先端のみ

500 119 グl} J卜 I 33 銭貨 開几通宝 径2.4重さ2.5 唐初鋳621打 225-2-10 

501 120 グ111卜表採 碩恵器 壺 02. 0) [5 8] 1/4 白料黒粒 良好 青灰 203-2-8 

501 121 グl! J卜 表採 須忠器 杯 [2 4] 7 1 底部3/4石英白粒針黒粒 良如＇ 灰白

501 122 グリグト 表採 灰釉陶器 坑 [l 7] (7. 5) 底部1/4 臼粒黒粒 良好 灰白 204-2-16 

501 123 グリy|、 表採 臼磁 碗 [3 8] (6 2) 破片 黒粒 良好 臼灰 206-1-9 

501 124 グリ］ト 表採 灰釉陶器 碗 [1. 6] (6 3) 破片 白粒黒粒 普通 灰白 転川硯、朱墨付着 204-2-17 

501 125 グリ 1ト表採 灰釉陶器 坑 [2 l] (6 6) 破片 黒粒 良女J'灰日，釉灰日 刷毛塗り 204-2-13 

501 126 グリ）ト 表採 灰釉陶器 碗 [l 8] (6 9) 底部1/2 白粒黒粒 将通 灰白 204-2-14 

501 127 グリ 1ド表採 灰釉陶器 塙 (14 8) 2.7 (8.0) 1/5 白粒黒粒 良奸 板日、釉灰日 ッケガケ 204-2-12 

501 128 グリ／ト 表採 灰釉隕器 塙 [1.5] (7. 2) 底部1/4 臼粒黒粒 良奸 灰臼 204-2-15 

501 129 グ111|、表採 石製品 伍皿 (39. 0) [5 8] 破片 暗灰 214-2-8 

501 130 グリ／ト 表採 石製品 砥石 輻42長さ93厚さ3.0ほぼ完形 214-2-5 

501 131 グlI I卜表採 上製品 瓦塔 揺[75]訳さ [65]犀さ [1OJ 破片 赤粒白粒黒粒 207-7-8 

501 132 グリ！ト 表採 板石塔婆 輻26.1長さ35.3厚さ24 破片 緑泥片岩 215-3 

501 133 クリJ卜 表採 石製模近晶 剣形品 輻30長さ58胃さ0ふ重さ151 ほぼ完形 2 11-1-16 

501 134 グli）ト 表採 石製模直品 剣形品 幅27長さ38犀さ05重さ47 1/2 

501 135 グリ It 表採 石製校蘊品 不明品 幅24 •K さ 6.0 匠さ 0.8 風さ 17.8 1/2 

501 136 グlI 1ト表採 石製模造晶 有孔円板 帖3.2長さ261りさ0.4甫さ29 1/2 

501 137 グリ I卜表採 土製品 土玉 径13長さ11重さ 17 完形 208-1-12 

501 138 グ1I t 表採 石製品 管予未製品 径10長さ1.5重さ3.0はぽ元形

501 139 グリ！ト 表採 石製品 紡錘車 孔径0.6 径3.6,~ さ 0.8 雨さ 19.2 ほほ完形 209-2-15 

501 140 グリJ卜 表採 七製晶 七錘 孔径1,0長さ［ふ4厚さ3,2酋さ301ほぼ完形
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11. 腕輪形石製品

下田町遺跡第 4次調査西区では、腕輪形石製品の

完形のものが 1点、同一個体と考えられる破片が2

点、計2個体分出土している。

は、古墳時代後期の竪穴住居跡の確認面や、埋土上

層、掘り方埋土中である。

腕輪形石製品は、基本的には古墳時代前期の所産

であり、 おもに墳墓の副葬品として出土する遺物で

ある。集落遺跡においても、祭祀遺構に伴い出土す

る例もあるが、下田町遺跡の場合は、遺構は通常の

竪穴住居跡であり、

これらか出土したの

その場においてなんらかの祭祀

行為が行われていた状況は見受けられない。

したがって、 これらの腕輪形石製品は、住居跡を

構築、ないしは埋没する際に周辺から流れ込んだも

のであり、遺構に伴う遺物ではないと判断した。

本来ならば、他の遺構帰属不明の出上遺物ととも

に報告するべきではあるが、腕輪形石製品が集落内

から出土することはきわめて稀であり、 その資料的

価値を考慮に入れて、別に節を設けて記載すること

とした。

腕輪形石製品A （第504図 1)

典型的な石釧である。 H-41グリッド、第303号住

居跡確認面から出土した。重機による確認作業中で

あったため、出土時に半裁してしまったが、はほ完

形品である。

大きさは、外径7.7cm、内径5.5cm、幅1.1cm、高さ

1. 8cmである。重さは69.2 gである。

平面形状は正円形で、断面はやや内向気味に立ち

上がる。上端を斜めに面取りし、 その斜面に放射状

の沈線を刻む。沈線ははぼ等間隔で施されている。

総数は164本である。

側面には一段の稜を巡らす。側面および裏面は滑

らかに研磨され光沢がある。側内面には、穿孔の際

につく螺旋状の削痕が何条も平行して認められる。

表面は平滑だが、外面のように光沢のある研磨はさ

れていない。
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色調は、標準土色帖に当てはめるならば、オリー

ブ灰色 (2.5GY5/l)か最も近い。材質は凝灰岩と思

われる。

腕輪形石製品B （第505図2• 3) 

両面に彫刻文を有する腕輪形石製品の破片であ

る。

2はF-31グリッド、第290号住居跡掘り方埋土

から出土した。現存長3.5cm、幅1.8cm、高さ1.0cm、

重さ6.8gである。外側はほとんど欠損しているか、

かろうじて縁まで残っている部分があり、本米の輻

を知ることかできる。

3はG-32グリッド、第173号住居跡の埋土上層

から出土した。現存長2.1cm、現存幅1.7cm、高さ0.9

cm、重さ4.0gである。 2よりも欠損の具合が著しい。

両者とも、割れ日に 2次的な調整は認められない。

2点には按点がなく、高さにわずかな違いはある

が、表裏ともに施される文様パターンは共通してお

り、同一の個体の破片と考えられる。復元すると、

外径9.6cm、内径6.0cmになると推定される。

平面形状は正円形で、断面は直角三角形を呈する。

表側の外斜面は、内側に櫛歯状の刻み目が巡り、外

側に複合鋸歯文か施される。裏而には外縁に縁取り

のない複合鋸歯文のみが施される。側内面には細か

い研磨の痕跡がみられる。

色調は、 2 • 3ともに同じである。側内面の色調

を標準土色帖に当てはめるならば、暗緑灰色

(10G3/1)が最も近い。材質は緑泥石である。
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~1:1 

第504図腕輪形石製品 A
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v 調査のまとめ

1.第 4次調査の遺構変遷

下田町遺跡 4次調査の結果、古墳時代～鎌倉・室

町時代までの追構を検出した。

ここでは、第 4次調査の遺構について時期別の変

遷を検討する。検出した遺構は、方形周溝墓 1基、

竪穴住居跡218軒、掘立柱建物跡 2棟、井戸跡85基、

土坑95基、ピットは多数、火非上坑 6基、溝跡72条

を確認した。各遺構から出土した七師器、須恵器な

どの遺物をもとに時期を判断し、段階の設定を行い、

これらの時期を下田町 I~W段階に時期区分した。

1期は古墳時代前期の布留 I式並行である。該期

の遺構は、第10号方形周溝墓が吉ヶ谷式の土器を出

土する。また、第113、130、139、140、141、157、

164、168、171、308、316号住居跡が吉ヶ谷式土器を

共伴する。

II期は古墳時代前期の布留II式並行である。第

206号住居跡出土の 1• 2の甕はやや古いものの、

10・12はハケ目が付かない台付甕と共伴する。また、

第174号住居跡 1や第205号住居跡 1の口縁部が屈

曲する用が出上している。該期の追構は、第109、

119、138、158、174、176、179、205、206、236、227、

312号住居跡である。

III期 (5c3/4)は古墳時代中期である。検出した該

期の遺構は、第171、198、203、207、220号住居跡で

ある。住居跡は調査区域内に 2~ 3軒の単位でまと

まりがみられる。 III期の出土遺物は埼類が主体であ

る。第198号住居跡から出土した坑は丸底で日縁部

が短く外方に開いて屈由する。調整は日綜部横ナデ、

体部外面をヘラケズリする。また、体部外面から内

面にかけて赤彩を施す培を共伴させる。高杯は長脚

タイプで柱状部分は細長いのか特徴でである。甕は

丸甕を主体とする。

IV期 (5c4/4)は模倣杯の成立期である。この段階

の遺構はさほど多くは検出されていない。該期の遺

構は、第115、128、134、142、160、177、189、190、

193、269、272、273、281、285号住居跡である。集

落形成の中で、重要な時期であり、また、下田町遣

跡において、該期の遺構が多く検出された区域は自

然堤防の南側縁辺部にあたる部分にまとまりが認め

られる。竪穴住居跡の主軸方向は、第134号住居跡で

N-51° Wを測り、谷地形に沿った方位である。他

の住居跡もほぼ地形に合わせた主軸方位であると見

られる。

IV期の出土遺物は、坑類のタイプに加え、模倣杯

が出現する。赤彩を施す培も定鼠検出される。高芥

も柱状の長脚タイプのもので赤彩が施されている。

V期 (6cl/4) は集落の発展期と位置付けられる。

遺構件数も多くなり遺跡全体に展開を見せる。該期

の遺構は、第108、111、114、116、126、143、146、

169、175、187、201、225、239、247、279、280、282、

284、286、289、290、300、321号住居跡である。

V期の出土遺物は、模倣杯を主体とする段階であ

る。碗は赤彩か施されているタイプが出土する。高

杯は脚部がやや膨らみ短く、杯部は逆ハの字状で外

傾して大きく開く。甕は長胴化するが胴部中位に最

大径をもつ。須恵器は、第116、290、321号住居跡か

ら杯盟、第247号住居跡から高杯か出tしており該

期に位置付けた。第116、290号住居跡出土の蓋は径

11. 9 • 11. 5cmと小ぶりであることから TK23段階か

らTK47段階にかけてと考える。

VI期 (6c2/4)は、遺跡全体に住居跡が確認され繁

栄期である。第48表に示したとおり住居跡の件数は

最もピークになる時期である。該期の遺構は、第122、

125、127、129、181、182、183、199、200、210、215、216、

223、229、238、240、259、261、271、275、277、287、288、

295、296、299、305、318、322号住居跡である。

VI期の出上遺物は、模倣杯を主体とする段階であ

る。坑は赤彩か施されているタイプが出土する。高杯

は脚部がやや膨らみ短く、杯部は逆ハの字状で外傾

して大きく開く前段階のタイプと、短脚で模倣杯か

杯部に張り付くタイプとに区分される。甕は長胴化

し、胴部下位に最大径をもつ。須恵器は、第127号住居

跡から高杯の脚部か出土しており該期に位置付け
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た。第275、299号住居跡から径10.9・10.0cmと小ぶり

の杯身であることからMT15段階にかけてと考える。

VII期 (6c3/4)は、前期に比較し確認した住居跡の

件数が同じように多い。この時期が下田町遺跡の安

定した時期と捉えることができる。該期の遺構は、

第150、161、162、186、194、197、209、214、217、

222、224、230、235、242、244、243、249、255、260、

262、264、265、268、278、297、304、306、307号住

居跡、第315、378号井戸跡である。

VII期の出土遺物は、やや日径が大きく、日縁部の

形態が外側に開き、器高が浅くなる模倣杯を主体と

する段階である。坑は赤彩が施されているタイプが

出土し、高杯は脚部がやや膨らみ短く、杯部は逆ハ

の字状で外傾して大きく開くタイプである。甕はさ

らに長胴化する。

VIII期 (6c4/4)は、 VII期に比べやや住居跡の件数は

少なくなり、遺跡としてはやや変化する時期である。

該期の遺構は、第llO、137、148、167、173、180、188、

196、208、218、224、234、251、270、274、283、293、

294、298、309号住居跡、第376、377号井戸跡である。

VIII期の出土遺物は、やや日径が大きく、口縁部の

形態が外側に開き、器高がさらに浅くなる模倣杯を

主体とする段階である。埼は赤彩が施されているタ

イプが出土し、須恵器身模倣の杯が多く認められる。

IX期 (7cl/4)は、遺構数は半減する。該期の遺構

は、第106、133、135、147、153、185、195、250、

292、302号住居跡である。

IX期の出土遺物は、口縁部の立ち上かりの短い模

倣杯へと大きく変化し、この他、有段日縁杯、模倣

杯C型なども見られる。

X期 (7c2/4)は、さらに減少化傾向か見られる。

該期の遺構は、第124、131、132、2ll、258、3ll号

住居跡である。 X期の出土遺物は、模倣杯の最終段

階で稜の弱い士禾へと変化する。

XI期 (7c3/4~4/4)は北武蔵型杯が出土する段階

である。該期の遺構は、第ll7号住居跡、第320号井

戸跡である。住居跡は、調査区の南寄りに検出され

ており、特に、谷部に面した位置に認められた。

本遺跡では該期の逍構は希池になる時期でもあ

る。これは、初期律令段階であり、集落形成のあり

方に変化か生じる時期と考えられる。また、条里制

の施行などと連動して集落が低地から丘陵上に移動

する傾向が各地で認められる時期でもある。下田町

遺跡においても、このような理由から該期の遺構が

減少し、移動した可能性か指摘できる。

XI期の出上遺物は、第320号井戸跡から、北武蔵型

杯と末野産の須恵器蓋を検出した。この他、赤彩が

施された比企型杯、須恵器の杯Gを検出した。

XII期は、奈良時代にあたる。該期の遺構は、第291

号住居跡、第319、333、344、349、355、382、386号

井戸跡、第602号溝跡である。中でも、奈良時代の井

戸跡は、木製黒漆塗壺鐙を検出した第319号井戸跡

に見られるように、径がやや大きく、振り込みも筒

状で輻を持つ。

XI1期の出土遺物は、壺鐙と共伴する南比企産須恵

器杯、末野産須恵器甕、在地産土師器甕を検出した。

XII1期は、平安時代である。該期の遺構は、第145、

246、310号住居跡、第303、306、312、317、322、347、

365号井戸跡、第591、592、599、608、620、621、630、

644号溝跡である。こ札までの下田町遺跡の調査で注

目される遺構は、第 2次調査で検出した建物群であ

る。建物は、南側に開いた「コ」の字状に配置されて

いる。田中広明氏は、下田町遺跡の建物群か栃木県

堀越逍跡の建物群と様相が類似していることを指摘

されている。堀越遺跡は「成生庄」との関わりが言わ

れており、「庄家」、「有力層の居館型荘所」としての

性格付けがなされている。初期荘園のあり方と考古

学の成果を考えて見ると、下田町遺跡が位置する地

域は、「武蔵国大里坪付」文書に記載されている。ま

た、この文書が記されている資料は九条家文書の裏

書された文書である。時期は平安時代にあたる966

年から1078年の事項が表に記されていることから

ほぼ近似した時期であると捉えることかできる。こ

れらの背景を推察すると、九条家領などに属する所

領との見方も考えられる。また、文書の記載を検討

すると各坪の作付けの面積か表記され、さらに田の

帰属と見られる公田、菱田、釆田、庄田の区分が明

記されている。下田町遺跡は自然堤防上に発達した
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第48表 下田町遺跡時期別住居軒数

住居跡軒数の変遷

28 

，
 

I-

10 

泣

期
XII
期

XI
期

x
期

IX
期

V
i
l
期

V
i
l
期

V
I
期

＞

期
rv
期

集落域であるが、北東側は、低地、遺跡南端には谷

部が形成されている。周囲には水田が形成されてい

たものと考えられる。坪付で「庄」とあるのは八条七

坪の柱田里と八条八坪の鐘田里である。両坪の位置

が下田町遺跡の東側に広がることが推測される。

また、九条家文書によると、 1256年（建長八）の

九条家領荘園は武蔵国内に四ヶ所と記されている

が、稲毛庄と船木田本庄・同新庄である。

下田町遺跡の建物群は、坪付文書に記されている

『様田庄』の荘園を管理する在地領主の中心的な館

と考えられないだろうか。

出土遺物は、緑釉陶器、灰釉陶器が多く検出され

る。緑釉陶器には蓋付香炉や段皿が出上し、灰釉陶

器は猿投・東濃・尾北産の出土が確認されている。

須恵器は、杯や高台付坑か検出され、還元焔焼成さ

れた須恵器と還元が弱く灰白色や褐色、酸化烙焼成

され橙色の須恵器か混在する。

第317号井戸跡からは木製の井戸枠が検出され

た。第322、608号溝跡からは、瓦塔の破片も検出さ

れた。さらに、第306号井戸跡からは「万」、第344号

井戸跡から「前麻呂」の星書土器を検出した。

XIV期は鎌倉時代で、第331、350号井戸跡である。

w期は室町時代にあたる。該期の遺構は、第307、

308、309、310、314、317、321、324、326、327、335、337、

339、352、357、364、368、370、384号井戸跡、第 2、4、

583、584、585、586、589、600、619号溝跡を検出し

た。遺跡全体には、薬研状に掘り込まれた規模の大

きな溝跡が東西南北に区回溝として掘り込まれてい

る。この時期の集落構造として捉えられる。

ード田町遺跡は、江戸時代に行われた荒川の瀬替え

によって、自然堤防上の居住域に終焉をむかえる。
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2.第157号住居跡出土の骨角器について

古墳時代前期の第157号住居跡から、 3点の骨角

器が出土した。出土したのは、刀子の柄とみられる

骨角器（第111図22)、刻みを有する骨角器（第111図

20、第515図l)、短冊状の破片（第111図21)であり、

いずれも鹿角製で、意図的に焼いている可能性があ

る（註）。特に、刻みを有する骨角器の出土例は少な

く、珍しいものである。

刀子の柄とみられる骨角器は、上端の一部で髄質

部分を袂って茎の挿入部を作り出している。挟りは

ちょうど出土時には割れていた箇所より先（図では

左側）に入れられている。表面全体は削り研磨加工

され、下端のカーブ部分では、形を作り出すために

削り過ぎたのか、髄質部分が露出している。現存で

5.8cmだが、本来の長さは 9cmほどで、欠損部には目

釘穴が打たれていたと思われる。炉］近くの床面付

近で出土した。古墳時代初頭以降、刀子の把は鹿角

製のものが広く使われ、大型のもの以外は、鹿角の

髄質部を挟って茎を差し込むものである（藤沢

2002)。今回の例も一般的な刀＋の柄であろう。

刻みを有する骨角器は、主に弥生後期～古墳時代

の遺跡で出土し、一般に刻骨と呼ばれている。鹿角

製が大半を占め、管見に触れた限りでは本遺跡を含

め30遺跡48例におよぶ。埼玉県内では、本庄市後張

遺跡で出土している（第515図2 立石他1983)。後

張遺跡の例は破片だが、径が2.4cmで刻みの間隔が

1.5mmあり、千葉県村田服部遺跡などこれまでの出土
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3瓜郷遺跡（愛知） 7村田服部遺跡（千葉）

4出土地不明（黎明館収蔵品） 8青谷上寺地遺跡（鳥取）

1 • 2筆者実測

3~8各引用文献より転載

第515図刻骨の出土事例

-500-



例と同様の形態をもつ。これに対して下田町遺跡出

土の刻骨は、径が1.4cmと小さい点、刻み目の間隔か

狭く輻が約0.5mmと細かい点が特徴的である。刻み

範囲を区切るように、最後の刻みの外側に、刻みと

は異なる筋状の条線が二、三重につく点も注目され

る。床面から 3~4 cm上で口縁部を下にして置かれ

た甕の、胴部下半割れ日付近から出土した。

刻骨の用途については刀装具、ささら状の楽器、

何かを擦るための道具、呪術性をもつ道具などか推

測されている。類例の多くは、径2.5~3.0cmで中央

に刻みを施すものである。幅が小さく刻みも細かい

下田町遺跡出土の刻骨は、用途が推測されているこ

れまでの出土例とは明らかに形態が奥なる（第515

図）。

例えば刻みを有する骨角器によくみられる典型的

な形態で遺存状態の良い村田服部遺跡の例（第515

図 7)では、輻2.2~2.4cm、長さか16.0cmと長く、

鹿角の反った方の側の中央部に刻みを施している。

刻みの幅は1.0~2.0mm、刻みの間隔は2.0~3.0mmと

粗めにしっかりと施されている（金丸・小宮1985)。

径および刻みを施す場所、刻みの間隔などが共通す

るこのような形態の刻骨には、ささら状楽器説（木

川1999など）、何かを擦る道具説（松山1989など）、

呪術的なものとする説などか想定されている。

これらの例とは違って用途の明らかな例が鳥取児

青谷ヒ寺地遺跡から出土している（第515図8)。こ

れは、刻みを施した鹿角柄付き堅で、鹿角製の柄に

棒柱状の鉄器をはめ込み、柄の一面に滑り止めと考

えられる溝を15本彫りこんでいる。柄の幅は2.7cm、

刻みの幅・間隔は 2mmで、鉄器がはめ込まれている

ということ以外の特徴は、よくみられる刻骨と変わ

らない。管見に触れた限り、国内で出土した刻みを

持つ鹿角製の柄は本例のみだが、韓国では刻みを有

する鹿角製刀子柄の出上例があると紹介されている
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（木村1987)。韓国の城山貝塚出土のこの例は、大き

さをみる限り、輻が1.5cmと下田町遺跡出上の刻骨

と同様に小さい。

用途は特定できないが、下田町遺跡出土の刻骨の

ような径の小さい刻骨なら国内にも出土例かある。

瓜郷遺跡では 2点の刻骨が出土しているが、うち 1

点は輻が1.1cmあり（第515図3左）、もう］点(3右）

と伺様に刻み目のない鹿角と 2本 1組で出上してい

る。黎明館収蔵の出土地不明の例（第515図4)も幅

が1.6cmと径は小さい。ただし、いずれも鹿角の形そ

のものを生かして作られており、刻み目の輻や間隔

は典型的な太さの刻骨に近い。

今回の下田町退跡の出土例は、ささら状楽器には

向かないと思われる繊細な刻み日と、径か小さいこ

とから、呪術性をもつ道具とするのが最も矛盾ない

ようにみえる。しかし、本例のような小形品の類例

は少なく、現時点では刀装具など他の可能性を否定

することはできない。同じ住居跡から出土している

刀子柄の径も1.6cmと刻骨の幅に近いことも考應し

て、韓国の例のように滑り止めのために刻みを施し

た刀子か何かの柄の可能性も考えておきたい。

骨角器は木製品と同様、土壌中で分解され、遺存

しにくい性質をもっている。しかし、木製品が多数

出土する低地の遺跡でも骨角器の出土数が少ない遺

跡も多く、当時の骨角器の使用は限られたもので

あったとの指摘もある（藤沢2002)。下田町遺跡でも、

骨角器の出土数は極めて少ない。追跡内で骨角器が

出土した古墳時代の住居跡は他になく、第157号住

居跡は特嬰なイf在にみえる。用途の検討にはさらな

る資料の蓄積が必要であり、複数の骨角器を出土し

た本住居跡は貴重な事例の一つになるだろう。

註 下田町遺跡出上品の観察については樋泉岳二氏に御教示

いただしヽ た。



3.腕輪形石製品について

下田町遺跡では、児なる 2形式の腕輪形石製品が

出土した。前章でもふれたように、これらは竪穴住

居跡等の遺構に伴う遺物ではなく、周辺からの混入

品と位置づけた。この仮定が正しいとしても、一方

は完形品、もう一方は破片という、この 2種類の腕

輪形石製品の対照的なあり方は、同一集落遺跡にお

ける腕輪形石製品の出土状況としては特児と考えら

れる。

そこで、これら腕輪形石製品が、下田町遺跡の性

格を考える上で、どのような意味をもつのか、県円

及び他地域の類例と比較することによって明らかに

していきたい。

まず、型式学的分析から、この腕輪形石製品がど

のように位置づけられているかを確認しておく。 A

とした腕輪形石製品は（第504図1、第517図9)は、

通常、石釧と呼称され、蒲原宏行氏の分類に従えば、

III類a型式に該当する。氏が設定された石製品の編

年では、 III類の出現は 2期におかれ、 2期の腕輪形

石製品は 4世紀中頃の所産と推定されている（蒲瓶

1987 /1991)。

Bとした腕輪形石製品（第505図2• 3、第516図

1)は、表裏に彫刻文を施し、杉山晋作氏のいう「特

奥な彫刻文のある」腕輪形石製品に分類され、古墳

時代前期後半から中期初頭に製作されたものとされ

ている（杉山1985)。類例は十数例と少なく、おそら

く集落遺跡では本例か全国でも初めての出土例とな

ろう。本例は、そのうち、櫛歯文を特徴とする一群

に含まれる。彫刻技法は細線による陰刻であり、ど

ちらかといえば古い技法とされている。

本例Bと同型式の出土例としては、奈良県奈良市

猫塚北古墳例（第516図2)かある。猫塚北古墳は、

径20m程の円墳で、佐紀盾列古墳群中の前方後円墳

である猫塚古墳の陪塚と考えられている。主体部は

粘t榔で、車輪石・石釧などの石製品や玉類か出土

した。これらの石製品の時期は 4祉紀未～ 5桃紀初

頭と考えられている（河上他1990)。

類例か少ないため、本例Bの時期を明示するには

苦慮せざるを得ないが、ここでは、 4憔紀後葉～末

頃に製作されたものと考えたい。

次に、古墳時代前期における下田町遺跡の状況に

おいて簡単にふれておく。第 2• 3次調査において

検出された方形周溝墓群は、第 4• 5次調査区の北

東部まで分布する。方形周溝墓は四隅切れのものと、

全閲するものとかあり、前者から後者へという変遷

をとげると考えられる。住居跡群は方形周溝墓群の

南西側から谷部までの範囲に展開し、第 5次調査区

において、谷を挟んだ対岸にも集落が形成されてい

ることが確認されている。墓域と集落域は近按する

もののほぼ明腑に区別される（第518図）。

方形周溝墓群の築造は、第12号方形周溝墓をもっ

て終了する。その時期は出土遺物から 4世紀中葉と

考えられる。第12号方形周溝墓は、一辺20mを越す

大型の方形周溝墓で、主体部は検出されなかったが、

盛り土の一部か残存していた（砥崎・中山2006)。集

落の形成時期は 4匪紀後半頃までであり、周溝墓の

築造終了後もしばらく継続していたと考えられる。

ここで、県内における腕輪形石製品の出土例をみ

てみると、墳墓では桶川市熊野神社古墳（村井1956)、

川越市三変稲荷神杜古墳（川越市1972)、本庄市下野
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゜1 下田町遺跡

2 猫塚北古墳（河上他1990より）

第516図 腕輪形石製品の類例
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堂古墳群（並木1976、埼玉県1982)が、集落では本

庄市後張遺跡（立石他1983)、東松山市五領逍跡（金

井塚他1963)があり、未製品か川島町正直玉作遺跡

（石岡1980)から出土している（第517図）。

熊野神社古墳は、荒川左岸に位置する径40mほど

の円墳である。主体部は粘土椰と推定され、筒形銅

器、巴形石製品、筒形石製品、紡錘車形石製品、玉

類などとともに、石釧が 6点出土した（第517図 1

~ 6)。墳丘確認調査では、赤彩された壺形上器や、

小型丸底土器などか出土し、築造時期は 4匪紀後葉

と考えられている（増田他1986)。

三変稲荷神社は川越台地北東端に立地する仙波古

墳群に合まれる。一辺20mほどの方墳で、墳丘から

羅龍鏡と石釧（第517図 7)か採取された。墳丘確認
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調査では底部焼成前穿孔の壺形土器が！111土し、築造

年代は 4祉紀第 4四半期と考えられている（増田他

前掲書）。

下野堂古墳群は本庄台地の北東縁辺に位置し、周

溝墓と古墳で形成される古墳群である。石釧は一辺

24mで周溝墓群中最大規模を有する、第10号方形周

溝墓の周溝の立ち上がり部分から出上している。伴

出土器等の詳細は未報告のため不明である。

後張追跡は女堀川右岸に位置し、古墳時代前期後

半から後期にかけての大規模な集落遺跡である。石

釧の破片（第517図8)が出土したA-1溝跡は、住

居跡群と重複して東西に走る溝跡である。溝跡から

の出土遺物は 5棋紀前半に属するものか多いが、住

居跡との切り合い関係から、 4世紀後半から機能し

ていた可能性がある。

五領遺跡は松山台地南東部に位置し、古墳時代前

期を中心とした大規模集落で、前期のt器型式であ

る五領式土器の標式遺跡である。石釧はB区の10号

住居址と 17号住居址の埋土からそれぞれ 1点ずつ、

型式の奥なる破片が発見されている。

正直玉作遺跡は越辺川の右岸、埋没した自然堤防

上に位置する。工事中に偶然発見された遺跡で、管

玉の未製品と考えられる多くの四角柱形加工品とと

もに、半円形の加工品（第517図10)が出土した。そ

の形状や大きさから、釧の未製品とされている。排

土中から、 6世紀前半の赤彩模倣杯が 1点発見され

ているが、正式な調査を経ていないため、未製品類

との閃連は明らかでない。

県内における石釧の盛行時期は、ほほ、 4世紀後

半代、降っても 5世紀初頭頃までと考えられる。

さて、以上のように県内出t例を概観しても明ら

かであるか、下田町遺跡のように、完形品の腕輪形

石製品か墳墓の主体部や周溝以外の場所から出土し

た例はない。これは全国的に見ても稀で、関東地方

では、神奈川県逗子市持田遺跡の出土例をあげるほ

かにない。持田遺跡では、 L区のトレンチの中央で

検出された炉跡付近の和泉式土器包合層から完形の
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石釧が採取された（赤星他1975)。ただし、持田遺跡

の場合は試掘調査で出土したものであり、遺跡全体

の状況を把握できない現状では、この石釧の性格を

位置づけることはむずかしい。

完形品の腕輪形石製品のほとんどすべてが、墳墓

の副葬品として出土している状況をみると、下田町

遺跡で、この石釧（腕輪形石製品A) が、墳墓、す

なわち方形周溝慕の副葬品であった可能性は見出せ

ないだろうか。

方形周溝募から石釧が出土する例は少ないか、先

に紹介したような下野常古墳群第10号方形間溝墓

例なども県内には存在しており、下田町遺跡の方形

周溝墓群に石釧が伴っていた可能性は低くはないと

考えられる。そして、この仮説をとると、石釧は周

溝墓群中、最大で最も新しい方形周溝慕である第12

号方形周溝墓の副葬品として埋納されたと考えるの

が、石釧の副葬品としての価値や、相互の年代観か

らいって、 もっとも矛盾がない謁明といえよう。

ただし、そこには大きな問題がある。それは出土

地点と方形周溝墓の位置関係である。第12号方形周

溝墓から石釧の出t地点までは、直線距離で100m

以上離れている（第518図）。下田町遺跡で、時々に

洪水等の自然災害かもたらされていたことは、本遺

跡の立地環境や、遺構の埋士の様子から十分想定で

きる。とはいうものの、洪水によって方形周溝墓の

主体部が削平され、内部の副葬品が流出したときに、

石釧が 1点だけはほ‘無傷で移動したとする説は、あ

まりにも偶然に依拠しすぎるのは確かである。しか

し、はかにこの現象をうまく解釈する手立てが見つ

からない（これは筆者の力量不足といえるが）以上、

これが、現状ではもっとも考古学的に理にかなった

仮説と考えられる。

一方、破片で出土した腕輪形石製品Bは、どのよ

うな価値を有するのであろうか。後張遺跡や五領遺

跡のように、集落遺跡から腕輪形石製品か破片と

なって、溝跡や住居跡から出七する例は、近年、少

しずつ報古例か増えてきており、以前より注目され
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第518図 古墳時代前期の遺構と腕輪形石製品の出土地点
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るようになってきた。

集落遺跡において、溝跡などから石釧を含む腕輪

形石製品の破片が出土する状況を、北條芳隆氏は腕

輪形石製品の祭祀に伴う破砕埋納行為としてとら

え、古墳時代前期末 (4匪紀第 4四半期）に普遍的

にみられる現象であり、古墳での祭祀行為と集落や

溝との間で、祭式の意昧内容に重複する部分がある

ことを指摘されている（北條1994)。

この指摘は、下田町遺跡における腕輪形石製品B

の出上の意味を考える上で、重要である。腕輪形石

製品Bは破断面に研磨など、破断後の調整は認めら

れず、同一個体が打ち割られた砕片と推定される。

集落で普遍的に用いられる石釧とは形式が異なる

が、下田町遺跡で、破砕埋納行為が行われた可能性

は高いと考えられる。

では、先の腕輪形石製品Aで提示した、副葬品の

流出という仮説は、腕輪形石製品Bの場合にも当て

はめることができるのだろうか。本例Bと類似する

腕輪形石製品を合め、多数の腕輪形石製品の破砕祭

祀が行われた奈良県天理市櫛山古墳（奈良県立橿原

考古学研究所付属博物館1983)など、破砕品が主体

部から出土する古墳か少数なから報古されているこ

とも考慮しなければならない。

しかし、下田町遺跡で検出された方形周溝墓群の

造営は、 4世紀中葉で終焉しており、北條氏の指摘

のように、腕輪形石製品を用いた祭祀が4世紀第 4

四半期に限定されているとするならば、腕輪形石製

品Bの型式学的位憤づけに一抹の不安は残るもの

の、本品か方形周溝墓に伴う可能性は低いと考えら

れる。

この 2点が出土した地点は、古墳時代前期の住居

跡群が分布するすぐ北側であり、集落域というより

も、どちらかといえは墓域の一角にあたる（第518

図）。出土状況がプライマリーなものではないことか

ら、これ以上論を進めることは、屋上屋を架すこと

になりかねないが、祖先の墓前で執行した祖霊祭祀

といった性格も垣間見えるのではないだろうか。

下田町遺跡の方形周溝墓群は、第12号方形周溝墓

や、その一段階前に築造されたと考えられる前方後

方形の第11号方形周溝墓など、その規模や墳形から、

この地域の有力な首長層によって築造され、墓域と

は画して集落を形成した集団の長として君臨してい

たのであろう。石釧のような上質な祭器を所持して

いたとしても、決して意外ではないと考えられる。

現在のところ、県内における碗輪形石製品の分布

は、資料寡少のそしりを受けるのを覚悟すれは、群

馬境となる利根川中流域右岸と、荒川中流域とに限

られており、下田町遺跡は荒川流域ではもっとも上

流に位置している（第517図）。時期確定に問題を残

すが、石釧を製作していた正直王作遺跡が、荒川流

域における分布の中央に位置することは、その生産

と供給を考える上で示唆的である。石材入手経路の

解明や、各資料の石材鑑定など、課題は山積してい

るが、現段階では、下田町遺跡の首長層が腕輪形石

製品を入手したことは決して偶然ではなく、当地域

における、政治的な流通ネットワークが背景にあっ

たものと理解したい。

本稿を執筆するに当たって、北條芳隆氏には、発

掘調査時から数多くのご教示をいただいた。また、

江原昌俊氏には、五領遺跡の資料を実見させていた

だいた。末筆ながら記して感謝の意を表する次第で

ある。
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4.第319号井戸跡出土の黒漆塗壺鐙について
下田町遺跡の第 4次調査で発見された黒漆塗の木

製壺鐙は、出土品としては類例がきわめて少なく、

井戸跡から土器類とともに出土した一括資料である

ため、考古資料としての価値が非常に高い逍物とい

える。そこで、ここでは、この壺鐙について、前章

では触れられなかった解説を加え、あわせてその歴

史的意義について考えていく。

壺鐙（第414図13・第520図1)は高さ21.9cm、長

さ14.6cm、幅16.3cm、縦木一木造りの木製である。

黒漆は、足先を入れる内面以外の、ほぼ全面に塗布

されている。表面には部分的に細かい傷や漆の剖落

か認められるが、いずれも古い痕跡であり、出土時

についたものではない。全体のおよそ 8割が残存し

ている。樹種はクスノキである。

鐙頭には鐙靭を通すための孔（鐙靭受孔）をあけ

た吊り手が設けられている。鐙靭受孔は長方形を呈

し、大きさは1.OX 2.4cmである。吊り手ば両縁が造

り出されている。鐙靭がかかる部分には漆が認めら

れないが、新品の時には塗られていたものが使用す

ることによって剥落したのか、当初から塗られてい

なかったのかは不明である。

壺部は甲に鍋を立てた沓先形となり、壺口部分に

は蒲鉾形の縁を造りだしている。踏込の部分は欠損

しているが、おそらく浅い舌を設けていたものと考

えられる。背面は、縁部からわずかに内側にかかる

くらいまで漆が塗布されている。

壺鐙の吊り手部を、馬に吊り下げられている状態

を仮定して、垂直にしたときに、壺日の下辺（滑止

部）がやや右下がりになるので、この壺鐙は右足用

（右隻）と考えられる。

この壺鐙は第319号井戸跡から、須恵器杯・甕、土

師器杯・甕などとともに出土した（第410図）。これ

らの土器類は、 8祉紀第 1四半期でも新しく位置づ

けられるものである。

下田町遣跡以外には、管見では次の 5つの遺跡か

ら同形の壺鐙が出土している。

大阪府大阪市 四天王寺旧境内遺跡

新潟県柏崎市箕輪遺跡

静岡県浜松市城山遺跡

幅岡県北九州市石田遺跡

福岡県北九州市祇園町遺跡

四天王寺旧境内遺跡は、 7祉紀前半に創建された

四天王寺の旧境内にあたり、壺鐙（第520図 2)は

ST96-4次調査で検出された井戸跡 (SEOl)から出

土した。壺鐙の高さは約21cmで、全体の約 1/3が残

存する。黒漆はほとんど剥落している。左足用とさ

れる。共伴遺物には墨書土器を含む土師器・須恵器、

軒瓦などがあり、これらの土器の時期は 8世紀末と

考えられている（松本他1999)。

箕輪遺跡では、壺鐙は平成11年度調査区 (H区）

で検出された自然流路の下層から、大量の土器や木

製品とともに出土した。高さ約24cm、遺存状態は良

好で、下田町遺跡例に匹敵する。左足用とされる。

共伴する土器の年代は奈良時代末～平安時代初頭と

されている（高橋1999)。また、この自然流路から出

土した木簡のなかに、「駅家村」と記された木簡か合

まれていることから、この壺鐙の存在と合わせて、

付近に駅が存在する可能性か指摘されている（岡田

2000)。

城山遺跡では、包合層から吊り手部を中心とした

豆先
咋

爪

あぶみがしら

鐙頭

みずおうけあな

鐙鞄受孔

LIc

舌

第519図 壺鐙の各部名称
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破片が出土している。材質は鋳銅製であり、復元す

ると法降寺献納宝物などの伝世品と同じ形の壺鐙に

なる可能性がある。奈良時代前半～中葉の年代が与

えられている（向坂他1981)。

石田遺跡では、 I区の自然流路に設けられた堰上

層から出土した。上層の遺物には古墳時代の土師器

や弥生時代の甕、木製品類が含まれているが、この

層は、奈良•平安時代の土器類がまとまって堆積し

ていた杭列の下層部分にあたる。壺鐙（第520図3)

は現存高24cm、全体の約1/3が残存する。左足用とさ

れ、樹種はケヤキである（梅崎他1990)。

祇園町遺跡第 3地点では、河川跡包合層から、吊

り手部の破片（第520図4)が出土している。吊り手

の形状は類似するが、鐙靭受孔は正方形に近く、縁

を造りださない点が奥なっている。漆ぱ塗られてい

ない。共伴する土器の年代は 8机紀後半から 9世紀

にかけてのものとされている（宇野1995)。

伝匪品に目を転ずると、法隆寺献納宝物の壺鐙（第

520図5 原田他2003)や、正倉院宝物の馬装（馬鞍）

のなかでも、特に馬鞍第 3号や、馬鞍第 7号の壺鐙

は大きさや形状が類似している（正倉院事務所

1994)。これらの材質はすべて鉄製黒漆塗である。

法隆寺献納宝物には、古くは奈良時代を遡る時期

（飛鳥時代）の品々が含まれているといい（矢島

1959)、正倉院宝物の成立した時期は、光明皇后が東

大寺大仏に聖武天皇の御物を献納した756年前後で

あるため、 8祉紀前半に製作・使用されたものと考

えられる。

以上にあげた出土資料や伝性品の壺鐙は、材質や

形状の細部には相違点が認められるが、基本的には

下田町遺跡出土例と同じ型式の壺鐙と考えて差し支

えないであろう。共伴遺物や伝匪品の示す年代観か

ら、これらの壺鐙の製作年代は 7世紀に遡る可能性

を残すが、その流行は奈良時代を中心にしたものと

考えられる。

さて、壺鐙を含む第319号井戸跡の退物は、出土状

況をみてもわかるように、すべて井戸跡の底近くに

まとまって埋没していた。さらに、土器の中には完

存品かなく、すべて破片の状態で出土し、その多く

はオ妾合しても完全な形になることはなかった。こう

した状況は、これらの遺物が、井戸の崩落や、埋め

戻しなどの際に、たまたま周囲から流れ込んだもの

ではなく、人為的に井戸内に持ち込まれたことを意

味している。そして、持ち込まれた時にはすでに土

器は壊れていた可能性が高く、壺鐙も使用痕の残る

破損品であるため、本米の用途に耐えられなくなっ

た器物を「処理」するという行為がなされたものと

考えられる。では、その行島にはどのような意思が

働いていたのであろうか。

この問題を検討するために、まず、県内の周辺の

遺跡から、ほぼ同時期で同様の出土状況を呈する遺

構を抽出し、比較してみよう。

本庄市八幡太神南遺跡第 1号住居跡には、廃絶後

に投棄されたと考えられる大量の一括資料が出土し

ている。土師器杯・甕類、須恵器杯・盈などがあり、

その割合は土師器杯が半分以上を占める。時期は 7

世紀第 4四半期である（富田・赤熊1985)。

行田市築道下遺跡で検出された第 9号性格不明遺

構は、埋土に焼土層や炭化物層が堆積する不整形の

上坑である。遺物は小破片が多く、その出土状況か

ら、木材などを燃やした後に一括して投げ込まれた

ものと考えられている。遺物は土師器杯が主体で、

土師器甕．甑、少量の須恵器杯・慕などで構成され

る。時期は 7世紀第 4四半期である（栗岡他1998)。

深谷市（旧岡部町）の熊野遺跡 7次調査区で検出

された石組井戸跡は、埋土上層から大量の土器か‘/ji

土している。時期は 7椛紀末から 8世紀初頭とされ、

須恵器杯・篇、土師器杯か主体となる。井戸跡はそ

の特晃な形状や規模から、儀礼等に関係する井戸の

可能性も指摘されている（岡部町文化財保護室

2002)。

熊野逍跡ではまた、事業団調査A区で検出された

第2号特殊遺構から、焼土や炭化物などと共に一括

投棄された大量の土器類が出土した。料種構成は上
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師器杯・甕・甑、須恵器杯・蓋．瓶・甕などで、個

体数は土師器杯類が圧倒的に多い。時期は 8世紀第

1四半期である（富田2002)。

具などの土器の器種構成が反映するのはむしろ当然

のことといえよう。

ところが、第319号井戸跡の出土土器（第413図）

をみると、土師器甕類が8点とその割合が多く、先

にあげた例とは対照的であることが指摘でき、この

時期の典型的な「廃棄」というパターンからは逸脱

した状況を示していることがわかる。

以上にあげた各例に共通するのは、遺物の鼠（個

体数）が多いにもかかわらず、その器種構成は、住

居跡などから出土する一括資料とあまり変わらない

ということである。これらの例が、不用品を捨てる

という意恩の働いた、一般的な意昧での廃棄の結果

であるとするならば、現在使用している食器や煮沸

次に、壺鐙や鞍などの馬具が井戸跡から出土した

他の遺跡の例をあげ、比較検討する。出土例が少な
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いため、時期は平安時代～中世の事例を合める。

今回と同じく井戸跡から壺鐙が出土した例には、

先にあげた四天王寺旧境内遺跡がある。 SEOlの共伴

土器は、土師器杯・坑・高杯・甕、須恵器蓋•土不・

瓶類・壺などである（第521図）。墨書土器には「申」

「東」「米星」「酒十」などがあり、米や洒を扱う施設

が近くに存在していたことを示すものとされている

（松本他前掲書）。

木製鞍か出土した井戸跡も数例存在する。下田町

遺跡では、今回の調査区の北側にあたる第 2次調査

区の第 2号井戸跡から、木製黒漆塗の鞍橋の一部が

出土している。第 2号井戸跡は、「井」形の木枠を設

け、他の出土遺物には土師器甕、須恵器杯・高台付

坑、緑釉陶器、灰釉陶器、曲物、土錘、鉄鏃などが

ある（第521図）。土器類の時期は10世紀第 1四半期

である。 9世紀末から10世紀にかけての下田町遺跡

は、館跡と推定される大規模な建物跡が形成されて

いる。馬具以外の出土遺物には、灰釉陶器や緑釉陶

器、銅製刀装具などがあり、在地有力領主層が居住

していた可能性が高いことが指摘されている（赤

熊•岡本2004) 。

佐賀県神埼郡三田川町の下中杖遺跡では、 SE202

井戸跡から、木製黒漆塗鞍橋（前輪）の完形品が出

土している。土師器、須恵器、緑釉陶器、青磁、日

磁などのほか、砧や糸車などの木製品、牛や鹿など

の獣骨が共伴する。土師器の占める割合が多く、杯

類が主体である。時期は 9世紀中頃とされる。平安

時代前期における下中杖遺跡は、豊富な輸入陶磁器

の出土や文献などから、荘園関係の施設ではないか

と推測されている（七田他1980)。

佐賀県武雄市のみやこ遺跡では、 SE104井戸跡か

ら、土師器杯・小皿、瓦器椀・小皿、磁器類、桃の

種子などと共に、木製鞍橋（前輪）の欠損品が出土

している。土器の示す時期の上限は12世紀中頃と考

えられている。みやこ遺跡を合む六角川沿いの遺跡

では、遺跡の西側に位置する中世山城の潮見城を築

造した橘氏との関連が強いと考えられている（原田

他1986)。

佐賀県佐賀郡大和町の大願寺二本松遺跡では、 3 

号井戸から木製鞍橋が出土している。ただし、型式

的には、前 3例とは臭なり、乗馬用ではなく荷鞍の

可能性がある。共伴する土器はなく、用途不明の木

製品とともに出土した。時期は不明であるが、遺構

は8槻紀前半～ 9匪紀に属すると考えられている。

大願寺二本松遺跡は、 8世紀後半代に規則的な大型

の掘立柱建物跡群が形成され、輸入磁器や東海産須

恵器、腰帯具や鏡片などが出土することから、郡衛

関連施設あるいは郷衛として位置づけられている

（谷澤他1993)。

これら 5つの例から出土した木製馬具のうち、下

中杖遺跡例と大願寺二本松遺跡例は鞍橋の完存品で

はあるが、これだけでは鞍としては機能しない。そ

の意味では、破損品と同等に、不用品としての価値

が与えられよう。大願寺□本松遺跡例を除き、共伴

する遺物の種類や贔はおおむね豊富であり、各遺跡

のその時期における性格からも、その経済的優位性

は明らかといえる。この遺物にみられる優位性は、

第319号井戸跡の場合には認められない要索であ

る。このことは、下田町遺跡における当該期の遺構

や遺物の検出状況を概観してもわかる。壺鐙のみ、

なぜか突出した遺物なのである。

以上、下田町遺跡第319号井戸跡における、壺鐙を

含めた出土遺物について、 2つの方向からアプロー

チを行い、それぞれ検討を試みた。その結果、本例

は7憔紀末～ 8世紀前半における、集落における廃

棄遺構とは、土器構成に恨本的な違いかあること、

また、木製馬具出土の他の遺跡の類例と比較して、

壺鐙を除く出土遺物には、質・量ともに経済的優位

性が認められないということを明らかにすることか

できた。

このことは、第319号井戸跡にみる壺鐙や土器な

どの出土逍物が、通常の廃棄行為とは拠なる動機に

よって投棄されたものであることを示しているので

はないだろうか。馬は祭祀と結びつきの強い動物で
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あり、本例を合め馬具が井戸跡から出土するその現

象をもって、単純にそれを、「井戸に関わる祭祀」と

推測することは容易ではあるか、考古学的な事実か

らでは、そのことを証明することはできない。今囮

はその可能性が合まれることを、指摘しておくにと

どめておきたい。

ところで、古代以降において、馬具と祭祀の関連

が明らかとなった調査例か、近年いくつか報告され

ている。

大阪府吹田市の五反島遺跡では、神崎川の旧河道

と堤防が検出され、河道内から大斌の土器類と共に、

唐式鏡や人而墨書上器、大籾寵、鉄鏃などか出土し

た。平安時代前期の水辺の祭祀跡と考えられ、北方

1. 7kmに位置する式内大杜垂水神社との関連が指摘

されている（西本他2002/2003、高橋・西本2002)。

この祭祀遺物と考えられる遺物群の中に、鉄製黒漆

塗壺鐙が含まれる。壺鐙は鐙靭受けに四連の兵庫鎖

を付属するもので、型式的には、本例をはじめとす

る壺鐙より新式である。

静岡県浜北市の中屋遺跡では、居館の可能性が高

い方形に区画された堀と、旧河道か検出された。旧

河道の両岸には、杭列や築堤の護岸施設か設：けられ

ており、西側の築堤部の盛り土のなかから、鞍橋（前

輪・後輪）と居木が組み合わさったまま、ほぼ完全

にそろった黒漆塗の鞍か出土した。居木の下には呪

符木簡が5枚重なって出上しており、護岸工事に伴

う祭祀のために一絡に埋納されたと考えられてい

る。その時期は、護岸施設の築造年代や鞍の型式、

居館の機能していた時期から、 13憔紀後半と考えら

れている（財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

2005)。

このように、あまり例は多くはないが、馬具の一

部が古代から中匪にかけて、水にかかわる祭祀の道

具として用いられていたことが明らかになってきて

いる。今後のさらなる資料の増加によって、その祭

祀のシステムの解明か進展することを期待したい。

最後に、下田町遺跡における、壺鐙出土の背景に

ついて考えてみたい。鉄製黒漆塗壺鐙が、天皇家を

中心とした中央の最高位の貰族階級の所蔵品であっ

たことを考えると、材質は臭なるものの、壺鐙のな

かでは俊品といえる同じ型式の壺鐙を所有していた

人物は、当時、農耕ではなく、交通手段として用い

られた馬に騎乗できる階級の人物、例えは郡司クラ

スの在地首長層に属していた人物であったと推定さ

れる。とすれば、この壺鐙の樹種が、おもに閃西地

方以西に分布するクスノキであり、他の地域からの

搬入品である可能性か高いこと（第VI章第 2節参照）

は、非常に興味深い見解であるといえよう。

先にもふれたが、下田町遺跡の第 2~ 5次までの

調査で検出された奈良時代の遺構から推定される当

時の様相は、竪穴住居跡や掘立柱建物跡などが数悲

単位で散漫に存在する集落に過ぎす、出土遺物から

も官衛や性放の居宅といったような、壺鐙を所有す

る人物との関連は見出すことはできない。しかし、

乗馬用の馬具という遺物の性質上（その投棄の理由

に祭祀的動機があるなしにかかわらず）、使用された

形跡のある壷鐙が、所有者と何もかかわりのない遠

く離れた地点に持ち出されるとは考えにくい。遺跡

の未調査区域に、当該期の官桐的な性格を有する拠

点集落か、あるいは、箕輪遺跡で想定されているよ

うな、街道沿いに営まれたであろう交通の要所が存

在する可能性は高いと考えられる。

本稿を執筆するに当たっては、発掘調査時から多

くの方々にお世話になった。未筆なから記して感謝

の意を表する次第である。（五十音順・敬称賂）

岩原剛大谷晃二大谷宏治白木原宜

相馬和徳西本安秀水澤幸一
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分析の目的と結果の概要

下田町遺跡第 4次調査では、発掘調査時と遺物整

理時の 2度にわたって、それぞれ遺構と遺物に関す

る自然科学分析を委託した。

考古学は、遺跡から発見される遺構・遺物を分析

することによって、その遺跡を残した人間の営み、

ひいてはその地域の歴史を明らかにすることを目的

とする。遺跡の土壌や、遺跡から出土した有機物や

骨などを対象とした自然科学分析を行うことによっ

て、例えば、当時の人々かどのような環境で暮らし

ていたのか、どのような種類の植物を利用していた

のか、どのようなものを口にしていたのか、寿命は

どのくらいであったのか、など考占学では応えきれ

ない多くの疑問を明らかにすることができる。その

成果を、考古学的分析から得られた成果と合わせる

と、よりいっそう肉付けされた歴史叙述をすること

が可能となるのである。

今回、実施した分析は、谷部の古墳時代・古代遺

物包合層•平安時代の井戸跡内堆積t·古墳時代後

期住居跡内カマド灰層の土壌分析と、奈良時代の井

戸跡から出土した壺鐙の樹種同定および漆の分析で

ある。

なお、整理時に実施した木製品の樹種同定の結果

は、『下田町逍跡IV』（事業団報告書第320集）に、第

5次調査分と合わせて掲載してあるので、そちらを

参明していただきたい。

谷部包含層の土壌分析では、古墳時代と古代（平

安時代）の古環境か復元された。谷部は全体に湿地

から河川の影響を受け、水生植物の生い茂った浅い

水域であったと考えられる。古墳時代には、乾湿か

繰り替えされ、海水ないし汎水の影響を受けていた

ときもあった。古代には、カヤツリグサ科やヨモギ

属などの人里や耕地によく見られる雑草が生える日

当りのよい環境であり、水田か営まれていた可能性

も指摘された。なお、古代包合層で検出された火山

灰は、浅間Bテフラ (1108年降灰）であることが判

明した。
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平安時代の井戸跡（第363号井戸跡）に堆積してい

た土壌からは、当時の古環境か復元された。周辺で

は稲作か営まれており、ヨモギ属などの人里や耕地

によく見られる雑草か生える日当りのよい環境で

あったと考えられる。谷部における分析と同様の結

果を得ることができた。また、埋土中に稲藁が集積

されていたことも判明した。

古墳時代後期 (6世紀）の住居跡（第260• 261号

住居跡）のカマド内に堆積していた灰の由米は、と

もに主としてススキであり、カマドで煮炊きをする

ときの燃料として、ススキが使用されていたことが

明らかとなった。今後、同様の分析を積み重ねるこ

とによって、ススキか当期において、普遍的な撚焼

材として選択されていたかどうかかわかると考えら

れる。

奈良時代 (8世紀前半）の井戸跡（第319号井戸跡）

から出土した黒漆塗の壺鐙は、遺跡出土の類例が少

なく、関東地方では初の出土例である。下田町遺跡

のみならず、この地域の当期の様相を語る上では欠

かせない、注目すべき遺物といえよう。

今旧、この壺鐙の樹種同定を実施したところ、樹

種はクスノキであることが判明した。クスノキは、

重さや強度とも日本産木材のなかでは中程度であ

り、加工は比較的容易で、耐久性が高い。

クスノキはまた暖かい地方に多く自生している樹

木で、関東地方では沿海地に分布しているか、その

中心は関東地方以西であるという。したがって、下

田町遺跡周辺には当時も自生していなかった可能性

があり、他の地域から搬入されたことも考えられる

と指摘されている。この指摘は、この壺鐙が一般の

人々が入手することができない、身分の高い階層の

人々の所有物であることを考慮に入れると、非常に

示唆に富む見解といえよう。

壺鐙の漆途りは、比較的簡索であり、炭粉下地の

上に黒色の登布物が薄く塗られていることが判明し

た。



1. 下田町遺跡における自然科学分析

1. はじめに

花粉分析は、一般に低湿地の堆積物を対象とした

比較的広域な植生・環境の復原に応用されており、

遺跡調査においては遺構内の堆積物などを対象とし

た局地的な植生の推定も試みられている。花粉など

の植物遺体は、水成堆積物では保存状況が良好であ

るが、乾燥的な環境下の堆禾責物では分解されて残存

していない場合もある。一方珪藻は、珪酸質の被殻

を有する単細胞植物であり、海水域や淡水域などの

水域をはじめ、湿った上壌、岩石、コケの表面にま

で生息している。珪藻の各分類群は、塩分濃度、酸

性度、流水性などの環境要因に応じて、それぞれ特

定の生息場所を持っている。珪藻化石群集の組成は、

当時の雄積環境を反映していることから、水域を主

とする古環境復原の指標として利用されている。植

物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である

珪酸（Si02)が蓄積したものであり、植物が枯れた

あとも徴化石（プラント・オパール） となって土壌

中に半永久的に残っている。プラント・オパール分

析は、この微化石を遺跡上壌などから検出して同

定・定量する方法であり、イネをはじめとするイネ

科栽培植物の同定および古植生・古環境の推定など

に応用されている（杉山， 2000)。また、イネの消長

を検討することで埋蔵水田跡の検証や探査も可能で

ある（藤原・杉山， 1984)。

こうしたことから、これらの分析を総合的に行う

ことによって、堆積時の植生、環境、さらに農耕を

より詳細に推定。復元することが可能である。そこ

で、下田町遺跡においても花粉分析、珪藻分析およ

びプラント・オパール分析を合わせて行い、古墳時

代以降の植生、堆積環境さらに稲作の可能性につい

て検討を行うことになった。
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2.試料

調査の対象は、調査区南側の谷部（南壁）堆積層、

平安時代の井戸 (SE363)内堆積層および古墳時代後

期とされる住居円のカマド灰層である。分析試料は、

調査区南壁（谷部）では上位より 14層（灰褐色シル

ト，試料 1)、15層（暗褐色シルト～帖土，試料 2、

灰褐色帖土，試料3)、18層（灰褐色粘土，試料4、

試料 5)、20層（灰褐色枯土，試料6)および21層（灰

褐色帖土，試料7)の7点、平安時代の井戸(SE363)

では上位より 3層（黒色土）、 4層（黒色土（シルト

混））、 5層（黒色土（シルト混））、 6層（黒色土（シ

ルト混））、 7層（黒色土（粘土混））、 8層（黒色土（粘

土混））、 9層（灰色土（粘土混））の 7点が採取され

た。また、古墳時代後期の住居円カマド灰層につい

ては SJ260とSJ261の2基を選定した。

なお、プラント・オパール分析はこれらすべての

試料を、花粉分析は調査区南壁と平安時代の井戸を、

珪藻分析は調査区南壁をそれぞれ分析の対象とし

た。

3.分析方法

(1) プラント・オパール分析

プラント・オパールの抽出と定量は、プラント・

オパール定量分析法（藤原， 1976)をもとに、次の

手順で行った。

1)試料を105℃で24時間乾燥（絶乾）

2)試料約 1gに直径約40μmのガラスビーズを

約0.02g添加（電子分析天秤により 0.1mgの精

度で秤鼠）

3) 電気炉灰化法 (550℃• 6時間）による脱有機

物処理

4)超行波水中照射 (300W・42KHz・ 10分間）に

よる分散

5)沈底法による20μm以下の微粒子除去



表 I 下田町遺跡のプラント。オパール分析結果

検出密度（単位： X100個／g)

分類群（和名・学名） : ]] | 1 2 3 南：窄 5 6 7 2 3 4 SE:63 6 7 8 □°言：

イネ科

イネ

Gramineae (Grasses) 

ヨシ属

ススキ属型
------------------

タケ亜科 Bambusoideae (Bamboo) 

ネザサ節型 P/eioblastus sect. Nezasa type 
クマザサ属型 Sasa (except Miyakozasa) type 

その他 Others 
----------------------------------------------------------------

未分類等 Unknown 

Oryza saliva (domestic rice) 
Phragmites (reed) 

Miscanthus type 

8

8

 

2

2

 

6

3

 

6

1

 

4
4
1
6
 

2

8

 

7

1

 

12 24 

7 20 24 

プラント・オパール総数 358 243 283 252 230 175 90: 121 646 159 260 476 483 366: 151 119 

おもな分類群の推定仕産量（単位： kg/rn'・ cm) 

イネ

ヨシ属

ススキ属型

ネザサ節型

クマザサ属型

Oryza saliva (domestic rice) 
Phragmites (reed) 

Miscanthus type 
Pleioblastus sect. Nezasa type 
Sasa (except Miyakozasa) type 

1. 95 0. 81 2.13 1. 29 7. 09 0. 90 0. 20 0. 59 0. 71 0. 7 4 0.18 

0.84 1.74 1.14 1.04 0.77 1.52 0.95:0.76 3.24 0.84 1.68 4.57 3.49 2.69 
0.33 0.27 0.22 0.34 0.60 0.22 !0.45 1.53 0.82 1.24 1.27 1.87 0.91!1.12 0.67 

0. 22 0. 13 0. 35 0.11 0. 09 0. 09 0.12 ! 0. 06 0. 30 0. 03 0. 06 0.12 0. 07 0. 03 ! 0. 06 
0. 05 0. 04.  0. 23 

6)封入剤（オイキット）中に分散してプレパラー

ト作成

7)検鏡・計数

検鏡は、おもにイネ科植物の機動細胞（葉身にの

み形成される）に由来するプラント・オパールを同

定の対象とし、 400倍の偏光顕微鏡下で行った。計数

は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。

これはほぼプレパラート 1枚分の精査に相当する。

検鏡結果は、計数値を試料 1g中のプラント・オ

パール個数（試料 1gあたりのガラスビーズ個数に、

計数されたプラント・オパールとガラスビーズの個

数の比率を乗じて求める）に換算して示した。また、

おもな分類群については、この値に試料の仮比重と

各植物の換算係数（機動細胞珪酸体 1個あたりの植

物体乾重，単位： 10-5 g)を乗じて、単位面積で

層厚 1cmあたりの植物体生産鼠を算出した。イネ（赤

米）の換罪係数は2.94（種実重は1.03)、ヨシ属（ヨ

シ）は6.31、ススキ属（ススキ）は1.24、ネザサ節

は0.48、クマザサ属（チシマザサ節・チマキザサ節）

は0.75である。

(2)花粉分析

花粉粒の分離抽出は、中村 (1973)の方法をもと

に、以下の手順で行った。

1) 5％水酸化カリウム溶液を加えて15分間湯煎

2)水洗処理の後、 0.5mmの師で礫などの大きな

粒子を取り除き、沈澱法で砂粒を除去

3) 25％フッ化水素酸溶液を加えて30分放置

4)水洗処理の後、氷酢酸によって脱水してアセ

トリシス処理

5)再び氷酢酸を加えて水洗処理

6)沈漆に石炭酸フクシンを加えて染色し、グリ

セリンゼリーで封入してプレパラート作成

7)検鏡・計数

検鏡は、生物顕微鏡によって300~1000倍で行っ

た。花粉の同定は、島倉 (1973)および中村(1980)

をアトラスとして、所有の現生標本との対比で行っ

た。結果は同定レベルによって、科、亜科、属、亜

属、節および種の階級で分類し、複数の分類群にま

たがるものはハイフン（一）で結んで示した。イネ

属については、中村 (1974, 1977) を参考にして、

現生標本の表面模様・大きさ・孔・表層断面の特徴

と対比して同定しているが、個体変化や類似種かあ

ることからイネ属型とした。

(3)珪藻分析

以下の手順で珪藻を抽出し、プレパラートを作成

した。

1)試料から乾燥重量 1gを秤量

2) 10％過酸化水素水を加え、加温しながら 1晩
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図 2 SE63地点におけるプラント・オパール分析結果
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名
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ザ

サ

属

型

ネ

ザ

サ

節

型

ス
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属

型

ク

マ
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型
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型

ス
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型

末

分
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等
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カマド・
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0 0. 5万個/g一検出密度

100g／可． Clll末満

0 1. Okg/rr/・clll 

一椎定生産凪

図 3 SJ260 • SJ26 I地点におけるプラント・オパール分析結果

放置

3)上澄みを捨て、細粒のコロイドと薬品を水洗

4)残漆をマイクロピペットでカバーグラスに滴

下して乾燥

5)マウントメディアによって封入し、プレパ

ラート作成

6)検鏡・計数

検鏡は、生物顕徴鏡によって600~1,000倍で行っ

た。計数は珪藻被殻が100個体以上になるまで行い、

少ない試料についてはプレパラート全面について精

査を行った。

1) 南壁

イネは、試料 1

(15層）、試料 4(18層）で検出されている。

ち、試料 1、試料3および試料 4では高い密度であ

る。 ヨシ属はすべての試料から検出されている。全

体にやや低い密度である。

く各試料で検出されている。試料5では高い密度で

ある。

るが、

(14層）、試料 2 (15層）、試料3

ススキ属型は試料 7を除

ネザサ節型はすべての試料から検出されてい

いずれも低い密度である。

2) SE363 

イネはすべての試料から検出されている。

このう

このう

ち、 3層では非常に高い密度であり、 4層でも比較

4.結果

(1)プラント・オパール分析

分析試料から検出されたプラント・オパールは、

イネ、 ヨシ属、

クマザサ属型、

ススキ属型、

その他）

タケ亜科（ネザサ節型、

および未分類である。

らの分類群について定量を行い、

これ

その結果を表］、

図 1~ 3に示した。主要な分類群については顕微鏡

写真を示す。以下にプラント・オパールの検出状況

を記す。

的高い密度である。

は4層、

6層、

も低い密度である。

ヨシ属、 ススキ属型さらにネザ

サ節型もすべての試料から検出されている。

層と 9層でも高い密度である。

ヨシ属

7層および 8層で非常に高い密度であり、

6層と 9層でも高い密度である。ススキ属型は 4層、

7層および 8層で非常に高い密度であり、 5
 

ネザサ節型はいずれ

7層と 8層では低密度であるが

クマザサ属型が検出されている。
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表 2 下田町遺跡（第 4次）西側調査区における花粉分析結果

分類群

学名 和名

Arboreal pollen 
Podocarpus 
Abies 
T泣ga
Pinus subgen. Diploxylon 
Ciyptmneria j⑪onic{1 
Sciadopitys verticillata 
Taxaceae-Cephalotaxaxeae-Cupressaceae 
Juglans 
Pterocarya rlzoifo!ia 
AlれUS

Betul{l 

Cory/us 
Caゆinus-Ostiyajaponica 
Castanea crenata 
Castanopsis 
Fagus 
Quercus subgen. Le似dobala叩US

Quercus subgen. Cyclobalanopsis 
Ulmus-Zel!wva serrata 
Celtis-Aphananthe硲 Pera
Phellodendron キハダ属

カエデ属

トチノキ

モクセイ科

トネリコ属
--------------------------~ -----------------------~ --------------------------
Arboreal • N onarboreal pollen 樹木・草本化粉

クワ科ーイラクサ科
マメ科

------------―← ← -----~―ー←―----------------------------------草本花粉
ガマ属ーミクリ属

サジオモダカ属

オモダカ属

イネ科

イネ属型

ヵャッリグサ科

ホシクサ属

イポクサ

ミズアオイ属

タデ属

タデ属サナエタデ節

アカザ科ーヒユ科

ナデシコ科

キンポウゲ属

アブラナ科

チドメグサ亜科

セリ亜科

シソ科

ナス科

タンポポ亜科

キク叩科

オナモミ属

ヨモギ属
----------------------------------------------------------

シダ植物）］包十

単条溝）］包十

三条溝胞f

樹木花粉

樹木・草本花粉

草本花粉

花粉総数

Acer 
Aesculus turbinata 
Oleaceae 
Fraxinus 

Moraceae-Urticaceae 
Leguminosae 

---・ • -----------------
N onarboreal pollen 

Typha-Sparganium 
Alis叩 a

Sagittaria 
Gramzneae 
Oryza type 
Cype1,aceae 
Eriocaulon 
Aneilema keisak 
Monochoria 
Polygon um 
Polygonum sect. Persicaria 
Chenopodiaceae-Arnaranthaceae 
Caryophy llaceae 
Ranunculus 
Cruciferae 
H ydrocoty loideae 
Apioideae 
Labiatae 
Solanaceae 
Lactucoideae 
Asteroideae 
Xa刀thimn
Artemisia 

Fern spore 
Monolate type spore 
Trilate type spore 

樹木花粉

マキ属

モミ属

ツガ属
マツ属投維管束曲属

スギ
コウヤマキ

イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ科
クルミ属

サワグルミ

ハンノキ属

カバノキ属
ハシバミ属

クマシテ属ーアサダ

クリ

シイ属

ブナ属

コナラ属コナラiJE属
コナラ属アカガシ亜属
ニレ属ーケヤキ

工ノキ属ームクノキ

Arboreal pollen 
Arboreal • N onarboreal pollen 
N onarboreal pollen 

Total 

試料 1cm叩の花粉密度

-----------------

未同定花粉
シダ植物胞子

寄生虫卯

回虫卯

SE363 

井戸

3層 4 /悦 5層 6 I蜀 7層 8層 9層

1 
1 1 1 

2 1 
1 3 1 3 2 

1 2 4 5 8 
1 

1 
1 
1 
3 

1 1 

1

1

 

ー

ー

ー 8

3

1

 

1

1

 

ー4

4

1

 

1

8

 

8

1

 

2
 

4

7

 

5
 

5
 

1

6

 

4

2

 

ーー

3

3

3

2

2

 

1

7

 

ー

1

1

2

0

7

 ー

1 4 5 
1 

-------------←---------

85 108 149 156 60 

24 9 9 11 

3

6

 

ー

3

7

 

1

7

 

ー

6

2

 

ーー

1

1

 

1

2

 

2
 

ー2

1

 

3
 

9 87 
・---・-・.. 

196 181 140 142 201 
← - --- - ---- - --- - ----- - - - - --- --- - --- - - ←  - - - • 

3 3 11 4 
5 3 ］ ］ 7 2 

16 16 16 10 54 

゜
1 4 

゜
6 

312 309 311 300 294 

- - - - - -—• ~ -----------

Unknown pollen 
Fern spore 

I-Ielminth eggs 
Ascaris (/umbricoides) 

- - - - - - - - - - - - - - -—←ー・

Total 

1.5 2.9 1.1 1.4 6.7 1.7 3.7 
X 102 X 103 X 104 X 104 X 103 X 104 X 104 

—• - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

0 0 6 2 1 0 12 
2 16 8 6 22 11 3 

計

試料 1cm'中の寄生虫卵密度

明らかな消化残漆

ー•- ---------------------•- -------

゜゜゜゜゜゜゜0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0.0 0 0 

(-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) 
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3) カマド (SJ260, SJ261) 

SJ260ではススキ属型とクマザサ属型が検出され

た。ススキ属型が非常に高い密度であり優占する。

SJ261ではススキ属型とネザサ節型が検出されてお

り、やはりススキ属型が優占する。

(2) 花粉分析

出現した分類群は、樹木花粉25、樹木花粉と草本

花粉を含むもの 2、草本花粉23、シダ植物胞子 2形

態の計52である。これらの学名と和名および粒数を

表 2に示し、花粉数が200個以上計数できた試料は、

花粉総数を基数とする花粉ダイアグラムを図 4、 5 

に示す。なお、 200個未満であっても 100個以上の試

料については傾向をみるため参考に図示し、主要な

分類群は写真に示した。また、寄生虫卵についても

同定した結果、 1分類群が検出された。以下に出現

した分類群ならびに群集の特徴を記す。

〔樹木花粉〕

マキ属、モミ属、ツガ属、マツ属複維管束亜属、

スギ、コウヤマキ、イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ

科、クルミ属、サワグルミ、ノグルミ、ハンノキ属、

カバノキ属、ハシバミ属、クマシデ属ーアサダ、ク

リ、シイ属、ブナ属、コナラ属コナラ亜属、コナラ

属アカガシ亜属、ニレ属ーケヤキ、エノキ属ームク

ノキ、キハダ属、カエデ属、トチノキ、モクセイ科、

トネリコ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科ーイラクサ科、バラ科、マメ科、ウコギ科

〔草本花粉〕

ガマ属ーミクリ属、サジオモダカ属、オモダカ属、

イネ科、イネ属型、カヤツリグサ科、ホシクサ属、

イボクサ、 ミズアオイ属、タデ属、タデ属サナエタ

デ節、タデ属イタドリ節、アカザ科ーヒユ科、ナデ

シコ科、キンポウゲ属、アブラナ科、チドメグサ亜

科、セリ亜科、シソ科、ナス科、タンポポ亜科、キ

ク亜科、オナモミ属、 ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条溝胞子

〔寄生虫卵〕

回虫卵

1)南壁（谷部）

花粉構成と花粉組成の変化から、下位より 2帯の

花粉分帯を設定した。

• I帯 (21層、 20層：鬼闇・五領（古墳時代前期～後

期）包合層）

花粉密度が低く、花粉はほとんど検出されなかっ

た。

• II帯（18層～14層：古代包含層）

草本花粉の占める割合が高く、イネ属型を含むイ

ネ科が優占し、カヤツリグサ科、ヨモギ属などが伴

われる。樹木花粉ではスギ、コナラ属コナラ亜属、

コナラ属アカガシ亜属などが多く出現している。試

料 1 (14層）より回虫卵が検出された。

2)井戸 (SE363)

花粉構成と花粉組成の変化から、下位より 3帯の

花粉分帯を設定した。

• I帯 (9層）

樹木花粉より草本花粉の占める割合が高い。樹木

花粉ではコナラ属コナラ亜属、コナラ属アカガシ亜

属、スギなどが多く出現している。草本花粉ではヨ

モギ属が優占し、次いでイネ科か多く出現し、カヤ

ツリグサ科、アカザ科ーヒユ科、セリ亜科などが伴

われる。

• II幣 (8層～ 5層）

草本花粉の占める割合が非常に高い。草本花粉で

はイネ科とヨモギ属が優占し、カヤツリグサ科など

が伴われる。樹木花粉ではコナラ属コナラ亜属、コ

ナラ属アカガシ亜属、スギなどが低率に出現してい

る。

・III帯 (4層、 3層）

花粉密度か非常に低くなり、 3層では花粉はほと

んど検出されなかった。 4層では参考程度ではある

が、はとんどを草本花粉が占める。ヨモギ属とイネ

科とで優占し、アブラナ科、カヤツリグサ科、アカ

ザ科ーヒユ科などが伴われる。樹木花粉ではマキ属、
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マツ属複維管束亜属、

する。

(3)珪藻分析

試料から出現した珪藻は、真ー中塩性種（海一汽

水生種）

である。計数された珪藻の学名と個数を表 3に示す。

また珪藻総数を基数とする百分率を算定したダイア

グラムを図 6に示す。以下にダイアグラムで表記し

た主要な分類群を示し、群集の特徴を記す。

〔真一中塩性種〕

Navicula 

〔貧塩性種〕

Amphora 

Navicula 

コナラ属アカガシ亜属が出現

6分類群、貧塩性種（淡水生種） 77分類群

peregrina 

copulata、

Eunotia minor、Eunotiapraerupta、Gomphonema

parvulum、Gyrosigmasp.、 Hantzschiaamphioxys、

confervacea、 elginensis、

Navicula elginensis v. cuneata、Naviculamutica、

Navicula pupula、Nitzschiafrustulum、Pinnularia

acrosphaeria、Pinnularia

schroederii、

南壁（谷部）

1) 

2) 

Pinnularia 

I帯 (21層）

II帯 (20層）

種の Cocconeis

minorが優占する。

3) III帯 (18層～15層）

貧塩性種（淡水生種）

Cocconeis 

Navicula 

placentula、

nodosa、Pinnularia

viridis、Stauroneis 

phoenice叫eron、Synedraulna 

の珪藻構成と珪藻組成の変化から、

下位より 4帯の珪藻分幣を設定した。

珪藻密度はやや低い。陸生珪藻の Hantzschiaa尻

phioぷysが優占し、真一中塩性種（海一汽水生種）の

Navic叫aperegrinaが比較的多く出現する。

珪藻密度は低い。沼沢湿地付着生種である流水性

placentulaと止水性種の Eunotia

では陸生珪藻の Navicula

mutica、Pinnulariaschroederii、 Hantzschia am-

phioxysが比較的高率に出現する。流水性種の Com-

砂onemaparvulum、沼沢湿地付着生種の Navicula

elginensis、流水不定性種の Amphoracopulataな

表3 下田町遺跡（第 4次）西側調査区における珪藻分析結果

南峡（谷部）

14)¥!i 15陪 15層 18層 20層 21居分類群

貧塩性樺（淡水生種）

Achnanthes inf/ala 
Ac/man/hes lunccolata 
A叫 haracop11lata 
Amphora monlana 
Anomoeoneis sphaeroj,l10ra 
Caloneis bacilluni 
Caloneis hyalina 
Caloneis /au/a 
Caloncis mo/ans 
Caloneis silicula 
Cocconeis j,lacentula 
Cymbella C1is/)idata 
Cymhella lanceolata 
Cymbe/la naviculiform,s 
Cymbc/la silesiaca 
Cymbella sinuata 
Cymbcl/a tumida 
Cymbella turgidula 
靡／oneisel/iJ,tica 
靡 loneis万nnica
Dゆloneisova/is v. ob/angel/a 
Dゆloneissubovalis 
Dip/oncis 
Eunvtia 1 
Eunolia diodon 
Eunolia gracialis 
Eunotia minor 
Eunotia pectinalis 
Eunolia praerup/a 
Eunolia sp 
Fragilaria 
Fmstulia 
Gomf,/zonerna angus如tum
Gomphoncmo bohemicum 
Gomphonema clevei 
Con汎 onemagracile 
Gomphonema insigne 
Go叩砂暉em(lparひ？tl1lm
Goznplwnema sp 
Gyros igma sp 
Hanlzschia a, _ 

Meridian circulare v. constrictum 
Navicula aznericana 
Navicula c:onfervacea 
Navicula contenta 
Nゅicu/acusJ,idala 
Navicula elginensis 
Navicula elginensis v. cuneata 
Navicula lacvissima 
Navicula mutica 
Navicu/a /Jr如 la
N⑪加tlarecens 
Navicula tolcyoensis 
Na直cu/avir£dula v. roste/lala 
Neidium umpliatum 
Neidium hisulcatuzn 
Nitzschia brevissin叩

Nitzschia f,・ustulum 
Pinnularia acrosphaena 
Pinnularia gibba 
Pinnularia internゆf(l
Pinnularia microstauron 
Pinnularill nodosa 
Pinnularia schroederu 
Pinnularia sp 
Pin nu/aria 
PinnIll(lri(( 

Rhoicosf,l1enia abhreuiala 
Rhopalod£a gib加
Stauroneis acu/a 
Stauroneis anceps 
Slauroneis /auen bu,四 (lna
S/auroneis jJ/wenicenferon 
Stauraneis sznithii 
Stlrirella (Ingl{s/“ 
Surire/la ova/a 

ulna 

ー

1

5ー 2

2

6

 

2
 

19 

15 

l4 

0

5

1

0

1

4

 

1

1

1

 

10 14 46 

2
2
1
3
4
0
1
5
 

1

1

1

 3 7 
3

1

1

 

2
 

10 21 

Cocconeis sc↓tlellum 
F),agilaria breuistriata 
Nrtvicula jJeregrina 
N如 schialeuidensis v. vicloriae 2 
Rhopalodirt gibben伽 2
R/wpa/odia musculus 2 

合計 101 151 141 144 53 106 

未同定 10 16 8 8 6 4 
破片 82 52 168 108 38 60 
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -―→  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ~ ----------―ー←ー一ー・

品料 Icm"I'の殻数密度 4.7 2.1 1,8 3.0 4,1 3.0 
X 10'X 10'X 10'X JO'X  10'X 10" 

....←  ← - ......,..―←  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - • -―→  - - - - - - - - - - - - - - - - - • 

完形殻保存率(%) 57.5 76.3 47.0 58.5 60.8 64.7 

1

4

 

2
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ども比較的多く出現する。

4) IV幣（14層）

貧塩性種（淡水生種）では陸生珪藻のPinnularia

schroederii、 Navicula confervacea、Hantzschia

amphioxys、流水性種の沼沢湿地付着生種である

Navicula elginensis、流水不定性種の Amphora

copulata、Gyrosigmasp.など高率で出現する。

5.考察

(1) 南壁（谷部）

ここでは珪藻分析によって設定された分僻にそっ

て、下位より植生と堆積環境の復元を行う。

1) I帯期 (21層）

陸生珪藻が優占し、真一中塩性種（海一汽水生種）

が比較的多く出現し、海水ないし汽水の影響を若干

受ける湿った環境が示唆される。なお、花粉密度は

非常に低いことから、乾燥と湿潤を繰り返し、土壌

生成作用によって有機質遺体が分解されるような堆

積環境が考えられる。

2) II帯期 (20層）

珪藻密度が低く、沼沢湿地付着生種の流水性種と

止水性種が優占し、河川の影響のある水生植物の繁

茂する浅水域が示唆される。なお、ここでも花粉密

度は非常に低く、乾湿を繰り返す土壌生成作用に

よって有機質遺体が分解されるような堆積環境が考

えられる。

3) III幣期 (18陪～15層）

イネ科を主にカヤツリグサ科、ヨモギ属などの人

里植物あるいは耕地雑草の性格を持つ草本か生育

し、陽当たりの良い環境が分布していた。イネ（花

粉ではイネ属型）か高密度で出現し、オモダカ属、

ミズアオイ属およびヨシ属などの水田雑草も随伴す

ることから水田が営まれていたと考えられる。周辺

地域の森林植生としては、コナラ属アカガシ亜属の

照葉樹、コナラ属コナラ亜属などの落葉広葉樹、ス

ギ、ヒノキ科などの針葉樹の生育が推定される。

陸生珪藻、流水性種、沼沢湿地付着生秤、流水不
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定性種が混在して出現すること、ヨシ属か認められ

ることなどから湿地から河川の影響のある不安定な

浅水域の環境が示唆される。

4) IV幣期(14層）

イネが高密度で出現することから、集約性の高い

稲作が営まれていたと判断される。栽培種を多く合

むイネ科、アブラナ科が出現するため、これらの栽

培種を作物とする畑作が行われていた可能性もあ

る。回虫卵が認められることより、人糞施肥がなさ

れていた可能性が示唆される。周辺地域の森林植生

は、 III帯期と同様で、コナラ属アカガシ亜属の照葉

樹、コナラ属コナラ亜属などの落葉広葉樹、スギ、ヒ

ノキ科などの針葉樹が生育していたと推定される。

陸生珪藻、流水性種で沼沢温地付着生穂、流水不定

性種が優占し、湿地から河川の影響のある水生植物

の繁茂する不安定な浅水域の環境が示唆される。

(2)井戸遺構 (SE363)

花粉分帯にそって下位より植生と堆積環境の復元

を行う。

1) I帯期 (9層）

草本が優勢で、ヨモギ属、イネ科か多い。ヨモギ

属は山野から人家付近まで自生する人里梢物であ

り、イネ科は生態的に耕地雑草と人里植物、栽培種

を多く含み、多様な環境に生育する。どちらも陽当

たりの良いやや乾燥した環境を好み、井戸周辺に生

育していたと考えられる。わずかだがガマ属ーミク

リ属、サジオモダカ属、カヤツリグサ科などの水生

植物が出現し、井戸の周囲には湿潤な環境も分布し

ていた。周辺地域の森林植生は、スギ林とコナラ属

アカガシ亜属、コナラ属コナラ亜属などの二次林要

素の落葉広葉樹が生育していたと考えられる。

• II帯期 (8層～ 5層）

I帯期と同様な環境が分布していたと考えられる

が、水生植物は消失し、より乾燥した環境が考えら

れ、拮l囲はヨモギ属、ススキ属およびイネ科などの

草本が繁茂していた。周辺では稲作か営まれていた

と推定される。



・III帯期 (4層、 3層） 体であり、ススキの葉が焼かれていたと判断された。

花粉密度が非常に低く、乾燥および土壌生成作用

によって有機質遺体か分解されるような堆積環境で

あったか、堆積速度が速かったなどが考えられる。

参考程度ではあるが、栽培種を多く含むアブラナ科

が出現しこれらの畑作も行われていた可能性も考え

られる。なお、 3層ではイネが極めて高い密度で検

出されており、何らかの理由で稲藁が集積されてい

たことが推察される。

(3)カマド (SJ260,SJ261) 

SJ260、SJ261ともススキ属型が優占し、 SJ260で

は59%、SJ261でも45％を占める。よって、灰の構成

要索はススキ属が主体であり、ここでおもにススキ

の葉などが焼かれたものと判断される。

6. まとめ

下田町遺跡においてプラント・オパール分析、花

粉分析、珪藻分析を行い、農耕、植生、堆積環境に

ついて検討した。その結果、調査区南の谷部では、

全体に湿地から河川の影響をうけ、水生植物の繁茂

する浅水域が示唆された。下部の21層・20層（鬼高・

五領（古墳時代前期～後期）包含層）の時期は、乾

湿を繰り返す土壌生成作用によって有機質遺体が分

解されるような堆積環境が想定された。なお、 21層

では海水ないし汽水の影響を受ける湿った土壌の環

境が示唆された。 14層～18層（古代包含層）の時期

はイネ科を主にカヤツリグサ科、ヨモギ属などの人

里植物あるいは耕地雑草の性格を持つ草本が生育し

陽当たりの良い環境で水田も営まれていたと推定さ

れた。

井戸遣構(SE363)では、周辺で稲作が営まれてお

り、ヨモギ属、イネ科、ヨモギ属の耕地雑草と人里

植物の性格をもつ草本が生育し、陽当たりの良い環

境であったと判断された。なお、 3層では何らかの

理由でここに稲藁が集積されたと推定された。

古墳時代後期の住居 (SJ260,SJ261) 内カマドよ

り検出された灰については、いずれもススキ属が主
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付編 下田町遺跡のテフラ
1. はじめに

関東地方埼玉県域とその周辺に分布する後期更新

世以降に形成された地層の中には、富士、箱根、浅

間、榛名、八ヶ岳、御岳など関東地方とその周辺の

火山、さらには中国地方や九州地方などの火山に由

米するテフラ（火山砕屑物，いわゆる火山灰）が多

く認められる。テフラの中には、噴出年代が明らか

にされている指標テフラがあり、これらとの層位関

係を遺跡で求めることで、遺構の構築年代や遺物包

合層の堆積年代を知ることができるようになってい

る。

そこで、層位や年代が不明な火山灰層か認められ

た下田遺跡においても、採取された試料を対象に簡

易的なテフラ検出分析を行って、指標テフラの検出

同定を試みることになった。

2. テフラ検出分析

(1)分析試料と分析方法

テフラ検出分析の対象となった試料は、谷部15層

から採取送付されたものである。分析の手順は次の

通りである。

1)試料 8gを秤鼠。

2)超音波洗浄により泥分を除去。

3) 80℃で恒温乾燥。

4) 実体顕徴鏡下で観察し、テフラ粒子の量や特

徴を把握。

(2)分析結果

テフラ検出分析の結果、比較的良く発泡した淡褐

色や灰色の細粒軽石が多く検出された。軽石の最大

径は、 2.3mmである。軽石の斑晶としては、斜方輝石

や単斜輝石が認められる。これらのうち、少なくと

も淡褐色の軽石については、その特徴から1108（天

仁元）年に浅間火山から噴出した浅間Bテフラ (As

-B，荒牧， 1968,新井， 1979)に由来すると考えら

れる。ただし、採取された土層が一次堆積層か否か

については、分析者が断面において土層の観察記載
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を行っていないことから判断は困難である。少なく

ともほとんどの群馬県域における As-Bについて

は、特徴的なフォール・ユニットの組み合わせが認

められることから、本遺跡においても、テフラ分析

者による土層観察か必要である。

なお、本遺跡とその周辺には、古墳時代以降だけ

でも、 3世紀終末～ 4世紀初頭に浅間火山から噴出

した浅間C軽石 (As-C，荒牧， 1968, 新井， 1979,

友廣， 1988,若狭， 2000)、6世紀初頭に榛名火山か

ら噴出した榛名ニッ岳渋川テフラ (Hr-FA，新井，

1979,坂口， 1986,早田， 1989,町田・新井， 1992)、

6匪紀中葉に榛名火山から噴出した榛名ニッ岳伊香

保テフラ (Hr-FP，祈井， 1962,坂口， 1986,早田，

1989, 町田・新井， 1992)、1783（天明 3)年に浅間

火山から噴出した浅間A軽石 (As-A，荒牧， 1968,

新井， 1979)などが分布している。これらの多くに

ついては、テフラの層相観察やテフラ観察のはかに、

火山ガラスや鉱物の屈折率測定を実施することによ

り同定精度を向上させることができる。これらの分

析の結果を総合的に分析してテフラ同定が行われる

と良い。

3 . ,Jヽ結

下田遺跡谷部において採取された試料を対象に、

テフラ検出分析を行った。その結果、浅聞Bテフラ

(As-B, 1108年）に由来する可能性の高い軽石粒

子を検出した。
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2. 下田町遺跡から出土した壺鐙の分析

下田町遺跡は和田吉野川と荒川が合流する付近に

位置し、これらの河川により形成された氾濫原の自

然堤防上に立地している。本遺跡では、古墳時代前

期・後期、平安時代を主体とする多くの遺構が検出

されている。本報告では、奈良時代前期 (8匪紀前

半）の井戸底部から出土した木製黒漆塗壺鐙の樹種

同定を行い、木材利用に関する資料を得るとともに、

漆塗膜の断面観察を行い、漆途りの状況等も確認す

る。

1.試料

試料は、第319号井戸跡から出土した鐙1点で、表

面は黒色を呈する。樹種同定用試料は、破捐部から

3 mm角程度の木片を採取した。漆薄片用試料は、表

面下部の漆が断片的に残存している部分から木地を

合めて小片を採取した。

2.分析方法

(1)樹柿同定

剃］］の刃を川いて木日（横断面）．柾目（放射断

面）・板目（按線断面）の 3断面の徒手切片を作製し、

ガム・クロラール（抱水クロラール，アラビアゴム

粉未，グリセリン，蒸留水の混合液）で封入し、プ

レパラートを作製する。作製したプレパラートは、

生物顕微鏡で観察・同定する。

(2)漆薄片作製・観察

試料を屹燥させたのち、合成樹脂で己埋・固化さ

せる。漆断而が出るように切断し、表面を研磨する。

反対側も同様に研磨を行い、肛さ0.03mmの薄片プレ

パラートを作製する。プレパラートは、化物顕徽鏡、

落射蛍光顕微鏡、偏光顕微鏡、反射顕微鏡で観察す

る。

パリノ・サーヴェイ株式会社

3.結果

(1)樹種同定

鐙は広葉樹のクスノキに同定された。解剖学的特

徴等を記す。

・クスノキ (Cinnamomumcamp hara (L.) Presl) 

クスノキ科クスノキ属

散孔材で、道管径は比較的大径、管壁は薄く、横

断面では楕円形、単独または 2-3個が放射方向に

複合して散在する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交

互状に配列する。放射組織は異性、 1-3細胞幅、

1-20細胞高。柔組織は周圃状～翼状。柔細胞には

油細胞が認められる。

(2)漆薄片観察

乾燥時に木地の大部分が判落してしまった。木地

の表面には黒色粒子を合む層が認められる。層の閂

さは40-lOOμm (1 μmは0.001mm) で一定方向に向

かって薄くなる傾向かある。黒色粒子は不定形で、

大きさも lOμm以下のものからlOOμmを超えるまで

様々である。黒色粒子は、一部に繊維状の組織も認

められることから、炭粉に由米すると考えられる。

炭粉の分布は不均等で、分布密度が低い部位を観察

すると、透過光で赤褐色、落射蛍光で貿褐色となる

物質が認められる。これは色調怜の特徴から漆と考

えられる。したがって、木地の上には、漆に炭粉を

混ぜた炭粉下地が施されていると考えられる。下地

層の上部には、透過光および落射傾向で黒色不透明

の層が認められる。層の厚さはlOμm以下で薄い。肉

眼観察では、表面ににぶい光沢があることから、油

煙等を混ぜた漆層の可能性があるか、物質の特定に

は至らない。

4.考察

(1)木材利用について

出七した木製黒漆塗壺鐙は、井戸跡から 8且紀前
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半の狽恵器の杯やt師器の甕と共に出上した。同様

の壺鐙としては、大阪府大阪市四天王寺ILI境1付遺跳、

新潟児柏崎市箕輪逍跡、幅岡県北）し少什市石田遺跡に

次いで 4例目で、関東地方では初の出t例である。

壺鐙は常緑広葉樹のクスノキであった。クスノキ

は、暖地に多く見られる種類で、閃東地方では沿海

地を中心に分布が見られるか、分布の中心は関東地

方以西である。（倉田， 1971)。クスノキの木材は、

重さ・強度とも日本産木材の中では中程度である（成

澤， 1975）。加上は比較的容易であり、耐朽性が高い。

今回と同様の形態の壺鐙については、出上例自体

が少ないために木材利用状況は不明である。一方、

本遺跡で行った木製品の樹柿同定結果では、クスノ

キは全く認められず、これまでの埼玉県内における

伺時期の樹種同定結果でも、クスノキの検出例は知

られていない。これらのことを考慮すれば、遺跡周

辺にはクスノキが自生していなかった可能性があ

り、この壺鐙は、他の地域から搬人されたことも考

えられる。

(2) 漆塗りについて

壺鐙の表面は肉眼では黒色を呈する。漆塗りは比

532 

較的簡素で、炭粉下地の上に黒色の途布物が薄く塗

られているのみである。肉眼で黒色を見するのは、

炭粉下地と表面の黙色の塗布物によるものと考えら

れる。なお、破捐部で見る限り材も黒色を呈するが、

現生の木材は黄褐色～赤褐色であり、黒色とはなら

ない。おそらく経年変化による変色で、本米は黒色

ではなく黄褐色～赤褐色であったと、息われる。
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図版 I 下田町遺跡のプラント・オパール

`‘§  

イネ イネ イネ

イネ イネ イネ（短細胞）

ヨシ属 ヨシ属 ネザサ節型

ススキ属型 ススキ属型 ススキ属型

プラント・オパールの顧微鏡写真 50μm 
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図版 2 下田町遺跡の花粉•寄生虫卵
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図版 3 下田町遺跡の珪藻

7
 

8
 ，

 

ID I I 12 

13 14 15 16 17 18 

I -17,-―|Oμm 18―|Oμm 
1. Pinnularia schroederii 2. Navicula conJervacea 3. Navicula pupula 4. Navicula mutica 5. Navicula elginensis 6. Navicula elginensis v. cuneata 
7. Cocconeis placentula 8. Pinnularia nodosa 9. Navicula lokyoensis 10. Gomphonema parvulum 11. Amphora copulata 12. Nitzschia Jrustulum 
13. Pinnularia viridis 14. Pinnularia acrosphaeria 15. Eunotia minor 16. Eunotia praerupta 17. Hantzschia amphioxys 18. Navicula peregrina 

535 



図版 4 下田町遺跡の木材・漆断面

I a 

2 a 

I. クスノキ（第319号井戸跡） a:木口， b :柾目， C :板目

2. 漆断面（第319号井戸跡） a透過光， b :落射蛍光
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